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　 この報告書は、 日本 自転車振興会 か ら競輪収入

の一部 である機械工業振興資金の補助 を受けて昭

和59年 度 に実施 した 「情報環境の進展が及ぼす

社会 構造へ の影響 と望 ま しい情報 メデ ィア に関す

る研 究 」の成果 をと りま とめた もの であ ります。



一
は　 じ　め　 に

t

∨
㍉

〈

　 この調査 研究報告書は、当協会が システムズ ・アメ リス ト・リサエテ ィに調査

委託 した 「情報環境の進展が及ぼす社会構造への影響 と望 ま しい情報 メデ ィアに

関する研 究 」の成果 をと りま とめた ものであ ります。

　 筑波万博 に象徴 される様 に科学技術の進展は 目覚ま しい ものであります。特 に、

コンピュータ と通 信 メデ ィアの発達は、今後 の社会構造や 日常生活 に大 きな変革

を もた らす と言われ てお ります。

　 しか し、 このニ ュー メデ ィアの評価や、 もた らせ られるで あろ う社会変化 につ

いての検討は、企業 や行政のサイ ドにおいては先行 していますが、市民のサイ ド

か らは十分 な検討が行われている とは言 えません。 ニューメデ ィアの望 ま しい発

展のためには,市 民 自身が 日常生活のニーズか ら議論 をつ くす ことが重要 であ り

ま しょう。

　 この ような観点か ら、昭和57年 度 より同 ソサエテ ィ内に上野滋氏 を委員長 と

する 「情 報 メディア研究委員会 」を設置 し、以上の課題に取 り組んでまい りま し

た。本年度 は最終年 度 と して、今後 の情報化社会 において様 々な構造変化が予想

され る各種 コ ミュニテ ィと健康 ・医療及び これ らを支え るセキュ リテ ィの問題に

つ いて調査 ・研究 を行 い、本調査研 究を終了 させるこ とができま した。 ここに御

協 力を頂いた委員及 び関係各位 に厚 く感謝す る とともに、あわせ て本研究成 果が、

何 らかの意味にお いて新た な局面での情 報処理技術の発展に役立 ち得れば幸 に存

ず る次第 であ ります。

　　　　　 昭和60年3月

(財)日 本情報処理開発協会
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　 「人 間 ・居住 ・環 境 と科 学 技 術 」をテ ー マ と した 筑 波国 際 科 学技 術 博 覧 会 は 、

昭和60年3月14日 に開幕 さ れ る。 この科 学万 博 では 、21世 紀 に 向 け て科 学

技 術 の発 展 が 、 生 活 の 向 上に どの様 に役 立 っ事 とな るか が展 示 され る。 コ ン ピ ュ

ー タ、通 信 、 ロボ ッ ト等 の新 機 械 類 、 バ イオ テ ク ノ ロ ジー、 メデ ィカル サ イ エ ン

ス 、新 素材 、 エ ネル ギー をは じめ新 資源 、 宇 宙 ・海洋 開 発 、 自然 災 害 防止 、環 境

保 全 な ど様 々 な分 野 に お いて技 術革 新 が 今 後実 用 化 され る こ とは ま ちが い ない で

あ ろ う。

　 科学 技 術 の発 展 が 人 間 に何 を もた らす か 、 とい う問 いか け は 常 に あ る。 ア イ ン

シ ュタ イ ンは 「科 学 は研 究 者 の 目的 に 関係 な く為 政 者 の バ ラ1つ で繁 栄 に も破 壊

に も走 り出 して しま う 」と言 っ て い る。 科 学 技 術 に対 す る不安 感 、 不信 感 は 世 代

に よ り、 差 は あ る ものの我 々の 中 に常 に存在 して い る。特 に我 が 国 では公 害 問題

を忘れ る こ とは で きな い。

　 科学 技 術 の発 展 は 直面 す る問 題 を解 決 す る一 方 で新 た な難 題 をつ きつ け て くる。

便 利 な エ ネル ギ ー と して の石 油 の利 用 は酸 性 雨 を もた らし、遺 伝 子 工 学 は神 の領

域 であ った種 の創 造 を人 間の 手 に ゆだ ね よ うと してい る。 しか し、 あ る科 学 技 術

の発 展 に よ り悪 影 響 の 可能 性 が あ るか らとい って これ を悪 玉 扱 い の みす る訳 に は

いか な い。 悪 影 響 と同等 も し くは よ り大 きな好 ま しい 効果 が あ るは ず だ か らで あ

る。 これ らが もた らす 人 間社 会 へ の影 響 、 日常 生 活へ の イ ンバ イ ト、公 の功 罪 に

つ い て は正 確 に 予 知 で きない 多 くの未 知数 が存 在 す る。 科学 技 術 を あ くまで も人

間 中心 に みつ め 人 間 が どん なモ ラル で これ を取 扱 って い くのが 我 々が 直 面 して い

る課題 で あ る と言 え る。

　 さて 、我 々が 「科 学 技 術 の 発 展 と入 間社 会 へ の影 響 」の一 つ と して と らえ たの

は 「コ ン ピ ュー タ と通 信 網 の 発 展 が もた らす 情報 環境 の進 展 」で あ る。 いわ ゆ る

「ニ ュ ー メデ ィア 」問 題 と、して こ こ数年 マ ス コ ミをに ぎわ してい る。

　 行 政 に お い て は 、通 産省 の 「ニ ュ ー メデ ィア コ ミュニ テ ィー構 造 」、郵 政 省 の

「テ レ トピア構 想 」、 建設 省 の 「情報化普及モデル都市構想」等が発表され 、 前2者
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に つ いて は地 域 指定 が 開始 され て い る。 これ らは 、通 信網 等 の ニ ュー メデ ィ ア関

連 施 設 を社 会 的 イ ン フ ラス トラクチ ュア と して位 置 付 け 、そ の整備 へ の 助 成 をモ

デ ル地 域 に行 うもの で ある。

　 企 業 で は、 経 済 効 率 を 目指 して あ らゆ る場 面 に お いて コ ン ピュ ー タ と通 信 の 浸

透 が 進行 してい る。 無 人 工 場 ま で 出来 たFA(フ ァク トリーオ ー トメー シ ョン)、

ホ ワイ トカ ラーの効 率 化 を迫 る事 務 所 にお け るOA、 多 品種 ・少量 ・変 化 の 激 し

い商 品 流通 を支 え る商 店 のPOS、 企 業 や 家庭 との直 結決 済 を 目指す 銀 行 の第3

次機械 化 等 … …。 三 鷹 で実 験 が 開始 され た 電 々公 社 のINSは60年4月 の 民営

化 に よ り一 層 促 進 させ られ るで あ ろ う。

　 我 々が57年 に この研 究 を開始 した の は 「ニ ュー メデ ィア ・ブー ム 」が始 ま ろ

う とす る時 期 で あ った。2000年 を 目指 した寛 々 公 社 のINS構 想 が 発 表 さ

れ 、経 済 界 は 新 た な ビジネス チ ャ ンス を物 にせ ん と積 極 的 な情 報収 集 活 動 を開始

した。 ニ ュー メ デ ィ アに関 す る セ ミナ ーに は満 員 の聴 集が 集 ま り、 解 説書 が 書 店

に登場 して きた。 セ ミナ ーや解 説 書 では 、 ニ ュー メデ ィアが もた らす で あ ろ うバ

ラ色 の未 来 が 描 か れ た。

　 この様 な状 況 に我 々は期待 と共に疑問 と不安 を感 じた。 ニューメデ ィアは通信の道具

であ り、従来 の通信に較べ性能が格段に向上 した もの と言 え る。通 信 には 送 るべ き信

号 が あ り、 そ の送 り手 と受 け手 が 必 要 で あ る。 通 信 の利 用 者 と して企 業 は確 か に

大 きいが 、 一 方 では我 々市 民 の方 が 数 と しは圧 倒 的 に多 い。 ニ ュー メデ ィ ア を今

後 の社 会 にお い て活 用 す べ き もの とす るな らば 、そ れ を よ り真 剣 に考 え な くて は

い け な いの は 我 々市 民 と して の個 人 で は な い だ ろ うか。 とこ ろが、 聞 こえ て くる

のは 、通 信 の サ プ ライサ イ ドか らの 「こ うな ります よ 」 とい う話 と、 ビジネ ス サ

イ ドか らの 「こ うい うビジネスチ ャンスが出来 る」とい う話のみであった。

　 メディアが社会 を変革 させることは ない。 社会 の変化 を加速する働 きをす るのみで ある。

市 民 と して の 個人 か ら見 て、現 在 及 び将 来 の メデ ィアに対 す る ニー ズは どの様 な

もの で あ ろ う。 社会 の イ ン フ ラス トラクチ ュア と して の メデ ィ を、 日常 生 活 の 中

で どの様 に位 置 づ けれ ば 良 い のか。 日本 の 社会 は 同質 を好 む と言 われ るが 、 ニ ュ

ー メデ ィア を使 え な いか ら社会 に遅 れ て い る と認 識 す るの では な く
、個 々人 が 自
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らの た め に よ り快 適 な生 活 を得 る事 に ニ ュ ー メデ ィア を ど う位 置 付 け 、 ど う使 う

の が好 ま しい の か。

　 メデ ィアは道 具 で あ るか ら、そ の使 用 は利 害 得 失 を生ず る。 公 害 の様 に科 学 技

術 の否 定 的認 識 を再 び招 くこ とは避 け なけれ ば な らない。 ニ ュー メデ ィア とい う

科 学 技 術 を人 間 の た め に伴 うには 「自分 達 が主 役 」とい う認 識 を持 た な くて は な

らない … … とい うのが 我 々が この 問題 に取 り組 ん だ認 識 であ った。

　 第1年 度(57年)は 、情 報 化 社会 へ の判 断 基 準 を持 つ こ と を 目指 し、既 存 も

含 め た メデ ィアの 動 向 を把 握 す る こ とを 中心 と して 、国 外へ の情 報 ニ ー ズ、 地 域

間 の情 報 ニ ー ズ につ い て と りま とめ た。

　 第2年 度(58年)は 、 情 報化 社 会 に お け る イ ン フ ラス トラ クチ ュ ア と して ニ

ュ ー メデ ィア を位 置 付 け、 市 民生 活 の12の 断 面 にお け るイ ンパ ク トを検 討 した。

　 最終 年 度 で あ る本 年 は 、 ニ ュー メデ ィ アの位 置 付 を具体 的 に検 討 す るた め、 今

後 の社 会 生 活 に お い て我 々の 関心 が特 に 高 い3つ の 断 面 、 コ ミ ュニ テ ィ、健 康 ・

医 療,セ キ ュ リテ ィにつ い て以 下 の 内 容検 討 を と りま とめた。

　 「第1章 コ ミュニ テ ィ 」で は、 二=一 メデ ィアの もた らす イ ンパ ク トを、人 と

人 との コ ミュニ ケ ー シ ョンに つい て 考察 し、そ の 多様 性 に つい て論 じた。 ここ で

い う"コ ミュニ テ ィ"と は我 々が個 人 と して 属 す る様 々なグル ー プを言 い 、"コ

ミュ ニケ ー シ ョンす る場"と して広 くと らえ て い る。 コ ミュ ニテ ィを メデ ィア と

の 係 わ り合 い か ら、① 家 族 、② 地 域 、③組 織 、④ フ レキ シブル の4種 類 に分類 し、

各 々い くつ か の ケ ース ス タ デ ィ を行 った。 地域 コ ミュニテ ィで は、 団 地 ・マ ン シ

ョン、 ミニFM放 送(FM東 村 山)、 生 活協 同組 合 につ いて 、組 織 コ ミ ュニ テ ィ

で は、 会 社 、業 界 団体,宗 教 、道 徳 普 及組 織(モ ラ ロ ジー研 究 所)に つ い て 、 フ

レキ シブル コ ミュニ テ ィで は、 配 偶 者 選択 、 ス ポ ー ツ、高層 ビル、 ボ ラン テ ィ ア

活 動 、 サ ー ク ル活 動 につ い て と りあ げ,各 々現 状 の 活動 、将 来 の 方 向 、 メデ ィア

との係 わ り合 い につ い て 明 らか に した。

　 「第2章 健 康 と医療 」では 、"健 康 で長 生 き"と い う人類 の 永 遠 の テ ー マ に対

しニ ュー メデ ィ アの果 し うる役 割 り を考 察 した。 我 が国 は21世 紀 に 向 っ て高 齢
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化 社 会 へ の道 を着 実 に 歩ん で お り、 医療 ニ ー ズが高 ま る事 は必 至 で あ る。 一 方 で

は医療 費 問題 が 健康 保 健 財 政 の破 綻 と して顕 在化 し、又 、様 々な システ ム化 が 浸

透 してい る事 は産 業 界 と同様 で あ る。 この 様 な背景 を踏 まえ て 、健 康 保 険制 度 の

見 直 し、 医 療現 場 の課 題 、物 理 的 治 療 と心 の医 療 、現行 医療 制 度 の不 備 を突 い て

登場 して きて い る 医療 ビジネ ス、 医 療 か ら周辺 へ の波 及 、救 急 医療 の状 況 につ い

て具 体 的 に検 討 した。 最 終的 に は、21世 紀 に向 け て ニ ュー メデ ィア を活 用 して

予 防 医療 を行 う積極 的 なヘ ル シー ライ フを提案 した。

　 「第3章 セ キ ュ リテ ィ 」で は 、 ニ ュー メデ ィアが社 会 的 イ ン フ ラス トラ クチ ュ

ア と して位 置 付 け られ る条 件 と して 、 セキ ュ リテ ィの課 題 につ い て検 討 した。 ま

ず 、 ホ ー ム セキ ュ リテ ィに つい て 、 そ の概 念 が登 場 して きた社 会 的変 化 を分析 し、

現 在 商 用 化 され て い る シス テ ムの課 題 を考察 し、"人 間 らしい暮 し"を す るた め

の"今 後 の 存 り方"に つ い て述 べ た 。 ソー シ ャル セキ ュ リテ ィでは 、未 だ記 憶 に

新 しい昨 年 末 の 世 田谷 通 信 ケ ー ブル火 災 を と りあげ た通 信 の セキ ュ リテ ィの存 り

方 と、 防犯 の視 点 か らの コン ピュー タ ・システ ムの セキ ュ リテ ィの 存 り方 を考 察

し、 最終 的 に残 る シス テ ム と人 間 との係 わ り合 い につ い て述 べ た。 イ ンフ ォ メー

シ ョン セキ ュ リテ ィで は コ ン ピュ ー タ と通 信 回線 の浸透 に よる コン ピ ュー タの個

人 化 に よ り顕 在 化 して くる セ キ ュ リテ ィ と して、 個人 の プ ライ バ シ ーの 問題 と個

人 が社 会 の 情報 を入 手 す る際 の問 題 を と りあげ 考 察 した。
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第1章 　 コ ミ ュ ニ テ ィ

1.1　 背景 と視点

　 (1)情 報 化社 会 と コ ミュニ ケ ー シ ョン

　 (2)　 コ ミュニ テ ィ とニ ュー メデ ィア

　 (3)　 ニ ュー コ ミュニテ ィ発 展 の契 機 とニ ュー メデ ィア

　 (4)　 ヒ ュー マ ン ウ ェア と3Hの 時代

1.2　 コ ミュニ テ ィの 断面 にお け る イ ンパ ク ト

　 (1)家 　族

　 (2)団 地 ・マ ンシ ョン

　 (3)　 FM東 村 山

　 (4)生 活協 同組 合

　 (5)会 社組 織

　 　 　(a)多 国 籍 企 業

　 　 (b)　 日本 企 業 の プ ロ トタ イ プ

　 (6)業 界 団体

　 (7)宗 　教

　 (8)社 会 教 育 巨 体 一 モ ラロ ジー研 究 所

　 (9)配 偶者選択

　 ⑩　ス ポー ツ

　 ⑪　高層 ビル

　 ⑫　 ボランテ ィア活動

　 ⑬ 　サ ークル活動
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第1章 コ　 ミ　 ュ　ニ テ 　ィ

1.1　 背 景 と 視点

(1)情 報 化 社 会 と コ ミュニ ケー シ ョン

　 　 　ニ ュー メデ ィアの発 展 は 、 現在 の 産 業 社 会 に大 きな影響 を もた ら しっ つ あ

　 　り、 益 々加 速 され て い くで あ ろ う。 しか し、 そ の 影響 は大 きい と は言 うもの

　 の、 社会 の 基 本 構造 の変 革 を迫 る もの では な いか もしれ な い。

　 　 人 類 が 存 在 しは じめた 狩 猟 社会 は 、 定 住 的 な農 業社 会 に変 貌 し、 さ らに産

　 業 社 会 に発 展 した。 産 業 社 会へ の発 展 の原 動 力は 、農業 社 会 での所 得 向 上 と

　 動 力機 械 の発 明 に よる、 い わ ゆ る"産 業 革 命"で あった。 産 業 社会 は、 農 業

　 社 会 にお け る富 の蓄 積 の 体 系 ・基 盤 を変 え、 新 しい富の分 配 機 構 を 形 成 した。

　 経 済 は 拡 大 し、 社 会全 体 の シス テ ムが 変 った 。

　 　 我 々が 現 在到 達 して いる 産業 社 会 の 基 本 構造 は 、産業 革 命 以 降 の延 長 線上

　 に あ り、 質 的 に異 なる もので は ない 。 こ とに 日本 は、 明治 以 降 超 ス ピー ドの

　 産 業 社 会 の 実現 を達 成 し、 戦後 は 超 々 ス ピー ドに"高 度 産 業 社 会"に 到 達 し

　 た 。 想 像 を超 え る豊 か さ を実 現 した 。 しか し、 そ の豊か さ の 尺度 は、 明 治 以

　 降 変 りは ない。=豊か で ある こ とは、 す ば らしい こ とでは ある 。

　 　 　しか し、 我 々の 豊か さ は、 世 界 入 口の20%に しか 享受 され て い ない の も

　 現 実 で ある。 現 在の 中国10億 入が 、 マ イ カー を持 ち、 ドライ ブ を楽 しん だ

　 　らど うな るか。 大 石 油危 機 の 到来 で あ る。 高度 産 業社会 の基 盤 に も深 い 矛 盾

　 が 存 在 して い る。 未 来 永 劫 に 我 々の 豊 か さが 増 大 す る と想 像 す る こ と はむ つ

　 か しい。 また、 現 在 の 豊 か さの尺 度 が 存 在 しつづ ける と も想像 しに くい。 産

　 業 社 会 は、 何 か を契機 に変 貌 す る よ うに も思わ れ る。

　 　 ニ ュー メデ ィ アの与 え る イ ンパ ク トは 、 産業 へ の応 用 面 で考 え る と、 我 々

　 の 高 度 産業 社 会 をさ らに"超 高 度 産 業 社 会"に 押 し上 げ て い くもの と して理

　 解 す る こ とが で きる。 市場 機 構 を通 じ、新 しい 財 ・サー ビスが 導 入 され 、 我

　 々は 一 層 豊 か に なる 。 しか し、 同時 に 、 ニ ュー メ デ ィア の基 本 的特 質 は、 情

　 報 流 通 コス トの低 下 に あ り、 そ の 影 響 は、 産 業 へ の もの に と どま らない 。 効
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率 化 追 求 とは 次元 の異 な る分 野 での 情 報 流通 に も大 きな イ ンパ ク トを与 える。

　 友 入間 の コ ミュニケ ー シ ョン等 に も変化 を もた らす 。

　 効 率 化 で は な い イ ンパ ク トは 多 様 で あ り、 人 間 の考 え 方 ・生 活 様 式 の 変化

を伴 うもの か も しれ な い。 あ る いは 、 そ の多 様 な イ ンパ ク トめ 集 積 が 、産 業

社 会 の基 本 構造 を変 貌させ る 契機 となる か も しれ ない 。 豊 か さ の尺 度 が 変る

と も考 え られ る。

　 本論 の 目的 は、 ニ ュー メデ ィアが もた らす 効 率化 追 求 以外 の 多様 な イ ンパ

ク トを考 察 す る こ とに ある。

　 そ の よ うな イ ンパ ク トは ど こに生 じる か。 そ れ は、 入 と人 との コ ミュニ ケ

ー シ ョンの あるす べ ての 事柄 に あ る。 つ ま り、 我 々が人 々 と接 す るす べ て の

場 面 にか か わ って いる。 家族 、 地 域 、 企業、 ク ラ ブ等 の あ らゆ る 側面 で ある。

これ らの人 々の接 触 す る"場"毎 に イ ンパ ク トを考 え る こ とが、 そ の 多様性

の 理解 の 第 一歩 で ある。

　 我 々は、 各個 人 が 属 す る様 々の グ ル ー プ を"コ ミュ ニテ ィ"と 呼ぶ 。 一 般

に コ ミュニ テ ィ とい う言 葉 は 、地 域 グ ルー プに 対 して使 わ れ るが 、 こ こで は、

"コ ミ
ュニ ケー シ ョン をす る場"と して広 義 に定 義す る。

(2)コ ミ ュ ニ テ ィ と ニ ュ ー メ デ ィ ア

　 　 我 々 は 、 コ ミ ュ ニ テ ィ と ニ ュ ー メ デ ィ ア の 係 わ り合 い を 理 解 す る た め に 、

　 様 々 の コ ミ ュ ニ テ ィ に つ い て 議 論 を し た 。 コ ミ ュ ニ テ ィ は 、 大 き く類 型 化 す

　 る と 、 次 の4分 類 と な る 。

家 族

　 地 域 コ ミュニ テ ィ
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〔地 域 コ ミュニ テ ィ 〕

　 伝 統 的 な町 内会 組 織 か ら、 集 合 住 宅 での集 会 等 様 々で あ る。 我 々は 、 ニ

　ュー メデ ィア との 係 わ り合 い を検 討 す るた め、 以下 の3つ を と りあ げ た。

　 (1)団 地 ・マ ン シ ョン

　 (2)　 FM東 村 山

　 (3)生 活 協 同組 合

〔組 織 コ ミュニ テ ィ 〕

　 構 成 メンバ ーは強 い組 織 形態 に 所 属 し、 参加 ・脱 退 は あま り 自由 で は な

い 。 企業 、 学 校 等 が こ こ に入 る。 我 々が 対 象 と したの は 、以 下 の4つ であ

る 。

　 (1)'会 社 組 織

　 (2)業 界 団 体

　 (3)宗 　 　教

　 (4)社 会教 育 団体 一 モ ラ ロジー研 究所

〔フ レキ シ ブル コ ミュニ テ ィ 〕

　 構 成 メ ンバ ーが 自己の 興 味 ・主 義 主張 をベ ー ス に参 加 す る グ ルー プ。 ス

　ポー ツク ラ ブか らボ ラ ンテ ィア活 動 ま で きわ め て多様 で ある。 対 象 と した

の は以 下 の5っ で ある。

　 (1)配 偶 者 選 択

　 (2)ス ポ ー ツ

　 (3)高 層 ビル

　 (4)ボ ラン テ ィア 活動

　 ㈲ サ ー クル 活動

以 上 の コ ミュニ テ ィの各 々にっ い て、1.2コ ミュニテ .イの 断面 にお け る イ

ンパ ク トで考 察す るが 、 次 節 でそ の 要 約 を述 べ 、事 例研 究 か ら抽 出 で きる、
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今 後 の展望 に つい て ま とめ る。

(3)ニ ュー コ ミュニ テ ィ発 展 の 契機 とニ ュー メデ ィア

　 　各 論 で紹 介 す る各 コ ミュニテ ィの現 状、 将 来 、 ニ ュー メデ ィア との係 わ り

　 合 い に つ いて要 約す る と、 次 表 の よ うに な る。 ニ ュー メデ ィアが ニ ュー コ ミ

　 ュ ニ テ ィ形 成 に 果す 役割 を理 解 す る ため に、 下 図の よ うに 整理 す る こ とが で

　 き よ う。

ピ∋(慧

唾璽

同 大 囚 領域(一 生協一)

国(豊
唾∋

◎

ニ ュメデ ィアの貢献

　 各 コ ミュニ テ ィ ともに、 ニ ュー メデ ィア に 関 係 な く、 そ れぞ れ の問題 をか

か え 、 新 しい方 向に 向 い つつ ある が、 ニ ュー メデ ィア は、 そ の 活動 発展 の 推

進 補 助 力 となる 。 こ とに、 囚 領 域 に ある、 ニ ュー コ ミュニ テ ィ形 成 につ い て

は、 そ の 中心 メ ンバ ーの精 神 的基 盤 が土 台 で ある が 、 ニ ュー メデ ィアの寄 与

す る領 域 は広 い。 さ らに、FM東 村 山、 ボ ラ ンテ ィア サー クル 、 生協 に つ い

て は、 市 民 運動 と して の性格 を も ち、 そ れ は、 日本 全 国、 世界 各 国 との連 続

的結 び つ きを持 ち得 る もので 、 新 しい社 会 の萌 芽 と もい うべ き内容 を もつ も

のが含 まれ る 。
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一
ω

ー

j

コ ミュ ニ テ ィ の種 類 現　 状　 の　 活　動 将　来　 の　方　 向 ニ ュ ー メ デ ィア との 係 り合 い

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 A

家 ω　家　　　　　　　 族 核家族化の進展による血縁親族間の絆の薄弱 基 本的に変 らないが、原 点 としての直接 のふ 限界は あるが、双方向映像 メデ ィアに よるふれ あい

族 .

化、サ ラリーマ ン単身赴任の増加。 れ あいが重要。 の補完。

{2)団 地 ・マ ン シ ョ ン 等 地域的(伝 統的ム ラ組織)な 束縛 を脱 した開 所 得伸び悩 み、土地高 騰のため、永住 を考 え 「提供 したい、提供されたい」情 報の集 中化が双方

放的生活 を求め るため、近 隣 とのつなが りは るよ うにな り、 将来 にわた っての住み良 さを 向通信 とデータベ ース化で発展す る。 物々交換 ある

少ない。 かつ、 永住す る気持 もないので、つ 求める。 このため、近隣 との情報交換 による いは知識、趣味の情報で ある。 プ ライバ シーの問題

地 なが りを求めない。 利便性 を求 め、新 しいコ ミュニテ ィが生れ る。を解 決す る工夫が必要。
　 　 ・

域
　
コ

(3)F　 M　 東 　 村　 山 東村 山市 人口の50%を カバ ーす る8局 。 番 電 波到達距離 の制限が緩和 され ると、.コス ト FM局 である必要は ない。 コス ト、規 制の現状の制

組 は住民に よる手作 りで、新 しいコ ミュニテ も下が り、活動 も拡大 し、他 の地域 との交流 約か らFMに な っている。 低コス トの(市 民が負 担

ミ イを形成 しつつ ある。 しか し、 コス トおよび
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 .

も活発 になろ う。 で きる程度の)ニ ューメディアが普 及す るに従い、

ユ 法 規制 によ る限界が ある。 各種 の組織化が可能。新 コミュニティ運動 としての

二 精 神的原動力母体がない と、どん なニューメデ ィア

テ
でも無意宋

イ (4}生 活　協 同 組 合 各地域 の班毎 のニーズ を組み取 る双方向参加 物的商品の みな らず、趣味、文化、旅行 等の 双 方向ニ ューメデ ィアが駆使 され る土台がすでにあ

型 の消費組 織と して発展。主婦 に とって、信 消 費への方 向、 あるいは国際化の方 向等へ の り、通 信の低コス ト化 とともに威 力を発揮する。 ま

頼 され ている。 発 展。 た 、 そ の 情 報 網 は 、 会 員 間 の コ ミュ ニ ケ ーシ ョン の

場 とな り、新 しい コ ミ ュニ テ ィが 形 成 され る。

(5}会 社 組 織(A、B) コ ミュニ テ ィ とは 言 い 難 いが 、 人 々の 集 り の 日本企業での"根 回 し"決 定は、 同一居住空' 日 本 企業 で は フ ェー スtoフ ェ ー スが 軸 で、 デ ー タ

組 場 として考え る。企業に よって、 ことに日本 間 での空気 を必要 とし、外資 系ではロジ カル 的 な もののネ ットワーク化 が進む。外 資系では日本

織 企業 と外資系企業 とは、 コ ミュニ ケーション な情報交流が優先する。その傾向は近い将来 の役割が大 きくな り、内外の情報交換 がさかんにな1

コ
　ミ のあ り方が異な る。 には変更ない。

　 　 　 　 　 1る
。

ユ

二 (6)業 　 　界　　団　 　体 日本的 風土のなかで発展 して きた組織で あり、団 体加盟員の コンセンサスが得 られに くくな 情報 交流に通 信システムが活躍す る。業界内のコ ミ

テ 業界の コンセンサス作 りに寄与 してきたが、 っ ていき、情 報(公 開され た もの)の 集積 、 ユニティ としての性格 は薄 まる。業界外に も開 かれ
イ

産業構造、産業組織の変化とともに変質を迫 伝送等の機能に純化され、加盟員間の会議は た 組織 として、 情報 の集 散地的役割 を担 う。

られてい る。 他所 に移る。



ー

H
命

1

コ ミュ ニテ ィの 種類 現　状　 の　活　動 将　来　 の　方　向 ニ ュー メ デ ィア との 係 り合 い

(7}宗 　　 　　 　　　 教 仏教 の例では、 企業 組織 と同様 の側面がある 講 演会、研究会、討論会等 の場の 提供お よび 基本 は人 と人 とのふれ あい によ る信頼関係 の蓄積 に

組
一方で、社会の交 流の場 を提供 している。 し 企画 によって、開かれた寺院 に脱 皮。 あ り、 ニューメデ ィアはその補 完の役割を果す。

織

コ
か し、宗教思想 の普及 とい う側面では停滞気

臨
ミ

ユ

二 ⑧　社　会　教 育 団 体} 道 徳の科学的研究 を目的に、本部 および7つ 地域に根 ざした活動 を充実す るため、支部間 組織運営上 の情報 流通 は、 ニューメデ ィアに よって

テ モ ラ ロ ジ ー 研 究 所 の社会 教育セ ンター、約800の 支部等 によ の情報交流 の活発化、会員間 の個人的 コ ミュ 効 率化す る。 しか し、 草の根単位の活動は フェース

イ って組織され、個人会員6万 人、法人会員6 ニケーシ ョンの活発化に よって、基盤の充実 toフ ェ ース で あ り、 そ の充 実 が 基 本 。

千社 で構成 され る。 が進む。

⑨　配　偶　者　選　択 見合い、職場 での恋愛によ る結婚が多 く、サ 結 婚情報サ ー ビス会社 によるものが増 加す る。情報 サー ビス会社 によるニューメデ ≧アの駆使 が予

一クル等 のコ ミュニティのなかでの ものは少 想 され るが、まずは、 コ ミュニテ ィ活動等 による人

いo 間関係 の基本 を学 習する必要が ある。

フ 蜘 　ス　　ポ　 　ー　 　ツ 地域、企業、学 校、会員制 ク ラブ等 でのスポ 地域、会員制 クラブ においては、 スポーツの 地 域ではCATV等 に よる参加意識の上昇、 会員 制ク

レ
一ツク ラブがあ り、情報流通 のネ ックは必ず み が目的 ではな く、 コミュニティ形式の一類 ラブにおける会員間の情報伝達の多様化が進む。

キ
し もな い。 型 と しての位置づけが強 くな り、 スポーツ情

シ

報以外 の情報交流がは じまる。

◆

フ ⑪　高　　層　　ピ　　ル 複数企業が入居 し、企業間社員 の交 流はない。就業時間 をフレックスに し、他企業社員 との 自由時間 がフ レックスになる とともに、 友人関係 を

ル 近 くのス ボーック ラブ、高層 ビル 自体 の稼働 交 流 を し、新 しい コ ミュ ニ テ ィ が生 まれ る。 つ く り や す くな り、 高 層 ビル 内 ネ ッ トワ ーク に よ っ

コ 率は時間帯が集中 し、平均的 には低 い。 てスポ ー ツ、趣 味等 を必ず しもアフ ターフ ァイブに

ミ
しな くと もよ くな る。　　 .

ユ

⑫　 ボ ラ ン テ ィア 活 動 絶 え間 ない活動 の活性 化のため に、活動 の中 各 種多様 化 した活動 が拡が り、 フレキシブル 中心 メンバーの事務 作業軽減 に貢献す る。
二

心 メンバーの精 神的基盤が基 本 にあるが、事 コ ミ ュニテ ィ の核 に なっ てい く。 活動そ の ものは、人 間的ふれ 合いが 中心。'

テ 務的 作業に多 くの時間が とられてい る。 社 会変化 の底 流を形成 してい く活動 としての 既存の メデ ィアで充分な ところが多いが、いろいろ

イ 役 割を もつよ うになる。 な可能性 も充分 あ りうる。
・

03　 サ ー　ク　ル　活　動 場所 の確保 、会 員へ の連 絡、会 の継続等に常 余 暇の増加 とともに、益 々サークル活動 は重 ニ ュー メデ ィア の使 用 に よ って 、 メ ンバ ーの 問題 解

に悩 まされ ている。 要 な も の とな り、 ニ ュ ー コ ミ ュニ テ ィの核 に 決が 可能。 ただ し、 低コス ト化の必要があ り、複数

な る。 サ ークルの メデ ィア共用 が課題 とな る。



　 しか し、 これ ら コ ミュニ テ ィは、 資金 面 では 充 分 な基 盤 を有 しない もの も

多 く、 ニ ュー メデ ィアは 低 コス トで なけれ ば な らない。 現 在 、各 種 紹 介 さ れ

て い る ニ ュー メデ ィアは 、 まだ まだ 高価 で あ り、 これ らコ ミュニ テ ィに 寄 与

して い くの に は至 らな い。 そ の 中途 過程 と して、 複数 コ ミュ ニ テ ィが メデ ィ

ア を共 有 し、 低 コス ト化 を図 って い くこ と も考 え られ る 。 い つ れ に して も、

低 コス ト化 とと もに、 ニ ュー コ ミュニテ ィの活 動 は 一層 活 発 にな る と予 想 さ

れ 、我 々の 生活 空 間 に、 従来 とは異 なる豊 か さ が 実現 す る 土 壌 は 醸成 され っ

つ ある と考 え られ る。

　 メ デ ィア 開発 の方 向 は、 商業 主 義 的CATV、 　VAN等 へ 集 中 して いる が、

あ ま りに技 術 指 向 的 に、 ハ ー ド指 向 的 に進ん で い る よ うに 思 われ る。 コ ミ ュ

ニ テ ィの側 面 か ら考 察す る な らば 、 双方 向テ レ ビほ どに 高 級 で な く、 マ イ コ

ン通 信 が 低 コ ス トで 可能 に なれ ば、 多 くの メ リッ トを享 受 で きる。 今後 、 コ

ミ ュニテ ィ側 か らも、 新 しい ニ ュー メデ ィア の使 用形 態 が 生れ て こ よ う。 こ

れ ら新 しい ア イ デ ィア に つ い ては、 法 的 規 制 は 寛容 であ る 必要 が ある こ と も

重 要 な点 で ある。

　 以上 の よ うに、 ニ ュー メデ ィア は、 新 しい コ ミュニテ ィ創 出に大 きな貢 献

をす る で あ ろ うこ とが 期 待 され 、新 しい社会 づ くりの道 具 と して利 用 され 、

現 在 の我 々の生 活 様 式 を異 な った 次元 で変 革 して い く もの といえ よ う。

　 最後 に、 一 市 民 の 声 と して"ヒ ュー マ ン ウェア"に つ い て の考 え方 を 紹介

す る 。

(4)　 ヒ ュー マ ン ウ ェア と3Hの 時代

　 　 ニ ュー メデ ィア 関係 の ニ ュース が連 日の よ うに マス コ ミ等 で取 り上 げ られ 、

　 い ろ い ろな 分野 、 地 域 でぼ つぼ つ具 体 的 な シス テ ムが稼 動 し始 め て い る。 学

　 生 の街 にア ル バ イ ト情 報 を提 供 した り、株 式 を電 話 で取 引 で きる よ うに した

　 り、 あ らゆる面 に、 情 報 化 の波 が押 し よせ て きて い る。 今 ま で、 ニ ュー メデ

　 ィ アは、 コ ン ピ ュー ター 、 伝送 シス テ ム等 、 ハ ー ドウェア が先 行 し、 現 在 そ

　れ を利 用 した ソ フ トウ ェアが 出始 め たば か りで あ るが、 今 後 は実 際 に 使用 す
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る人 間 の立 場か らの 論 議が あって 良 い と思 わ れ る。 す なわ ち、 ニ ュー メデ ィ

ア を使 用す る入 間 の立 場 を心 理 学 的、 行 動 的 、 科学 的 、 入 間学 として と らえ

る 必要 が あ り、 ハ ー ドウ ェア、 ソフ トウ ェア と並 ん で ヒ ューマ ンウ ェア と呼

ば れ る分 野 が あ って 良 い と思 われ る 。 以 前 に も、 入 間 と機 械 の対 話 を ど うす

る か、 マ ンマ シ ン イ ン ター フ ェー ス を ど うす る か とい った 論 議 の中 で 、話 さ

れ て きた こ とは あ った が 、 とか く一 部 の生産 向上 の論議 が 多か った の で は な

い か。 例 え ば、1分 間 に入 力 で きる 日本 語 の文 字 数 を上 げ るに は ど う した ら

良 いか とい った 問 題 が 主 流 を な して きた よ うな気が す る 。

　 ヒ ュー マ ン ウ ェア とは、 人 間 の器(う つわ)の こ とで ある。100年 前 に

発 明 され た 蒸 気機 関 が 入 間 の 筋 肉 で、 自動 車 が 人 間 の足 、 ラ ジオが人 間の 耳、

テ レ ビが人 間 の 目、 ワー ドプ ロセ ッサ ーが人 間 の 手 の機 能 を代替 、 又 はそ の

能 力を増 大 させ る もの とす れ ば 、 コ ン ピュー ター は、 人 間の 脳 の機 能 を代替 、

強 化 す る道 具 で ある。 コ ン ピ ュー ター は人 間 に と って 入 間 の能 力 を測 る 鏡 で

ある とい う こ とで あ り、 人 間 に能 力が なけ れ ば、 い く ら高性 能 の コ ン ピ ュー

ター も、 猫 に小 判 とい うこ とで ある。 こ こで い う能 力は 、 コン ピュー ターの

プ ログ ラム等 の 知識 と い った、 せ まい意 味 に もとれ る し、 道具 と して の コ ン

ピ ュー タ ー を 人 間 の 幸 福 に ど の よ うに 使 用 す る か と い った 人 類 の 智 恵

(脳 力)と 考 え て も 良 い 。 こ の こ と は 、 と り も な お さ ず 、 そ の 人 の 器

の 大 き さ に よ っ て 決 ま る の で は な い だ ろ うか 。 最 近 南 北 問 題 や 社 会 福

祉 に マ イ コ ン を 活 用 し よ う とす る 論 議 が あ っ た が 、 や は り 人 の 器 、 ヒ

ュ ー マ ン ウ ェ ア の 問 題 で あ る 。 さ らに 、 個 々 の 器 を結 び 合 わ せ 、 さ ら

に 大 き な 器 、 マ ク ロ的 な ヒ ュ ー マ ン ウ ェ ア を 型 つ く る手 段 が 、 情 報 通

信 の 技 術 、 ニ ュ ー メ デ ィ ア で あ ろ う。 そ う考 え る と ニ ュ ー メ デ ィア は 、

入間 の 神経 、 感覚 とい う機 能 の延 長 線 上 に ある もの で 、 五感 、 あ るい は 六 感、

そ れ以 上 の 感 覚 で 感 じる ものか も しれ ない 。 話 が それ た が、 ヒュー マ ン ウ ェ

ア とは、 そ うい うも のか、 これ とい って理 論 が あ る わけ では な いが、 実 際の

実 践 を通 じての み 得 られ る、 もっ と人 間 くさ い、 どろ どろ した もの で あろ う

が 、 いず れ に して も、 人 間 の 幸せ に 結 び つ く人 間 の為 の情 報 シス テ ムづ く り
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を 目指す こ とが、 大 切 であ る。 今 回 、 ヒ ュー マ ン ウ ェア の核 となる 考 え方 、

価 値 観 と して今 後数10年 間 は、3Hの 時代 で あ る と仮 設 をた てる こ とに す

る 。 この3Hと は、　Happy、 　Healty、 　Hobbyの 頭 文字 で、 入 間 は、 限 りな く

幸 福 を追 求 し、健 康 を望 み、 楽 し く充 実 した時 間 を過 ご した い とい う欲 求 が

あ る とい う前 提 に基 づ い て いる。 こ こでい う欲 求 とは、 マ ス ロー の 五段 階 の

欲 求 説等 に述 べ られ て いる よ うに、 人が 本来 持 ってい る欲 求 で あ る。

　 数 年 前 ま で は、3Cの 時 代 と呼 ばれ 、 車、 エ ア コ ン、 カ ラー テ レ ビな どの

物 を所 有す る こ とで満 足 を得 た が、 今 後 は 精神 的 、文 化 的 、 健康 的 な喜 び を

価 値 観 と して共 有 す る と同 時 に、 自分 も楽 しむ時 代 では な い だ ろ うか 。HAV-

INGか らBEINGの 時代 と い うキ ャ ッチ フ レーズ が ある が3Hの 時代 に、 ま

こ と にぴ った りと した表 現 で ある。 次 の図 は、3Hの 時代 を さ らに筆 者 値入

の価 値観 に合 わ せ て考 えた 例 で 、 各 個人 おの おの ちが った もの を考 え る こ と

が で きる で あ ろ う。

BEING　 3H

の 時 代

　 Healty,

　 　 　 　 ス トレス身

　 　 　 　 コン トロール

サークル

活 　 動
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　 Healtyの 項 目中 に、 社 会 と入れ た の は、 現 在住 ん でい る社 会 に も、 健 康

度 が ある と い う考 え 方 と、 値 入 の健 康 は、 心 身 と共 に、 社会 に どの程 度 貢 献

してい る か、 かか わ って い るか を考 慮す る必 要 が ある と思 った か らで あ る。

最 近、物 質 的 に充 分 満 足 した生 活 を送 って いる 人 の間 に、 なぜ か 現 在 の 自分

に満 足 で き ない人 が 増 え て いる と言 われ る。 お い しい物 を食べ 、 高 価 な電 気

製 品 に囲 まれ、 な に不 自 由の な い生 活 を送 っ てい る入 が 、 自分は 幸 せ であ る

と感 じな くな って いる そ うで あ る。 一 億総 貧 乏化 現 象 とい うそ うで ある が、

これ は、 精 神 的、 心 理 的 に 貧困 に な って きて いる か らで ある。 こ うい う時代

だ か らこそ 、 ます ます3Hの 時代 に なる の で は ない だ ろ うか。
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1.2　 コ ミ ュニテ ィの断 面 にお け る イ ンパ ク ト

(1)家 　 　族

　 (a)家 族 の コ ミュニ ケ ー シ ョンの現 状

　 　 　 家族 とは、 辞 書 に よる と 「一緒 に生 活 して いる 親子 ・夫 婦 ・兄 弟 な どの

　 　 集 ま り」 とな って い る。

　 　 　 　コ ミュニ テ ィの 中 で も最 小 単 位 とい え よ う。 基 本 と しては 夫 婦 で あ り、

　 　 　これ は、 も とも と他 人 の男 性 と女性 が お互 いに 選択 し(?)、 結 びつ いた

　 　 結 果 で ある 。 そ の後 に子 供 が 産れ 親 子 関係 が 生 じ、 さ らに 子 供 が で きて 兄

　 　 弟 ・姉妹 の 関係 が 生 じる 。 も う1代 下 に なる と、 祖父 母 ・従 兄(姉)の 関

　 　 係 が 生 じる。

　 　 　 　こ こでは、 私 自身 の例 を ひ きなが ら考 え て い きた い。

　 　 　 私 の 家族 は妻 と、4才 と3カ 月 の娘2人 の4人 であ る。 父は病 気療 養 中

　 　 で療 養 セ ン ターに い る。 母 は、 私 の 弟 と共 に暮 らして いる 。 兄 は別 の所 に

　 　 一 家 を構え てk・ り、 妻 と10才 の娘 と4才 の息 子 の4人 家 族 で ある。 従 兄

　 　 　 (姉)は 、 父 方 に は お らず 、 母 の 姉 の子 供 で5人 、母 の兄 の子供 で4人 の

　 　 計9人 い る。 各 々が 一 家 を構 え て い る。 大半 は 名 古屋 に 住 ん でい る。

　 　 　 兄 弟 ・従 兄(姉)の 年 令 は30代 か ら50代 迄 と巾広 い 。

　 　 　 職 業 も、警 察官 ・会 社 員 ・公 務 員 ・建 築家 ・経 営者 ・町 会 議員 と多彩 で

　 　 ある。

　 　 　 従 兄(姉)の 次 の代 と なる と、 つ きあいは ほ とん ど ない。 血 族 と して の

　 　 関 係 は、 私 を例 に とる と、 現在 は 従兄(姉)ま で とい え る。

　 　 　 祖 父母 の生 存 中 は、 祖父 母 の兄 弟 ・姉妹 の 直 系 と も、 つ きあ い は あ った

　 　 が、 死 亡 と と もに急 に薄 れ 今は な い。 血 族 の一 般 的 な 限 界 といえ る の か も

　 　 しれ な い。

　 　 　 確 か に冠 婚葬 祭 に お い て も、 従 兄(姉)ま で しか連 絡 は通 常 しな い だ ろ

　 　 う。

　 　 　 そ れ で は 現状 の交 流 は と考 え る と、 物理 的 な距 離、 仕 事 を持 って い る こ

　 　 と、 家 族 が いる こ とな どの 為 、 従 兄(姉)と は、 年賀 状 ・暑 中見舞 状 等 の
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や りと り、 及 び 、 冠婚 葬 祭 時 の連 絡 と、 そ の 時 に会 う ぐ らい で ある。

　 次 に 兄 弟 にっ い て を考 え る と、 弟 とは 、 まだ独 身 で あ り、 母 と同 居 して

い る し、 距離 的 に も近 い の で、 年 に3、4回 会 って いる 。

　 しか し、私 の子 供 が 一緒 とい うこ ともあ り、 遊 び 相手 に な った り してい

て、 じっ く り話 す 機 会 は あま りな い。 電話 で話 す こ と もない し、 手 紙等 の

や り と り もな しへ。

　兄 になる と、距離が遠い こ と(神 奈 川 県 相模 原 市 と茨城県取手 市)と 、

仕 事 柄 休 日が違 うこ と もあ り、 会 って い な い。 電話 で話 す こ と もな く、 年

賀 状 ・暑 中 見舞 状 等 の や りと りだけ で あ る。

　 私 の 親 との親 子 関係 は、 年 に数 回 の往 来 が あ り、 電話 等 の や りと りは 月

に2同 位 あ り、 他 に年 賀状 等 の や り と りが ある。

　 同 居 して いる な らば 、 全 く様 相 が違 うの は 当 然 である。

　 私 の子 供 との親 子 関係 は、 子 供 が 小 さい こ と もあ るが 、 家 に私 が い て子

供 が起 きて い る 時間 の大 半が ふ れ あ って いる 。 子 供 は遊 び 相手 、 ふ れ あ う

相 手 を常 に も とめて お り、 親 の 単 独 の世 界 を認 め られ な い ので ある 。

　 親が本 を読む、新聞 を読 む等の 自分の時間を、子供が起 きている間に持

つのは、 片方の親がふれ あいの全 てを担当す るか、子供の好 きなテレビ番

組 が ある時 ぐらいで ある。

　 子供に とって親 とのふれ あいは重要 なこ とである と考え るので、 内心、

何か を したい と思って も、極 力、ふれあ うように しているの である。 それ

で も週の半分位 は、 あるい はそれ以上子供が寝 ている間に出勤 を して、子

供が寝てか ら帰宅 している のが実情 である。

　 現 状の最後 に、夫婦の関係 を考 える と、私が家にいて、 かつ子供が寝 て

い る 時 が大 半 とい うこ とに な る。 妻 は子 供が 小 さ く、 世 話 が 大 変 で、 時 間

も不 規 則 と なる の で、 夫 婦 の会 話 は 、 本 当 にわ ず か しか ない こ とに気 が つ

くの で ある。 さ らに、 夫 婦 だ け の 時間 で、 お 互 いが お 互 い 自身の 為 の 時 間

を持 つ こと にな る の で、 夫 婦 が ふ れ あ いの 時 間 を もつ の は1週 間 を通 して 、

何 時 間 もな い と い うこ とに気 が つ くの で ある 。
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　 コ ミュニ ケ ー シ ョンの疎 遠 に な りが ちな家 族 は私以 外 に も多 い の で は な

いか と思わ れ る。 しか し、 すべ て の コ ミュニ テ ィの最小 単 位 は 家族 に あ り、

この 家族 の コ ミュニ ケー シ ョンが す べ ての基 本 で ある。

(b)家 族 とニ ュー メデ ィア

　 　 昨今 の単 身赴任 の増 加 は、 社 会 の重 要 な 問題 と言 わ ざる をえ な いの で あ

　 る。

　 　 この 問 題 を考 え て い く時 に、 核 家 族 主義 を とる のか、 大 家族 主 義 を とる

　 の か で、 か な り発想 が違 って くる。

　 　現 実 に は、 大 家族 は ほ とん どみ られ ない し、 そ の方 向 に今 進 ん で い る と

　 は 思 え な い。

　 　 が、 そ の反 省 と将来 への 展望 も含 め て、 よ り住 みや す い社 会 、 明 る く温

　 か み の ある社 会、 に して い く為 に は、 大 家族(3世 代 以 上 の傍 系 も含 め た

　 家 族 が 同 居 して生活 を営 む こ と)主 義 が 必要 と思 うの であ る。

　 　実 際 に は、 物 理 的 に まず 不 可 能 な状 況 で ある のは将来 も変 わ らな い で あ

　 ろ う。

　 　 しか し、 ニ ュー メデ ィア を活 用 して い くこ とに より、 疑 似 大 家族 を形 成

　 してい くこ と は、 可 能 で は ない だ ろ うか。

　 　双方向 性 の音 声と映像 により、 何 家族 もの同 時交 流 も可能 に し、 臨 場 感 の

　 あ るス テ レ オ音 声 ・立体 的 な等 身大 画像 に より、 身近 なふ れ あ いに 近 い 状

　 況 が で きよ う。

　 　 画 面 と音 声 を編 集 した もの の双 方 向 の通 信、 タイマ ー を 活用 した 時 間差

　 通 信 情報 の交換 もで きる よ うに した い。

　 　 これ らに よ り、 空 間 ・時間 を こえ た ふ れ あ いは、か な りで き よ う。

　 　 また 、 これ らはす れ 違 い夫 婦 や 鍵 っ子 に 対 して も、 疑 似 ふれ あ い の場 と

　 して活 用 で きよ う。

　 　 通 常の 同 居 している 夫 婦 ・親 子 間 に お いて も、 共 有 して い な い 多 くの 時

　 間 を これ らの 活用 の しか た に よ り、 か な り埋 める こ とが 可能 に な る の では
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な いか と思 うの で ある。

　 しか し、 一 番大 切 な事 は 、 直 接 の ふ れ あ い であ る こ とは今 後 もず っ と変

わ らな い で あろ う。

　 家 族 を考 え てみ て気 が つ くこ とは、 特 に妻 に対 して気 がつ くこ とは、 じ

っ とお互 い に温 か い 目でみ つ め あ う、 あ る い は、 片 側通 行 で あ って も、相

手 の 目を じっ とみ つ め る こ とが ほ とん どな くな って いた とい うこ とで あ る。

　 ふ れ あ いは、 どの関係 で あ っ て も、 お互 い の存 在 を実感 と して、 温 か く

感 じあ うこ とか ら始 まる と言 え よ う。 ニ ュー メデ ィアは、 家 族 コ ミ ュニケ

ー シ ョンの補 完 で あ り、 ベ ー ス に フ ェー ス ・トゥ ・フ ェー ス のふ れ あいが

存 在 しなけ れば な らな い。

(2)団 地 ・マ ン シ ョン

　 (a)腰 かけ 的住 居 か ら永住 す る 住 居 へ

　 　 　 ある 意識 調査 に よれ ば 日本 人 の大 半 は、理 想 の 住居 形 態 として"持 家 一

　 　戸 建 て"を 志向 して いる とい う。 公 団 や公 社の い わ ゆ る"団 地"に 借 家 住

　 　 ま い を して いて も、 い つ か は"持 家"を と思い 、 ま た分 譲 マ ン シ ョン を購

　 　入 して も将来 は庭 っ きの"一 戸建 て"に 移 りた い と考 え て いる の が 日本人

　 　の 一般 的 な住 宅 に 対す る意 識 で あ る よ うだ。 か って は"三 段 飛 び マ イホー

　 　 ム作 戦"と 称 して、 公 団 ・公 社 の分 譲 住 宅→ 民間 マ ン シ ョン→ 一 戸建 て建

　 　売 住 宅 とい った 買 い替 え パ ター ン も よ くみ られ た とい う。 イ ン フ レ時代 に

　 　は、 不動 産 は値上 り を待 って 売 る とい う投機 の対 象で もあ った の で あ る。

　 　 いずれ にせ よ団地 や マ ン シ ・ ン と い っ た 集 合 住 宅 は 、 一 戸 建 て に 至 る

　 　 ま での単 なる腰 か け的 存 在 と し て と らえ られ ていた といえ よ う。

　 　 　 しか し現 在 、 土 地 の値 段 が と くに大 都 市 圏 に お いて は非 常 に高 い値 段 で

　 　安 定 して しまい、 とて も一 般 の 中流 サ ラ リー マ ンには 一 戸建 て 住宅 は 手 に

　 　は い らな い とい った状 況 が でて き てい る。 人 々の意 識 も、 あ くま で持 家 一

　 　 戸 建 て を とい う考 え か ら次 第 に 「マ ン シ ョンに 永住 す る」　 「一 生 賃 貸 住 宅

　 　 でい い 」 とい った 方 向 に動 き出 しつ つ あ る。　 「永 住に 値 す る だけ の 住宅 」
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とい うこ とで今 さ らなが らマ ン シ ョンや 団地 と い った集 合 住宅 の 質 が 問 い

返 され る時 代 に な って きて いる 、 といえ よ う。

　 近 頃 の マ ン シ ョン動 向、 話 題 の マ ンシ ョンと い った もの をみ てみ る と、

一 戸建 て の 雰囲 気 を追 求 し
、 限 りな く一 戸 建 て に近 づけ た マ ン シ ョンが 目

に つ く。 入 口 の ドア は、 廊 下 に 直 接面 してっ け る の では な く、 ポー チ の奥

に 設け られ 、 また なか に は 門扉 が つ いて いる もの もある 。 今 まで は 窓 な し

の ア ン ドン部 屋 で あ った 浴 室 や 洗 面所 な どが、 ライ トコ ー ト(光 庭)や ラ

イ トウ ェル と呼 ばれ る 空 間 を設 け る こ とに よっ て光が さ し こむ部 屋 となる。

そ う した 様 々の工 夫に よ って一 戸建 て感 覚 を演 出 しな け れ ば、 もはや 売 れ

な い とい う時 代 が きつ つ あ るの で ある。

　 い つ か は一 戸建 て に 移 る こ とを前提 と した単 な る腰 か け 的 住居 か ら、 永

住 す る住 居へ と、 集 合 住宅 の役 割 も変 化 して きて いる。 そ こで暮 らす 仕 入

ど う しの コ ミュニテ ィの質 も当 然 の こ となが ら変 化 して い くこ とが 予 想 さ

れ る の で あ る。

(b)情 報 交 換 の 現 状 一 最 少 限 の 情報 交換

　　 鉄 の ドアー 枚 で 完全 に外 界 との 関係 が断 たれ 、 プ ライ バ シーが 保 たれ る

　 とい うの が、 コ ンク リー ト造 集 合 住宅 の特 徴 で ある。 昭 和30年 代、 日本

　住 宅公 団 が、"団 地"を 供 給 し始 めた時 、 人 々 は"団 地 族"を 羨 望 の ま な

　 ざ しを もって な がめ た 。 団地 には 「都 市 は 人 を 自由にす る」 の言 の よ うに

　隣 り組 な どの 近隣 関係 や血 縁親 族 との 旧態 然 と した 日本 的 つ きあ いか ら開

　放 され た、 近 代 的 な都 市生 活 の イ メー ジが 感 じ られた の か も しれ な い。

　　 実 際 、核 家族 を中 心 と した 団地 や マ ン シ ョンの 住人 達 は、 で きる こ と な

　 ら近 隣 との交 流 は最 少 限 に と どめ たい とい う意 識 を前 提 と して情 報 の や り

　 と りを行 って きた よ うに思 われ る 。 だが 、 現在 こ うした コ ミュニ テ ィの あ

　 り方 に おけ る 問 題 点 が顕 在 化 して きた ともい え る。

　　 買 い替 え 時 に お け る資産 価 値 が 重要 とな る 民 間分譲 マ ン シ ョン では維 持

　管 理 ・メ ンテナ ンス が大 きな問題 と して ク ロー ズ ア ップされ て きたが 、 管
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理 組 合 へ の加 入 を しぶ る 住 人 や設 備 系が 共 同で使 用 され てい る こ とに意 を

払 わ な い 住人 が い る こ とで、 資産価 値 の低 下 が 懸 念 され て い る。

　 規 模 の大 きな 団地 な どで は近 隣の 一 体 感 を高 め よ うとの意 図 の も とに 盆

踊 り大 会 や 祭 りな どが 催 され た りして い るが 、 そ れ は崩れ て しま った コ ミ

ュニ テ ィを 回復 す る ため に 仕 方 な くしつ らえ られ た 疑 似 イ ベ ン トである か

の よ うに も思 わ れ て くる。

　 おそ らくかっての隣 り組の ような運 命共同体的な近隣i関係 を再び と り戻

す こ とは もは や 不可 能 で あろ う。 ニ ュー メデ ィア を用 い ての新 しい情 報 交

換 の し くみ は、 次 に のべ る よ うな趣 味 の領 域 を基 盤 と し、 か つ 時 に は実 益

もか ねた レベ ル での話 となる こ と と思 わ れ る。

(c)将 来 の 方 向 と問 題 点 一'地 域 内相 互 情報 交換 シス テム

　 　一 例 とし て、 戸数 が 一 千 戸 ほ どの団地 を考 え て み よう。A家 で は 子育 て

　 も一段 落 し、 夫人 はか つ て の海 外 で の生活 経験 を活 か して少 人 数 の 英語 塾

　 で も開 け な いか と思 っ て い る。B家 で は乳母 車 や ベ ビーベ ッ ドが ま だ 新 品

　 同 様 なの で誰 か 必要 な人 に譲 れ ない ものか と考 え て い る。

　 　 またC家 で は リ タイ ア した 男性が 囲 碁 の 相手 を探 して いる。 こ うした 様

　 々の 「提 供 した い、 提 供 され た い」 とい った 情 報 を端末 の機 器 に イ ン プ ッ

　 トし、 要 求 に 答 え て くれ る人 か らの連 絡 を待 つ。 そ う した情 報 交 換 の シス

　 テ ムが 一 ま とま りの 団 地 内 で考 え られ るの では なか ろ うか 。

　 　 そ こで は一 種 の バー ター取 引 も行 わ れる で あろ う し、 また 団地 の 住 入 相

　 互 間 の交 流 が 趣味 の レベ ル で活 発 と もな るだ ろ う。 さ らに情 報 の交 換 は 、

　 仕 事 の レ ベル ま で及 ぶ 。 例 え ばD氏 は南米 の ある 国 に行 った こ とが あ る。

　 そ の 国 の事 に っ い て は あ る程 度詳 しい、 とい った 情 報 が イ ン プ ッ トさ れ て

　 い れ ば、 不 意 の 出張 で その 国 に行 く事 に な った 者 に と って はD氏 は また と

　 な い情 報 提供 者 とな って くれ る で あ ろ う。

　 　 こ の よ うな シス テ ム は、 例 えば 一千 戸 で 一 ま とま りの 団地 内 で、 とい う

　 よ うに歩 いて 行 け る範 囲 内 での 相 互情 報 交 換 シス テ ム と して 有効 に 機 能す
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る と思わ れ る。 キ ャ プテ ン シス テ ムな ど と異 な る点は 、 あ る 限定 され た 地

域 内 で シス テ ム が稼動 し、 か つ 誰 で もが 情 報 の受 信者 で ある だ け で な く発

信 者 に もなれ る点 に ある。 適 正 な 規模 の ハー ドシス テ ムが 開 発 され れば 比

較 的安 価 に こ う した 相 互情 報 交換 シス テ ムが 提供 できるの ではないだろ うか。

　 以上 の よ うな情 報 交 換 の し くみ は、 と もす れ ば ただ 近 くに住 ん で いる だ

け で何 の ゴ ン タク トもな い とい った 住 人相 互 の デ ス ・コ ミュニ ケー シ ョン

を、 ニ ュー メデ ィア とい うテク ノ ロジ ー を用 い て少 しで も解 消 し よ う とい

う試 み で ある。 シス テ ム参加 者(住 民)に とっ ての メ リ ッ トは 大 き く、 ま

た 今 後 高 まる と予 想 され る 「集 合 住 宅 での永 住 意 識」 に 対応 した 新 しい住

ま いの質 と も と らえ られ よ う。 しか しな が ら運 営面(ソ フ ト面)で の 問題

点 もい くつか あげ られ る 。

　 まず第 一 に は プ ライバ シー の問 題 。 原 則的 には 自分 が 提供 した い、 あ る

い は提 供 され た い情 報 の み を流 す ので ある か ら問 題は ないが 、 それ が 執 拗

な 物 品 販 売 を誘 発す る こ とに な った り、 また 故 意 に悪 用 さ れた りとい った

心 配 もある 。 何 な りか の プ ロテ ク トの工 夫 が必 要 で あ ろ う。

　 ま た 第 二 に は バ ー ター取 引 や情 報 授 受 の 際の 報 酬の 問 題。 これ は貨 幣 で

は な く一種 の チ ケ ソ トの よ うな もの で行 うのが 最 適 と思 わ れ るが 、 トラブ

ル が 起 きた 際 に その 調 停 の し くみ を用 意 してお く必要 が あ ろ う。

　 そ う した 問題 点 を充 分 検討 した うえ で の シス テ ムの実 現 が望 まれ る。

(3)FM東 村 山

　 　 ミニFM局 に よる コ ミュニ テ ィ作 りは、 現在 、 全 国的 に盛 ん に行 わ れ て い

　 る 。 こ の ミニFM局 の一 つ として、 東 京 都 下、 東 村 山市 に お け るFM東 村 山

　 が あ り、 そ の 活 動 に つ いて 現 状 は、 非 常 に活 発 で、 興 味深 い。

(a)FM東 村 山 の 発足

　 　東 村 山 市公 民館 に 勤務 す る人 々が コア ス タ ッフとな り、 市 民講 座 を メニ

　 ュー と し、 特定のイデオ ロギーを抜 きに してス ター トした。西武線 東村 山駅近 く
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の 喫茶 店2階 の6坪 程 の ス ペ ー ス に、 オ ー デ ィオ機 器 や通 信 機器 を設置 し

て お り、 オ ペ レー シ ョンは、 会 員 に よって 自主 的 に行 わ れ て いる 。

　 発 足 の動 機 な らびに、 目指 す ものに つ い ては 以下 の よ うで ある。

① 東村 山 市 に 住 む人 々 自身 の た め の値 入 をつ な ぐコ ミュ ニケ ー シ ョンの

　 方 法 が 欲 しい。 しか しな が ら、 組 織 と して となる と、 大 が か りに な り抵

　 抗 感が あるの で避 け た い。

② 現 在 の時 代 に即 した もの で あ りた い。

③ プ リン トメデ ィア に よる ミニ コ ミ紙 には 、 限 界が あ る と思 わ れ る ため

　 別 の もの と した い。

④ 双 方 向性 で あ りた い。

⑤ ゆ るや か に人 々 が参 加 で きる よ うな もの で あ りた い。

⑥ 個 人 が 表現 で きる もの で あ りた い。

な どで ある。

(b)現 在 の 活動 状 況

　　発 足 当初 、 海 賊 テ レ ビ も試 み た が、 現 在 はFM放 送一 本 であ り、 そ の プ

　 ログ ラム は、後 掲 の 図 に示 す よ うに、 ウィー ク リー で展開されている。会員

　が交 代 制 で番組 を制作 し、 独 自の内容 をオ ン エア させ ている 。

　　 内容 的に は、20才 ま での 発 想 を大 切に した もの にす る こ とを心 掛け て

　い る た め、 メンバ ー も、 中 ・高 校 生 を含 む 、20才 未 満 が 多 くな って い る。

　て い る。

　　 現 在 の所 、 東 村 山 市(12万 人)の 半 分 を カ バー して いる。

　　・昭 和60年1月25日 か らは、 電 波 監理 局 の 認可 した 合法 局 に な り、 益

　 々活 動 は盛 ん に な る と見込 まれ てい る。

　　 しか し運 営 の経 済 性か ら見 る と、 収 入 は会 員 値 入の 会 費 に よ って いるた

　 めの苦 しさが見 られ る。 東村 山 市 には ス ポ ンサ ー と なる 企業 が な い こ と もそ

　の 原 因 の 一 つ とな って いる。
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　 以上 が活 動 の概 要 で あ る が、活 動 メ ン バーは 、 一 様 に、　 「や って 良か っ 」

た」 との成 功感 を持 っ て いる。 特 に、 受 け 手 と なる一般 市 民 か ら直 ち に反

応 が得 られ る 双方 向 性 を成 功要 因 と して お り、近 隣の コ ロニーか らの 運営

参 加協 力 申 し入 れ が ある ほ か、 市 役所 や商 店 街 な どの サ ー クルか らの 関 心

の高 ま り もあ って、 益 々活 動 が広 げ られ て行 くこ とが 期 待 され て いる 。

(c)今 后 の動 き

　 　 こ う した ミニFM局 に よる コ ミュ ニテ ィ運 営 に関 す る 難 しさは、 受 け手

　側 の期 待 に応 え 得 る だ け の 、 しっか り した 番組 提供 能 力 にあ る と してい る。

　 マ ニ ア的 な 中 途半 端 さに 陥 らない よ う 自戒 しなけ れ ば な らな い と して いる。

　 　 CATVへ の可 能 性 に っ い て は、 コス ト高 を最大 の 障 害 と してい る。

(d)FMに よる通 信 ネ ッ トワー ク作 りに つい て

　 　 FM東 村 山 は 、 現 在 電 波 監 理 局 に よって 認可 され て い る数 少 い ミニF

　 M局 の 一 つ と して、 将 来 、 他 地 域 ミニFM局 との ネ ッ'トウー ク作 りに 積極

　的 に 取組 む た め協 力 ・支 援 を推進 して行 く考 え を持 って お り、 自然 発 生的

　 な普 及 展 開 も予 想 され て い る。

　 　問題 は、 認 可 され るFM電 波 の 到達 距 離 が短 い こ とで 現 在、 東 村 山 市 を

　 カバ ーす るた め に 支局 を8ケ 所 も設け てい る こ とが 挙 げ られ て い る。 この

　電 波 の 強 さに関す る規 制 の 緩和、 更 に は 自由 化 に つい て は フ ランス 、 イ タ

　 リアなみ に もって行 きた い との意 向 で あ り、 こ の問 題 に 関す る市 民 運 動 へ

　の 展開 も考 え られ る と し ている。

　 　番 組 の しっか り した 運 営 に よって実 績 を重 ね て行 くこ とに より、 また他

　 ミニFM局 の支援 ・協 力に よる ネ ッ トワー ク作 りを進 め、 全 国的 連 携 を 可

　能 化 す る基 盤 作 りを 進 め て行 くこ とに よ り、 十 分 、法 規 制 を も改 訂 し得 る

　だ け の レベ ル に 到達 し得 る と考 え られ る。

　 　 5年 前 、 札幌 のFM放 送 申請 の 際、200件 の 出願 が あ った こ とや 、最

　近 の長 野 県 の テ レ ビ 申請 が(一 局 に)1,300件 を超 え て しま った とい う、
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世 を あげ て、・メデ ィア ビ ジ ネスの 過激 な まで の フ ィー バー の 中 で、放 送 免

許 制度 そ の もの の見 直 し も叫 ば れ る 段 階に な って来 て いる 昨今 、 ミニFM

の草 の根 的 展 開 に も転換 期 が や っ て来、 大 き く開 発す る こ とが考 え られ る。

　 いず れ に して も、 ミニFMは 、 現 状 で の コス ト制 約 の なか で の選 択 で あ

り、 そ の 原 動 力 は、 新 しい コ ミュニ テ ィづ くりの運動 とい う精 神 的基 盤に

ある。 他 の低 コス トの メデ ィアが普 及 し、 規 制 が緩 和 されれ ば、 必 ず し も

FMに こだ わ る ことは ない。 換 言 すれ ば 、精 神 的 土壌 の ない 地域 で 、　 FM・

CATV等 を導 入 して も、 商業 資本 の 広告 媒 体 以 上 の ものに は な り得ず 、 地

域 コ ミュニテ ィの活 性 に は 結 び つか な い。

　 　 　 　 　　 　 MONTHLY　 　NEWS　 　OF　　FM　　NETWORK

肱

OCT.

F〃HIGA　 S〃1〃URA　 YAIvaA

LETS　 　COMMUNICATE,　 FOR　 TODAY　 FOR　 TOMORROW

姦

無籍
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図 一① 　 FM東 村 山 プ ログ ラム

WEEKLY　 PROGRAM 10.22　 ～ 　11.3 FOR　 COMMUNITY　 STATION

MON TUE WED THU FRI SAT

22 23 24 25 26 27

21:30 HBSお し らせ
コ ー ナ ー

担当　　宮　沢 担当　　伊　藤 担当　　川　村 担当　　深　田 担当　　新 井 担当　　宮 本

22:00 朗読HOUR 『虫 の命 に も 』 ク ラーク 作 市 民 エッセ イコー ナ ー

『母 の台所 』 rけ しつ ぶ クソキー』 rけ しつぶ クッキー』 『げ しつ ぶ クッキー』

担当　　丸　山 担当　　　林 ① ② ③ 担当　　　林

22:15 サ ークル訪 問 教育講演会 〈DJ> 訪 問 イ ン タ ビ ュ・一 <DJ> 〈DJ>
「空飛ぶ三輪車」 無着成恭氏 NEW　 MUS　 I　C 「図書館友の会」 JAZZLIFE CLASSICAL

をたずねて 「市民文化祭への

東村山 お誘 い」

23:00 担当　　深　田
"'青年会 議 所 主 催

担当　　 IARAI 担当　FUJISAWA 担当　倉田博継

29 30 ・31 11/1 2 3　 ・

21:30 HBSお ・し らせ
一

コ ー ナ ー

担当　　宮　沢 担当　　島　村 担当　　浜　野 担当　　深　田 担当　　丸　山 担当　　宮　本

22:00 朗読HOUR r虫 の命 に も 』 神沢利子作
『母 の台 所 』 rく ま の 子 ウ ー フ 』 rく ま の子 ウ ー フ 』 rく ま の 子 ウ ー フ 』 rく ま の 子 ウ ー フ 』

担当　　丸　山 担当　　　林 ① ② ③ ④

22:15 市内施設め ぐり 東村山歴史散歩 〈DJ> HBS市 民大学 <DJ> 文化の日特集

『 東 京 コ ロ ニ ー 「古老 に き く ROCK&　 POPS (文 学) CLASSICAL 東村山歴史散歩

東村山印刷所 東村山の民話」 ジ ョ ー ジ ・オ ウ エ ル 「ヴ ィオ ロ ン の r久 米川古戦場 』

発10周 年 』 ① 『人 と文 学 』 た め い き」 東原那美さんに

23:00 担当　　深　田 担当　　箭　竹 担当SHIMAMURA 早大教授奥山康治氏 担当　　倉　田 き く

周 波数:FM　 76　 &　 78MHz KEY　 STATION　 10　 00　 ～ 　24　 00　 0N　 AIR
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プ ロ グ ラ ム の ウ ラ 側

HBS　 EUPHORIA　 WEEKLY　 PROGRAM 10.8　 ～ 　 20 FOR　 COMMUNITY　 STATION

MON TUE WED THU FRI SAT

10/8 9 10 11 12 13

＼ ,
21:30 HBSお し らせ

コ ー ナ ー

担当　　宮　沢 担当　　鳥　越 担当　　朝　木 担当　　深　田 担当　　新　井 担当　　宮 本

22:00 朗読HOUR 水上　勉 rセ ル マの 冒険 』 ミル ー作

『母の台所 』 『虫 の命 に も 』 rク マ の ブ ーさん 』 rク マ の プ ーさ ん 』 rク マの プ ーさん 』

担当　　丸　山 担当　　　林 ① ② ③

22:15 タ ウ ン ・レ ポ ー ト 体育の日特集 体育の日特集 訪 問 イ ン タ ビ ュー 〈DJ> 〈DJ>
「ス ポ ー ツ都市 宣 タ ウ ン ・ レ・ポ ー ト タ ウ ン ・レ ポ ー ト rく ら しと法 律 』 JAZZ　 LIFE CLASSICAL

言10年 の歩 み」 r少 年野球 r多 摩湖町 4ケ 月 の放 送 を 「KINGS

を考 え る 』 運動会 』 ふ り返 っ て SINGERS」 来 日特 集

23:00 担当　　箭　竹 担当　　箭　竹 担当　　箭　竹 金子弁護士 担 当　FUJ　 I　SAWA 担当　倉田博継

15 16 17 18 19 20

＼
21:30 HBSお し らせ

　 　　 　　 コー ナ ー

担当　　宮　沢 担当　　佐　伯 担当　　小　松 担当　　深　田 担当　　丸　山 担当　　宮　本

22:00 朗読HOUR 水上　勉
『母 の台所 』 『虫 の命 に も 』 『ク マ の プ ーさん 』 rク マ の プー さん 』 rク マ の プ ーさ ん 』 rク マ の プ ー さ ん 』

担当　　丸　山 担当　　　林 ④ ⑤ ⑥ ⑦

22:15 市内施設めぐり <DJ> <DJ> 訪 問 イ ン タ ビ ュー 且BS市 民大学 <DJ>
「養育園を NEW　 MUSIC ROCK& 「余生園患者自治 津田塾大学公開講 CLASSICAL

たず ね て」 POPS 会 ・松本 会 長 をた 座から 今月生まれの作曲

ず ね て」 家 ・ビゼーぷ ガニ一二

23:00 担当　　伊　藤 担 当　 Y.ITO 担 当Y.FUKADA 担当　　蝦　名 担当　　倉　田

周 波数 ・FM　 76　 &　 78MHz　 　 / KEY　 STATION　 10　 00　 ～24　 00　 0N　 AIR



(4)生 活協 同組合

　 (a)小 集団活動 としての生協

　　　私 の妻 も、 生活協 同組合活動 を比較的熱心に行な っている。又近 時、 生

　　活協 同組合(以 下 「生協」 と略す)の 売上げは、 目をみ はる ものが ある。

　　何故、 ここまで伸びて きたのであろ うか。

　　　生協 は、革 新 政 党 の 支 配下 に あ る といわれ ているが、一部にその影響

　　は あろ うが、私 の妻は どこか らみて もノンポ リで ある。 イデオ ロギー的 に

　　 どうの こ うのはなさそ うである。又、値段が安 いか といえばそ うで もない。

　　 品物に よってはむ しろ高い。それで も団地のほぼ全世帯が何 らかの生協 に

　 　 加 入 してい る 。

　　　 この原因は、近時の健康志向が強い よ うで ある。生協の食料品は安心だ

　 　 と い う主 婦の 気 持 ちが強 くで てい る。

　 　 　 次 に 参 加 意 識 が あげ られ る。私 の 妻 も色 々 な 会 員 に な っ て い るが 、

　 　 どれ も最 初 は熱 心 で ある が、 そ の うち にや め てい る。 生 協 に お いて は、 主

　 　 婦 の参 加 意 識 が強 い。 つ ま り、 商 品 が 、供 給者 の 一 方 的 な提供 で は な く、

　 　 自 らの意 見 が反 映 した りす る。 大 量 生産 では微 調 整 しか 出来 ず 、 ニ ー ズに

　 　 合 致 しな いが、 生協 で は異 な って いる 。今 流行 の 言 葉 でいえ ば 、 うま く

　 　 "す き間"を つ い て い る ので ある。 しか も、 団地 が 一 つ の班 と な って い る

　 　 が、 こ れが コ ミュ ニケ ー シ ョンの場 と して機 能 して いる 。 見知 らぬ都 会 で

　 　 は オ ア シス の存 在 と な って い る。

　 　 　 こと に は、 大 量 生 産 ・大 量 消 費の シス テ ムでは考 え に くい、"消 費者"

　 　 の 声が 届 き ・反映 す る システ ム が ある。 広 い意 味 での 生 産 と消 費 を結 び つ

　 　 け る環 とな って い る。 つ ま り、 生 協 は 既 存 の組 織 に ない連 帯 感 ・参加 意 識

　 　 が基 調 とな り運 営 され て いる 。

　 　 　 お仕 着 せ で な く、 自 らの意 見 が 反映 され る の で あ り、 主 婦 に とって は 一

　 　 つ の 生 きが い とな って い る。 一 種 の 小集 団 活 動 といえ る。

　 　 　 我 々が 、 企業 の 中 で感 じる こ との少 ない 充 足感 が ある とい え ば大 げ さす

　 　 ぎる で あ ろ うか。
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(b)生 協 とニ ュー メデ ィア

　 　 現 在の 生協 を み てい る と、 機 械 化 等 は まだ ま だ の よ うで あ る。 や っ と、

　 0.C.R化 が 端緒 にっ い た ばか りとい え よう。

　 　 しか し、 こ の生協 活 動 とい うの は、 ニ ュー メデ ィア を うま く活用 す れ ば、

　 益 々 巨大 化 しそ うで ある 。

　 　 ニ ュー メデ ィア は、 マ ス メデ ィア と違 い、 ミニ メデ ィア と して の利 用 度

　 が 高 い。

　 　 又、 生 協 と は班 を主 体 に した無 店 舗 販 売で あ り、 俗 に い う カ タログ販 売

　 や、 ホ ー ムシ ョ ッピ ングに 近 い性 格 で ある。 つ ま り、 ある 意 味 で は、 時代

　 の 先 端 をい った や り方 で ある。 班 とい うフ ェイス ツウ フ ェ イス の面 とニ ュ

　 ー メデ ィア を利 用 した 販 売 とい う二 面 作 戦が 展 開 で きる の で ある。

　 　 しか も、 情 報 の受 け 手 で ある 主 婦が 一方 で情 報 の生 産 に 参 画 で きる のが

　 生 協 の特 長 で ある。 これは 、 ニ ュー メデ ィアの 利 用形態 に適 した組 織 で あ

　 り、 活用 度 は高 い。

　 　 次 に、 生協 同 士 の横 の つ なが りは ニ ュー メデ ィアを利 用す る こ とに よ り

　 飛 躍的 に高 ま ろ う。

　 　 対 象 を商 品だ け に限 って も、 他 の生 協 の特 産 品 な どが 、 ニ ュー メデ ィア

　 を利 用す る こ とに よ り、 い なが らに して購入 で きよ うし、 海 外 との ネ ッ ト

　 ワー ク化が 進 め ば、 海外 の品 物 も気軽 に購 入 で きる よ うに なる か も しれ な

　 い 。 た とえ、 商 売 か らの つ なが りであ って も、 そ れ を機 に、 交 流 は 深 ま ろ

　 う。

　 　 この よ うに、 生 協活 動 は、 班 とい う小集 団 を組 織 する こ とに よ り、 参 加

　 意 識 を高 め、 受 け 手 で は な く、 主 体者 と して の 自覚 を もた せ て い る。 大 企

　 業 が対 象 と し なか った よ うな情 報 をす い あげ て きて い る。

　 　 来 るべ き高度 情 報 化 社会 の 中 で、 主 体性 を失 わず、 お し きせ でな い ニ ュ

　 ー メデ ィアの活 用例 と して、 私 個 人 は、 生 協 とい う もの に期 待 して い い の

　 で は な いか と思 う。 つ ま り、 生 協 活 動 は単 に物 的 商 品 の 流通 に と ど ま らず 、

　 ニ ュー メデ ィア の普 及 とと もに次 第 に 、各班(最 小 コ ミュニ テ ィ)間 の情
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報 交 流 に 発 展 し、 新 しい仲 間 づ くりの基 盤 とな り得 よ う。 物 的 商 品 流 通 に

係 わ る通 信 シス テ ムは 、他 の コ ミュニ ケ ー シ ョ ンの シス テ ム と して も共 用

可 能 で あ り、 低 コス トの情 報 交 流 の イ ン フ ラを提供 す る もの と考 え られ る

か らで ある。

㈲ 　会 社 組 織

　 (a)　多 国i籍 企業

　 　 　 ホ ワイ トカ ラー の仕 事 の半 分 は 、 コ ミュニ ケ ー シ ョンに 関与 して いる と

　 　言 われ る。 そ の程 度 の差 は ある が 、 毎 日た くさん の書 類 に 目を通 し、 会 議

　 　 の為 の 資料 をつ く り、 ミーテ ィン グが 開 かれ て いる。 会 社 が 入 と入 と の集

　 　 ま り組 織 で構 成 され て いる 以上 、 あ らゆる コ ミュニ ケー シ ョン手 段 を利 用

　 　 して、 他 の 組 織 を動 か し 目的達 成 す る こ とが 、 会 社 に お いて もっ と も重要

　 　 で あ る。 コ ミュニ ケ ー シ ョンは、 仕 事 、 ラ イ ンを通 じて の フ ォー マ ル な も

　 　 の と、 仕 事 以 外例 えば 、 同好 会 、 同僚 との 酒 を飲 む 等 な どの イ ン フ ォー 〔

　 　 ル な コ ミュニ ケー シ ョンに分 か れ るが 、 後 者 は、 基 本 的 にサ ー クル活 動 と

　 　 同様 な の で、特 に今 回 は と りあげ な い。 フ ォー マ ル な コ ミュニ ケ ー シ ョン

　 　 の例 と して コ ン ピ ュー ター の製 造 開発 の 分 野 を と り上 げ る。

　 　 　現 在、 コ ン ピ ュー タの業 界は 、 もっ と も競争 が 厳 し く、 技術 革新 の激 し

　 　 い 分 野 で あ るが 、 マ ー ケ ッ トの市 場 の成 長 率 も高 く発 展 が期 待 で きる 分 野

　 　 であ る。 開発 部 門 に与 え られた 使 命 は次 の3つ で あ る。

　 　 　 (1)お 客様 の ニ ーズ に あ った 品 質機 能 、 製 品 開発

　 　 　 (2)コ ス トの低 減

　 　 　 (3)開 発 期 間の短 縮

　 　 　上 記 の3つ を 達成す る為 、 社 内 、 社外 の リソー ス、 経営 資源 は 、 最 大 限

　 　 利 用 され る。 特 に、技 術 に国 境 は ない と言 われ る が、 国内 外 の研 究所 で 開

　 　 発 され た技 術 をす ば や く組 み 込 み 製 品 開発 す る 為 に は膨 大 なデ ー タのや り

　 　 と りをす る 必要 が ある。 そ れ らの 技 術 的 な情 報 は、 デ ー タベ ー ス化 され 、

　 　 端 末 を操 作 す れば 取 り出せ る シス テ ムに な って いる。 但 し、 そ の情 報 に ア
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ク セ ス して も良い か ど うか 厳重 に管理 され 、 チ ェ ック され る。 各 端 末 は全

世 界 の30カ 所 の 研 究 所 と衛 星通 信 回 線 を結ん で ネ ッ トワー ク化 され て い

る の で、 メ ソセ ー ジ を送 った り、 デー タを蓄積 して、 伝言 の処 理 、 デ ー タ

を交 換 した りす る電 子 メー ル等 の 処 理 が可 能 で あ る。 この 前、 秘 書 の ター

ミナ ル に、 ス ウ ェーデ ンの 男か ら、 ガー ル フ レン ドを募 集 中 とい う メ ッセ

ー ジが 入 って きたが 、 この よ うな私 的 な利 用 の 仕 方は 会 社 か ら厳 し く禁 止

され て いる。 こ の端 末 を使 用す る こ とで、 あ らゆ る業 務 が で きる よ うに な

っ てい る。 例 えば 、 営業 資料 を請 求 す る こ とや 、 在庫部 品 を管理 す る こ と、

LSIを 設計 した り、 シ ミュ レー シ ョン した りす る こ とや、 購 買の 発 注 情

況 を見 た りす る こ とが 可 能 で ある 。 も っと も一 般 的な 使 用 方法 は ・ 会議 室

の 予 約 や 個人 ・仕 事 の ス ケ ジ ュー ル管理 や、 英 文 の ワー ドプ ロセ ッシン グ

機 能 を利 用 して仕 様書 を作 る こ とで、英 文 の仕 様 書 の 場合 、 ス ペ ル チ ェッ

クや、 目次の 自動 生 成、 文 章 の追 加 ・変 更 が簡 単 にで きる よ うに な っ てい

る 。 日本 国内 で使 用 す る場 合 、 や は り 日本 語 の 仕様 書 が欲 しい と ころで あ

る が 、 英 文 の 仕様 書 とは 別 に作 って い る ケー スが 多い 。 将来 は、 自動 翻 訳

機 シ ス テ ムが 導 入 され、 日本 語 、 英 語特 に気 に す る必要 が な'くなる で あ ろ

う。 す なわ ち一 度 入 力 さ れ た デ ー タは、 必 要 に応 じて、 外 国 の言 語 で 出 力

され 、TPOに 応 じてそ の文 体 、 ス タイル を変 化 させ られ る よ うに な るで

あ ろ う。 現在 そ の 仕 様書 は、 会 社 の 組 織 の あ らゆる部 門 で検 討 され 、 承 認

され 、 それ を基 に又 、 あ らゆ る仕 様 が 決 ま って い くシス テ ムに な って い る。

例 え ば、 営 業 、 企 画、 技 術 部間 で 仕 様書 を決 定 し、 計 画 、 資産 管理 部 門 で

承 認 され 、開 発部 門 で、 ソ フ ト、 ハ ー ド、 ア ー キテ ク チ ャー 、 周辺 機 器 開

発 、 標 準 等 の セ クシ ョンで検 討 され 、設 計 開発 され る。 さ らに、 特 許 、 購

買、法務製 品資料、 品質保証、 テス ト、製造部 門、 広報 、 メイ ンテ ナ ンス 部 門

に 情報 が 渡 り、 検 討 され 各 部 門で 企 画 が始 まる 。 一つ の製 品 を 出す こ とは、

と てつ もない コ ミュニケ ー シ ョン を必 要 とす る こ とが わ か る で あ ろ う。 こ

れ らの各 部 門 にす み や か に情 報 提 供 す る為 に もコ ン ピ ュー ター ネ ッ トワー

ク、 デ ー タベ ー ス、 部 門 内LAN等 の ニ ュー メデ ィアが 使 用 され て い る。
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最 近 、 日本 が コ ン ピュー ター関 連 の電 子 部 品 の 供給 基地 化 してい る ので、

そ の 仕様 等 の技 術 情報 の ニ ー ズは 、 非常 に高 ま りつつ ある。 又 コン ピ ュー

ター の利用 技 術 も高 度 化 され つ っ あ り、 日本 が 先 進諸 国 の 中 で も一 番先 に

進 む よ うに な る と、 その応 用技 術 、 成果 及 びそ の シス テ ムの故 障 時 の原 因

と 対応 策等 の デ ー タの要求 が 高 ま り、 現 在 日本 に そ の デ ー タベ ース の シス

テ ムが 設置 され 、 諸 外 国 の要 求 に応 じて い る。 今 まで情 報 輸入 国 で あ った

日本 が、今 後 情報 輸 出国 に な りつっ ある とい うこ とで あろ うか。 ニ ュー メ

デ ィア を利 用 した例 に、 テ レ ビ会 議 が ある。 製 品開 発す る上 で、 各 研 究 の

成 果 を と り入 れ る為 に、 その 部 門 と会 議 す る こ とが あるが 、 そ の場 合、 テ

レ ビ会 議 で用 件 を済 ます こ とが で きる の で 出張 費 や交通 費が か か らず 、交

通 時 間 の無 駄 もな いた め、 非 常 に 効 果 的 で ある 。 特 に最近 の システ ムは 、

複 雑 に な った 為 、1人 の 人 間 で、 総 て を こ なす こ とは で きず、 か と言 って

専 門家 全 員 を つれ て い くこ とは で きない の で テ レ ビ会 議 は 有効 で ある。 顔

をつ きあわせた会議でないのでや りに くい面 もある が 、 慣れ れ ば 多 くの仕事 は

これ で充 分済 ま す こ とが で きる で あろ う。 今後 ま す ます 競 争 が激 し くな り、

各 部 門 と円滑 に コ ミュニ ケー トす る必 要 が ある が、 そ の 意味 で ニ ュー メデ

ィア の役 割 は 非 常 に大 きい と思 わ れ る。

(b)　 日本企 業 の プ ロ トタイプ

　 　 会 社組 織 とい う ものは、 フ ォー マル セ ク ターで あ り、 か つ コ ミュニ テ ィ

　 ー とは対極 を なす 組 織 とい え る。 い か に も冷た い とい う印 象 を一与え る 。 そ

　 れ は、 現 代 の産 業 社 会 の 中 に あっ て大 量 生産 方 式 に 最 も合 致 した 組織 で あ

　 る。 っ ま り"資 本 主 義 の 申 し子"で あ り、 そ こで は顧 客 ニーズ が あ る とは

　 い え、 利 潤 を あげ る こ とが 第 一 で ある。 従 って効 率 を追求 す る組 織 で あ り、

　 例 外規 定 を設 け る こ とな く、 職 務 規定 や 作 業 を標 準化 ・成文 化 で きる ほ ど

　 公 式 化 され た 組 織 であ る(軍 隊 の 組 織 を考 え れ ば よい。)。 しか も、 現在 で

　 は 、 一種 類 のみ の生 産 や販 売 は少 な く、 製 品 ある いは 市場 に応 じて、事 業

　 部 制 を し くケ ー スが 多 い。 そ の 中 で、 研 究 開発 ・生 産 ・営 業 とい う形 とな
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って お・り、 それ は一 つ の 自足 した 組 織 で ある。

　 次 に組 織 内 部 では、 職 能 間 の連 携 をはか り 「水 平的 ・横 断 的 」 な 意 思決

定 とな る。

　 又 、 当然 の こ となが ら、 プ ロセ スに よる評価 や 行動 規 範 に そ っ て いる か

とい う こ と よ りも、 や った 結果 で評価 され る傾 向 が強 い。 っ ま り、 結果 評

価 主 義(実 績主 義)の 組 織 で あ る。

　 会 社 組 織 とい って も一 枚 岩 では な く、 組 織 メン バー 内 で 対立 も生 じる こ

とが 多 い。 この場 合 、 権 限 に よる解決 で は、 事 業 単位 の 長 あ るい は トップ

に ま で 問題 が 波及 し、 時 間 的 に間 に あ わず 、"根 回 し"を して 対立 の芽 を

つ ん だ り妥協 が 多 くなる の が 通 常 で あ る。 これ も会社 の 組 織 独 得 の解 決 策

で あ ろ う。

　 こ の よ うに して、 会 社 は 効 率 を重 視 し、組 織 を細分 化 し、 それ が 官 僚組

織 と同 じよ うに肥 大化 しな が ら も、 利 潤 の最大 化 のた め に 、 ある 部 門 の 縮

少 を く り返 しな が ら、 新 た な利 潤 機 会 を め ざ して 成長 してい く組 織 とい え

よ う。

　 会 社 の 組 織 にお け る情 報 のや り と りは ど うなさ れ て いる で あ ろ うか。 こ

こで は 、 わか りや す くす る た めに、 次 の3面 か らみ てみ る こ ととす る。

　 まず、 部(課)内 で ある が、 こ こで は情 報の や りと りは 、 最 も基本 的 な

形 で 行 わ れ て い る。 人 と人 とが 接 触す る、 いわ ゆ る フ ェイス ツ ウフ ェイス

の 形 で ある。 とい うのは 、 日本 では事 務 所 が大 部 屋に な って お り、 皆が 一

緒 に い る か らで ある。 これ は欧 米 に な い一 つの 日本 の会社 の 情 報 伝達 の特

色 で ある 。

　 皆 が 一 緒 に いる か ら、 あ らた ま って情 報 をア ウ トプ ッ トす る 必 要 は な い 。

入 の 電話 を きいて い る と、 誰 が 何 に取 り組ん で い るの か とか 、 何 が 問 題 な

の かす ぐに理 解 で きる。

　 あ る 情報 が 欲 しい といえ ば す ぐに答 が返 って くる。 大 き な部 屋 で ゴチ ャ

ゴチ ャや って いる 為 、す ぐに情報 が伝 わ り自然 と情報 が共 有 され て い る。

しか も、 これ は 生 きた 情 報 であ る。 これ が、 部(課)内 で の 情 報 の や り と
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りで あ ろ う。

　 次 に、 他 部 間 との情 報 のや りと りは ど う行 われ て いる で あ ろ うか 。

　 最 も根 源 的 なや り方 は、 公 式 ・非 公式 の会 合 に よる もの で ある。 俗 に

"根 回 し"と 呼 ば れ る もの で ある
。 これ は、 本社 内 とか 支店 内 に限 られ て

お り、 本 社 ・支 店 間 に おい て は、 色 々な メデ ィアが 利用 され てい る。

　 た だ 、 こ こで も現段 階 で は ニ ュー メデ ィアの活 用に は程 遠 く、 文 書(通

達)、 電 話 が 中心 で あ る。

　 金 融 界 を中 心 に して、 オ ン ライ ン利 用 に よる情 報 交換 が 進展 して き てい

るが 、 こ こで 問 題 にな る の は機 械 の み が進 ん で しま うこ とで あ る。 こ の よ

うな機 械 利 用 の場 合 、 前提 と して、 職 能 間 の連 携、 計 画 的 な ロー テー シ ョ

ン等 がそ の 背 後 に なけ れば 、 情 報 の 共 有 化 が進 まな い とい うこ とで ある。

い ずれ に して も、 現 段 階 で は、 会 社 内 の情 報 の や りと りは 人 間 関係 が 中心

とな って いる 。 デ ー タの蓄積 と して、 コ ン ピ ュー タが 補 助手 段 と して 利 用

さ れ てい る とい って いい であ ろ う。

　 次 に、 会 社 対 会社 の 情報 の や り と りは ど うな っ てい る で あ ろ うか 。

　 これ もまた 、 殆 どが 人 間 を介 在 した形 で しか 行 え な いの が現 状 で あ る。

と い うの は、 会社 の 組織 は そ れ ぞれ が閉 じたそ れ で あ り、 お 互 い の ネ ッ ト

ワー クは皆 無 に近 いか らで ある。 そ の為 、 内 部 での オ ン ライ ン化 は進 ん で

も外 部 とは互 いの テ ー プ を人 間 が持 ち運 ぶ とい う非 効率 な形 で 行 わ れ る。

　 一 部 に は、 漸 くコ ン ピ ュー タ同 士 の接 続 が行 われ てい る が、金 融 機 関 等

に 限 定 され てお り、汎 用化 され てい る とはい い 難 い。

　 で は、 将 来 は ど うな って い くの であ ろ うか。 基 本 的 に は会 社 組 織 は変 更

が な い と思 われ る。 た しか に、 ニ ュー メデ ィア の進 展 で、今 以 上 の 情 報化

社 会 に なる で あ ろ うが、 それ が ス トレー トに在 宅 勤務 等 に は結 び つ か な い

と 思え る か らで ある。

　 単 純 な情報 の蓄 積 、 や りと りに は、 ニ ュー メデ ィアは 今 以上 に利 用 され

て も、 大 部屋 主 義は 変 更 され な いだ ろ う。 個 室 あ るい は 自宅 では、 周 囲 の

状 況 が わ か らな い。
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　意 味 あ る 柔軟 な根 回 し的情 報 のや りと りは、 基 本的 には、 フ ェ イス ツ ウ

フ ェ イス で あ りつ づ け よ う。

(6)業 界団体

　(a)現 　 　状

　　　我 が国 には、財団俵 入、社団俵 入、 そ して任意団体等の形態 をとって、

　　多 くの団体が存立 しているが、その中で きわめて 日本的な コ ミュニテ ィと

　　して存在 している団体は、業界団体では なか ろ うか。業 界団体は、(財)機

　　械振興協会、(財)日 本情報 処理 開発協会、(社)日 本 プ ラン ト協会 ……… と

　　い うように財団が社団の形 態 をとっていることが多い。 設立 の 目的は、 国

　　家的見地か ら業 界の発展 と振興 のための諸活動 を行な うこ とであ り、監督

　　官庁 と業 界各社 とのパ イプ役、業界共通の問題にっいて解決策の検討 と実

　　施、 諸外 国企業 との技術協 力や貿易摩擦交渉等 の窓口、共同研究や要員 育

　　成 の推進役等が具体的 な活動 内容である。 また業界団体はその宿命 として、

　　その業 界 自身が成 長段階に あるのか成熟段階にあるのか衰退段階 にあるの

　　か に よって、団体の活 力 も変化 して くる ことが多 く、 衰退段階 にある業界

　　では業界団体の活動 も低迷 している ケースが多 い。

　　　組 織的 にみる と多 くの業界団体は、会長、専務理事 、常務理事、事務局

　　長、部長、課長、課員 とい う階層 で構成 されてお り、会長 はその業界の ト

　　ップ企業 の会長が社長、専務理事、常務理事 ク ラスは担当の監 督官庁のO

　　B、 事 務局長、部長、課長 にはその団体が直接雇用 した職員や業界の有力

　　企業か らの 出向社員か らなる寄 り合 い所帯 である。

　　　また運営 資金 とい う面では、政府の一般予算、補助金、各企業か らの会

　　費、また財団法人の場合そ の原資 となる基金の運用益等が 充て られて いる

　　のが現状 である。 さ らに活 動成果 が報告書にま とまる と、そ の売 り上 げ も

　 運 営資金 として充て られ ている。

(b)情 報 の 流 れ
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　業界団体は、業 界の各企業の監督 官庁の役人、関連する学者達が様 々な

思惑 を胸に集 まって くるため、 きわめて 日本的な情報空 間が形成 されるこ

とになる。 この情報空間がなぜ 日本的 な特徴 を持 ってい るのか を考え てみ

る と、次の よ うな理 由を列挙す るこ とがで きる。

　① 企業 ・官庁 ・学界 とい った組織の意 思に もとついて、個人が集 まっ

　　 ているため、 企業や組織の利害、値 への利害 と思惑等が入 り乱 れる。

　② 団体 自身が寄 り合 い所帯 であるた め、 組織 として筋の通 ったデ ィシ

　　 ジ ョンが出来 に くい状況 にある。

　 ③ 業界の リーデ ィング ・カンパ ニーが 主導権を握 るケースが多 く、時

　　 として情報 が作為的にね じまげ られる ことが ある。

　 ④ 業界が不況 になる と、生産調整、受注配 分、価格統制 といった動 き

　　 が起 り、 きわめて密 室的 な情報交換が行なわれる。

　 ⑤ 表面 を流れ る情 報 と裏 を流れる情報 とがあ り、その両方 の情報 を吟

　　 味 しない と判断 を誤 まることとなる。言 い換え ると常に本音 と建前 の

　　 情報 とが併存 している とも言える。

　 ⑥ 何か デ ィシジ ョンを下す場合 には、団体 の構成会員の合意 を必要 と

　　 するため、 セ レモニー とか 酒席 といった場が必要 である。

　 ⑦　情報 は事 務局にいる人間 を中心 に星形に拡 が りを持つ こ ととなるた

　　 め、事務局にか な りの情報が ス トックされ ることとなる。

　 ⑧ 月に一回程度 しか集ま らない人達 を対象 とす るため、 いつ もハ レの

　　 場面 を演 出す る必要が ある。

　 ⑨　設 立後歴史の長い団体に は、 よい意 味で も悪 い意味 で も情報の よど

　　 みが ある。

　 この ような特徴が、業界団体の中に存在す る きわめて 日本 的な情報の流

れ と言 え よう。

(c)ニ ュー メデ ィアの 活 用

　 　 きわ め て 日本 的 な コ ミュニ テ ィで ある業 界団 体 も、 今後 は徐 々に 変化 し
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て い くもの と予 想 され る。 変化 して い く要 因 と しては、 以 下 の理 由が 考 え

られ る。

　① 行 政改 革 の流 れ の 中で 、外 郭 団体 である 業 界団 体 の見 なお し、 整 理

　 　 ・統合 が 起 きて くる。

　 ② 公 正 な価 格 競 争 を維 持 す る こ とに よって 自由経 済 の活 力 を 守 って い

　 　 く、 また 政治 家 の行 動 倫 理 問題 を解 決 して 自由社 会 を 守 って い くとい

　 　 う二 つ の大 義 名 文 の 前 に、 業 界 団体 の活 動 範 囲が 絞 られ つつ あ る。

　 ③ 　産 業 の ソ フ ト化、 構 造 的 変化 、 アモ ル フ ァス化 等 々が進 展 す る こ と

　 　 に よ り、 従来 の 産業 構 造 が 崩れ っ っ あ り、 従来 型 産 業 分類 に従 った 業

　 　 界 団 体 の 存 立価 値が 問 い なお され る こ と とな った 。 一 方 で横 断 的 な新

　 　 しい フ レー ム ワー ク の業 界団体 が生 まれ っ つ ある。

　 ④ 外 資 系 企業 の増 加、 また 海 外 か らの製 品輸 入促 進 の 圧 力 の 前 には、

　 　 業 界団体 の 存在 そ の もの が参 入 障 壁 で あ り、 きわ め て ア ン フ ェア で あ

　 　 る と諸 外 国 か ら指 摘 され る こ とと な り、 よ り開放 的 な業 界 団体 とい う

　 　 ものが 要 求 され てい る 。

　 こ の よ うな理 由に よ って 、業 界 団体 自体 は今 後大 き く変 化 して い く もの

と予 想 され る。 そ して業 界 団体 自身 もた だ手 を こまね い て い る の で は な く、

新 し い環境 に 即 した形 態 へ の脱 皮が 緊急 な課 題 とな って くる が、 そ の ツー

ル として は ニ ュ ー メデ ィア の活 用 も大 きなテー マ と言 え よ う。 特 に上 記(6)

で も述 べ た よ うに よ り開 放 的 な仕 組 み が 要求 され て くる場 合 に は 、新 しい

情 報 伝 達 手法 と して ニ ュー メデ ィアが 活用 され よう。 また 業 界 が協 力 して

合 理 化 を進 め て い った り、 他 業 界 との情 報伝 達 の合 理 化 を進 め る 場合 に は 、

業 界 内VAN、 業 界間 ネ ッ トワー ク等 の実 現 に 向け て業 界 団体 が 新 らた な

る 活 動 を展 開す る こ ととな ろ う。 しか しそ の よ うな シス テ ムを流 れ る情報

は 、 あ くまで事 務 的 な建 前 情報 で あ り、 本 来 の密 室的 な情 報 は、 特 定 の 限

られ た メン バー 間 で よ り目立 た ない形 で流 通す る こ と とな り、 業 界 団体 の

枠 組 み を意 識 しな い で ネ ッ トワー ク化 され てい くだ ろ う。 そ して そ こで生

まれ る情 報 空 間 こそ従来 の業 界 団体 が 姿 を変 え た もの で あ り、農 耕 型 の 日
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本 人 社会 の伝 統 が生 き続 け る 限 り、 日本 民族 が 存 在す る限 り常 に生 まれ て

くる コ ミュニ テ ィ と言 え よ う。

(7)宗 　　教

　(a)活 動状況 一 仏教J宗Z寺

　　　宗教 とい って も巾広 いので、 ここでは既成仏教のJ宗 別格大本山Z寺 を

　　中心 にすえて考察 してい くことにする。

　　　 Z寺 は東京 の中心にあ り、広 い敷地を有 し、 一般参拝客 も常 に少か らず

　　いる。著名入の葬儀が 行われる ことで も知 られ ている。

　　　 Z寺 の歴史は室町時代初期 に開創 され て以来で あり、江戸時代 において

　　は徳川家康の帰依 もあ り、全 国寺院 の頂点に位置 し百万石 を有 し、山内に

　　寺院48寺 、学 寮百数十軒、常 時3,000余 名の学生が修学 した大寺院で

　　ある。

　　　 Z寺 は明治初期 ・戦後と敷地は大巾に減少したものの現在 もかなり広い敷地 を

　　有 し、 徳川将軍家の墓所 もあ り、重要文化 財の 三門 ・京都以東随一の大梵鐘

　　 (重 さ約15ト ン、 江戸三大名鐘の一つとして知 られる)・ 国宝級 の庫裡 門、

　　 さ らに昭和40年 代末に現代建 築技術の粋 を結集 して、伝統的な寺院建 築

　　様式 を取 り入れ つつ、大本山 としての諸法 要の執行に必要 な空間 を充分に

　　配慮 した漸新 な企画 の もとに建 築 された新大 本堂(大 殿)も ある東京都 を

　　代 表する 由緒のある大寺院 である。

　　　 Z寺 はJ宗 の僧侶を養成 で きる伝法権を持つ。これは京都にある総本山の寺

　　 と、Z寺 の2寺 しか持たせ られていない。つまりJ宗 で僧侶になる為には両寺の

　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 け
　 　 どち らかで修行 を しなければな らないのである。 この修行は加行 と呼 ばれ てお り、

　 　 1年 間 に3週 間、 これ を3回(3年 間)受 け る と僧侶 に な る こ とが で きる

　 　 の で あ る。

　 　 　 しか し、Z寺 は伝 法権 の あ る大 本 山 とは いえ 、 末 寺 を管 下 に お き指示 ・

　 　 指 導 す る とい う立 場 に は な い。 現 在 の寺 院 は宗 教法 人法 に よ り存 立 が定 め

　 　 られ てお り、 宗派 内 にお け る ピ ラ ミ ッ ド構成 は存 在 しないの で ある 。
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　 宗 務庁 と い う別 組 織が あ り、 僧 侶 の 任命 の承 認 な どを行 って い る。 ここ

で は 宗派 の 僧 侶 の あ り方 な ど を規 定 して い るが 強 制権 は全 くとい って よい

ほ どな い。 宗務 関係 が 中心 で ある 。

　 Z寺 の活動 と して は、① 対宗 派 内、 ② 対 檀家 、 ③対 一般 、 と大 き くいえ

ぱ3つ に 分け られ る。

　 ① 対 宗派 内 と して は、 僧 侶 の養成 道 場 で あ り、 この 日程 等 を 周知 させ る

こ とが 必要 で あ る。 これ は現 在 月1回 、 機 関 誌 を東 日本 のJ宗 寺院 すべ て

に 配 布 してお り、 そ の 中 に 日程 が掲 載 され て い る。 他 に法 主(Z寺 住職)

の 法 話等 、 啓 蒙 的 情報 が伝 達 され てい る。

　 Z寺 で の各 種法 要 等 への 行 事 参加 と い うこ とで のつ なが りも ある。

　 また 、 地 方 寺 院 で は昔 なが らの 檀家 を連 れ ての 本 山詣 りとい う形 で の つ

な が り もある 。

　 ② 対 檀 家 と して は、 葉 書 に よるrZ寺 ミニだ よ り」 を送 付 し、 仏 教 情 報

を伝 達 してい る。

　 写経 会、 聞法 会 、 法要 を開 催 し、 これ らを直 接 にあ る いは 寺 院 経 由 で 日

程 等 の連 絡 を行 っ て いる 。

　 ③ 対 一般 と して は、Z寺 で の各 種行 事 が ある 。 例え ば 、2月 の 節分 、3

月 の 彼 岸法 要、4月 の花 まつ り、7月 の お盆 、8月 の ハサ ミ供 養 、 カ ミソ

リ供 養、 平 和 祈 願会 、9月 の彼 岸法 要 、12月 の 除夜 の鐘 が あ る。

　 この他 に、 日曜 説 教、 講 演会 等 も開 催 して いる。

　 行事 以外 に は、 幼 稚 園 の経 営 を して、 仏 教教 育 の実 践 を行 って いる し、

文 化研 究所 を持 して地道 な研 究 も行 っ て いる。

　 Z寺 自体 の 活 動 で は な いが 、 境 内 を提供 し、 薪 能 を行 った り、 本殿 で 雅

楽 会 を開催 した りと文 化活 動 を後 援 して、Z寺 との縁 をそん な形 で も持 っ

て も らお うと して い る。

　 場 所 の み の 提 供 で は、 本 殿 地下 に ホ ー ル を所 有 して お り、 演 劇 ・映 画 ・

ク ラシ ンク音 楽の コ ンサ ー ト、 ロ ック、 ジ ャズ の コ ンサ ー ト等 が 開 催 さ れ

れ て お り、 通 常、 仏教 に は 関心 の な い人 々の足 をZ寺 へ 向 け させ て い る。
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　 境 内の 提供 では 、T.V・ 映 画 の 撮影 に利 用 さ れ た り して い る。 ご く最

近 に は、 「ザ ・ベ ス トテ ン」 の第1位 の 曲 を、 本 殿 の 前 で歌 わせ て いた。

若 い親 衛 隊 とお ぼ し き人 も多 数 お り、 画 面 にZ寺 執 事 長 も現 れ て 、Z寺 の

PRに なる こ と も話 して いた 。

　 Z寺 が 後援 してい る活 動 と して、 ボ ー イス カ ウ トが ある 。各 種 活 動 を通

して子 供 連 に生 活 訓 練 を行 って お り、 宗教 心 を養 わせ る こ とに もつ なが っ

て いる。

　 他には、東京 仏教 青年会が ある。 宗派 ・僧俗 を問わない組 織で、Z寺 は

場 所 を貸 し ・少 額 の 補 助 はす るが 口は 出 さな い とい う立 場 を とっ てい る。

　 僧侶が全体の半数 を割 り、他宗派、並びにキ リス ト教信者や共産主義信

奉者な ど多彩 なメンバー で活 発 に対 外 活 動(講 演 会 ・研 究 会等)を 行 って い

た 時 期 もあ った が、 現 在 はJ宗 の若 手 僧 侶が 中心 とな って お り、 や や精 彩

を欠 い てい る よ うで ある。

(b)Z寺 と 二=一 メ デ ィ ア

　 　 Z寺 の活 動 と二=一 メデ ィアの 観 点 で と らえ て い くと、 先ず 、Z寺 自体

　 の 組 織が 大 き く内部 は 会 社 的 な 機構 を持 って い るの で 、そ の 内部 の合 理 化

　 の 為 の活 用が あげ られ て い る。 一 般 の会 社 と比較 す る と、 大 巾に遅 れ て い

　 る とい え る。

　 　 内部 寺務 の合 理 化 だ け で な く、 ニ ュー メデ ィア を活 用す る こ とに よ り、

　 対 宗 派 内の お寺 とネ ッ トワ ー ク を構 築 し、行 事 情 報 や 、最 新 宗 教 情報 等 を

　 瞬 時 に ひ き出せ る よ うに し、 また 、本 山詣 りに一 部 か わ る大 画像 に よる情

　 報 交 換 も可 能 とな ろ う。

　 　 こ の ネ ッ トワー ク を他 宗 派 、他 宗教 と国 内か ら、 さ らに海 外 ま で拡 げ て、

　 一 大 宗教 網 を構 築 し、 世 界 平 和 へ の 宗教 界 か らの 働 きか け 等 を大 巾に強 め

　 る こ と も可 能 と な ろ う。

　 　 対 檀 家 に は、Z寺 との ネ ッ トワー クを結 び、 画 像 を含ん で の双 方性 を持

　 たせ 、法 話 ・法 事 と臨場 感 あふ れ る状 態 で 流す こ とも可 能 で あろ う。 朝 ・
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夕 の お勤 めの場 が 毎 日流 れ れ ば老 入 に は特 に好 まれ よ う。 悩 み事 等 の 相談

な どの サ ー ビス も行 わ れ る こ とに な ろ う。

　 対一 般 に は、 基 本 的 に は対 檀家 と同様 なこ とが で き よ う。

　 各種 情 報 は、 画 面 に よ って ど こか らで も検 索 可 能 で あ り、 多 くの入 に 瞬

時 に 伝 え られ る よ うに な る。

　 高 僧 の法 話 も手 軽 に会 場 に行 った と同 じ状 況 で聴 くこ とが で き よ う。

　 相 談 な どへ の 回答 も、 画 像 を通 し、 かつ 大半 の 相談 に は 内容 のパ ター ン

を把 握 し、 情 報 処 理 判 断 に よ り回 答 が 出る よ うに もなろ う。

　 講 演 会 ・研 究会 ・討 論 会等 、 時 間 ・空 間 を超 え て実施 もで きる こ とに な

ろ う。

　 閉 ざされ た 寺 院 か ら、 開 か れた 寺院 へ 。受け 身 か ら、 積極 的 に人 々の心

へ入 り こみ宗 教 心 を多 くの入 に 持た せ 、 充 実 した 内面 世 界 を拡 め て、 値 入

の心 の平 和 、 世 界平 和 へ と飛 翔 して い く大 きな キ ッカケ にニ ュ ー メデ ィア

の 活 用 は なる と信 ず る し、 活 用 しなけ れ ば 寺院 は ます ます 世 の中 に取 り残

され る こ とに なる だ ろ うと切実 に思 わ れる ので あ る。

　 た だ し、入 と入 との直接 の ふれ あい、 語 りか け、 東京 仏教 青年 会 の よ う

なや や 開か れ た 組 織 を よ り拡 大充 実 し完 全 に 開放 され た 内容 にす る な どの

活 動 が、 ある い は思 想面 での 充 実 が、 出家の 原 点 に戻 る こ とが、 仏 教 自体

を現 代 に問 い 直 す こ とが、 ひ き続 き最 重 要 な課題 で ある こ とは 言 うま で も

な い。

(8)社 会 教 育 団 体 一 モ ラ ロ ジー研 究所

　 (a)活 動 の現 状

　 　 　モ ラ ロジー研 究 所 は、1926年(大 正15年)モ ラ ロジー(道 徳 科 学)

　 　 の学 問 的研 究 と、 そ の成 果 に基 づ く教 育 を 目的 と して、 法 学 博 士 広池 千 九

　 　郎 に よ って創 立 され た 。

　 　 　 1935年(昭 和10年)に 、 現 在 の 千葉 県 柏 市に道徳 科学 専 攻 塾が 開

　 　設 され 、1947年(昭 和22年)に は 、文 部 省か ら財 団法 人(社 会 教 育
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団体)と して認 可 を受 け 、道 徳 の科 学 的 研究 とモ ラ ロジー に基 づ く社 会教

育 活動 を、 本 部 お よび7っ の社 会教 育 セ ン ター一、4つ の 出張 所 を拠 点 と し、

全 国 を ネ ッ トす る 約800の 支部 ・事 務 所 を中心 に行 な って い る。 現 在、

研究所の個人維持 員は、 約60,000人 、法 人 会 員は 、 約6,000社 を数 え る。

　 また 、 海 外 に おけ る活 動 と して、 ブ ラジル、 韓 国、 ア メ リカ、 台 湾 では、

研 究者 に よって組 織が 結成 され 、 日本 との 交 流 を保 ち なが ら独 自の研 修 や

教 育活 動 を進 め て い る。

　 で は、 この 社 会 教 育団 体 で あ る モ ラ ロジー研 究所 が 推進 して い る モ ラ ロ

ジー とは、 どの よ うな教 え で あ ろ うか 。 研 究 所 が 出 してい る案 内書 に は次

の よ うに説 明 され て いる 。

　 「モ ラロ ジー とは、 私 た ち が正 しい心 づ かい の あ り方 を学 び、 それ を実

　 　 行 して、 私 た ちの 品性 を向 上 させ る こ とに よ り、 喜 び と生 甲斐 の ある

　 　 入 生 と、 明る く希 望 に満 ち た社 会 を建 設 す るた め の 方法 を明 らか に し

　 　 た 学 問 です 。 私 た ち の入 生 の 根 本 は 道 徳 に あ ります 。 す なわ ち、 礼 儀

　 　 作 法 、公 衆道 徳 、 同 情、 親 切 な ど、 一般 に考 え られ て いる 道 徳は 、 私

　 　 た ちの社 会生 活 の 基 盤 で あ り、 必要 不 可 欠 の もの で す。 さ らに平 和 な

　 　 社 会 を築 き、 人 類 の 幸 福 を実 現 す るた め に は、 ソク ラテス 、 キ リス ト、

　 　 シ ャカ、 孔子 な ど、 人 類 の 師 と呼 ば れ る 諸 聖 人が 実 行 した、 人類 に対

　 　 す る深 い 慈 悲 の精 神 を根 幹 とす る最 高 道 徳 を実行 して、私 た ちの 品 性

　 　 の完 成 に努 め る こ とが最 も有効 で ある こと を科 学 的 に明 らか に した学

　 　 問が モ ラ ロジ ーです 。」'

　 この モ ラ ロ ジー の教 え に基 づ い て 、 モ ラ ロジー 研 究所 は 、現 在 、 千 葉県

柏 市 に あ る本 部 を中 心 に、 北 海 道 、 福 島県 、 静 岡県 、 岐阜 県 、 岡 山 県、 徳

島 県、大 分 県 に 設置 され た社 会 教 育 セ ン ター と、 東 京、 京都 、 大 阪、 中国

地 区 に ある 出張 所 を拠 点 と し、 全 国11の ブ ロ ック に属す る800の 支 部

・事 務 所 で、 少 年、 青 年 、 婦 人、 一般 、 企 業 、教 育 な どの 部 会 ごとに 、地

域 的 な学 習活 動 、実 践活 動 を展 開 して いる。

　 この全 国 的 な ネ ッ トワー ク を持 つ社 会教 育 団 体 の情 報 コ ミ ュニ ケー シ ョ
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ンの特徴 は、 組 織 の 運 営上 必 要 な事 務 連 絡 の情 報 ル ー トと、 ヒ ュー マ ン ネ

ッ トワー ク上 の二 つ の 情報 ル ー トが、 別 々に存 在 してい る とい う事 で あ る。

組 織 の運 営 上 必 要 な事 務連 絡 の情 報 ル ー トは 、 本 部か ら各 セ ン ター、 出張

所 を通 して支 部 ・事務 所へ 、 また その 逆 の ル ー ト、す なわ ち、本 部 を頂 点

と した各 支 部 ・事 務所 との垂 直 的情 報 ル ー トと して、 す で に確 立 され て い

るが 、各 支 部 ・事務 所 間 の水 平 的情 報 ル ー トは、 垂直 的 情 報 ル ー トに比較

して まだ未 整 備 の状 態 に あ る。 ま た ヒ ュー マ ン ネ ッ トワ ー ク上 の情 報 ル ー

トも、 支 部 ・事 務 所 で の活 動 を通 して 、 同 じ部 会 に所 属 して い る維 持 員同

士 の 間 には 確 立 され て い るが 、 同 じ支 部 ・事 務 所 で あ って も所 属 してい る

部 会が 異 な って い る と、 そ の 情報 ル ー トが 十 分 確 立 され て い る とは 言 い難

く、 同 じ部 会 で あ って も、 プ ロ ソク単位 の情 報 ル ー トに な る と、 支 部 ・事

務 所 内 での そ れ と比 較 す る と、 か な り細 く、 全 国 的 な情 報 ル ー トに な る と、

ご く親 しい 個 人的 なル ー ト以 外 には 、 ほ とん ど確 立 され て い ない の が 実情

で あ る。 ま して や、 違 う部会 同士 を全 国的 に ネ ッ トす る 情報 ル ー トは 現在

の とこ ろ存在 してい ない。 す なわ ち全 国的 な ネ ッ トワー クを持 って い る と

い え ど も、個 々の 部 会 毎 にそ の情 報 ル ー トを調 べ てみ る と、 各 支 部 ・事 務

所 間か ら各 セ ンタ ー、 出張 所 、 そ して全 国 へ と時 間的 、空 間的 距 離 が拡 大

され れ ば され るほ ど、 そ の垂 直 的 、水 平 的 両 情 報 ルー トの結 び 付 きが 弱 ま

って い くこ とが 理 解 で きる。　 「地 域 の束 縛 」 を大 き く受 け てい るの で あ る。

　 そ れ故 、　 「地 域 の 束 縛」 を超 え る活 動 と して、 本部 お よび セ ン ター の主

催 す る段 階 別 お よび 部会 別 の 会 宿制 に よる講 座 や研修 会 が 定 期 的 に 行 な わ

れ て お り、 本物 の 人 間 と して の 心 の触 れ合 い を求 めて い る会 員 の ニ ー ズ に

応 え てい て 、大 きな成 果 を生 ん で い る。 た だ し、 この よ うな会 宿制 に よる

講 座や 研 修 会 に は、 時 間的 余裕 が ない と参加 で きない し、 また そ の 参加 費

用 もか な り掛 か る こ とか ら、 参 加 で きる会 員 は限 定 され て い る。　「地 域 の

束縛 」 は こ こで も大 き く存 在 してい るの で あ る。
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(b)二=　 一一メデ ィア との 関連

　　 では 次 に 、そ れ ぞ れ の情 報 ル ー トにお い て 、現 在 使 用 され て い る情 報 メ

　 デ ィア を調 べ、 最 期 に、 この全 国 的 な ネ ッ トワー クを持 つ 社会 教 育 団体 の

　 活 動 を よ り活発 にす る為 に 、求 め られ て い る情報 メデ ィアの機 能 を検討 し、

　 ま とめ と した い。

　　 本 部 と維 持 員 、維 持 員 と維 持 員 とを結 ぶ 情報 メデ ィア は、 主 に 印刷 メデ

　 ィアで 月刊 ・個 人維 持 員 向 けの 「所 報 」 、 月刊 ・婦 人 ・家庭 向け の 「れ い

　 ろ う」 、 隔 月刊 ・青 年 向け の 「青 年 モ ラ ロジァ ン」 、 隔 月 刊 ・法 人 会員 向

　 け の 「経 営 と道 徳 」 で、 一般 向け に 月刊 ・約130万 部 発 行 と言 わ れ てい

　 る 「ニ ュー モ ラル 」ぶ 唯 一 の放 送 系 メデ ィア で全 国28局 ネ ッ トす る 二=

　 一 モ ラル ラ ジオ放 送 等 が あ る。

　　 また、 本 部 と支 部 ・事 務 所 と を結 ぶ 情 報 メデ ィアは 、 緊急 時 に お け るパ

　 ー ソナル有 線 系 メデ ィア の電 話 と一般 事 務 連 絡 時 にお け る印刷 メデ ィアが

　 主体 で、 個 人維 持 員 ・法 人会 員 向 け の雑 誌 、 図書 はす べ て 事務 所 経 由で配

　 られて い る。

　　 本 部 の7つ の セ ン ター、4つ の 出張 所 との間 の み パ ー ソナル有 線 系 メデ

　 ィアで ニ ュー メデ ィア の フ ァク シ ミリで 結 ばれ てお り、事 務 処理 の合 理 化 、

　 迅 速 化 を 図 って い る。 ま た、 本 部 と静 岡県御 殿 場 市 の 社 会教 育 セ ン ター に

　 設 置 され た ビ ジネ スパ ソ コ ンIBM5550を 利 用 して 、 公衆 電 気 通信 回

　 線(電 話網)を 通 じて の 、 デ ー タ通 信 の実 験 が 近 く行 わ れ る予定 との こ と

　 で あ る。 将来 的 に は、 全 て の セ ンター、 出張 所 と本 部 に あた るホ ス トコ ン

　 ピュー ター とを パ ソ コ ンで ネ ッ トす る計 画が あ る。

　　 ヒ ュー マ ン ネ ッ トワー ク上 の垂 直的 、 水平 的情 報 ル ー トに おけ る現状 の

　 情 報 行動 は メデ ィア を介 す る ことな く、 直 接 コ ミュニ ケ ー シ ョンを行 な っ

　 て い る。 す な わ ち、 定 期 的 に 支部 ・事 務 所 で行 なわ れ て い る各 部会 単位 の

　 会合(通 常 平 日の夜7時 か ら9時 まで)、 セ ン ター で利 用 して の短 期 の 講

　 座(通 常2、3日)や 各 種 の 研修 会 、 セ ミナ ー。 そ して 、本 部 で 行 なわ れ

　 る合 宿制(一 週 間)に よる、 段 階 別 お よび 対 象 別 の講 座 や研 修 会 で ある。

一48一



　 この全 国 的 なネ ッ トワ ー ク を持 つ 社会 教育 団 体 の活 動 を よ り活発 にす る

為 に、 求 め られ る情 報 メデ ィア とは何 か。事 務 連絡 情 報 ル ー トで は 、垂 直

的 、水 平 的 両 情報 ル ー トに お い て、 事務 処理 の 迅速 化 、 合 理 化 を図 る上 で

必 要不 可 欠 な 、情 報 処 理 型 で かつ 多 目的高度 情 報 サ ー ビス が 可 能 で あ る事

務 用有 線 系 メデ ィアの ニ ュー メデ ィア、す な わ ち、デ ー タ通 信 、 総合 文 書

通 信 シス テ ムが考 え られ よ う。 また 、 ヒ ュー マ ンナ ッ トワ ー クの 情 報 ル ー

トで は、 垂 直 的、 水 平 的 両情 報 ル ー トにお い て、 時間 的 、 空 間 的制 約 を超

越 して拡 大 しうる情 報 メデ ィア で なけれ ば な らない。 そ れ は 、 情報 処理 型

でか つ 多 目的 高度 情 報 サ ー ビスが 可 能 で あるパ ー ソナ ル 有線 系 メデ ィアの

ニ ュー メデ ィア、 す なわ ち、 双 方 向テ レ ビ、 テ レビ電 話 、 テ レ ビ会 議 シス

テ ム等 が考 え られ る。 た だ し、 ヒ ューマ ンネ ッ トワー クの情 報 ル ー トでは 、

あ くまで も顔 を合 わせ て の 直接 コ ミュニ ケー シ ・ンが 、特 に 日本 的情 報 化

社 会 にお い ては 、 今 後 と も相 変 わ らず 中心 とな るであ ろ うか ら上 記 の ニ ュ

ー メデ ィア は、 あ くま で も補 完 的 な役 割 を果 た す ことに な る と思 われ る。

　 情 報 化社 会 とは 、 ものや 金 で な く、 「情報 」 を媒介 と して よ リコ ミュニ

ケ ー シ ョンが 活 性 化す る社 会 とと らえ る と、 ヒ ューマ ン ネ ッ トワー クが 極

めて 、 重要 な要 素 と なる社 会 で あ る と も考え られ る。 この よ うな社 会 にお

いて は 、 モ ラ ロ ジー研 究所 の 提 唱 す るモ ラ ロジー の教 え や 、 宗教 や哲 学 等

が ます ます 重 要 と な って くる で あろ う。

　 また この モ ラ ロジー研 究 所 の よ うに従来 の 地 域的 な コ ミュニ テ ィ とは 違

って 、 モ ラ ロ ジー を学 習 し、 実 行 していこ うとい う共通 の 目標 や 価 値 観 の 下

に 、 そ の蓄 積 され た情 報 の デ ー タベ ー ス を一 つ の活動 の核 に し、情 報 ネ ッ

トワー ク に よって 結 ばれ た 自主 的 コ ミュニ テ ィが、来 るべ き高 度情 報 化 社

会 に お いて 数 多 く出現 す る と思 わ れ る。 また そ の よ うな 自主 的 コ ミュニ テ

ィど う しの 国 際 的 な ネ ッ トワー ク化 も急速 に 進 む であ ろ う。 そ の 萌芽 の 一

つ が今 回事 例研 究 と して取 り上 げ た、 モ ラ ロジー研 究 所 で あ った。
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(9)配 偶 者選 択

　 　 大 方 の 人 は結 婚 す る。 そ の 時 に 、配 偶 者 を どの よ うに して見 つ け 、 結婚 ま

　 で進 む か を述 べ て み た い。 そ して、 今 後 、 配 偶 者 を選 択 す る時 に 、 ニ ュー メ

　 デ ィア が どの よ うな形 で利 用 で き るか を検 討 してみ る。

　 さて、 結婚す るには

何 らかの方法 で 「未来

の配偶者」に出合 う必

要が ある。 人 口問題 研

究所の調査に よると、

出会いの方法は次表の

通 りである。 これ を4

つに大別 してみる。①

見合いや紹介、②結婚

相談所、③職場 やサー

クル、学校 などで、④

偶然の 出会い。

　 まず、①見合 や紹介

に よる出会い を述べ る。

明治の初期に欧米 の婚

夫 婦が知 り合 った きっかけ

①見合 い

②職場 で

③友人 や兄弟の紹介

④街 中や旅先で偶 然

⑤幼 な じみ ・隣人関係

⑥サ ークル ・ク ラブで

⑦学校 で

⑧は っき りしない

⑨結婚相談所で

⑩アル バイ トで

　 '日本人の結婚と出産"

3&27%

23.92%

14.85%

6.02%

5.67%

4.04%

3.79%

3.　26%

0.14%

O.　13%

全 国7,692組 ・57年6月 ・人 口問題 研 究 所

姻 観 が 導 入 され 、 い くた び か 自由恋 愛 、 男女 同権 、 男女 の 自由な交 際 が論 議

され て きたが 、 民 衆 に とって は、 自由 に交 際 して 婚姻 す る人は 少 な く、 自分

の意 思 で 配偶 者 を選 択す る こ とが で きる者 は少 なか った。 そ の結 果、 お見 合

いが 多数 を しめ てい た。

　 しか しなが ら昭和 に入 り戦 後 に な る と、 見 合 い と恋 愛 の 比は4対6に 逆 転

し、 ます ます 、 そ の傾 向が 顕著 に な って きて い る。

　 ② 結 婚 相 談 所 に つ い て。 有償 で相 手 を媒 介 す る 「結 婚 媒介 所 」 が 、1877

年(明 治10年)に 東京 に 出現 して い る。 そ して1909年(明 治42年)

に は、 東京 で20軒 前後 が い ず れ も相 当 に繁 昌 して いた とい われ て い る。 申
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込 手 続 きは、 未 婚 者 は 男女 を問 わず 媒 介 所 備付 け の 印刷 した 申込 書 に、 身 分 、

職 業 、 収 入、 要 求 な どを詳 細 に記入 し、 戸籍 抄 本 と写真 を添付 して提 出 し、

あ らか じめ 申込 まれ た 男女 未 婚 者 の 中 で、 自分 の 要 求 に近 い 男女 を選 ん で見

合 い をす る。 現 在 の 結婚 相 談 所 とほ とん ど同 じ制 度 が、 す で に 明 治 時代 にで

きて い た わ けで あ る。 現 在 では 、 東京 都 内に あ る結 婚相 談 所 の 数 は 、 民 間が

約240ケ 所 、 公 立 が 約30ケ 所 あ る。

　 ③ の職場 や サ ー クル、 学 校 な どで あ るが 、 昔 の 若者組 や 青年 団 な ど もこの

類 に入 れ て考 え てみ る。 鎌倉 時代 又 は そ れ以 前 に、 若者 組 が あ った 。 一 般 に

15～17才 頃か ら加 入 し妻帯 と同 時 に退 いた。 機 能 と して は、 村 の治 安 や

警 防 、 風 紀 の維 持、 祭礼 に参 加 す る こ と、 又結 婚 に関与 する こ とな どが 教 え

られ た。 若者 組 に は共 に 寝 泊 りす るr宿 』を もっ てい た。 そ こ で年 長 者 か ら

性 の 知 識 を受 け た り、 村人 た ち にふ さわ しい 性格 を身 に つ けた 。 宿 に は 男子

の それ と女 子 の とが あ った 。 若者 た ちは娘 宿 を訪 れた り、 娘 の い る家 へ よば

い に 出か け た り した 。農 村 や 漁村 では結 婚 前 の 交 際が 自由 であ った の で、 若

者 た ち は よば い に よっ て性 的交 渉 を もった娘 と結 婚 す る こ とが 多 か った 。 こ

の よ うに 『宿 』が果 た した社 会 的機 能 は、 結 婚 の準 備機 関 と して の機 能 と、

村 人 と して 知 らなけ れ ば な らな い知 識 や 技術 や 性格 を訓 練 す る とい う意 味 で

の教 育 的 機 能 で ある 。 明治か ら大 正 へ か け て若 者 組 は青 年 団 に改 組 され る に

と もない ほ とん ど姿 を 消 した 。 そ して現 代で は、 青年 団 もあ ま りみか け な く

な った 。 現代 社 会 にお い て、 類 似 した もの で は、 グル ー プ とか サ ー クル 活 動

のた ぐい が ある 。 総理 府 の調 べ に よる と15才 ～24才 の 青年 の 内、 団 体 ・

グル ー プ ・サ ー クル 活 動 に 加入 して いる 者 の割 合 は 乃 をわず か に越 え る 程 度

で ある。 未 加 入 の 青年 の70%弱 が 、 そ の時 間 が 無 い とか 、 適 当 な グル ー プ

を知 らな い な どの 理 由 をあげ て い る。 又 加 入 者の 活動 内容 は、 趣 味 や ス ポー

ツ な どで あ り、 昔 の 『宿 』が は た した 機能 は、 ほ とん ど見 あた らな い。 職 場

や学 校 もその機 能 は な い と考 え られ る。

　 ④ の偶 然 の 出会 い は、 昔 と比較 して現 代 は格 段 に広 が った 。 明治42年 の

新 聞 に、　 「若 き婦人 の 男 子 に 対す る心 得 、十 条 」 が載 って いる 。 た とえ ば 、
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「1.す べ て男 子 と面接 す る場 合 に は適 当 な る 同 席者 ある を要 す 。」とい った 具

合 で ある。 そ ん な環 境 で の偶 然 の 出会 い は、 ほ とん ど考 え られ な い で あ ろ う。

しか し現 代 社会 に於 い て は、特 に都 会 の若 者 は、 偶 然 の 出会 い を規 制す る何

もの も存在 しない 。 これ は諸外 国 と比 較 してみ て も、 日本 は顕 著 で ある と思

わ れ る。 そ の理 由 として まず 宗教 に よる束縛 が な い。 次 に 社会 階 級 が ない

(多 くの人 は、 自分 を中産 階 級 と認 め て いる 。)。 それ に 単一 民族 で あ る為 、

生活 パ ター ンが酷 似 してい る。 町 で 見 かけ た ほ とん どの異 性 と偶 然 の 出 会 い

が あ って も、 結婚 相手 と して の可 能 性 は大 きいわ け で ある 。 だ か らこそ逆 に、

選 択 の 自由が ありす ぎて、 決 断 で きない とい う現 象 もお こ り得 る。

　 以上 、4つ の 方 向か ら、 歴 史 的 に結婚 相手 との 出会 い を探 って みた が 、 そ

ん な中 で1973年(昭 和48年)に ま った く新 しい タイ プ の 結婚 情 報 サー

ビス会 社(A社)が 、西 ドイ ツか ら上 陸 した。A社 の基 本 的 な考 え 方 は、『理

想 的 な伴 侶 に 出会 うチ ャ ンス は一 生 の うちわず か4～6回 、 しか もこ の 出会

い に気 づ か ぬ こ とが極 め て 多い 。 つ ま り良縁 とい うの は偶 然 の 産物 に す ぎな

い。 しか し科 学 的 に適合 性 を 分 析 し、 ふ さわ しい 相手 を選 び 出せ ば、 良 縁 は

必 ず 生 み 出せ る 。 』とい うもの で ある。 つ ま り、 よ り多 くの入 の 中か ら理 性

で 相手 を選 択 し、 そ して恋 愛→ 結婚 と進 む わけ で ある。 具体 的 に は 、結 婚 に

必 要 な情報 を1,000以 上 の要 因 に分 類 して コ ン ピ ュー タで分 析 し、 最 も適

合 性 の ある相 手 を選 び、 そ の情報 を提 供 す る 。現 在A社 と同 じ シス テ ムの会

社 が10社 ぐらい誕 生 し、1っ の新 しい産 業 とな りつつ あ る。 この よ うな結

婚 情 報 サ ー ビス会 社 が 、 ニ ュー メデ ィアに 注 目 し始 め て きた 。B社 は 、 た

とえ ば 東京 の 男性 が 、 「嫁 さん は 九州 の女 性 に限 る」 とい った 希望 が ある と、

ビデ オ の静 止 画像 と音 声 を、 電 話 回線 で 即 時 に送 受 信 す る とい った 実験 を行

な って い る。 又C社 は、 銀 座 、新 宿、 六本 木 な どに映 像情 報 機 器 を設置 し、

総 合 ブ ラ イダ ル ・イ ン フ ォメ ー シ ョンを提 供 し よ うとして いる。 さ らに近 い

将来 、 全 国各 地 の 公 ・私 立 の 結 婚 相談 所 に収録 され て い る結婚 希 望老 の ビデ

オが 、 ネ ッ トワー ク を通 じて互 いに 利用 し合 え る よ うに なる だ ろ う。そ して、

さ らに、 結婚 を希 望 す る者 は 相談 所 に 登録 し、 ビデ オや デ ー タを入 力 してお
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け ば、 あと は 自宅 でテ レ ビ電 話 に よって、 全 国か ら自分 の好 みや 条件 に あ っ

た配 偶 者 が 選 択 で きる こ とに なる だ ろ う。

　 こ の よ うに、 ニ ュー メデ ィア の発 達 に よ り、結 婚 を し よ うとす る者 に と っ

て、 よ り広 い範 囲か ら、 そ して より多 くの人 々の 中か ら、 自分 に最 も適 した

配 偶 者 を選 び 出 して くれ る だ ろ う。 しか し、 ここで大事 なの は、 結 婚 希 望 者

が 、 ニ ュー メデ ィア を利 用す る以 前 に、「何 の為 に結 婚す る の か」　 「自分 が 望

む 配 偶者 とは 、 ど うい うもの なのか 」 、 そ して 「自分 自身 を知 る 能 力、 相手

を理 解 す る能 力 を身に つけ て いるか 」 とい った こ とを真剣 に考 え 、 か つ 他 者

と議 論 した こ とが あるか で あ る。 何 百 年 と続 いた、 『若者 組 』の知 恵 を、 我

々 は、 今 、 学 ぶ 必要 が ある。 コ ミュニテ ィ との関連 で言 えば 、 フ レキ シ ブル

コ ミュニ テ ィの 拡 大の なか で、 入 間 関 係 のあ り方 を学 び、最適 な伴 侶を選択 し

うる人 間形 成 が 前 提 とい うこ とに な ろ う。

OO)ス ポ ー ツ

　 (a)現 　 　状

　 　 　 最 近 の健 康 ブー ムの 中 で多 くの 人 々が ス ポー ツを楽 しむ よ うに な っ て き

　 　た が 、 ジ ョギ ン グな どを除 けば よ り多 くの ス ポー ソは パ ー トナ ー が 必要 と

　 　 な るた め、 何 らか の コ ミュニ テ ィを分 類 す る と、 次 の4つ に 大 き く分類 が

　 　 で き よ う。

　 　① 地 域の ス ポー ツク ラブ

　 　 　 　地 域 住 民 を中心 に 、 地 域 の ス ポ ー ツ施 設 を利用 して 数 多 くの ス ポー ツ

　 　 　 ク ラ ブが存 在 す る。 少年 野 球 チ ー ム、 少年 サ ッカー 、 マ マさ ん テ ニ ス、

　 　 　 マ マ さん バ レー、 等 女 性 と子 供 連が その 中 心で ある が 、 亭 主 族 が メ ンバ

　 　 　 ーの野 球 や ソフ トボ ー ルの チ ー ム もあ り、 休 日や平 日早 朝 に ス ポ ー ソ を

　 　 　楽 しん で い る。

　 　② 企業 の ス ポー ツク ラブ

　 　 　 　企 業 に 勤 める 人達 が 、 企業 の 施 設 や公 共 の施 設 を利 用 してス ポ ー ツ を

　 　 　楽 しむ もの で、 ク ラブ活 動 的 な もの と、 サ ッカーや 野 球 の よ うに 会 社 の

　 　 　 PRを 目的 にか な リ プ ロに近 い 形 で 活動 して いる もの が あ る。 ク ラブ活
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　 動 的 に ア マ チ ュア でス ポ ー ツ を楽 しん でい る場 合 で も、 ユ ニホ ー ム代 や

　 用 具 代 と して会 社 の福 利 厚 生 費等 が 充 当 され る こ とが あ り、 会 社 と して

　 も社員 の福 祉 面 でス ポー ツク ラブの 活 動 を支 援 して いる ケー スが 多 い 。

③ 　学 校 の ス ポー ツク ラブ

　 　 学 校 で はス ポ ー ツが 盛 ん で あるが 、 大 学 で は体 育 会 系の 厳 しい トレー

　 ニ ン グの ク ラブ より も、 同 好 会系 でス ポ ー ツ を楽 しむ こ とを 目的 と した

　 ク ラブの方 が人 気 を集 め て いる。 テニ ス やス キ ー と い った 同好会 等 で は、

　 大 学 の 施 設 を使 え な い ため 、 会社 の 施 設等 を借 用 した りして活 動 を続 け

　 て いる 。

④ 会 員制 の ス ポ ー ツク ラブ

　 　 会 費 を払 って会 員 制 の ク ラ ブで、 ス ポ ー ツを楽 しむ 人 達 も増 え てい る 。

　 ゴル フ、 テ ニス、 水 泳、 ア ス レチ ック 等 の ク ラブは数 多 くあ り、 ゴー ジ

　 ャス な ムー ドの ク ラブ ハ ウスで 気 分 よ くス ポ ー ツを楽 しめ る よ うに な っ

　 て い る が、 前記 の3つ のス ポ ー ツク ラ ブ よ り もは るか に 金 が かか る こ と

　 に なる 。

　 こ の よ うな4種 類 の ス ポー ツク ラブ の中 で② と③ は、 す で に 存在 してい

る コ ミュニテ ィの 中 で同好 の 士が ス ポー ツ を行 って い る もの で、 ① と④ と

は ス ポ ー ツを通 じて コ ミュニ テ ィが 形 成 され る もの で、 こ こ では① と④ の

地 域 の ス ポ ー ツク ラブ と会 員 制 ス ポ ー ツク ラ ブに つ い て、 そ の 情報 の 流れ

を考 え てみ よ う。

(b)情 報 の 流れ

　 　 ス ポ ー ツは体 を動 か す こ とが 目的 で、 情 報 交換 は 二 の次 で ある た め、 あ

　 ま り多 くの情 報 が 流れ る ことは ない。 流れ る情報 内 容 も、 最近 の腕 前 情 報、

　 今度 の対 戦 相手 や練 習 日、最 近 の 対 戦 相手 と戦 績情 報 とい った ものが 主 な

　 もので あ る。 また ス ポー ツ 自体 の 持 つ壮 快 感が、 ス ポー ツ でつ なが った つ

　 きあい を 明か る い もの と して いる し、 頭 を使 った言 葉 に よる 情報 交換 では

　 な く、 体 を使 って全 身 で直 接 的 に情 報 を伝 え てい くた め 、 文章 とか 記号 に
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よる情 報 が意 味 を持 た な くな って い る。 見 方 を変え れ ば、 ピ ッチ ャー の 球

を バ ッ ター ボ ック ス で受 け た 瞬 間 に、 全 身 のす べ ての 感覚 が 一 瞬 に莫 大 な

情 報 を得 る と も言 え る の だが 、 これ は情 報 の種 類 が異 な った もの で あ り よ

り体 験 的 と なる。 この よ うに ス ポ ー ソを通 じた コ ミュニ テ ィの 中の 情 報 内

容 は、 ス ポ ー ツに 関す る こ とだけ で、 そ の場 で のや りと り、 ス ポ ー ツ終 了

後 一 杯飲 み なが らの や りと り等 と、 世話 役 か らそれぞ れ の メ ンバ ーへ の連

絡 等の や りと り程 度 の 情 報 空間 の 中 を流れ る だけ で ある 。

　 欧 米 では、 ス ポー ツの 中心 は ク ラ ブで あ り、 ス ポ ー ツだ け で な く、 ク ラ

ブ ・ラ イ フ を楽 しみ なが らコ ミュニ テ ィを形 成 して いる との こ とで あ る。

ある 日本 の 外交 官が パ リに駐 在 中 にテ ニ ス を や りた くな り、 ブ ロー ニ ュ の

森 の はず れ に あ る格 式 の 高 い テ ニ ス ク ラ ブに入 会 を申 し込 み に行 った とこ

ろ、 ク ラ ブの支 配 人が 職 業、 年 令 、 収入 、 家 柄 、 家族 構 成 等 々の質 問 を小

一 時 間 ほ ど した そ うで ある。 そ して入会 が認 め られた 後 、　 「最 後 に うか が

い ます が 貴 方 はテ ニス を な さい ます か?」 と質 問 され た とい う。 そ の外 交

官 は テ ニス を した い一 心 で テ ニ ス ク ラ ブに入 会 を 申 し込 み に来 て い たた め、

大 変 び っ く り して テ ニ ス を しない で この ク ラ ブに入会 す る 人 が い る の です

か と尋 ねた ところ、%の メ ンバ ー の方 々は テ ニ ス をな さ い ません 、 と言 わ

れ また また 驚 いた とい う。 イ ギ リスな どで も ゴル フク ラブ に行 って、 ゴル

フ を しな いで メ ンバ ー と談 笑 して 帰 って くる よ うな入 も結 構 いる ら し く、

欧 米 の ク ラ ブ ・ラ イ フの 有様 が しのば れ る とい うもの で ある 。 この よ うな

ゆ と りの ある 社会 とク ラブ ・ライ フの 存 在 は、 日本 で は まだ まだ 先 の こ と

で あ ろ う。

(c)ニ ュ　一一メデ ィア の活 用

　 　 地 域 の ス ポ ー ツク ラブや会 員制 のス ポー ソク ラブで は、 そ れ ぞ れ別 々の

　 職 業 を持 ち勤務 時 間 もバ ラ バ ラで ある た め、 近 い 将来 情 報 伝 達 の た めに ニ

　 ュー メデ ィア を活 用 して い くこ と とな ろ う。 しか し先 きに も述 べ た よ うに、

　 伝 え られ る情 報 の量 は あ ま り多 くは な いで あろ う。 一方 で ス ポ ー ソ をや っ
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て いる 人 は誰 れ で も、 「上 達 した い」 「ラ イバ ル に 差 をつ け た い。」と思 っ

て い る もの で あ る。 そ の た め には、 多 くの人達 が 本 を 買 った り、 ビデ オで

フ ォー ム を とった り、 ビデ オ デ ィス クの ハ ウツー もの で特 訓 を して いる 。

現状 で は ビデオ テ ー プ も ビデオ デ ィス ク も機器 が 高価 で ある が、 今 後 の普

及 のス ピー ドに よ って、 自分 の フォー ム を先生 に送 って ア ドバイ ス を受け

た り、 ベ ス トコ ンデ ィ シ ョンの状 態 を収 め て ラ イバ ル に 挑戦 状 と して 送 り

つ け る、 とい った 使 い方 が で て くる で あ ろ う。

　 ま た最 近 の高 校 野 球 の 熱 狂 ぶ りに も見 られ る よ うに、 地域 の ス ポー ツは

地 域 の コ ミュニ テ ィ意 識 を 目 ざめ させ る効 果が ある 。CATV局 もか な り開

局 され て来 た の で 、地 域 同士 の 草 野 球、 少 年 サ ッカー、 マ マさん バ レー等

の 試合 中継 も急 速 に増 加す る もの と予想 され 、 しか もか な りの高 視聴 率 を

上 げ る よ うに も思 わ れ る 。 この よ うな現 象 は ニ ュー メデ ィア に よる地 域 コ

ミュニ テ ィの 再 構築 で ある し、 む しろ新 しい コ ミュニテ ィの 出現 と も言 う

べ き現 象 と も言 え るか も知 れ な い。

⑪ 　 高 層 ビル

　 　 こ こで は、 高層 ビル を1つ の コ ミュニテ ィと して と らえ、 そ こで ニ ュー メ

　 デ ィア を ど の よ うに利 用 で きる か を考 えて み た い。

　 　 コ ミュニ テ ィ とは、　 「一 定 の地 域 で、 共 同 の社 会 生活 をい とな む こ とに よっ

　 って 形成 され た 集 団」 で あ る。 従来 は、 地 域 住 民、 つ ま り居住 空 間 を1つ の

　 コ ミュニ テ ィ と して と らえ、 論 ず る もの が 多か った。 こ こでは 「仕事 場 空 間」

　 とで もい うべ き もの を、1つ の コ ミュニ テ ィ と して 考 え て みた い 。 具体 的 に

　 は、 新 宿 副 都心 の ビル そ の もの が、 ニ ュー メデ ィアを使 って、今 ま でに な い新

　 しい コ ミュニテ ィの場 と して 活 用 で きる の では な い か とい うこ とであ る。

　 　 ま ず、 居 住 空 間(A)と 仕 事 場 空 間(B)は 、 次の 点 で違 う。

　 　 ① 住ん でい る 人 間が ちが う。(A)は 主 婦 や子 供が 主 に住 ん で いる。 夫族

　 　 　 は、 夜、 会 社 か ら帰 って きて翌 朝 出勤す る間 の 仮 の空 間 で ある。 よって

　 　 　 (A)は 主 婦や 子供 に と って 必要 な施設 や情 報 提 供 が 中心 とな る。(B)は
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　 完 全 に サ ラ リー マ ンやOLが 中心 で ある。

② 活動 の 時 間帯 が ち が う。(A)は1日 中活動 を続 け てい る。(B)は9時

　 頃 か ら18時 頃 だけ 、 限 定 され た活 動 時 間で ある。 ま た、 土 ・日の休 日

　 は1日 中無 活 動 と考 えれ ば 、(B)の 活 動 率は 、

9H(9:00～18:00)
　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 ×　 　 　 　

24H

　 　 5日　 　 　 　　 　 　×100 =27%
7日(1週 間)

　 　に しか な らない 。

　 この よ うな(B)に 対 し、 新 しい コ ミュニテ ィの 場 と成 りうるか をみてみたい 。

　 まず 、私 の行 動 を振 り返 りなが ら点検 して み る。私 は 朝 の9時 に 新 宿高 層

ビ ル の29Fに あ るオ フ ィスに 出社 し、 夕方 の5時 半 に退 社 す る 。 デ ス ク ワ

ー クの 為、 ど う して も運動 不 足 に な って しま う。 体 を動 か した い と思 うの だ

が 、 なか なかそ の チ ャンス が な い。 オ フ ィス か ら徒 歩3分 の 所 に、 ドウ ・ス

ポ ー ツ ・プ ラザ が あ る。 総 合 体 育 施 設 で ある。 法 人会員 に な っ てい る の で利

用 で きる の だが 、1度 もい っ て いな い。 理 由は、 平 日は9時 か ら5時 半 ま で

仕 事 が ある為 に行 け ないか らで あ る。 ドウ ・ス ポ ー ツ ・プ ラザ に限 らず 、 多

くの 施 設 は、 そ の利 用状 況 をみ れ ば 、 休 日と夜 の 時間帯 に 利 用者 が 集 中 して

い る 。 そ して平 日の9時 ～6時 頃 の 利 用 客は、 きわめ て少 な い。 これ は、 た

い へん 非効 率 的 といえ る。 何 故、 そ うな のか といえ ば、 今 だ に 産業 革命 時 の

「みん な 同時 に働 きま し ょう主 義」 が 色濃 く残 っ ている か らで で る。 当 時 は、

工 場 で大 量 生 産 をす る の に、 一 斉 に働 か なけれ ば な らない 為、 時 間 管理 が 厳

しか った だ ろ うが 、 今、 この 時代 に そ の必要 性 は 、 うす れ て きて い る 。 極 端

に 言 え ば、 我 々 は腕 時計 を捨 てて いい 時代 に入 った の では なか ろ うか。 つ ま

り、 朝 目が さ め て、適 度 に準 備 を して、 出社す る。 そ して 従来 の タイ ム カー

ドの か わ りに開 発 され たIDカ ー ドで登 録 す る。 た また ま そ の 時 間 が9時8

分 で あ ろ うが8時35分 で あ ろ うが、10時 で あ ろ うが か まわ ない。 そ し て

昼 は、12時 頃 か ら14時 ごろ の 間 で あれ ば よい 。 そ れ も、IDカ ー ドで

登 録 してお く。 今 日は昼 時 間 を40分 しか使 わ なか った が、 明 日は90分 か
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か るか も しれ な い。 そ し て仕 事 が 一 段 落 して、.太陽が 沈 む 頃、 帰 ろ うか とな

る。

　 しか し全 て が 自由 とい うわけ で は な い。 次の2点 の ル ール は守 らねば な ら

な い。

　①1日 又 は1週 間単 位 の 最 低 勤務 時 間の 量 を決 め てk・ くこ と。

　② 全 社 員が 共通 して社 内で 勤 務す る 時間 帯 を決 め てお くこ と。

　 会 議 や ミー テ ィング で必 ず い っ し ょに 勤務 す る時 間 帯 が 必要 だ か らで あ る。

これ さえ、 ル ール と して決 め れ ば 、 仕事 の効 率 は あが り、 社 員 は 生 き生 き と

し、 また 不 必要 な残業 が な くな る で あ ろ う。 そ して、 最 も影 響 を及 ぼ す のは 、

コ ミュ ニテ ィ活 動 が、 急 に 活 性 化 す る こ とで あ る。 つ ま り、 各 自が 、 勤務 時

間 の取 り方 を工夫 す る こと に よ り、 ス ポ ー ツや趣 味 や 学 習 な どの グル ー プ、

サ ー ク ルに参 加 で きるか らで ある。 た とえ ば 、毎 週 火 ・木 の14時 ～15時

に ドウ ・ス ポー ツ ・プ ラザ に予 約 を とって 汗 を流 す。 そ れ も、仲 間 とい っ し

ょに楽 しむ こ とが で きる 。 さ てそ の予 約 の取 り方 や、 仲 間 の募 集 方 法 に、 ニ

ュー メデ ィアが 生か せ る と思 う。 新 宿 高 層 ビル を例 に とれ ば 、 地上50階 、

地下5階 の各 フ ロア ー に、端 末 装 置 を設 置 してお く。 勤 務 中 に、 ふ と 「今 日

の午 後 に テ ニス を した い」 と思 え ば 、 そ の端 末 をつ か っ て、 予 約 を してお く。

又、 そ こで仲 間 をつ の る こ と もで きる。 情報 の交換 も これ をつ か って で きる。

た とえ ば 「本」 で ある 。 我 々は、 本 を購 入 して、1度 読 む と、 あ とは 書棚 に

しま われ る。 こ こで2つ の無 駄 を して いる。1つ は何 回 で も読 め る 本 を、1

度 しか 利 用 して い な い こ と。 も う1つ は、2度 と読 ま ない で あ ろ う本 を大 事

に棚 に しま う為、 必 要 以上 に場 所 を とる こ とで ある 。そ こで 私 は 、 昨 日購入

した 「フ ェイズ3の 眼 」 とい う本 を29Fの 端 末 を利 用 して 「この 本、 い り

ませ ん か?」 とい う情 報 を入れ る。 た また ま49FのA社 に っ とめ て い る大

木 さん が す でに 「『フ ェイズ3の 眼 』が欲 しい」 とい う情 報 を入 力 して あ っ

た の で、 そ こで2つ の 情 報 は、k・ 見合 い 成立 となる 。全 て の本 は 定 価 の40

%で 取 りひ きされ る とい うふ うに きめて お け ば、 何 ら問 題 は ない。 又、 近 く

の 中央 公 園 内に 図 書館 が ある。 ここ の本 を借 りる時 も、 あ らか じめ 、 端末 で
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調 べ、 予 約 を してお け ば、 た いへん 便利 で あ る。 同様 に、近 くに さ ま ざ ま な

専 門、 各 種 学 校 が あ る。 そ の予 約 も、 同 様 に で き るだ ろ う し、 今 ま で の よ う

に、 休 日か 又 は18時 以 降 で ない と通 学 で きな い とい うこ とは な くな る。 そ

う なれ ば 、 高 層 ビル 内 で も、 他 の会 社 の 社 員 の ため に、 各 社 が、 講 演 会 やセ

ミナ ー を 開催 す る よ うに な る。そ して、参 加 者 が お互 い に交流 を深 め て い く

よ うに なれ ば 、 高 層 ビル そ の ものが 、1つ の コ ミュニテ ィと しての 機 能 を、

は た す よ うに なる だ ろ う。 今 まで、 同 じエ レベー ター にの って も知 らない 人

達 で あ った の が 、 さま ざま な会社 の人達 と知 りあ う ように な り、 お 互 いに あ

い さ つ をか わ す よ うに な るだ ろ う。 そ して年 に1回 、各 サ ー クルの 発 表 会 や

趣 味 グルー プ の作 品 展示 会 を中心 と した ビル祭 り をや り、 そ こで 今 まで の成

果 を発 表 す る機 会 を与え て は ど うだ ろ う。 居 住 空 間 の主 だ ちを招 待 して 、 家

族 全 員 で仕 事 場 空 間 の コ ミュニテ ィに参 加す る の もた の しいの で は なか ろ う

か 。
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⑫ 　 ボ ランテ ィア 活動

　　 ボ ラ ンテ ィア活 動 に もい ろ い ろ ある と思 うが、 今 回4つ の例 を紹介 す る。

　 1つ は、 関西 で リサ イ クル 運動 を して いる グ ルー プで 、 初 めは 、 不 要 品情 報

　登録 紹介 活 用 銀行 と名づ け て、 不 要 品 の情 報交 換 を して い たが 、 そ の後 「月

　刊 リサ イク ル」 とい う雑 誌 を 出 して、 その 活動 を 全国 的 に普 及 させ て いる。

　そ の 中 で特 に、 次 の2点 を強 調 して いる。

　　 ① 　 市 民 運動 団体 の 経 営

　　 ② 企 業 、行 政 、 市 民 、 市 民運 動 団体 、 マ ス コ ミを五 身 一体 と して 活動 す

　　 　 る。

　　 ボ ラ ンテ ィア 活動 といえ ど、 や は りそ の運 用 に は 資金 がか か る のが 当然 で

　 あ るが 、 そ の為 に リサ イク ル専 門 の雑 誌 を発 行 して い る。 最 近 で は、雑 誌 メ

　 デ ィア の 力だけ で な く、 電 話 で直 接 話 す とい う生 のふ れ あ い、 い ろ い ろな イ

　 ベ ン トに参 加す る こ とで、 会 を発 展 させ て い る。 ニ ュー メデ ィア を使用 す る

　 こ とで 、情 報 の 交換 、 売 買の 予 約 ・処理 、 デ ー タの 入 出力 が 即 時 にオ ンライ

　 ンで使 用可 能 に な る で あ ろ うが、 そ の よ うな合理 的 な考 え 方 も大切 で ある が、

　 直 接 市 民の 声を聞 き、 市 民 の 祭 り等 に 参 加 し、 お 互 い に汗 をか き なが ら、 人

　 間 的 な接触 を もつ こ とが よ り重要 な ので ある。

　　 活 動 を発 展 させ る 為 に は、 独 り よが りは極 力 さけ るべ きで、 や は り企業 、

　 行 政 、 市 民、 市 民 運 団 体 、 マ ス コ ミの5つ が 、 バ ラ ンス 良 くガ ッブ リと組 ま

　 なけ れ ば、 真 の運 動 に な らな い とい うの は 、活 動 家 と して 実感 の ある 意 見 で

　 ある 。 必ず し も各 グル ー プの 利 益 が 一致 しな い の で 困難 な点 は ある と思 うが 、

　 コ ンセ ンサ ス を得 な が ら、 運 営 、 実 行 して い く必要 が あ る と思わ れ る。 そ の

　 際 、各 グル ー プの間 で 、 情報 の交 換 が ある わ けだ が 、 この よ うな問 題 を解 決

　 す る ニ ュ一二メデ ィア の シス テ ムが あ って も良 い と思 わ れ る 。す なわ ち、各 グ

　 ル ー プのか か える 問題 点 を、 統 合 化 、整 理 す る こ とで、 何 が 真 の 問題 なの か

　 わか り易 くす る為 の シ ス テ ム等 で あ る。会 社 で は、TQC手 法 の導 入 が さか

　 ん で ある が、 そ の よ うな 方法 論 を シス テ ム化 す る の も一 つ の 考 え方 で ある。

　 今 後市 民 レベ ル で も、 企業 レベ ルで も、 この 個 々の意 見 を総合 化 し、 ある 目



的 に そ って、 い ろ い ろ な組 織 ・団体 を動 か して い くや り方 は、 研 究 され るべ

きで あ ろ う。 現 在、KJ法 、 ワー クデ ザ イン法 、　 LENS手 法 、　 SR手 法 、 ビ

ジ ネス デ ザ イ ン法 等 、 地 域 活性 化 の 手 法 は、 山 ほ どあ り、 実 際の実 績 もある

の で、 この よ うな手 法 、 シス テ ムの論 議 が さか ん に なる で あ ろ う。

　 次 の 例 は、 少 年 野球 の監 督 をや って い る人 の場 合 で あ る。 現 在 次 の よ うな

問題 点 が あ る。

　 ① 野球 場 、 練 習場 の確 保 、予 約

　② 対戦 相 手 を さがす

　③ 審 判 、 そ の他 協 力者 の依 頼

　 ④ 選手 の健 管 、 成 績 の管 理

　 ⑤ 　 選手 の技 術 向 上、 レベ ル ア ップの方法

　 ① の 問題 は、 今 後 シ ステ ム化 され る べ きで あ り、 公共 の施 設 は、 だれ で も

公 平 に使 用 で きるチ ャン スが与 え られ るべ きで ある。 現 在 の よ うに、 抽 選 の

為 に半 日つ ぶ した り、 予 約す る為 に わ ざわ ざ出か け る等 の手 間が あ れ ば、 結

局 、 ひ ま な入 間 が会 場 を使 い 易い とい うことに な り不 公平 が 生 ず る。 申 し込

み 差 に 対 し過 去 の利 用 デー タ を とって お き、公 平 に その施 設 が 利 用 で きる よ

うにす るの も一 つ の=考え 方 で ある 。 又 地域 ご とに、 種 目別 に デ ー タベ ー ス を

つ くり、 ア ク セスが 可 能 に なれ ば 、 対 戦相 手 も 自由に選 べ 、 試 合 前 に 相 手 の

情 報 をつ か む こ とが で きる の で、作 戦 を ねる こ と も可能 に な る。 さ らに、 選

手 、 監督 の デ ー タ、技 術 向上 の資料 、 健 康 管理 、 事 故 の予 防、 保 険 等 の 項 目

を追 加 す れ ば、 さ らに 使 い道 が 広 が る で あ ろ う。

　 次のボ ランテ ィアの例は 、横 浜 に住 ん で いる外 国 入 に 対 し、 何 か 困 った 時 、

相 談 に応 ず る こ とが で きる よ うに組 織 づ く り した 例 であ る。 会 員 の 多 くは 、

せ っか く学ん だ語 学 知 識 をいか した い と望ん で い る わけ だが 、 問題 は不 定 な

時 間 にそ の 要求 が起 こ り、 そ れ に対 し一番 適 切 な 人 で なおか つ 時 間 の都 合 の

良 い人 をさ がす 必 要 が ある こ とで ある。 現 在 は、 電話 連 絡 で 間 に あ って い る

よ うだ が 、 将来 は、 本 部か らの メ ッセ ー ジが 自動 的 に メ ンバ ー 宅 の端 末 に表

示 され 、 そ れ に対 し応 答す る とい う ような シス テ ムが あれ ば便 利 だ ろ う。 最
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近 日本語 を学 び た い と い う外 国 人 も増 え てお り、 ワー ドプ ロセ ッサー、 自動

翻 訳 シス テ ム、CAI等 の コ ン ピ ュー ター を使 用 した 教 育装置 が あれ ば、 外

国人 の方 も、 気軽 に、 自分 の好 き な時 間 に好 きなだ け学 ぶ こ とが 可能 と な り、

日本 を理 解 して も らうの に、 非 常 に役 立つ で あ ろ う。 いず れ に して も、 これ

らの シス テ ム は、 こ の ボ ランテ ィア活 動 か らみれ ば補 助的 な もの に しか過 ぎ

ず 、 あ くま で人 間対 入 間 の コ ミュニ ケー シ ョン に力 を注 ぐべ きで あ る。 た だ

し、 現 実 的 な問 題 点 と して、外 国入 の 中 に は、 た ちの悪 い入 も少 な くない よ

うで、 会 の 主義 に 反 す るか も しれ ない が、 ブ ラ ック リス ト情 報 を持 た ざる を

得 な いか も しれ ない。 さて私事で恐縮だが私 も学生時代、 ヨーロ ッパに旅行 した際、

'オ ランダで
、学生の組織す るボランテ ィアグループにお世話になった こ とが あ る。

ホテルの世話、交通情報、観光案 内といろいろ情報の提供 を うけ、非 常 に感激 した

こ とを覚 え て いる 。 この よ うな小 さ な親 切 グ ル ー プが 日本 全 国 に で き、 ネ ッ

　トワー ク化 され れ ば 、 も っ と多 くの外 国 の 方 が、 地 域 に 旅行 す る こ とが で き、

真の国際理解 に寄 与するはず である。さ らに、 国 際 的 に ネ ッ トワー ク化 すれ ば、

世 界 とのつ な が りを持 つ こ とが 可 能 に な り、 民 間 外交 と して の役 割 を果 た す

こ とが で きる。

　 最 近 、 新 宿 に本 部 の ある 国 際親 善 ク ラブ で は、20年 間 の ボ ランテ ィア の

国 際 親善 活 動 の ノ ウハ ウ を利用 して新 し く新 会 社 を設 立 して、 国 際親 善 の 事

業 化 をス ター トさせ た。 最 近、N航 空 会社 と提 携 し、 例 え ば、米 国か ら校 長

先 生 の 団体 が 来 れ ば、 会 員 の 中 か ら教 育 関係 者 に連 絡 し、 興 味 が あれ ば参 加

して も らい、 で きれ ば 日本 の 学 校、 教 育 制 度 を話 しあ って も らう。 会 員 の多

　くは、 日本 の文 化 ・社 会 に 興味 が あ る人 が 多 く、 か な り熱 心 で あ る。 又 、 外

国人 会 員 の 中 で、 す でに 日本 を離 れ た 入 も多 くい る の で、 そ の人 た ちの 間 で

ネ ッ トワーク化 し よ うと計 画が 進 ん でお り、 年 に数 回、 海 外 へ 直 接 出か け 会

員 同 士 親善 を 深 め ている 。 会 社組 織 を別 に作 った の は、 非営 利 団体 では 、 制

限 が 多 く、 コス トを無 視 した会 の運 営 に走 りが ち で、 会 の運 営 に も支 障が 出

た 為 で ある が、 今 後 の ボ ラン テ ィア活 動 の 一 つ の動 きと してお も しろい。 会

社 の 資金 は、 多 くの会 員 が 出 資 して お り、 会 員 の 中には い ろ い ろ特技 を持 つ
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た 入 が 多 くいる の で、 み ん な で協 力 しな が ら会 社 を運営 してい る。 子 育 て を

終 え た婦 人 や、 第2の 人生 で老化 を 防 ぐ為 に労 働 力 を提供 した い入 等、 欲 求

は ば らば らで ある が、 国際 親 善 とい う1つ の 目的 に 向か って1つ に 集 ま って

い る。 今 年 は、 デ ー タベ ース をつ く り、 人 材 の活 用 を 図る そ うで ある 。 ボ ラ

ンテ ィアの 活 動 の 方 は、 毎 月 約50も の イベ ン トが あ り、参 加者 の 申 し込 み 、

手続 、 予 約 等 に 事務 局 は、非 常 な忙 しさ であ る。 外 国入 会員 に は、 英 語 の催

し ものの 案 内 を送 付 してい る が、 そ の 質 問、 応 答 も大 変 で ある。 これ らの手

続 も、 コ ン ピュー タ化 され 、 ニ ュー メデ ィア の一 端 で処理 で きる よ うに な れ

ば もっ と本 来 の 活 動 に専 念 で き るで あ ろ う。

⑬ 　 サ ー クル活 動

　 　去 年(1984年)の12月 に、 日本 サ ー クル 活 動振 興会 と毎 日新 聞 社 の

　共 催 で、 全 国 の サ ー クル の リー ダー が集 り、 ア メ リカで 流行 しつ つ あ る ネ ッ

　 トワーキ ング、 す なわ ちサ ーク ル活 動 の ネ ッ トワー ク化 に つ いて 、 まず は 顔

　合 わせ の会 議 が催 され た 。 当 日は、1都9県 よ り10代 か ら70代 の 老 若 男

　 女が 約120名 集 ま り、 日本 で の ネ ッ トワー キ ング化の 問題 点、 実 現性 を討

　論 し、 さ らに4つ の分 科 会、 趣 味、 文化 の部、 ボ ラ ンテ ィア、 市 民 運 動 の 部 、

　勉 強 会 の部 、 ス ポ ー ツ、 レ ジ ャーの部 とに分 か れ て、 さ らに つ っ こん だ 論 議

　が交わされた。各 サークル の共 通 の問題 点 は 次の 項 目であ る。

　 　① サ ー ク ル活 動 の 場 所 の確 保

　 　② 会 の連 絡 、 会 員 同 士 の連 絡

　 　③ 会 の継 続 と発 展 を ど うす るか

　 　④ 同 じ 目的 を もった他 の会 の 情報 入手

　 　① の会 場 確保 の件 は、 どの サ ー ク ル もかか え てい る問 題 で、 公 共 の施設 は、

　安 価 だ が 予約 す る為 に、 わ ざわ ざ何 回 も 出か け る 必要が あ った り、 閉 館 時 間

　 も早 く融通 が きか な い と ころが 多 く、 不便 も多 い との意 見 が 多 か った。 そ れ

　 に対 し、 安価 で 自由 に使 用 で きる 施設 、 喫 茶 店等 の情報 交 換 、連 絡 事 務 所 の

　共 同使 用 等 の 提案が あった。それに対 しある企業が、夜間、休 日等 に、企 業の施設

　 を 一部 条 件 付 きで開放 して も良い とい う提 案 が あ った。 そ の条 件 とは 責 任 の

　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　 一63一



所 在 をは っ き りさせ る 為 、 責任 の 持 て る管 理者 を おい て 欲 しい との こ とで あ

っ た。 企業 が 地 域 社 会 に 根 をお ろ し、積 極 的 に 地域 社 会 に貢 献 してい こ うと

す る 姿勢 が ある こ とは、 これか らの企業 活 動 をす る上 で非 常 に重 要 な ことだ

と思 われ る。 こ こで 分か った こ とは、借 りた い入 と、 貸 して も良 い とい う人

を つ な ぐメ デ ィア が な い こ とで ある。 この例 の場 合、 相 方 のお 見 合 をす る シ

ス テ ムを構 築す れ ば 解決 す る はず であ る。 す なわ ち、 借 りる方 は、 自分 の都

合 の 良い場 所 、 時 間 に借 り られ る よ うに、 そ の情 報 が 即 座 に 提供 され 、予 約

で きる よ うに し、 貸 す 方 は、 それ に対す る手 続、 管 理 の コス トは で きる 限 り

お さえ、 企 業 の イ メー ジ ア ンプを 図 り、 で きれ ば 販 売促 進 に 少 しで も役 に 立

つ シス テム を希 望 す る で あろ う。 さ らに一歩 進 め て、 サ ーク ル活 動 者 は企 業

か らみれ ば、 消 費者 で もあ る ので 、 い ろい ろ な意 見、 提案 を 直 接聞 くこ とが

可 能 で ある。 ただ し、 サ ー ク ルの リーダ ーの 多 くは、 ひ も付 きの援 助 は 望ん

で い ない の で、 あ ま リサ ー クル の運 営 に 関与 す るの は よ くない か も しれ な い。

近 い 将来 、 この よ うな会 場 の予 約、 使 用 料 の振 込 は、 ニ ュー メデ ィア で実 現

す るで あ ろ う。 さ らに、 会 場 ご との ス ケ ジュー ル、 サ ー ク ル の 内容 、連 絡 方

法 な ど、 表 示 、検 索す る こ とが で きる よ うに な り、 自分 の参 加 した い サ ー ク

ル の情報 が、 自分 の好 きな方 法 で、例 え ば、 時 間、 会 費 、 場 所、 サ ー ク ルの

特 徴 を キー に、 自 由に 選 べ る よ うに なる で あ ろ う。 そ うす れ ば 、 よ り多 くの

人 に サ ー クル活 動 を知 らせ る こ とが で き、 メン バー集 め もで きる よ うに なる。

こ こで一 番 問 題 な の は、 逆 に メ ンバ ー の会員 が、 そ の情 報 を使 用 して他 の サ

ー クル に い って しま うの では ないか とい う恐 れ が、 各 サ ー ク ル の リーダ ー に

ある とい うこ とで ある。 事 実 、 サ ー クル の ネ ッ トワー キ ン グに 興 味 を示す サ

ー ク ル は
、 全 体 の 約10%位 で、 残 りは、 直 接 メ リ ッ トが ない とか、 他 のサ

ー クル との連 係 に興 味が ない、 自分 の サ ー クルで 手 がい っぱ い 等 の理 由で、

今 回 の会 議 は 参加 してい な い そ うで ある。 会社 の組 織 で もそ うで あるが 、 何

か 新 しい シス テム が ある と、 それ を積極 的 に 導 入 し、 活 用 して い こ う とす る

考 え 方 と、 そ の シス テ ムに 背 を 向け拒 否 して い こ うとす る 考 え 方 に分 か れ る

が 、 同様 なこ とが サ ーク ル活 動 に もあ らわ れ て いる。 サ ーク ル 活動 は、 直 接
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的 に生 産性 向上 を 目ざ して い るわ け で は ない の で、 や は り好 きな よ うに やれ

ば 良 いの で は ないか と思われ る。会の中には、すでに会 の連絡、住所の印刷に、 パ

ソコ ンを使 用 して処理 した り、会員のデータベースをつ くった り、パ ソコンと電話

を組 み合 わ せ 、パ ソコ ン通信を計画 しているところ もあり、徐 々にではあるが ニ ュ

ー メデ ィア化 の波 が サ ー クル 活動 に も影 響 を与 え 始 め てい る 。 会及 び会 員 同

士 の連 絡 は、 現 在 多 くは 、 会 報 を郵 送 し、 補 助 的 に電 話 を使 用 して いる が 、

会 報 等 は1カ 月に1回 程 度 で即 時の メデ ィア と し ては、 使 用 で きず 、 電話 等

では、 相 手 が い な い こ と もあ り、 手 間が 大 変 で ある。 これ らの問題 は、 パ ソ

コ ンを使用 した 電 子 メ ッセ ー ジ シス テ ム でお きか え られ そ うで ある 。 あ る パ

ソコ ンの 同好 会 の ク ラブ では、 世話 役 の 家 に パ ソコ ン を置 き、 電 話 回線 を2

本 引 い て、 会 員 相 互 の連 絡 に使 用 して いる。 例 え ば 、 ミーテ ングの 日時、 技

術 情 報交 換 、 中 古 品情 報 、 会 員 の 同志 のPR等 で あ る。 この システ ムは 、 現

在 専 門 家 で ない とオ ペ レー シ ョンで きず 、設 備投 資 もかか る の で限 られ た サ

ー クル で しか 利 用 で き ない だ ろ うが 、k・そ ら く2～3年 の 内 に、 これ を シス

テ ム化 し、 サ ー ビス又 は レ ン タルする 会社 が あ らわ れ る で あ ろ う。地 域 の行

政 、銀 行、 百 貨 店 等が 、 顧 客 サー ビスの 一 部 と してや り始 め るか も しれ ない 。

す で に、 郵 政 省 で は、 パ ソコ ン通 信 の 為 の プ ロ トコー ル の標 準 化 が 始 ま っ て

い る。 こ のパ ソコ ン通 信 の おか げ で、 世話 役 は、 事 務 的 な繁 雑 な 仕事 か ら離

れ る こ とが で き、 本 来 の サ ー ク ル活 動 に 力 を入 れ る こ とが で きる よ うに な っ

た。 又 、 会 員 同 士 の コ ミュニ ケー シ ョン も好 きな時 に、 好 き な テー マで で き

る の で、 非 活 に活 発 に な っ て きて い るそ うで あ る。 この シス テ ムは、 現 在 パ

ソ コ ンマ ニ アの 中 で、 始 ま った ばか りで ある が、 あ らゆる サ ー ク ル、 団体 に

広 まる で あ ろ う。 日本 サ ー ク ル活 動 振 興 会 も、 サー クル活 動 に 関す る情 報 を

コ ン ピュー タ化 し、 デー タベ ース化 し、 全 国 的 に ネ ッ トワー ク化 す る計 画 が

あ る とい う。 そ う 在れ ば、 サ ーク ル 同士 の連 絡 、 全 国大 会 等 が 可能 に な り、

又 お互 いの 情 報 交換 が可 能 に なる。 ア レ ン とい う学 習交 換 の サ ー クル の 場合 、

会 員 同 士が お 互 い に得 意 な 分野 を登 録 してお き、会 員が お 互 い に教 師 、 生 徒

に な る シス テ ム をつ く りあ げ てい る。 そ うす る こ とで、 お 金 をか け る こ と な
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く、 情 報 や知 識 が 得 られ 、 友 人が得 られ 、 自分 も得 意 な分 野 を教 え る こ とで、

さ らに深 く学ぶ こ とが で きる とい う。 最 近 、 企 業 の 生産 物 や サ ー ビス を交換

す るバ ー ター取 引 が、 産 業 化 しつつ あるが 、 知 識 、 情 報 の個 人 レベ ルの バ ー

ター取 引 は、 今 後 い っそ うさかん に な る可 能 性 が あ る。 さ らに、 ニ ュー メデ

ィア を使 用す る こ とで、 時間 、 距離 を超 え、 日本 全 国 、 世 界 に広 が る可 能 性

を持 ってい る。
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第2章 健 康 と 医 療

2.1　 背 景 と視 点
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救急医療

21世 紀 の ヘ ル シ ー ラ イ フ

　 ヘ ル シ ー サ ー ビ ス セ ン タ ー

　 「 健 康 の 郷 」

　 ラ イ フ ス タ イ ル と ヘ ル シ ー デ ー タ バ ン ク

高 齢者 の ヘ ル シー ライ フ

ライ フサ イ クル とヘ ル シ ー ライ フ

予 防医 療 と積 極 的 なヘ ル シー ライ フのす す め
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第2章 健 康　と　医 療

2.1　 背景と視点

(1)近 年 とみに 「健康」 とい うこ とが 強 く叫 ばれ て い る。新聞 ・雑 誌 ・TV

　　・ラジオな どに 「健康」 に関する記事や ニュースが載 らない 日はない とい う

　 状況で ある。時には特 集が組まれた りもする。

　　 こ うい う現象は一一時 的な ものではな く時代 の一つの潮 流と言える だろ う。

　　　1960年 代の高度経済社会を支えた産業 戦士たちは、それ こそ我 武者 ら

　 に働 き続け て きた。 その結果 日本は世界に伍 して一流の経済大 国にの し上 る

　 ことがで きた。 さて、一息ついてみると時代はいつの間にか低成長期 に突入

　 し、豊か な社会 生活 を享受するか にみえて、実は高齢化が進み将来へ の展望

　 も楽観 が許 され な くなってきた。　　 　　 　　 　　 　　 　　'

　　 平均寿命が延 びて人生80歳 時代 などと喧伝 され る と、 急に 自らの健康が

　 気になって くる。

　　 嫌煙権が主張 され、 ジ ョギングが流行 する。　「健康で長生 き」が人類 の願

　 望 の一つ である とすれば、時代が どう変化 しようと永遠のテーマである こと

　 に変 りはない。

　　 そ こで、 この章 では 「健康」 をと りあげ考察を進 めて きた訳 で あるが、 ま

　 ず 「健康」 とい う概念 を規定 しておか なければ な らない。

　　 WHO(世 界保健機関)が 規定する健康 とは、 『肉体的、精神的 お よび社

　 会的に完全 な福祉の状態 であ り、単 に疾病 または病 弱が存在 しない ことでは

　 ない。 』となっている。

　　 病院へ行 くほ どでは ないが なん とな く体 の調子がおか しい とか、 年来 の持

　 病が あって もだま しだ ま し生活 して いる とか、病後 の回復期だ とか、 いわ ゆ

　 る半健康状 態は健康 とい うイ メー ジか らはるかに遠 い。

　　 肉体的に健 康であって も心が病んでいる場合 もある。軽度 左一般 的ス トレ

　 スか ら最 先端 をゆ くテ クノス トレス、さ らに心身症 と診断され た 日航 の機長

　 など、社会 的に影響 を及ぼす結果につながる例 も出て くる。
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　社会が健全であるた めにはそれ を構成 している値入個人が心身 ともに健康

でなければな らない。最近健康 に関心が集 まって いる背景 にはそ の ような社

会の トレン ドが読み とれ るのである。

　一方、 もし病 気や怪我 を した場合、必要 に して充分な治療や看護が受け ら

れるか どうか、切実 な問題で ある。

　医療やそれに関連す るサー ビスが充分に受 け られる社会基盤が整備され て

いるか、 もし不充 分だ とした らどの ような形が望 ま しいのか、我 々の最 も身

近 な問題 と して真剣 に考え なければ ならない。

(2)人 間は 生物 学 的 に は120歳 まで 生 き られ る条 件 を備 え て い る とい う説 が

　 ある。(山 形倣 一東 北 大学 名誉 教 授 が 日本 老 年学 会 で 『古 今 東西 の 文 献 か ら、

　 人 間 は120歳 ま で生 き られ る。 老 年学 の研 究 も、 なぜ 長 生 きで きない か で

　 な く、 ど うすれ ば120歳 まで 生 き られ るか に 目標 を定 め る必 要 が あ る 』と

　発 表 した。 教授 の 調 べ た と ころ に よる と、 卑 弥呼 の時 代 に 日本 人 は100歳

　 ま で 生 きた とい う。(魏 志倭 人 伝)中 国 の文 献 で も100か ら120歳 を上

　 寿(徳 を積 ん だ人 の寿 命)と す る考 えが あ った とい う。)一 日経 産 業 新 聞

　 昭 和58年12月8日 付 一

　 　 食事 に注 意 を払 い、 ス トレス を回 避 し、事 故 に 会 うこ と も な く、 しか も健

　 康 で長 寿 を完 うす る ことが で きれ ば 入生 これ に過 ぐる もの は な い。 有 意義 に

　 す ご した と言 え る だ ろ う。

　 　 と こ ろが 現 実 には様 々な 障害 が た ちはだ か って い て理 想 とは大 きなへ だた

　 りが ある のが 現 状 で あ る。

　 　 我 が 国 の平 均 寿 命 は 男が74.20歳 、 女 が79.78歳 と な って いる が、 言

　 うま で もな くこれ は0歳 児 の平 均 余 命 で あ って、誰 もが平均寿命 を完 うで きる

　 とい うわ け で はな い。か りに平 均寿 命 まで生 きた と して も、 そ の過 程が 半 健

　 康 状 態 で あ った ら幸 福 で ある とは言 え ない。

　 　 高 齢 化 社 会 に おけ るヘ ル シー ライ フを模 索す る上 で どの よ うな点 に留 意 し

　 な け れば な らな いか 。 急 速 に 迎 え る高 齢 化 社 会に 対応す る 道 を 自 ら考 え 出 さ
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なけれ ば な らな い。 先 進国 の モデ ルケ ー ス をそ の まま 日本 に 当て は め る訳 に

は いか な いの で あ る。

(3)国 民 の医療費 がGNP(国 民総生産)比6%を 超す と重大 な政治問題 とな

　る と言われてい る。(ス エーデ ンの経済学者 ミュルダーの説)

　　 日本 の国民総医療費は1979年 には対GNP比4.9%だ った ものが20

　 00年 を迎える頃には17%を 超す ものと推定 され ている。理 由は、急速 に

　進む高齢化 と医療技術の進歩 に伴 う医療 コス トの高騰である。

　　医療費の推定は入 口増加率の予想 と受診率 と、1件 当 りの診療費 などのデ

　ー タを もとに大 よその数字 をは じきだす ことが できる。

　　しか しここで明確に しておかなければ な らないのは医療の内容 である。 た

　しか に資料 に よって量的把握は可能 となったが、質 について考えてみる と医

療 費に 占める割合 を計算する ことは不可能で ある。

　　医療資源 には限 りがあるか らこれ を有効に使 わなければ将来 の医療 は見通

　しが暗い。

　　一人一入が健康に対す る意 識を高める。 いわゆる予防医学の思想を普及 さ

せ、健康な生活 を手 に入れ る。医療 費を軽減 し余裕 の資金 を生みだ し、 より

質の高い しか も安 い医療が受け られ るシステムを構築す るのである。

　 医療資源 を有効に利用するためにはニ ュー メデ ィア を最大限に活 用すべ き

で あろ う。 しか し医療の本質は入 と人 との心のふれ あいが前提 となるので、

医療技術 が どん なに進歩 しても心の医療 を失 っては ならない。

(4)地 域 医療 の あ り方 も検 討す べ き重 要 な テ ー マ で ある。

　 　開 業 医は コ ミ ュニ テ ィ医療 の 中心 となる 。 地 域 住 民か ら信頼 され 、 住 民 個

　 々 の ラ イフ ヒス トリー を よ く把 握 して いる の で ご く軽 い 病 気 の治 療 は も ち ろ

　ん 、 高次 の 医 療 機 関 と も連 絡 を と り あい、 重 篤 の 患者 をそ の 最 も適 す る 機 関

　へ 紹介 転 送 で きる よ うに な って い なけ れ ば な らな い。

　 　総 合 病 院 は 地 域 の医 療 セ ン ター の役 を果 す 。
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　開業医は総合病院の各科 と連絡 を密に し、いつ で も自分の受持患者を送 り

こむ ことがで き、更 に望 む時はその都度主治医 として先方の医師 と協 力 して

治療に当る こともで きる。

　難病の患者が発生 した場合 は高次の医療機器を備 えた専 門病院へ紹介する。

　以上3つ のカテ ゴ リーの医療機関が一体 となって地域医 療の理 想像 を追求

す る。

㈲ 　回復不可能 と思われる患者 に対 して、最新 の医療機器 を駆使 し、最 高の技

　術 を投入 しての延命作業 は、それ 自体間違 ってはいないけれ ど、患者本 人に

　 とって望 ま しい姿であるか ど うか は疑問である。

　　家族に見 とられ なが ら人生の終 りを迎える ことを望ん でいるか もしれ左い

　 ので ある。

　　医療の本質 は画 一的 に とらえるのでは な く、 人間一人一人 の個性 を尊重 し

　た システムを開 発しなけ れば な らない。設備や人 員の関係 でそれぞれ の状況

　 に対応するの は難 しい とい うことであれ ば、 どうい う手段 を講 じれば よいの

　だ ろ うか。

　　 果 してニ ュー メデ ィアは医療 問題 を解決する輝ける旗手 とな りうるのだろ

　 うか。21世 紀へ 向け て医療はます ます重要性 を増す。
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2.2　 医 療 を と りま く環境

{1)高 齢 化社 会 を迎 え て

　 　 a.我 が 国 の人 口は、 明 治初年 に約3,500万 人 で あ った が、 そ の 後、 経 済

　 　 発展 に伴 っ て増 加 し、1935年 に約2倍 の6,925万 人 に達 し、1966

　 　 年 に は1億 人 を超え 、 現 在(1983年10月)1億1,948万 人 とな っ

　 　 て いる。

　 　 　　日本 の人 口 ピ ラ ミッ ドは 、 図1に 示す通 りで あ り、 この上には、100年

　 　 余 の間 に、 日本 人 口の 上 に起 こ った 数 多 くの 出来 事 が 足 跡 を残 して いる 。

年
⑭

齢

1

80

70

60

50

40

歳:日 中事変 の

動員による昭和
3～14年 出生減

7～38歳:終

戦前後にお

　 ける出生減

30

1-「
34～36歳:昭 和

22～24年 の第

1次 ベ ビーブ ーム

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 20　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 昭和41年

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 のひのえ うま

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 10　　　　　　　　　　　　　　　 ～12歳:昭 和

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 6～49年 の第

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 次ペピープーム

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 0　
140　　120　　100　　80　　　60　　40　　20　　　0　　　0　　　20　　40　　60　　80　　100　120　　140

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 (単位 万人)

図22.1　 昭 和58年10月1日 現 在我 が 国 の 人 口 ピ ラ ミ ッ ド

　 　　 (資料)　 総理府 『昭和58年10月1日 現在推計人口』。
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特 に 第二 次 世 界大 戦が 終 わ る前 後 に起 こった 出生 減 と1947～1949

年 に 起 こ った 第 一 次 ベ ビー ブ ー ムの影 響 が 目立 って いる。

　 我 が 国 の人 口増 加率 が 最 も高か った の は、1923年 頃か ら1935年

頃 まで で、 当 時 は 年平 均約1.5%の 増 加率 で あ った 。 その 後 出生 率 の低 下

が 死 亡 率 の低 下 を追 い越 し、 入 口増 加率 は しだい に低 下 した。 終 戦 後、 海

外 か らの 復 員 ・引 揚 げ とベ ビー ブー ム のた め 一時 的 に 入 口 の激増 が あ った

が、 そ れ が お さ ま った あ とは 出生率 の 急 低下 が み られ、 人 口増 加 率 は小 さ

くな った 。

　 現在 、 我 が 国 の入 口増 加 率 は、 年率 約0.7%で ある が、 厚 生 省 人 口問題

研 究所 の 将来 推計(1981年 推計 、 中位 推 計)に よれ ば、 増 加 率 は今 後

さ らに低 下 し、21世 紀 に入 る と間 もな く我 が 国 の人 口は 約1億3,000

万 入 で ピー ク に達す る。 そ の後数 十 年 間 に渡 り緩 やか な人 口減 少 過 程 が 続

き、21世 紀末 頃 に は、 現 在 の入 口 とほ ぼ 同規 模 の 静止 入 口に落 ち着 くも

の と予 測 され る。

b.年 齢 構成 の変 貌

　 我 が国 の 人 口の変 動 は 、 図22.2に 示す ように入 口規模の拡大 とい う点 に み

　られ るだ け で な く、 年 齢 構 成 の変 化 とい う点 に も見 られ る。

　　 1870年 頃 か ら1925年 頃(明 治 ・大 正 時 代)の 人 口動態 の変 化 、

　つ ま り出生 率 の上 昇 と死亡 率 の低 下 は、 我 が 国 入 口の年 齢 構 成 を若 返 らせ

　る働 きを した 。

　　 1870年 頃 には、0～14齢 の年 少 人 口の割 合 は、30.6%で あ った

　が、 それか ら約60年 後 の1930年 に は36.6%に 上 昇 した。

　　 1919年 頃か ら出生 率 が低 下 を始 めた た め、 年 少 人 口の割合 は 徐 々に

　減 少 した が、 一方 で15～64齢 の 生 産年 齢 人 口の割 合 は増 加 した 。 しか

　 しなが ら、 戦 前 に は、 ま だ65齢 以 上 の老 年人 口 の割 合 は 高 まる ま で には

　至 らなか った 。

　　 出生 率、 死 亡 率 の低下 は、 戦 後 一段 と急速 に な り、 年 齢 構 成 も著 し く変
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化 した 。1955年 に は、 年 少人 口割 合 は1930年 の3　6.6%か ら33.4

%に 減 少 し、 生 産 年 齢 入 口割 合 は58.6%か ら61.3%に 上 昇 した 。 老 年

人 口割 合 は、4.8%か ら5.3%と な り、 わ ず か に高 ま った。 この 時期 にお

け る 年 齢 構成 の変 化 は、 どち らか とい うと 「青壮 年化 」 と言 うもの で あ っ

た 。 しか しな が ら、 入 口高齢 化 が徐 々に 進 行 しつっ あ った こと も事 実 で あ

った 。老 年人 口 の割 合 は、1930年 の4.8%か ら上 昇 をつ づけ 、1970

年 に は7.1%と な った。 国 際連合 の慣 行 に よれ ば、老 年 入 口割 合 が7%を

超 え た 国 を人 口高 齢化 が あ る程 度 進ん だ 国 と して いる。 我 が 国 も、1970

年 頃 にそ の仲 間 入 りを した といえ る で あ ろ う。
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図2.2.2　 入 口の 年 齢 構 成 の 推移

闇　昭和30年 は沖縄県を除く。

(資料)　 明治初年～大正9年 は、安川正彬 『人口の経済学』春秋社(昭 和52年)、 大

　　　 正9年 ～昭和55年 は総理府r国 勢調査 』、昭和75年 以降は厚生省人口問題研

　　　 究所 『日本の将来推計人ロ ー 昭和56年11月 捲計 一 』。
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　 生 産年 齢人 口割 合 は、1970年 以 降 は増 加せ ず 、 老 年 人 口割 合の みが

上 昇 を続 けた 。 この老 年 入 口割 合 は、1980年 に は9%を 超 え、1984

年現 在、9.8%と な っ て い る。 生 産年 齢 入 口の うち、40～64齢 の 中高

年 入 口割 合 は増 え 続 け て お り、 こ の傾 向 は今 世 紀 の末 ま で続 くとみ られ る。

この こ とは、1970年 以 降 の変 化 は、 中 高年 化 とい う特 徴 も含 ん でい る

と考え て よい。

　 我が 国 の人 口高齢 化 が、 今 後 どこ まで進 むか は 非 常 に 重要 な問 題 で ある 。

　 厚 生省 人 口問題 研 究 所 の 将来 推 計 に よる と、 年 少人 口割合 は今 後 も漸 減

を続 け、 今 世 紀末 には17%台 に ーまで低 下 す る。 そ の 後 は、 出生 率 の波 動

の影 響 で17～20%の 間 を上下 す る もの とみ られ る。 生 産 年齢 人 口割 合

は、1971年 ～1974年 生 まれ の第二 次 ベ ビー ブー ム世 代 が こ の年 齢

層 に人って くる時期である1986年 頃か ら1989年 頃に多少上昇 す るが そ の

後は 減 少 に転 じ、2015年 頃 か らは、60～62%の 間 を上 下す る。

　 老 年 人 口割 合 は、 現 在の9%台 か ら、 少 しづ っ上 昇 を続 け、1947年

～1949年 生 まれ の第 一 次 ベ ビー ブー ム世代 が こ の年 齢 層 に入 る 、2015

年 頃 には21%台 に達 す る。 その 後 は、19～21%の 間 を上 下 す る もの

と予測 され て いる 。

　 入 口高 齢 化 は、 出生 率 と死 亡率 の 低下 に よって もた らされ る もの で ある

が、 そ の中 で も特 に、 出生 率 低下 が 主 な要 因 で ある。 我 が 国 の入 口高 齢 化

は、現 在 及 び 今 後数 十 年 に渡 り、 戦後 の ベ ビー ブー ムに続 く出生 数 の急 低

下 と低 水準 へ の 定着 に よ り もた らされ る こ ととな った と言 え る。 ま た、 最

近 の平 均寿 命 の 伸び は、 主 と して 中 高年齢 層 の 死亡 率 改善 に よる もの で あ

り、 これ も人 口高齢 化が 促 進 され る原 因 に もな って いる。

c.急 速 に 進 む我 が国 の高 齢 化

　 我 が国 の高 齢 化 は どの く らいの速 度 で進 展 してい る のか 、 他 の国 と比 較

　して み よ う。(図2.2.3)

　　国際連 合 の 将来 推計(1982年)に よる と、1980年 現 在 、 先 進 地
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域(ヨ ー ロ ッパ 、 ア メ リカ合 衆 国、 カナ ダ、 ソ連 、 日本 、 オー ス トラ リア

及 び ニ ュー ジ ー ラン ドを一 括 した 地域)の 老 年 入 口割 合 は11.4%で あ り、

発 展途上 地 域 のそ れ は、3.8%で ある。 この二 地 域 の老 年 入 口割 合 には大

きな開 きが あ る。
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　 　 　 　 図2.2.3　 欧 米 先 進 諸 国 と 日本 の 老 年 人 口 割 合

(資 料)　 厚 生 省人 口問題 研 究所 『人 口統計 資料 集 』(昭 和57年)。

　 現 在、 人 口高 齢 化 が 最 も進ん だ 国 は東 ドイ ツで あ り、 老 年人 口割 合 は

16.3%で あ る。 こ の割 合 は、 我 が 国 の約20年 後 の 高 齢 化 水準 とほ ぼ 同

じで ある。 他 の 先 進 諸 国 の老 年 入 口割合 もほ とん ど10%を 超 え て いる 。

我 が 国 は、 そ の様 な先 進 国 中で、 現 在最 もその 割 合 が低 い国 の ひ とつ とい

え る。

　 人 口高齢 化 の速 度 を比 較 してみ る と、65齢 以 上 の 比率 が7%か ら14

%に 倍増 す る に要 した 期 間 は、 フ ランス では115年 、 ス ウ ェー デ ンで85

年 、 イ ギ リス、 西 ドイ ツで45年 で あ る。 これ に対 して、 日本 は26年 と
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推 定 され て い る。 つ ま り、 西 欧 先 進諸 国 の これ ま で の実 績 と比較 して、 我

が 国 は、 非 常 に速 い 速 度 で 高齢 化 社会 を迎 え る こ とに なる 。

d.人 口高齢化の地域格差

　　我が国の人 口高齢化 は、 全 国 の 各地 域 で一 様 に進 む わ け では ない。

　 1955年 以 降 に始 ま った高度経済成長 に ともなって、非大都 市圏か ら

　東京、大阪、名 古屋 を中心 とす る大都市圏へ毎年大量の若年労働人 口が 流

　出 した。 これ は、労働需要が大都 市圏 に豊 富にあ り、非大都 市圏では、 二、

　三男 を中心 とす る労働 余力が大 きか った こ とに よる。 しか し、1973年

　のオ イル シ ョックを契機 とす る高度経済成長か ら安 定経済成長への移行に

　ともない、非大都市圏か ら大都市圏への移動入 口は縮小 し、1975年 頃

　になる と、大都市圏か ら非大都市圏へ の移動入 口を差 し引 くと、大都市圏

　全体の社会増 加数(転 入 と転 出の差)は マイナ スになる年 も目につ くよう

　になった。

　　1960年 代前半以降の 出生率、死亡率の地域格差は、戦後、全国的に

　出生率、 死亡率 が急低下 したこ とに よ り大 幅に縮小 した。 しか し、人 口移

　動 に よ り大 都 市 園 で は 、結婚 ・出産適齢期の 青年層が 相対的に膨 らみ、

　非大都市圏で は反対に青年層が 相対的に少 な くなった結果、 自然増 加率

　 (普 通 出生率 と普通死亡率の差)は 大都 市圏で大 きくなった。

　　これ までみ てきた ように、高度経済成長期 に大量の若年 入口流 出を経験

　 した非大都 市圏の年齢構成は、現在、相 対的に高齢化 水準が 高 く、大 都市

　圏では反対に高齢 化水準 が低 くなっている。

　　都道府県別 に高齢化 の水準 を1982年 について比較 したのが図4で あ

　る。65齢 以上 の老年人 口割合が低 い府県は、北 海道 を除 くと三大都 市圏

　に属す る県又 は、 その周辺の県 である。農村県同士を比較す る と、全体 と

　して西南 日本地域が東北 日本地域に比較 して高齢化水準が高い。 この理 由

　は、西 南 日本地域の中国、 四国、九州の諸県は、東北 日本地域の諸県 と比

　較 して、1955年 頃か ら1965年 頃にかけて、入 口流出が大 き く、 自
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然増 加 率 も比 較 的低 か った た め、 長 期 間 に わた り入 口減 少 が続 い た こ とに

よる 。

　老 年人 口割 合 の最 も高い 県 は、1982年 現 在 、 島 根県 の14.3%で あ

る。 これ は、今 世 紀 末 に於 け る我 が国 全 体 の人 口高齢 化 水準 に 近 い もの で

ある。
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図224　 高度経済成長期の人 口増 加率 と府県別高齢化水準 の関係

　　　　(資料)　 総理府『国勢調査』。
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(2)医 療 費 問題

　 a.医 療 費 の動 向

　 　 a-1　 13兆 円へ の道 の り

　 　　 　 1961年(昭 和36年)は 、 日本 の医 療 を考 え る うえ で、 画 期 的 な

　 　　 意 味 を持 つ年 とな った 。　 「国 民 皆保 険 制度 」 の実 現 で ある 。 この 結果 国

　 　　 民 医 療 の大 部 分 は保 険 医療 と な り、 さ ま ざま な問 題 を抱え なが ら も、 国

　 　　 民 の 誰 もに手 の届 く所 に 医療 サ ー ビスが 近 づ くこ とに な った 。 この 制度

　 　　 が 発 足 した1961年 を境 に して、 国 民 の受 診 率 は高 ま り、1960年

　 　　 度 の 国民 医 療 費が4,095億 円 で あ った のが 、毎 年20%程 度 も急 激 に

　 　　 増 加 し、1981年 度12兆8,700億 円、1982年 度13兆8,700

　 　　 億 円 と増 大 の 一 途 をた どって いる。 国 民1人 当た りにす る と約11.7万

　 　　 円 にな る。 伸び 率 は 最 近 低下 して きてい る もの の、 年 間1兆 円ず つ 医療

　 　　 費が ふ くれ あ が るパ ター ンに変 わ りは な い。 この13兆 円 とい う数 字 は、

(指 数)
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　 　 　 図22.5　 国 民 医 療 費 と 国 民 所 得 等 と の 対 比

囲 　 賃金 は 、常 用1人 当た り現 金給 与 月額 で あ る(30人 以上 事 業 所)。
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国 民所 得 の6.55%に 相 当す るばか りか、 国 家 予 算 の 四分 の一 に相 当す

る 巨大 な額 で ある。 この12年 間の 間 に 医療 費 は 約5.5倍 に もな って お

り、 国 民 所 得 の それ が約3.5倍 で ある こ とに比 べ る と、 医 療 費 の増 加 が

いか に大 きか った か が わ か ろ う と言 うもの で あ る。

(%)
　 　 　　 　 　 　 　　 36.2
35

30

　 20.1
20　 19

.7

10

9.2>

　 &2

23Al

0

1970年　　　　　　　　　　 ,75　　　　　　　　　　　 '80
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　 　 図2.2.6　 国民 医 療 費 と国 民 所 得 の増 加 率

(資 料)　 厚生省 「国民医療費」 ・経済企画庁 「国民所得統計」

　 医療 費の 伸び率 は最 近10%を 割 った もの の、 経 済 の低 成 長下 に お い

て はや は り大 きい もの で あ り、 この ま ま何 の 手 だ て も講 じな い で放 っ て

おけ ば 、 医 療 費 は 際限 な くふ くれ あ が り、 医 療保 険 は破 綻 する。 日本 大

学 入 口研 究所 の 推計 に よれ ば、2025年(昭 和100年)に は、 総 医

療 費 は838兆 円 を超 え る とい う。 か な り荒 っぽ い 推計 で は あるが 、 医

療 費 がGNPを 超 え 、 国 家経 済 が 押 しつ ぶ され る事 態 に なる わけ で ある。

これ は仮 の話 と して も、 高 齢化 社 会 に突 入 した わが 国 に お いて は、 政府

医 療 関係 者 、 国 民 全 て が医 療 費増 大 化 をい か に抑制 し、 ど う行動 す べ き

か を 自 らの問 題 と して考 え る時 が さ し迫 って い る と言 え よ う。
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a-2　 医 療 費動 向 の特 徴

　 最 近 の 国民 医 療 費動 向 の特 徴 と して 、

　　 ・入 院 医療 費 の 増 加

　　 ・薬 剤 費 比率 の高 さ

　　 ・医 療 費 の公 費負 担 の増 加

　が 指摘 され て いる。(「 厚 生 白書 」)

　 1)入 院 医 療 費 の増 加

　　 　国 民 医療 費 を入 院、 入 院 外、 歯科 に 分 け る と、 入 院 医療 費 は82年

　　度 で42%を 占め てい るが 、70年 度 か らの 伸び では6.61倍 に なっ

　　 てk・ り、 入 院外 の4.59倍 に 比べ て 伸び が 大 きい。 入 院 医療 費 増 大 の

　　要 因 として は、 ガンや 循環 系 疾 患等 成 人 病 医 療 費が 伸び て い る こ と・

　　 わ が国 の 入 院期 間が39.6日(82年 一 般 病 床)で 諸外 国 と比 べ てか

　　 な り長 期 間 とな って い る こ と(特 に、65才 以 上 の老 齢者 の入 院期 間

　　 は90.　 7日 と極 め て長 い)が 指摘 され てい る。

表2.2.1　 年 齢 階 級 別一 般 診 療 費 の増 加寄 与 率

　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　 (昭和52年 度～57年 度)

寄　　　与　　　率　 (%)

入　　　院 入　院　外 計

総　　　　　　　数 55.7 44.3 100.0

0～14歳 2.4 3.0 5.4

15　 ～ 　44 7.4 7.2 147

45　 ～ 　64 16.9 17.8 34.7

65　 歳 以 上 29.0 16.3 45.2

(再 掲)70歳 以 上 238 123 36.1

資料:　 厚生省統計情報部 「国民医療費」
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表2.2.2　 国 民 医療 費 に 占め る成 人病 医療 費 の割 合 の 推移

昭和52年 度 53 54 55 56 57

悪性新生物 49% 5.7% 日% 62% 65% 67%

循環系の疾患 19.7 20.2 20.4 21.2 22.3 22.4

計 24.6 25.9 26.4 27.4 28.8 291

資料:　 厚生省統計情報部 「国民医療費」

2)薬 剤 費 比率 の 高 さ

　　わ が国 の薬 剤 費比

率 は、1970年 の

　 45%か ら82年 の

　34%ま で低 下 して

　きた もの の、 諸 外 国

に 比 べ る と依 然 高 い

水準 に ある。 いわ ゆ

る 「薬 づ け 診 療」 で

あ る。 また、 検 査 の

構 成 割合 が 上 昇 して

お り、 様 々な医 療機

器 、検 査 機 器 の導 入

に 伴 い、 ス ピー デ ィ

な諸検 査 が 可 能 に な

った反 面 、 安 易 な検

査 の増 加 、 検査 過 剰
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図227　 医 科 診 療 分 の 主 な 診 療 行 為1件(明

　 　 　 　 　 細 書1枚)当 た り点 数 の 年 次 推 移

資料:　 厚 生 省統計 情 報部 「社会 医 療 診療 行 為別 調 査 」

の傾 向が 現 わ れ て い る と言 え よ う。

3)医 療費の公費負担 の増加

　　国民医療費の財源別内訳は、国庫負担等の公費、保 険料、患者負担の3
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つに区分 される。 この負担割合を長期的に見る と、患者負担が しだいに低

下 し、公 費負担分が増加 して きているこ とがわか る。患者負担 の減少の背

景に は、国民皆保険体制の確立、給付割合の引上 げや、高額療養費制度 の

創設等が大 き く影響 している。 患者負担 は例 えばサ ラ リーマ ンの場合、 昨

年 まで10割 給付であ り、国民の医療費に対する コス ト意識が失われ が ち

になる傾 向を生み 出し、全体の医療需要 を押 し上げる ことに もつなが って

いる と推察で きよう。
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図2.2.8　 国 民 医 療 費 の財 源 別 負担 割 合 の 年 次推 移

資料:　 厚生省統計情報部 「国民医療費」
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　 資料:　 厚生省統計情報部 「国民医療費」
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b.国 民医療費増 加の要 因

　　国民医療 費増 加の要因は、　 「厚生 白書」等 に よれば、 次の点があげ られ

　る。

　　 ・入 口の増 加

　　 ・診療報酬の引上げ

　　 ・治療に多 くの時間 と手間を要す る成人病の増加

　　 ・病気にかか りやす く治療に長期間 を要する高齢者の増 加

　　 ・医療技術の進歩等に よる寿命 の伸長 と医療内容の高度化

　　 ・医療制度 の充実(一 昨年までの老人医療無料化、高額療養費制度 の専
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　　 入、 給 付 水 準 や保 険 の適 用範 囲 の 拡 大、改 善)

　 ・物価 や人 件 費 の上 昇

　 医 療 費 を決 定 す る の は、 受 診 率 と一 件 あた りの 受 診 日数、 そ して 一 日あ

た りの診 療 費 で あ る。 これ ら3つ の値 の 相 乗積 に 人 口 を乗 ず る こ とに よ っ

て医 療 費 を表わ す こ とが で きる。確 か に人 口増 加 は 医 療費 を増大 させ るが 、

70年 か らの10年 間で た か だか1.12倍 に増 え た 程度 で ある 。 ま た受 診

率 と受 診 日数 の積 で ある 受 診量 そ の もの は、 こ こ数 年横 バ イ で ある。 即 ち、

こ こ10年 間 の 医療 費 の 伸 び は一 日あた りの診 療費 が 著 し く大 き くな っ た

か らとい うこ とが で きる。 上記 要 因 の 多 くは、 この一 日あた りの 診 療 費の

増 大 化 に関 わ る もの で ある 。

　 例 え ば、 成 人病(高 血 圧、 脳卒 中 、 ガ ン等)は1件 あた りの 医療 費が か

な り高 ぐ、 しか も件 数が 増 加 して い る。 また 高齢 者 は 有病 率が 高 く、 治療

表22.3　 年齢階級 別にみた成人病医療費の割合

　　　　　 (政 管健保被保険者)

年 齢 階 級
入　　　　　　院 入　　 院　　 外

40　 年 58　 年 40　 年 58　 年

20～29『 歳 5.0　 % &7　 % 24　 % 26　 %

30　 ～ 　39 93 142 6.4 7.1

40　 ～ 　49 14.8 27.2 137 18.2

50　 ～ 　59 224 41.3 24.9 28.4

60　 ～ 　69 29.0 54.3 32.0 39.8

70　 ～ 30.0 53.0 35.1 45.7

平　　　　　均 12.5 39.3 10.3 26.9

資料:　 社会保険庁 「医療給付受給者状況調査報告」

魍　 1.成 人病医療費は悪性新生物(40年 は新生物)及 び循環系の疾患に係る

　　 医療費の合計。

　　 2.58年 は老人{呆健分(被 扶養者分を含む)の 医療費を70歳 以上の者の

　　 医療費として計上。
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期 間が 長 くか か る た め、 高 齢者 の割 合 が増 え る程 医 療 費 はふ く らん で い く。

(65歳 以上 の1人 当た り医療 費は そ れ 以外 の4.5倍 とい う高 い水 準 に あ

る 。)

　 一 日あた りの 診療 費 を増 大化 させ る 要 因 と して、 高額 医 療 機器 の保 険 診

療 へ の導 入 も大 きい。X線CTは 一 台7～8千 万 円 もす るものであ り、医療

水 準 の 向上 を もた らす 一 方 で 、 いわ ゆ る 点数 の 高 い診 療 行 為 や検 査 の 回数

が増 加 して い る点 も見 逃 せ ない。ME機 器 な どの 導入 は、 検 査、 診 療 の 自

動 化、 省 力化 を促 す 反面 、大 量、 高速 の検査 を 処理 で きる よ うに なる の で、

一 日あ た りの診 療 費 を増 大 化 させ る こ とに 在 る 。

　 さ らに、 患 者 負担 の減 少 等 に よ り、 い わ ゆ る 「ハ シ ゴ受 診」 をす る患 者

もあ り、 この 場合 既 存 の検 査 結 果 の デ ー タが 医療 機 関 間 で 交換 され な いた

め 、 同様 の 検 査 を再 び繰 りか え す 等 の過 剰受 診 が発生 し、 これ も医療 費増

大 の要 因 とな って い る。

c.老 人医 療 費 の動 向

　　高齢 化社 会 の進 行 を背 景 に、 老 入医 療費 が国 民医療 費 に 占める割 合 は じ

わ り じわ りと増 え 続 け てk・ り、82年 に は 約20%に 至 っ て いる。10年

前 の それ が10%で あ った こ とと、 今 後 の高 齢 化 の進 行 を考 え る と極 めて

大 きな問題 で あ る。 高齢 者 人 口比率 は10年 前7.5%で あ った のが82年

に9.6%に 上 昇 し、10年 間 でシ ェアが21ポ イ ン トア ップ した の に対 し、

老 入医 療 費 の シ ェア は10ポ イ ン トも上 昇 して いるの で あ る。 ま してや 高

齢者 入 口比 率 は1990年 で11.6%、2000年 に は15.6%と 諸 外 国

の 例に な い ス ピー ドで高 齢 化が 進 行 して い くと予 測 され て いる。 地 域 的 に

　は 中国 ・四 国 ・九 州 とい った 西 日本や 北 陸 地 方 とい った 地 方 部 での高 齢 化

率 が高 く、 高 齢化 は 地 方 か らどん どん進 ん で い る。

　　これ らの動 向は、 老 人保 健 の あ り方 、 地 方部 で の加 入 者 割 合 の 多 い 国保

　と大都 市 部 で の割合 の多 い 政管 健 保 間 での 負 担 の 問題 、 退 職 者 の 医療 制 度

の問 題 な ど多 くの課 題 を投 げか け て いる 。
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表2.2.4　 国民 医療 費 と老 人 医療 費の 推移

年 国 民医 療 費 老 人 医 療費 国民医療費 対 象 者 数 1人 当 た り老 人

に占める老 医 療 費
人医療費の

度 伸率 伸率 割合 伸率 伸率

億円 % 億円 % % 億円 % 億円 %
48 39,496 16.2 4,289 一 10.8 4,237 一 101 一

49 53,786 36.2 6,652 55.1 12.4 4,493 6.0 148 46.2

50 64,779 20.4 8,666 30.3 13.4 4,700 46 184 24.5

51 76,684 1&4 10,780 24.4 141 4,894 4.1 220 19.5

52 85,686 1L7 12872 19.4 15.0 5,146 5.1 250 1&6

53 100,042 16.8 15,948 2ag 15.9 5,408 5.1 295 17.9

54 109,510 9.5 1&503 16.0 16.9 5,675 4.9 326 10.6

55 119β05 9.4 21,269 14.9 17.8 5,907 4.1 360 10.4

56 12&709 7.4 24,281 14.2 1&9 6,158 4.2 394 9.5
.

57 138,700 7.8 27,487 一 19.8 6,465 一 425 一

厚生省老人保健部調べ

囲　 58年1月 以前は老人医療費支給制度の対象者に係るものである。

　　 58年2月 以降は老人保健法による医療の対象者に係るものである。

d.医 療 費の 国民 負担

国民医療費の負担　　国民医療費の分配(1)　 国民医療費の分配(2)

政
t地方 ⑤

___卜 、

　 　 〉一一≡一し'

医療 サ ー ビス

府
国庫負担
　 ⑳

医
病　　院

従事者(医 師
薬剤師 ・看護
婦等)

企 事 業 主
険 険 料 一__」 、 、 療

臼
___」 ＼

@9

業 〉 〉
⑭ 一 一 一 一し'

機
一 一 ーレ'

医 薬 品

家 関
一般診療所 ㈲

被保険者
⑭ 一

保 険 料 薬

計 ⑩ 局
一__一_卜 、 そ の 他

患　者 ⑪ 　　 〉一ー 一 ≡一レ'
歯科診療所⑪ (2) 臼

一

医療 材料　
(6)

図22.10　 国民 医 療 費 の フ ロー(昭 和56年 度 推計)単 位(%)
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　以上述べた ように、国民医療 費の構造的な増 加要因は今後 とも大 きく変

化す るとは考 えに くく、 医療費の増加傾向は今後 とも続 くと予 想され てい

る。 しか し、 医療費のほ とん どは保険料 と税金 で賄われてお り、 もとをた

だせば国民一入一人 が負担 していかねばな らな いもの である。一国民の立

(万 円)

0

4
ユ

2

～

2

図2.2.11

1世帯当たり
医療給付費

r保険 料

25　　30　　35　　40　　45　　50　　　55　　60　　65　　70

～　 ～　　 ～　　 ～　 ～　 ～　　 ～　 ～　 ～　　 ～
29　　34　　39　　44　　49　　54　　　59　　64　　69

　 　 　 　 〔世 帯 主年 齢階 層 〕

世 帯 主 の 年 齢 階 級 別 世 帯 の 医 療 費 とそ の 負 担 額

(月 額 、 昭 和57年)

資 料:　 社 会保 険 庁 「医 療給 付 受 給者 状 況 調査報 告」(57年4月 診 療分)

　 　 　 　厚 生省 保険 局 「健 康 保 険被 保 険 者実 態 調査 報告 」(57年10月)

㈱ 　 1.夫28歳 、 妻25歳 で結 婚 し、 夫が29歳 及 び32歳 の 時そ れ ぞ れ第1子

　 　 　及 び第2子 が 出産 し、 子 供 は20歳 で独 立 す る もの とした。

　 　 2.夫 は60歳 に な るま では、 政管 健保 に加 入、 それ 以 降は 国保 に加 入す る も

　 　 　の と した。

　 　 3.政 管健 保 の保険 料 に は事業 主 負 担分 を含 む。
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場か らすれば、少 な くとも国民1人 当た りの医療費負担が物価上 昇程 度の

伸びに とどま ってほ しい と願 うところで ある。 医療費の国民負担は、っま

る所 国民が社会保険料 として どれ だけ負担 するか、税金か らどれだけ 出す

か、 患者が どれだけ負担す るか とい うことに帰着 する。 この医療保 障の経

済 的措置が 医療保険制度 である。 この医療保 険制度にっいては2.3で 詳 し

く述べ る ことに なる。

(3)医 療情報 システムの現状

　 a.高 度情報化社会 と高齢化社会 に対応する望ま しい医療情報 システム とは

　　何か。 時代 とともに変化す るニーズの多様 化 を的確にす くい上 げ、す みや

　　かに対応 策を講 じなければな らない。

　　　 ニュー メデ ィアを医療 分野に応用 しようとい う基本的な考えは、 医療費

　　 の高騰 と老入 医療の 問題、 医療格差の是正 な どが ある。 医療に充当す る財

　　源には限 りが あるので、 この対策 も考え なければ な らない。

　　　次に、現行の各種健康保 険制度(7つ の保険制度がある)に は大 きな格

　　差があ り、 国民が等 しく医療 の恩恵 に浴す る とい うことになっていない。

　　 これ をどの よ うに解決す るか。

　　　 この格差 を是正するための切 り札 と してINS構 想に よる 医療情報 シス

　　テ ムが ある。 この システ ムが有効に機能 した暁 には、事務 の簡素化に よる

　　経 費の節減(レ セ プ ト処理 費、間接事務 費、人件費 など)、 医学情報の迅

　　速 かつ正確 な伝達、治療 技術の向上 と医学 教育 の向上な どが期待で きる。

　　　医療費高騰に伴 って増 えつづ ける薬 剤費に も明確 な情報 に よる正当 な評

　　価基 準の設置 が可能 となる。

b.ニ ュー メデ ィア を活 用 して多 量 の情 報 を速 く正確 に 伝 達す る こ とが 可能

　に な った。

　　在 来 メデ ィア とニ ュ ー メデ ィアの 医 療 へ の応 用 を ま と める と表2.2.5の

　よ うに な る。
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表22.5　 ニ ュー メデ ィアの 発 展 と医療 へ の 応 用

在　　来　　メ　　デ　　ィ　　 ア ニ　ュ　ー　メ　デ 　ィ　 ア 医療 へ の応 用

　　　　　　　　　　　　　　AMラ ジオ

　　　　　　　　　　　　　　 FMラ ジ オ無 線 系 メ デ
ィ ア　　　　　　　　　　　　　　

UHFTV

一 －r諜 饗㌧ 医学情報

健康教育

VHFTV

　　　　　　　　　 SHFTV

衛… 一{二㌶ ㍍
医 療 情 報 サ ー ビス

グ ローバ ル ・レベ ル で

医 療画 像 電送 共同 研究

CATV 医師に対する最新医学情報

健康教育

VRS 文 献 検 索 サ ー ビス

… ・デ・アーEl嶽
CAPTAIN

TV会 議

静止 画TV電 話

家 庭 医 学 ・育児 ・看護 法

遠 隔医療

X-ph

電子郵便

フ ァ ク シ ミ リ 医師会間情報交換

公 衆 フ ァク シ ミ リ

デ ー タ通 信

一 郵　　　　便
ビデ オデ ィス ク 教 育 ・教 養

VTR
パ ッ ケ ー ジ メ デ ィア　 　 　 　 　新 　 　 　 　聞

フ ロ ッ ピ ー デ ィス ク
_雑 　　　　誌

レ ー ザ ー デ ィ ス ク 医学教育、生涯研修



　 そ の結 果、 一般 市民 に対 して基 礎 医 学 知 識 の普 及 、 育 児 や家 庭 で の応 急

処 置 等 、 救 急法 に 関す る情 報 提供 、 健康 教 育 ある い は老 入健 康 に関 す る情

報 な どの 情 報 提供 サ ー ビスが 考 え られ る 。

　 次 に、 医療 従事 者 一 医師 、 看護 婦、 各 種検 査 技 師、 理学 療 法 士、 作業

療法 士、 ケ ー ス ワー カー、事 務員 な ど 一 を対 象 と した 医学 ・療 法 情報 提

供 が ある 。 レ ン トゲ ン写 真 、 医 療画 像 電 送 シス テ ム、 文 献 サ ー ビス 、 医学

教 育、 生 涯 教 育、 遠 隔 医療 、 医 師 間相 互 の 情 報交 換 等 が 容 易に な った。

　 さ らに、21世 紀 に むけ て、 以上 の よ う左情 報 伝 達 機 能 を一 つ に ま とめ

よ うと して いる の がINS構i想 で ある 。(図2.2.12)

　 そ こでは どの よ うな こ とが 考 え られ るで あ ろ うか。
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図22.12　 1NSの シ ス テ ム ・構成

■ 従 来 の シス テ ム

電　　話　　機
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フ ァ ク シ ミ リ

電 話 ネ ソ ト ワ ー ク

加入 電信 ネ ッ トワーク
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ファク シ ミ リネソ トワーク

機話電

スクツアフ話電
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デ ー タ 機 器

フ ァ ク シ ミ リ

ネ ッ トワ ー ク の1本 化
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(寛 々公 社 資料 よ り)
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b-1　 地 域 間 の情 報 格 差 が な くなる た め、 た とえ ば 遠 隔地 に お け る 医療

が 中 央 との情 報 交 換 に よって 円滑 に 進 む よ うに な った。 そ の他 離 島、 積

　雪 地 帯 の 医療 が、 心 電 図 電話 電 送 シス テ ムや 自動 解 析 シス テ ム、 超音 波

画 像 デ ー タ記 録 伝 送 シス テ ム な ど、 在来 メデ ィア では考 え られ な い ほ ど

　多 量 の情 報 が 短 時 間 に正確 に伝 達 可 能 とな った 。(表2.2.6参 照)

表2.26　 現 在 活 動 中 の 医療 シス テ ム

離 島 医 療 情報 シス テ ム

積 雪地 帯 医 療連 係 シ ス テ ム

北 海 道 医 師会 フ ァ ックス シス テ ム

心 電 図 自動 解析 シス テ ム

辺 地 医 療 オ ン ライ ン シス テ ム

脳 卒 中医 療 情 報 シス テ ム

心 臓 病機 動 救 急 監視 シス テ ム

超 音 波画 像 デー タ記 録 伝送 シス テ ム

中 毒 情 報 システ ム

医薬 品 情報 システ ム

日本 医 師会 フ ァク シ ミ リシ ス テ ム

病 歴 管 理 シス テ ム

ヘ ルス ケア ネ ッ トワー ク シス テ ム

b-2　 大 規 模 情 報 サ ー ビス

　 　各 レベ ルに応 じた共 同利用の医療情報 システ ムとして、　 図2.2.13の よ う

　な概念図が考 え られ るが、最終的 には全国 レベルのデー タベース を構築

す る。 個 々の 診療 所 、 病 院 は それ ぞ れ の状 況 に合 った 形 の サ ブシス テ ム

　を持 つ 。(図2.2.14参 照)
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　 　 　 　 　 　 　 図2.214　 診 療 業 務 情 報 化 の 概 念 図

(財)医 療 情報 シス テ ム 開発 セ ン タ ー 、「診療支 援 シス テ ムの 開発 」(58.　 10)よ り

c.問 題 点 と解決 法

　　 いか に シ ス テ ムを 構 築 して も、 そ の機 能 を有 効 に活 用 しなけ れば 意 味 を

　な さ ない。

　 c-1　 ま ず根 本 と して シス テ ムが 安 全 か つ 円滑 に 運用 され なけ れ ば な ら

　　 な い。 技 術 ニー ズ ば か りが先 行 し、 メ ンテ ナ ンス を怠 る と折 角 の ニ ュー

　　 メデ ィア も宝 の持 ち腐 れ に な って しま う。 た とえ ば1984年11月 に
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　起 きた電 々公社世田谷電話 局のケーブル火災事故が その よい例 である。

　教 訓 として、サ ブシステムやバイパスへの切 り換え、災害事故 を未 然に

　防 ぐ予防措置 などの開発が心要 であった。あま りに技術 革新が早す ぎて

　 しまい、運 用面での対応 が後手後手に回 って しま う。今 後はバ ランスの

　 とれた体制作 りを心 がけ なければ な らない。

c-2　 現行 医師法は昭和23年 に制定され ている。 以後何度か部分的改

　定が なされ ているが、 ニ ュー メデ ィア医療 システムに よって新たに展開

　される新 しい医療の形態 に果 して合致す るのだろ うか。シ例えば、画像電

　送 システムに よって確か に診断行為 は可能 であるが、医師法 に よれば医

　師は直接対 面診察に よ らなければ診断を下せ ないし、 医療行為 とは認 め

　られ ていない。ただ しコンサルテーシ ョンと してな らば遠 隔診断は 問題

　ない と見 られている。

c-3　 財政的、社会的影響について も解決す べ き問題が山積 している。

　す なわ ち21世 紀初頭までにINS網 を全国に設置するに当 り、初期投

　資に要 する尾大 な資金 は誰が どのような形で負担するのか、一部受益者

負担 とすれば、以上述べ て きた様 々なシステ ムはそれ 自体 として は効率

　的 で便 利 で ある け れ ど一件 あた りの コス トに は ね 返 って くる。 となれば誰

　もが考 え直 して しま うの で は ない か。 そ れ故 、 財政 的裏 付け と市民 の コ

　ンセ ンサス が得 られ な け れば 折角 のINS構 想 も画 餅 に帰 す こ とに な り

　は し ないだ ろ うか 。

c-4　 将 来 の 医療 シ ス テ ムは単 に 医 療の み に とどま らず、 通 信 、情 報 、

社 会工 学 、 都 市 問 題 な どあ らゆる 学 問 と リン ク した構 想 の も とに検 討 さ

れ なけれ ば な らない 。 そ の 基本 と なる思 想 は 、 国 民一 人 一 入 が 公平 に利

用 で きる シ ス テ ム作 り をす る こ とで ある。 国 民 の共 有 財 産 と して有 効 に

運 用 す るた め には サ ブ シス テ ム と して の地 域 医療 の 理 想 的 形 態 を構 築 す

る。 国民 医 療会 議機 構 を創設 して 運用 に当 り、 時代 の 進 展 と と もに 柔 軟

な対 応 が で きる組 織 と しなけ れ ば な らな い。
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図2.2.15　 医療 シス テ ムの 立場 か らみ た 医 療保 険 制 度 の未 来 像

(質 料 の一 部 は最新 ニ ュ ーメデ ィア読 本 、 和多 田作一 郎 よ り引 用)
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2.5　 課 題 と事 例

(1)健 康保 険制 度 の見 直 し と今 後 の 課 題

　 　a.現 在 、 健 康 保 険 制 度 の見 直 しが 必 要 とさ れ てお り、 実 際 に、1984年

　 　　よ り組 合 健 保 の本 人 の 自己負 担 を従来 の初 診 時800円 定額 か ら一 割 負担

　 　 に な って い る。

　 　　 そ こで、 制度 の 見 直 しが 必 要 とされ て いる背 景 をまず 考 え て み る と、

　 　　 a-1　 医 療 費 総額 が、 国 民所 得 よ り速 い テ ンポで増 大 し続 け て お り、 こ

　 　　 の傾 向 が 続 け ば、 近 い将 来 、 現 行 制度 は、 経 済 的に 成 り立 た な くな る か、

　 　　 　医 療 水準 の 低 下 を招か ざる を得 ない。(図23.1)

(指数)

600

500

400

300

200

100

　 　 　 　 45　 464748495051525354555657昭 和 ・・年度

図23.1　 国 民 医 療 費 と 国 民 所 得 等 と の 対 比 「厚 生 白 書5'g年 版 」

　 　 囲 　賃 金 は、 常用 労 働者1人 当 た り現 金給与 月額 で あ る(30人 以 上 事 業所)。

a-2　 高齢 化が 進 む 下 で、受 診者 の比 率は 増 大 し、 現 在 の 医療 費増 大 の

傾 向 は さ らに拍 車 が 掛 か りこそ す れ 鈍 化 しな い こ とが 予想 され る。(表

　 2.3.1)
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表2.3.1　 年 齢 階 級 別一 般 診 療 費 の増 加寄 与 率

　　　　　　　　　　　　　 　　　 (昭和52年 度～57年 度)

寄 与　　　率 (%)

・入 院. 入　院　外 計

総 数 55.7 44.3 100.0

0～14歳 2.4 3.0 5.4

15　 ～ 　44 7.4 7.2 14.7

45　 ～ 　64 16.9 17.8 34.7

65　 歳 以 上 29.0 16.3 45.2

(再 掲)70歳 以 上 2a8 12.3 36.1

資料　　厚生省統計情報部 「国民医療費」、 「厚生白書59年 版」

a-3

　院、 注 射 、検 査 、

　の点 数 の増 加傾 向

が 続 い てお り、 薬

漬 け 、 過 剰検 査 、

　不必 要 な長期 入 院

　等 具 体 的 な事 例 が 、

　医師 の モ ラル の 問

題 と共 に よ くマ ス

　コ ミを賑 わ して い

　 る 。(図2.3.2)
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査 な どの具体的に

形 となる治療行為

　は別 として数字 と

　して表われる治療

医 療 の 中身 を、 診 療1件 当 りの 点 数 の 推移 か ら見 る と、 投 薬 、 入
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　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 「厚生白書59年 版」

　 図23.2　 医 療 診 療 分 の 主 な診 療 行 為1件(明

　 　 　 　 　 　 ,細 書1枚)当 た り点 数 の 年 次 推 移

資料:厚 生省統計情報部 「社会医療診療行為別調査」
　　　「厚生白書59年 版」
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　行 為 以 外 の 看 護及 び精 神 的 なバ ックア ップな ど、今 後 、 益 々必 要 とされ

　る 分 野 の整備 が な され て いな い し、 評価 も低 い。

a-5　 現 行 の保 険 制 度 で は、 医療 行 為 は、 医 師が直 接 関与 した場 合 以 外

　原 則 と して、 保 険 制 度 の 対 象 とされ て い ない 。 例え ば 、入 院 した場 合 、

　入 院 費 は 出る が、 本 人が 自宅 療 養 を希 望 し、 自宅 で看 護 を受 け る場 合 、

　保 険 の 対 象 と な らず 、 逆 に、 自宅療 養 で充 分 な場 合 で も入 院す れ ば 、 保

　険 制度 の対 象 と なる。

a-6　 上 記5と 関連 す るが 、保 険 制度 は、 基 本 的 に 医 師 の判 断 、 行為 を

　中心 に考 え られ てお り、 しか も、 医 師の行 為 に 対 しチ ェ ック機 能 が、 働

　か ない とい う不信 感 が 、 一般 に ある 。

以 上 の、6点 に 概 ね 集 約 で きる。

　次 に、 医療 に 関す る 入 ・機 関の 相 互依 存 関係 と、 医 療 の 対 象範 囲 とい う

2つ の 側 面か ら、 浮 き彫 りに してみ る。

b.医 療に関わ る入 ・機 関の相互依 存関係

　　まず、初め に、 医療 に関わる入 ・機関の相互依存関係 を考える上 で、一

般 の経済活動における理 想的な状態 を示 して、 この理想 的状態 と現行の保

険制度 の比較 で問題点を考える。

　　一般の経済活 動における、顧 客 と供給者の関係 を、経済活動 の順序に述

べ る と、

　b-1　 顧客は、複数の供給者に対 し、 自分の希望す る、サ ー ビス ・商 品

　　の 内容 を示す。

　b-2　 供 給者は、顧 客の希望する ものに対 し、可能な 内容、 価格、納 期

　　を回答す る。

　b-3　 顧客は、 回答のあった供給者の うちか ら、 自分 の希望内容、価格

　　を考慮 し、単数又 は複数 の供給者に対 し、見本 を請求 し、 実際に使 って

　 見 て、改善 が必要 な内容 を供給 者に示す。

　b-4　 供給者は、顧客 の改善 希望に対 し、 改善が可能か、価格 の引上げ

一101一



　 が 必要 か、 又 は、顧 客 の 側 で利 用 方法 を変 更 した方 が 顧 客 の 目的 に合 う

　 か 検討 し結果 を顧 客 に 示す 。

b-5　 上 記3と4の 筋 道 を何 回か 往 復 しなが ら、供 給 者 は 、 顧 客の 目的

　 に合 った サ ー ビス、 商 品 のた めの 、 新 しい技 術 、供 給 体 制、 安全 対 策、

　 雇 用 慣 行 な ど を 開 発 し、 顧 客 も、 自分 に合 った、 新 しい 利 用 方法 な ど

　 を 身に付 け、 双 方 の妥 協 点 を見 い 出 して い く。

そ して、上 記1～5の 筋 道 が うま くゆか な い と きに は 、顧 客 は 高 い 買物 を

し、 供 給 者 は倒 産 す る とい うチ ェ ック機 能が 働 く。

c.次 に、 経 済 活 動 に お け る理 想 状態 の モ デル と、 現 在 の保 険 制 度 を比 較 し

　て み る と、 以 下 の 点 に気 が 付 く。

　 c-1　 患 者 、 医師、 看護 婦 、 医 薬 品会 社 な ど の相互 依 存 関 係 をほ とん ど

　 　前 提 と してお らず、 医 師 を 中心 と した 制度 と な って い る。

　 c-2　 患者 は、 自分 の希 望 す るサ ー ビス 内容 を示 す こ とが 出来 ない こと

　 　が 多 い 。

　 　 　実 際 問 題 と して、 心 身が 衰 弱 して いる た め に、 示せ ない 場 合 や、 医 師

　 　に す が りた い一 心 で、 自分 で 自分 自 身の状 態 を把 握 す る こ とを しない場

　 　合 な ど。

　 c-3　 医 師が 、 患者 に対 し、 医療 行 為 の 内 容 ・価 格 、 医療 行為 に よって

　 　望 め る状 態、 治 療期 間等 を具 体的 に示 す こ とが、 一 般 的 な慣 習 とな っ て

　 　い な い。

　 c-4　 患者 は 、 複 数 の 医 師又 は、 治療 方 法 か ら、 自分に 合 った 、 医 師 な

　 　い し治療 方 法 を選 択 で きな い。

　 c-5　 医 師や 医 療 機 関が 他 の 医 師や 研 究機 関 と協 同 して、 医療 技 術、 設

　 　備 、 医 療 機 関内 の雇 用 関係 等 を改 善 して い くシステ ムが確 立 して お らず、

　 　 もっ ぱ ら、 医師 個 々人 の 資 質 に依 存 してい る。

　 　 以 上 の よ うに、 医療 を取 り巻 く人 、 機 関 の相 互依 存 関係 を考 え る 視点が

　 左 い為 に、 医 師 中心 の制度 とな って い る。 この 結果 、 医 師は 、一 方 で 医療
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に関 す る こ と全 て に、 権 限 を持 て る面が あ り、 他 方 で、 経 営 者 で あ り、 管

理 者 で あ り、 医療 技 術 者 で あ り、 宗 教 家で あ り、 教 育者 で も同 時に あ らね

ば な らな い とい った 、 過 大 な期 待 と、 その 裏返 しであ る 医 師 に 対す る過 度

の 不信 が 同時 に存 在 して しま う。

　 相 互 依存 関係 を考 え た制 度 に な って い左 い 為に 、 冷 静 に 見 れ ば、 よ く整

備 され た 制 度 にな って い るに もか か わ らず 、 制 度 外 の 医療 活動 が 、 引 きも

切 らない。 例 え ば、 家庭 医療 薬 、 民間 治 療法 を伝 え る雑 誌 の 氾濫 な ど であ

る。

　 確 か に、 医療 の具 体 的 な場 で は、 相 互依 存 関係 を成 り立 た せ るの が 困難

な場 合 が 多 い。

　 しか し、 一方 で、 生 活 習 慣 よ り生 じる病 気 や、 今 後 、 高 齢 化 の 進 行 に伴

な って 増 加す る慢 性 病 な どは、 完 治 を 目的 とす る 医療 では な く、 患 者が 、

病 い と日常生活のなかで いか に付 き合 って い くか 、 医 師 は患 者 に対 し病 との

付 き合 い方 を示 し、 患 者 ひ と りひ と りに合 った、 方法 ・技 術 をそ の都 度考

え て い くとい った 、相 互 依 存 関 係 の 中 で医療 、 保 険制度 を考え ざるを得 ない。

d.医 療 の対 象範 囲

　 　現 在 の保 険 制 度 上 の医療 の 対 象範 囲をみ る と、 基 本 的 に は 、 以 下 の要 件

　が 同時 に満 足 しな い と、 医療 行 為 とは認 め られ な い。

　 d-1　 医 師が 、 治 療 ・看 護 を 必要 と認 め る。

　 d-2　 医 師が 治 療 ・看 護 を実 行 す る。

　 d-3　 医 師の い る 病 院 内、 診療 所 も し くは、 医 師が 患 者 の も とで、 治 療

　 　看 護 を行 な う。

　 　一方 、 我 々が、 一般 に 医療 を考 え る と き、 病気 の状 態 を異 常 な ケ ース と

見 ず に、 日常 生活 に お け る サ イ ク ル の下 降 局 面、 ない しは リズ ム の乱 れ と

　 して把 え る と、 現 在 の保 険制 度 が 前提 と して いる条 件 は、 か な り狭 い範 囲

　を想 定 して いる と考 え られ る。

　 　例 え ば 、医 師が 必ず 治療 を しな ければ な らない ケ一 入 は、 日常 生活 の 中
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で、 養 生 し て いる だけ で は、 治 らな いか 、 急 速 に 死 に到 る可能 性 の高 い病

気 で ある 。

　 従 って 、 現 在 の保 険 制 度 の 問題 は、 世 の 中 の ニ ー ズ と しての 医 療 と、 本

来 想 定 され て いる制 度 の 前 提 と して の 医療 が くい違 って い る に もか か わ ら

ず 、 運 用 面 で、 制度 を ニ ーズ に合 わ せ て 来 た 為 では な いだ ろ うか 。

　 今 後 は、 医 師が、 治 療 ・看護 を必 要 と認 める とい う要 件 を前 提 とす れ ば、

看護 を実 行 す る人、 場 所 は、 切 り離 す こ とが 出来 る の では ない だ ろ うか 。

それ に よっ て、 多 様 な 医療 の あ り方 、 保 険 制 度 の あ り方 が、 模 索可 能 とな

る と思 わ れ る。

　 今 後 、 高 齢 化 が 進 む下 で、私 達 が よ り よい 医療 を 求 め るに 当 っ て、 医 療 分

野 のほ とん ど を被 い、 か つ、国 民所 得 の一 割 を 占め る資 源 を注 い でい る 健 康

保 険制 度 を抜 きに して は考 え られ な い。

　今 後 の保 険 制 度 は、 益 々、 人 々の 立場 の違 い に よる、相 互 依存 関係 を組 み

入 れ、 日常 生活 の 中の ど こまで を、 保 険 の対 象 とす るか を明確 に して い か ね

ば な らな くなる。

　 又 、 医 療 ・保 険 制度 を小学 生 の ころ か ら具 体 的 に(例 えば 、 医 者 との 応 対

の 仕 方、 費用 が い くらか か る か、 日常 生 活 の 中 で の健 康 一 病 気 一 治 療 ・

看 護 一 リハ ビ リテー シ ョン ー 健 康 のサ イク ル と保 険 制 度 の関 係 な ど)、

教 育 す べ きで ある 。 もはや、 保 険制 度 は、 異 常 なケ ー ス にお け る制 度 で は な

く、 入 生 全 般 に関 わ る 制度 とな って い る。

(2)医 療 現場 の 声 一 現 役 看護 婦5人 に イ ン タ ビュー の記録 一

　 　 Nさ ん(実 務 経 験6年 。 福 岡市 出 身)

　 　 Sさ ん(実 務 経 験13年 。岡 山市 出 身。 集 中治 療 部 勤務)

　 　 Uさ ん(実 務 経 験7年 。 松 山 市 出身。 日赤 勤務)

　 　 Gさ ん(実 務 経 験8年 。 相 模 原 市 出 身。 大 学 病 院 内、 内科 勤 務)

　 　 0さ ん(実 務 経 験17年 。東京都 出身。 日赤 勤 務)
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　 以上 の5入 の看護婦 は現 在 日本 看護 協 会 の看 護研 修 学 校 に お い て 、 よ

り高度 の看護学 を修めるた め一ケ年研修 中で ある。研修後は現場に復帰す る

予定 の入 が多い。

　 SAS-「 まず、皆され が看護婦を職業 と した理 由、仕事上 の悩み、矛

　　　　　　 盾な どお きかせ下 さい。」

　 Sさ ん 一 母 の死に直面(高3の 時)→ 漠然 と選んだ。

　　　　　　 。仕事 を嫌 にな った ことはないが、大学病院の システ ムに矛盾

　　　　　　　を感 じる。

　　　　　　 ・患者 と接す るこ とで教え られる ことが多い。

　　　　　　 。現実の仕 事の厳 しさはあるが、研 修終了後 は、看護婦か看護

　　　　　　　学 院の教員に なる。

　Nさ ん 一 。一生 の仕事 として選んだ。職業 として嫌に なった ことはない。

　　　　　　 。大学病院 での2年 間は夢 中にす ぎて しまった。

　　　　　　 。看護 は手間 ヒマかかる が、実際には充分 な時間が ない。

　　　　　　 ・患者の気持が理解 で きない ことがあって、看護の本質が 分 ら

　　　　　　　な くなった こ ともあ った。

　　　　　　 。研修終了後、看護 婦と して働 きた い。

　Uさ ん 一 。人 と話 をするのが好 き。

　　　　　　 ・祖母 の死 を高1の 時体験。

　　　　　　 。看護学院時代一時嫌に なったこ とがある。

　　　　　　 。卒業後手 術室に勤務。間接介助、直接介助な ど経験。

　　　　　　 。一人前になるには3年 か かる。

　　　　　　 。父親の死(胃 癌)を 契機 として看護婦の道へ。

　　　　　　 ・研修終了後 は看護婦へ復 帰。

　Gさ ん 一 ・女性の職 として選んだ。

　　　　　　。大学病院外科系病棟 勤務 の後内科系病棟に移 る。2～.3年 の

　 　 　 　　 　 　 ロー テー シ ョン。

　 　 　 　　 　 ・技術 を修 得 す る の に3年 はか か る。
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　　　　　 ・看護 とい うものに疑問 を抱 く。

　　　　　 ・研修終了後は元の病院へ戻 り看護婦 を続ける。

0さ ん 一 。父の助言(幼 時 か ら看護婦む きの性格 だった)

　　　　　 。女が 自立す るには学校の先 生か看護婦 と思 っていたので看護

　　　　　　婦 の道へ。

　　　　　 ・日赤 の看護婦に な りたか った。

　　　　　 。研修終了後 は現役復帰。生涯一看護婦 をめ ざす。

Sさ ん 一 。最新の医療器機 を次々に導入するこ とに疑問 を感 じる。 ある

　　　　　　程度 はやむ を得 ない とは思 うが、患者に とっては機械 より入

　　　　　　間の手 と心が大切 である。

　　　　　 。量 →質 の転化が 実際には難 しい。

Uさ ん 一 。値入病院(30床)整 形外科勤務。 必要 な機械には金 を出す。

　　　　　　安全 を第 一に。

　　　　　 。手術、検査の機械 が主 となる。

　　　　　 。患者のためには大病院 との連係 システムが 必要。

Oさ ん 一 ・ICU　 (集 中治療部)で は、重症 患者 との対話 を もっと多 く

　　　　　　持 ちたか ったが 、患者数 と看護婦の人数 との関係 で時間が少

　　　　　　ない。

Nさ ん 一 。看護婦が サゼ ッシ ョンす る範 囲は非常に限 られ ている。治 療

　　　　　　行為はで きな い。(医 師法の規定。)

　　　　　 。健康相談→ 保健婦

　　　　　 。日米 の比較

　　　　　　米……ある程度許 されている。処方程度。

　　　　　　 日……治 療、診断 行為は不 可。

　　　　　 。休職制度について。

　　　　　　研修学 校(一 年)卒 業後復帰。

　　　　　　　国　 　立 → 不可(再 就職)

　　　　　　　 自 治 体 → ケー スバイケース
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　 　 　 　　 　 　値 入経 営 → ケ ース バ イケ ース

Uさ ん 一 。医 師に も看 護の 心 を学ん で欲 しい。 ケ ァの 精 神。

Gさ ん 一 ・現 場 に 戻 っ て後 輩 の指 導 を した い。

　 　 　 　　 。肩書 き も必 要 で ある 。

　 　 　 　　 。患 者 との 対話 → 看 護 の本 質

　 　 　 　　 。自分に しか で きな い こ とを した い。

　 　 　 　　 。患者 の喜 こび → 自分 の喜 こび。

SAS-・ 大学 病 院 は デ ー タを取 る こ とに 主眼 をお い て いる の で は?

Gさ ん 一 。そ うい う面は 確 か に あ る。

SAS-・ では 、 こ れ らの 看護(ケ ア)は ど うあ るべ きか お きかせ 下 さ

　 　 　 　　 　い。

Sさ ん 一 。これか らはME(MEDICAL　 ELECTORONICS .)と 看 護 と

　 　 　 　　 　のか ね あい が 問題 とな る。

　 　 　 　　 。最少 限 の機械 は 必要 だが、 入 間 の 手 で直 接 ふ れ る こ とが 患 者

　 　 　 　　 　のた め に は 必要 。

　 　 　 　　 。省力 化 の た め のME、 治療 す る立 場 では 便 利 、合 理 的 で あ る。

　 　 　 　　 。一方 で は、 デ ー タを とる ため に新 機 種 の開 発が 活発 で あ る。

　 　 　 　　 。将来 ロボ ソ ト(MEの_部 と して)の 登 場 もある だ ろ う!注1)

　　　　　 。しか し、 看護 婦は患者の眼 を見て全身を見て心理 をさ ぐる。

　　　　　　患者の心理 をMEが 探 ることがで きるだ ろ うか。

SAS-。 看護婦 の仕事の一部を機械が代行す ると、 本来 の看護の仕事

　　　　　　が もつ と明確 になる と思 うが。

Sさ ん 一 。看護技術 の うち保険点数 に換算で きない部分がある。いわゆる

　　　　　 量 と質 のバランスが問題 となる。量 を確保 しようと思え ば手

　　　　　 抜 きもあ りうる。 手抜 きし量 をかせ ぎ結果 として金銭に換算

　　　　　 す ることが可能 となる。

SAS-。 看護婦 の精神活動 を評価 した い。

Sさ ん 一 ・看護婦の仕事(行 為)を 点数評価する際明確 にで きる部分 と
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　　　　　　で きない部分が ある。

SAS-。 精神科 医 → 点数 評価可能。

　　　　　 。看　　護 → 患者 と対応 した内容に よって点数評価は可能。

Nさ ん 一 ・ドク ターの治療行為は有限。

　　　　　 。ナースの看護行為は無限。

Sさ ん_。 死に際 しての態度(注2)

　　　　　　医　 師 → 治療行為 の範囲で最善を尽す。

　　　　　　看護婦 → 家族、 肉親 の心 を思 って最善 を尽す倫理観。

　　　　　 。教 育者 と看護婦の類似 点 もい くつか考え られる。

Gさ ん 一 。看護の心 →r気 持 を大切 に 』だけ でいいのか。

　　　　　 。洗髪、入浴介助その他の コス トを点数評価可能か?

Oさ ん 一 。看護婦の職業は 自立 で きに くい。(医 師は独立 で きる)

SAS-・ 教育 → 純技術的部分 と人間の精神的な部分 とがある。

　　　　　 。医療 → 技術 的部 分(医 師)

　　　　　　　　　　精 神的部分(看 護婦)

SAS-。 医師の領分 を侵さ ない範 囲で看護婦の職業 を確立す る。 人間

　　　　　　 的 なアプローチ を もっ とア ピールする必要がある。 患者に対

　　　　　　 して信頼性が 不足 しているのでは ないか。

Oさ ん 一'。 看護 婦の世界は 閉鎖的社会 である。今後専 門職 としての地位

　　　　　　 を確立 しなけれ ばな らない。

Uさ ん 一 。人間性を重 視す るのが看護婦 の役割 り。看護婦個人の能力評

　　　　　　 価が全体の レベル ア ップと専門職業 としての評価につ ながれ

　　　　　　 ば よいのだが。

　　　　　 ・機械 と看護婦 との比重。機械に頼 る分だけ看護の心 を大切 に

　　　　　　 したい。

SAS-。 看護婦 自身が 自分の将来 への展望 をア ピールす る必要が ある。

　　　　　 ・看護婦 としての職業 を ビジネス として他か ら侵蝕 されて しま

　　　　　　 う恐れ はないだ ろ うか。
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　　　　　 。予防医学 の啓蒙運動 をはばむ もの → 地域住民の理解が大切。

Nさ ん 一 。保健婦が地域住民の保健 のために活動 しているが、人員が制

　　　　　　限 され ているので充分 とはいえない。訪問看護制度 を検討す

　　　　　　べ き。

Sさ ん 一 。若年労働者 層が不足 しているので老入を誰が看るか が問題 に

　　　　　　なる∫注3)

　　　　　 。便利 な機器 の開発(省 力化)と 、予防医学の啓蒙、 地域 医療

　　　　　　の改善 提案 などにより、高齢化社会 を活性化 させる。

Oさ ん 一 。老入の生 きが いは生 き方 の問題で もある。高齢化社 会では老

　　　　　　入は元気 に働いて、 より高齢者の面倒 を見る とい うことにな

　　　　　　るだろ う。

　　　　　　高齢者事業団(ボ ランテ ィア活動)

　　　　　 。一方、老人 に対す る過 剰医療 も考 え直すべ きだ。

Nさ ん 一 。老入のイ メージがか わるだ ろ う。

SAS_.機 醐 利用は省 力化につ ながる.余 っ塒 間 をど う働 力騨

　　　　　　又、デー タを とるため患者に苦痛 を与え余計 な検査 をして い

　　　　　　る ということもある。患者(入 間)の 根元にかかわる問題 と

　　　　　　思 うが?

Sさ ん 一 ・患者の 自立 を支えるのが看護婦の役割。そのために機械 の介

　　　　　　在 はやむを得 ないが精神的 なかかわ りを重視 したい。 しか し

　　　　　　医療評価 としては カ ットされる。 デー タは次の患者 のた めに

　　　　　　活用され る。

Oさ ん 一 。医療評価 の うち看護 婦は全体 として評価される。 医 師は 医療

　　　　　　行為 を部分的評価 され細分化 され る。看護婦 として、 指導料

　　　　　　は 医師の代行 と して評価 され るべ きだろ う。

Sさ ん 一 。精神的に患者 の家族に替る ことはで きない。

　　　　　 。男性 は ロボ ッ ト酒場 で疲れ を癒す ことがで きるだろ うか。

Oさ ん 一 。結局入間にた よる ことになる。

一109一



SAS-。 医 療行 為 の 評 価 は、 看 護 婦の 個 人 的 資質 に よる が そ の点 を明

　 　　 　　 　確 にす べ きで ある 。

　 　　 　　 　評 価す る方 法 は 難 しい が 全体 の レベ ル ア ップに つ なが る。

Nさ ん 一 ・レベル ア ップす る には 教 育 を充 実 していか なけ れ ば な らな い。

　 　　 　　 　後 輩 た ちに ど う伝 える か そ の 方法 論 を確 立 し よ う と して い る。

SAS-。 看 護 婦 が 医 師 に サ ゼ ッ シ ョンす る ことは あ る か。

Oさ ん 一 。あ る。 患者 の 意 志 を大 切 に した いた め 医療 行 為 を め ぐって 医

　　　　　　師 と対立する ことが ある。・最終的な判断は医師が 決めるのだ

　 　　 　　 　 が 。

SAS-・ い ろい ろ貴 重 な意 見 をあ りが と うご ざい ま した 。

a.こ の項 の ま とめ

　 a-1　 6年 ～10年 の キ ャ リア の看 護 婦 だけ に、 医 療 の現 場 に おけ る矛

　 　盾 を 身 を もって体 験 して いる。 医療 評 価 と して の看 護 婦 の 仕事 を 正当化

　 　させ た い と願 って い る。

　 a-2　 大 学 病 院 に おけ る機 械(M.E)導 入 の ス ピー ドに看 護 婦 と して

　 　矛 盾 を感 じる こ とが あ る。 大 学 病 院 の経 営 方針 に疑 問 を持 つ 。 先 端技 術

　 　の 導 入 は経 営 効 果 を生 み 出す が 、 デー タ を収 集 す る 目的 もあ る。 貴 重 な

　 　デ ー タは医 学 の進 歩 に寄.与 す る。

　 aご3　 医 師 は治療 を専 門 とす る が、 患 者 の 心 に対 して も配慮 を払 って も

　 　 らいた い。 治療(キ ュア)と 看護(ケ ア)に つ いて は 次 の項 で述 べる。

　 a-4　 看 護 婦 の職 業 を確 立す るた め努 力 して いる。 そ のた め に 後 輩の 指

　 　導 に 力 を入 れた い と願 って い る 。 医 療全 体 の レベル ア ップは 長 い 地道 左

　 　努 力 の積 み 重 ね 以外 に な い。

　 a-5　 機 械(MEDICAL　 ELECTORONICS)や 介 助 ロ ボ ッ トの 開

　 　発 が進 ん で も看護 の 原 点 は 人間 性 に あ る。 愚老 側に 立 った看 護 の 在 り方

　 　 が大 原 則 で ある。
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(注1)一 医 療用 ロボ ッ トと して は世 界最 初 の神経 手 術 装置 が開 発 さ れた。 米 カ リフォル

　 　　 　 　 ニ ア州 ロン グ ビーチ の メモ リアル ・メデ ィカル セ ンタ ーで コ ン ピ ュー タ制御 の

　 　　 　 　 走 固性 ロボ ソ トア ー ムが、手 術 用探 針 を脳 シ ュ ヨウの箇所 を的 確 に探 り当 て処

　 　　 　 　 置 す る。(読 売新 聞'85.2.　 11日 付)

(注2)一 サ ナ トロジ ー(死 学)に つ いて

　 　　 　 　 家 族 制 度 の崩壊 に よ って核 家 族化 が進 み、 身近 に死 を体験 す るこ とが 少 な くな

　 　　 　 　 "った。 住宅 事 情 と病 院 施設 の拡 充 に よっ て家 庭 内で 死 を迎 え る こ とがな くな っ

　 　　 　 　 た。 いわ ゆ る病 院死 によ っ て死 をク ール に受 け とめ家 族 の絆 を弱 め るこ とに な

　 　　 　 　 りは しない か。 又 、 家系 とい う概念 を知 る機 会 を失 っ て はい ない か。21世 紀

　 　　 　 　 を 間近 に して若 年 層 の 減少 が確 実 とな っ た今 、 も う一 度 家 族の あ り方 を考 え 直

　 　　 　 　 してみ る必 要 が あ る。 家族 の見 守 る 中で幸 福 な 死を迎 え る こ との意 義 に つ い て

　 　　 　 　 i議論 してみ て もよい と思 うのだ が。

(注3)一 医 療従事 者 の労 働 力不足 を補 う。

　 　　 　 　 そ の① 高 齢 化社会 に あ って は、 少 しで も元 気 で働 け る うち は高齢 者 の うち で

　 　　 　 　 　 　 　 も比 較的 若 い人 が よ り高 齢者 の面 倒 を見 る。

　 　　 　 　 そ の② 他 国の労 働 力 を導入 す る。

　 　　 　 　 　 　 　 　 例 え ば東 南 ア ジ ア諸 国の 人的 資 源 を輸入す る。最 近 の例 では 、 過疎 農

　 　　 　 　 　 　 　 村 の嫁 に東 南 ア ジ ア の女 性 を迎 え てい る。

　 　　 　 　 　 　 　 。労 働 力 を輸入 してい る各 国 の例

　 　　 　 　 　 　 　 　 イ ギ リス ー パ キス タ ン、 イン ド、西 イン ド諸 国 か ら

　 　　 　 　 　 　 　 　 'アメ リ カ ー メ キ シコ、西 イ ン ド諸 国 か ら

　 　　 　 　 　 　 　 　 フ ラン ス ー アル ジ ェ リア、 ボル ト.ガルか ら

　 　　 　 　 　 　 　 　 ド イ　ツ ー トル コ、ユ ー ゴス ラビア か ら

　　　　　　　　　 ス イ ス ー イタリア・スペイン勉

　 　　 　 　 そ の③ 　 ロ ボ ッ トを開 発す る。

　 　　 　 　 　 　 　 。看護補 助 ロボ ッ ト

　 　　 　 　 　 　 　 。単 純作 業 専 用 ロボ ッ ト

　 　　 　 　 　 　 　 Oマ ル チ ロボ ッ ト

(注4)-MEを 導入 す る こ とに よっ て本 当に時 間 的余 裕 が生 れ るの か?　 ま す ます 高 度

　 　　 　 　 .に な るMEの 操作 を やっ と覚 えた 頃 に次 の機 械 を導 入す る とい う くり返 しで は

　 　　 　 　 習熟 す るまで に多 くの 時間 を費す こ とにな る。 かえ?て 仕 事 が増 え る こ とに な
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りは しな いか?　 取扱 いは 慎重 の上 に も慎重 を期 さな けれ ば な らな い。 誤操作

は絶 対 に許 され ないの で ある。

(3)治 療(キ ュア)と 看護(ケ ア)

　　医師に対す る不満がず いぶん ある。 多額納税者 の中に必ず医師の名が あ り、

　脱税者 リス トの中に も医師の名が ある。

　　一体 医療 とは何 か。病人 とい う弱者 に とりっいたただの金儲け の手段にす

　 ぎないのか。

　　もちろんそ うい う批判 は一部の医師に向け られるべ きで大多数の 良心的な

　医師は 日夜 医療の現場で研鐙 を積んでいる ものと確信する。

　　治療技術は 日進 月歩のい きおい で進歩 している。 エ レク トロニクスを応 用

　 した最新の医療器機 を駆使 して、人類 の敵 であるあ らゆる病気 を治 癒せ しめ

　る 努力がつづけ られている。

　　 しか し、治療技術に 目をうばわれて、 とか く患者 の望 むケアの本質 を忘れ

　が ちに して はいないだろ うか。 もっと地域に密着 した医師 と患者 とのコ ミュ

　ニケーシ ョンを考 えていか なければな らないだろ う。

　　地域医療において はプライマ リーケアの思想が大切である。 プライマ リー

　ケア とは、 『値入や家族 に最初 に接する保健 医療 システ ムであるが、 ここで

　は医師は初診患者 の問題 を的確に把握 して適 切な指示や緊急に必要な処置 の

　実施や、他の適切な医 師への委任 を行ない、 また値入や 家族 の継 続的健康 の

　保持 や慢性疾患の継続的 な治療や リハ ビ リテーシ ・ンについて、 いわゆる主

　治医 としての役割 を果す ことをい う,」一 厚生省 ・医師研修審議会に よる定

　義 一 となっている。

　　治療 とい うのは病気 を治す ことである。病 気の人 を もとの状態に戻せば一

　応 の 目的 は達せ られ る。X線 やCT、 あるいは各種 の検査の数字に表われた

　結果を見れ ば客観的な結論 は下せ る。 ところがX線 で入の心 を読み とるこ と

　はで きない。表面的には治 った と思えた病人の中に もま'だ完全 に社会復帰で

　 きない心 の病 を抱えている者が いるか もしれ ない。
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　 看 護 は た だ事 務 的 に処理 で きる 問題 で は ない だ けに人 そ れ ぞ れ の 状 態 に合

わ せ なけれ ば な らない の で ある。

　 心 の 医療 に つ いて 最 適 な役 割 を果 す の は、 暖 か い家庭 と家族 の 思 い や りで

あ ろ う。 と ころが 、 よ く問題 にな って い る よ うに 家庭の 崩 壊 とか 、 核 家族 化

に よる親 子 の 断 絶 とか、 とか く精 神的 な絆 が希 薄 に な りつ つ あ る。 こ うい う

風 潮 の 中 で、 職 業 と しての 医 師や看 護 婦 や、 そ の他 の 医療 従事 者 に 暖か い家

庭 的 な 思 いや りを求 め るの は少 し酷 な期 待 か も しれ ない 。

　 経 済 的 な理 由か ら、 又 は 女性 の地 位 の 確 立 を め ざ して、 女 性 が 職 業 を持 ち

外 で働 く率 が 多 くなっ て きた。 今 や 全 雇 用者 の約3分 の1が 女 性 で 占め られ

て い る の で ある。

　 病 院 の 施設 に も限 りが ある の で、 す べ ての病 人 を収容 す る訳 に は いか な い。

ど う して も在 宅 療養 に頼 らざる を得 ない 。特 に老 入を誰 が 看る か とい うのが

最 も切 実 な 問題 で あろ う。

　 家 庭 の 中 で主 婦 が老 入 や病 人 の 面倒 を看 る こと になるだ ろ うが 、 家 族 と い

う集 団,を も う一 度 根本か ら考 え直す べ きで あ ろ う。

　 特 に 今 後増 加 しつづ け る 高齢 者 世 帯 や 寝た き り老入 の世 話 を ど うす る のか 、

家 族 に 負担 が 重 くの しか か って くる。 地 域 ぐるみ の看護 シス テ ム につ い て 知

恵 を出 しあわ な けれ ば な らないだ ろ う。

　 一 つ の解 決 方法 と して ホ ー ムヘ ル パ ー 制度 の 確 立が ある 。 在 宅 ケ アの 手 助

け をす る。 昭和60年 度 約2万 入 とい う人員では まだまだ不足 して いる 。65

歳 以.上の老 入 は現 在1,100万 入 ほ どに な り、200入 に1人 の ホー ム ヘル

パ ー が必 要 と いわ れ て い る の で、 約5万5千 入 確 保 しなけ れ ば な らない 。

　 老 入保 健 法 の 成 立 に よ って医療 ソー シ ャル ワー ヵ も 「退 院 時 指 導 料 」 を請

求 で きる よ うに な った。 東京 都 内 で 約500人 。 うち7割 が 女 性 。 も う少 し

社 会 的 な地 位 が 確立 され て くる こ とを期 待 した い。

　 60年 度 厚 生 省 予 算案 の 中に、 中 間施 設 とい う名称が 登 場 した 。 これ は家

庭 と病 院 との 中 間に位 置 し、 た だ ちに病 院へ 直 行 とい うこ と では な く、 ご く

軽 い症 状 の場 合 に ヘ ルパ ーや 看 護婦 の介 護 を受 け なが らリハ ビ リす る とい う

一113一



もの で あ る。

(4)医 療 ビジネスの台頭

　 a.医 療 ビジネス登場の背景

　　　現在、健保改正、高齢化社会 の到来な どをきっかけ に医療問題が 脚光を

　　浴 びは じめた。病 院の倒産の増大や健康保険制度の見直 し問題が医療分野

　　の危機 感を増大させ ている。反 面、 アメ リカの事例 を参考 に しなが ら 「医

　　療 ビジネス」へ の参入が活発化 してい る。

　　　その背景は何か と言えば、第1は 政策側の変化 であ り、第2は 、 ニーズ

　　の多様化である。健康保険制度 が従来 の体制では充分機能 しえず、被保険

　　者の10%自 己負担 とい う政策の変化が医療 ビジネス台頭の大 きなインパ

　　 ク トである。 さ らに、 医療に対す るニーズが多様化 してきている ことであ

　　 る。高齢化社会の進展、個人 資産の増大等に よ り、会員制医療サー ビス、

　　在 宅医療、ナー シィングホー ムな どの新 しいサー ビスに対する期待が高 ま

　　 って きている。一方、医療経営者側は、多様化 しているニーズに応 えるこ

　　 とがむ つか しく、経営 の合理化 ・効率化が緊急課題 となって きている。

　　　健 康保険法の改正が従来の聖職 ・聖域に甘ん じていた病院経営 ・医療の

　　 分野に、　「効率追 求」、　 「サ ー ビス重視」 の変革 を要請 しは じめた。病院

　　 経営の悪 化は、病 院 ・開業 医の倒 産の数 と負債額が年 々増大 していること

　　 か らも良 く判 明出来 る。

　　　 ニーズの多様化 とサー ビスの高度化に応 えるには、民間の企業が提供す

　　 る質 の高い経営効率 とサ ービス機能が大 きな役割 を果す可能性が高い。

　　　 わが国では、 医療行為その ものや、病院経営 を営利行為 とみる考え方は

　　 法律 的に も社会慣行 と しても受 け入れ られに くい土壌がある。 しか し、医

　　 療にまつわる経営 ノウハ ウの提供 や医療情報管理、救急医療サー ビスとい

　　 った周辺分野 で医療 ビジネスが まず展開され よう。 さ らに、 ア メリカにお

　　 け る医療 ビジネスの事例 を積極 的に 日本 に導入する気運が 盛 り上 ってお り、

　　 米国型効率的医療 システ ムの検討が増大され る可能 性が高 い。
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　 医 療 ビ ジネス の具体 的 な事 例 や 方 向性 を見 る前 に、 医療 ビ ジネス の 問題

点 を整理 す る と、

a-1　 医 療 ・経 営 ・資本 ・情 報 の機 能が 分 化 し、新 しい機 能 集積 を行 う

　 必要 が あ る。 効率 的 、 健 全 な る病 院経 営 を遂 行 す る に は、"も ち屋 は も

　 ち屋"の 方 針 で 医 療機 能 とマ ネ ジ メン トを分 離 し、 専 門 性 を もった 異 質

　 の機 能 を有 機 的 に結 合 す る 必要 が あろ う。

a-2　 日本 の 医療 は 経 営 の合 理 化 ・効 率 化 と ともに サー ビス の向上 を 図

　 り、 ニー ズ の 多様 化 に 応 え る必 要 が ある。

a-3　 医療 法 、 健 康保 険 制度 、税 制 な どが 医 療 ビジネ ス の進 展 を阻 む 可

　能 性 が 高い 。 医 療 行為 と営 利 の概 念 を前 向 きに検討 す る必 要 が ある。

a-4　 現 行 の 制度 化 の下 で、 民間 活 用 を導 入 して きた ア メ リカ型 医療 ビ

　 ジ ネス を参 考 に しなが ら、 低 コス トで高 品質 の 日本 型 医 療 ビ ジネス を 築

　 きあ げ る必 要が ある。

b.医 療 ビ ジネス へ の ニ ー ズ

　 　医療 ビジ ネス に 対す る ニ ー ズ を把 握 す るた め に、 日本 消費 経 済研 究所 が ま

　とめた 「健 康 ・医療 に関 す る 消 費者 調査 」 を見 て み たい 。

　 調査の結果は表23.2の 通 り、病院 ・医師 ・医 療 制 度 に対 す る 消 費者 の不 満 は

高 い。 不満 を持 って いる 人 は、70%を 超 え、30歳 代 では77%に な って

い る 。

　 不 満 の最 大 は 、 病 院 の 運営 面 で ある。 患 者 と して事 務 的 に処 理 され て いる

　こ とに 不満 が 多 い。 不満 が 高 い こ とか ら新 しい医 療 ビジ ネス、 特 に 医療 サ ー

　ビス の 期待 が 強 い。 最 も利 用意 向 が高 い の が 「会 員 制の 医 院 で、 定期 検 診 ・

電 話 に よるサ ー ビス な どで 健 康管 理 サ ー ビス」 で あ り、 次 い で老 人 専 門病 院、

民 間医 療 保 険 の充 実、 ナ ー シ ング ホ ー ム、家 族検 診器具 が あげ られ て い る。
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表2.3.2

医療制度に対する主な不満と
不満を持っている人の比率
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首 都 圏30㎞ 圏 に住む 男 女個 人、2,500人 を二段 無作 為抽 出

し、5月31日 か ら6月14日 まで、 留 置 法 で調 査 した 。 回収

数 は1,863(回 収 率74.5%)。

c.医 療 ビジ ネス の実 態

　 現 在 進 展 して いる 医 療 ビジネス は ど うな って い るか を以 下 見て み る。 医

療 ビ ジネス を分 類 して、(i)医 療 の 新 しい シス テ ム、(ii)会員 制 の 医療 ・健康

管 理 シス テ ム、(iii)老人向 医 療 シス テ ム、　Gv)医療 情 報 サ ー ビス ・検 査業 務 等

の 周辺 サ ー ビス業務 、(V)病 院経 営 、 の5つ か ら分 析 して み る 。

(D　 医療 の新 しい シス テ ム

　　 　病 院 ・開業 医等 の 生 き残 り作 戦 と して、 種 々 の医 療 シス テ ムが 構築 さ

　　れ て いる。

　　　兵庫県の姫路市医師会の例。地域 ぐるみの独 自オープン医療システ ム

　　をつ くりあげた。 この システムは昭和59年6月 に 出来 あが り、公的病

　　院 と タイア ップ し、開業医の患者が公的専 門病院で治療が受け られ、 医

　　療技術の高度化 ・病気 の多様化に対応す るた め、 開業医 と専 門病院が連

　　捺 して機能 を分担 してい くものである。一貫性のある治療をモ ッ トーに

　　 して順調にすべ り出 している。

　　 　 具 体 的 な シス テ ムは、 参 加希 望 の 開業 医力・「ホー ム ド〃 一」(注1)と
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して 医 師会 に 登録 し、 そ の患者 が 高 度 医療 を必要 とす る 時、 医 師会 提 携

先 の 「オ ー ブ ン病 院」 と言 う専 門病 院 に 紹介 し、 オ ー プ ン病 院の 医 師 が

診断 ・治 療 に 責任 を も って あ た る体 制 で ある 。一 方、 ホー ム ドク ター は

オ ー プ ン病 院に 出掛 け、 自由に 紹介 した患 者 の カル テ を見 る こ とが 出来 、

退 院 後 は患 者 の 診 断 ・治 療 を お こな う。

　 現 在 の ホ ー ム ドク ター は、 会 員347入 の うち280入 、 オ ー プ ン病

院 は 国立 姫 路 病 院、 姫路 赤 十字 病 院 、兵 庫 県 姫路 循 環器 病 セ ン ターの3

つ で ある。 専 門病 院 に とって は 開業 医 と タイ ア ップす る こ とに よ り患者

の 実態 が 良 くわか り、 好 評 な シス テ ムで ある 。

　 今 后は 、 国や 自治体 、 専 門病 院 の事 務 員 や 看護 婦 の理 解 と協 力、 医 療

報 酬 の問 題 、 レベ ル の高 い会 員 の募 集等 種 々 の課 題 を解 決 す る余 地 が 残

って い る。

　 徳 洲 会 の例 。理 事 長 徳 田虎雄 氏が 昭和48年 大阪 府 に徳 田病 院 を皮 切

りに、 全 国11ケ 所 の病 院 を 展 開 し、年 中無 休、24時 間オ ー ブ ンを ス

ロー ガ ン と し、 医療 過 疎 地 域 に 貢献 してい る。 昭和59年 度 の決 算 は、

医業 収 入195億3千 万円 、税 引 き后 利益6億3千 万 円 と黒 字 で あ る。

病 院の立 地 選 定、 効 率 設計、 仕 入 れ コス トの低減 策 等 が効 率 経 営 の基 本

とな って いる 。

　 羽生 病 院 の例 。徳 洲 会 の生協 方式 。 羽生 市 は総合 病 院 と して徳 洲会 誘

致 を計画 、 市 民45,000人 の ・署名 を もとに 羽生 病院 が 出来 た 。 運 営 は、

住 民が 出資 した 医療 生 協法 人 が あ り、 市 は土 地 を無 償 貸 与、 徳 洲会 は 医

師 と運営 ノ ウハ ウを提供 した。

　 ソル ミク リニ ック セ ン タ・一の例。 小野 丞二 氏 は、 昭 和53年 グル ー ブ

ク リニ ソク の理 論 を実 践す るた め 同 セ ン ター を設立 、 独立 採 算 の10科

の 開業 医 と薬局 が1っ の ビル に集 合 し、 総合 病 院 の外 来 機 能 を もた せ た 。

ア メ リカの グルー プ診 療 シス テ ム を 日本 に導 入 した と言 って いる 。 経 費

率 が20%以 内 にお さ え られ てお り、 開業 医 の まま よ り経 営 も安 定 して

きてい る 。
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　 　以 上 の例 で示 す 通 り、 患者 の ニー ズへ の対 応(24時 間体 制 等)、 患

　者 へ の一 貫 医 療 の考 え 方、 病 院 と開 業 医 の グル ー プ診 療 シス テ ムに よる

　生 き残 り作 戦 か ら見 て、 医 療 シス テ ムの 高度 化 が急 速 に 起 きて こ よ う。

(ii)会 員制 の 医療 ・健康 管 理 シス テ ム

　 　 ア メ リカ ・カ イザ ー 財閥 が 開 発 した 、 前払 いの 会 員制 医 療 組 織(HMO)

　が 急 成長 して いる た め、 保 険 の機 能 と医療 サ ー ビス を セ ッ トに した会 員

　制 の ビジネ スが 日本 に も誕 生 し ている 。

　 　 ライペ ック社(東 京)の 高 級検 診 セ ン ター。 医療 の うちの検 診 と療養

　 サ ー ビス を会 員 制 で事業 化 す る もの。 昭和61年 に 会 員3,000入 で ス

　 ター ト予定 、 検 診 セ ン ター と療 養 の ホ テル が 東 京の 一 等地 に 併 設 され る。

　 　 ザ ・ヘ ル ス フォ ー ラム(東 京)。64年 を 目途 に、 会 員 制 で世 界 的水

　準 の 医療 を狙 う 「マ イ ホス ピ タル」(仮 称)の 建設 を 目指 し、 会 員 もV

　 IPの 千 人 を予定 して いる。

　 　 トー タル メデ ィ カル シ ス テ ム ズ。2百 ～3百 床 の 会 員制 病 院 、 医 師は

　 30～40代 、 先 端技 術 の高 度 療養 シス テ ム で3千 入 の会 員 を対 象 に計

　 画 して い る。

　 　 マ シ ャ(医 療 サー ビス 企業)の 「東京 トー タル メデ ィ カル シス テ ム」

　 　 昭和60年 に オ ー プ ン、24時 間 健康 監 視 シス テ ム ・専 門病 院 紹介 サ

　 ー ビスの 会 員 制 の検 診 セ ン ター。 検 査 は年1回3泊4日 で行 わ れ 、 会 員

　 の検 査 デ ー タは セ ン ター の コ ン ピ ュー タで管 理 され、 緊急 時 に は電 話 や

　 フ ァク シ ミ リで提 供 され る。

　 　 以上 の通 り、会 員 制 の 医療 シス テ ムは種 々検 討 され てお り、 今 后 は 高

　 齢 化 ・高 度 情 報化 社 会 の進 展 等 及 び ア メ リカ の会員 制 方式 の導 入 か ら見

　 て、 大 企 業 の参 入 も見込 まれ 、 急 成長 が 予 想 され る。

⑩ 　老 人 向医 療 シス テ ム

　 　 シル バー ビ ジネス と呼 ば れ る 医療 ビジ ネスが 急 拡大 して いる 。

　 　 ヘ ル シ ー ラ イ フサ ー ビス(東 京)。 会 員 制 に よる 寝 た き り老 入 な どの

　 入 浴 、介 護 サ ー ビス。
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　 　聖 マ リア ・ナ ー シ ン グ ヴ ィ ラ(埼 玉)。 病 院 に隣 接 した ボ ケ老 入 を預

　か る有料 ナ ー シン グホ ー ム。

　 　 ヘル シー ラ イフサ ー ビス(東 京)。 ベ ンチ ャー企業 で地 域総 合 健康 サ

　 ー ビス に よ り、 寝 た き り老入 の入 浴 サ ー ビス等 を行 う。

　 　聖 隷福 祉事 業 団。　 「エ デ ンの 園」 とい う名 の 有料 老 入 ホー ムの チ ェー

　 ン化 を展 開 中。 浜 名 湖、 宝塚、 松 山に 次 ぎ、 油壷 に計 画 中。

　 　 日本 老 入 福 祉財 団 。　「ゆ うゆ うの里 」 と呼 ぶ 有料 老 入 ホー ム を、浜 松 、

　伊 豆 高原 、 神 戸 に て 展 開 中。

　 　協栄 年 金 ホ ー ム。 協 栄 江 戸川 台 年 金 ホ ー ム(330室)は 最 初 に入 居

　金 を支払 え ば、 あ とは 月 々の管 理 費 ・食 費 ・葬 式 ・納 骨ま で全 部 を ホ ー

　 ムが 面倒 を見 る シス テ ム で ある。

　 　中銀 ライ フ ケア。 分 譲老 入 マ ン シ ョンの分 譲 で1,200戸 の実 績 を持

　つ。 管 理 費 ・食 費等 自費 で、 単 純 なる マ ン シ ョンの売 却 だ け。

　 　住 友商 事 の 医療 施 設 つ き熟年 マ ン シ ョン。 日本版 サ ン シテ ィ構 想 へ の

　一 歩 。

　 　以 上 の例 は シル バ ー関連 ビ ジネス の一・例 で あるが 、 高 齢 化 社 会 の進 展

　 と金持 ちの増 大 に よ り、大 小の シ ルバ ー ビジ ネス は大 き く進 展 しよ う。

{V)医 療 情 報 サ ー ビス ・検 査 業務 等 の 周辺 サー ビス業 務 。

　 　医 療法 の 問題 か ら株 式会 社 に よる 病院 経営 は 困難 な た め、 医療 に役 立

　つ サ ー ビス分 野 へ の ビ ジ ネス参 入 が 目立 って いる。

　 　商社 は、 伊 藤 忠 商 事 、 丸 紅、 三井 物 産 が 積極 的で ある。 三井 物 産 は 、

　ホス ピ タル プ ラン ニ ン グ業務 をア メ リカの 医 療 コ ンサル タン ト会 社(M

　 PA)と 業 務 提 携 し、 聖路 加 国 際病 院 の 設計 を手 が け てい る。 第2は 病

　院 の検 査 代 行 業 務 。 第3は 給 食 サ ー ビス業 務。 米 国ARA社 とエ ー ムサ

　ー ビス社 を設 立 し、 大手 企 業 の 社員 食 堂経 営 に参 画 している。 第4は 小

　児歯科 の医 療 チ ェー ンの展 開。

　 　丸紅 は、 医 療機 関へ の総 合 的非 医療 サ ー ビス会 社 の 設立 を計 画 中 。 医

　師達が 経 営 主 体 で あ る地 区 医療 サ ー ビス ・セ ン ター会 社 に運 営 を まか せ
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る。

　 以 下、 医療 サー ビス業 務 を列記 す る。

　 日本IBM　 　 ・総 合 医療 情報 システ ム(PCS)。

　 NEC等 　 　 　 。総合 医療 情報 シス テ ム。

　 三 菱商 事 　 　 　 。ア ドバー ンス ト ・メデ ィカル ・サ ー ビス。 ニ ュー メ

　 　 　 　 　　 　 　 　 デ ィア を医療 分野 に実 用 化。

　 ゼ ネ コ ン 　 　 。建物 検 診 車。

　 オ リン ピ ック シ ョ ッピ ン グセ ン ター

　 　 　 　 　　 　 　 　。医療 コ ンサ ル タン ト。

　 朝 日メデ ィコ　 。コンピュー タを使 った健康 診断 ・食事栄養診断。

　 北京西 武　　　 ・現代東洋医学教室に より、病 院 ・薬局の組織化。

　 　イ ン ター ナ シ ョナ ルSOS社

　 　 　 　 　　 　 　 　 。緊急 時 の サー ビス業 。

　 空 飛 ぶ 病 院

　 　日本 救 急 医療 ヘ リコ プ ター 。

　 　 ドク ター カー 　　Oト ヨ タ。

　 　ス ズ ケ ン総 合研 究所 　 。医療 シ ンク タ ンク。

　 　合繊 会 社 　 　 　 。人工 臓 器。

　 　生 命 保 険会 社 　 。新商 品 づ く り。

(V)病 院経 営

　 　 日本 では、 医療法に より株式会社に よる病 院 経 営 は認 可 され て い な い。

　 しか し、 医 療 分野 の将来 性 、 ア メ リカか らの 医 療 産 業 の 市 場 開 放 要 求

　 に より、 病 院 経営 の 問題 も新 しい ビジ ネス の ター ゲ ッ トに な る可 能性 が

　 大 きい。

　 　 伊 藤 忠 商 事 は全 米 第 三 位 の病 院経 営 会 社 「ナ シ ョナ ル ・メデ ィ カル ・

　 エ ン ター プ ライズ社 」(NME)と 業 務 提携 を発 表 し、 ア メ リカの病 院 経

　 営 のチ ェー ン化 に 乗 り出 した。

　 　 日本 上陸 を ね らっ てい る の は、NMEば か りで な く、 最 大手 のHCA
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(ホ ス ピ タル コー ポ レー シ ョン ・オ ブ ・ア メ リカ)、 ヒ ュマナ 、AMI

(ア メ リカ ン ・メデ ィ カル ・イ ン ターナ シ ョナル)等 が 積 極 的で ある。

日本 の 厚 生 省 は外 資 参入 を阻止 して いる が、 日米国 の 医 療 市場 の 自 由化

が 政治 問 題 化 され る と、 日本 の病 院経 営 の 根本 問題 にせ まる 可 能性 は 大

きい。 外 圧 に よる新 し い病 院 経 営 の発 生 はい ま しば ら く時 間が か か る と

思わ れ る。

(注1)　 ホーム ドクター。地域に密着 して活動する開業医で、普段から治療のみならず

　 　 　 地域住民の健康管理に関して指導啓蒙を行 う。家族 ぐるみのつきあいという場合

　 　 　 も見られる。

⑤ 　医療 を中心 とした 周辺多様化論

　 a.医 療 関連の課題解決

　　　医療 を とりま く様 々の課題や問題は、現実の もの として考え る場合次の

　　二 つの側面 をもっている。 その一つは実社会の現実であ り、 もう一つ はそ

　　れ を国家 として監督す る厚生省 の立場である。 この両者 は本来 同一の方 向

　　 を目指すべ きものであるに もかかわ らず、現実には異 在 った側面 を形成 し

　　て いる。

　　　国民医療における関係は、厚生省 を始め とする監督機関、 医師会 お よび

　　歯科 医師会、健康保険関連機関、 お よび国民 との間で維持され ている。そ

　　の他 に民間 の医薬 品お よび医療機器 などのメー カーも無視する訳 にはいか

　　.ない。一個入 としての健康 を維持 で きな くなった時 だけ でな く、 日常か ら

　　一 国民 として健康 の維持に留意 しなければな らない。 しか しなが ら、事故

　　 をは じめ不注意か ら健康 を維 持で きな くなる偶然は現実に増 加 している。

　　　交通事故の よ うな突発的 な事故 や、 日常的 なス トレスに起因す る慢性病、

　　お よび医薬品に よる事故 な どは、WHOに おける健康 の定義 を後退 させ る

　　程に影響 を与え ている。 この ように 日常的環境 の中で も、健康 を維i持す る

　　 ことが難 しいまでになっている。 かたや医療 ビジネスの台頭 は、我 々に

　　 「教育 と同 じように、健康 をお金 で買 う時代」 を教えて くれ ている。
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　 ところで医療問題には、多 くの矛盾を持 っている。端的な例ではあるが、

医薬 品の場合 を考えてみる と、次の ような矛盾が生 じているので ある。

　医薬 品増大は、 国民一人ひ とりの健 康 と密接 な関連 を持 っている。個 々

人の健康 が維持され るな らば、医薬品の必要性は減 少する ことは 明白な事

実である。特殊な医薬品を省けば、不必要 な医薬品は90%程 度 もある と

も云われ る程である。個 々人の病気の原 因は 、食生活 をは じめ、職場や学

校お よび家庭環境でのス トレスが引 き金 となっている ものが多い と云われ

ている。厚 生省は健 康が国民的 課題 では ある と云いなが らも、現 実には個

々人の意識に任 されている と云える。厚生省が行 う トップダ ウン的 施策は、

その効果が国民一入ひ と りに影 響 を与え る前に薄れて しまっている。 その

ため トップダ ウン的施策は、 その末端での評価 を考 えなければな らない。

この ことは国民全体の 視野 か らも考え られ るこ とである。福祉 ・厚生面の

充実は、老後の不安 を解消す るとい う側面だけでな く、国民一人 あた りの

貯蓄の減少、国庫 の収益 となっている国民年 金等へ の無関心 といった もの

や、個 々人の健康管理の 不徹底 といった側面 を挙げる ことに よって、福祉

・厚生面での予算の適 切化が云われてい るの も現実で ある。 つまり、個 々

人が適切な社 会環境 の元 で、十分な健康管理の施 策が展開されるな らば、

医療や医薬 品に依存 した 日常生活か ら解放 される とともに不必要な経費は

他 の福利 ・厚生のた めに利用する といった こ とも十分 に考え られ るか らで

ある。厚生省が実施 している施策は、 これ らの方向性 を失な っている ばか

りか、 関係機関の現状 を踏 まえた分掌把i握に重点が置かれている と.云われ

て もしかたの ない ものである。

　 国 民 一人 ひ と りの健 康に関心 を持 っているのは、 医療 ・医薬 品関係者

だけ で は な い 。 生 命保 険会社は、国の福 祉 ・厚生面 での施策に、 多大 の

関 心 を持 ってい る。　 生命保険の加 入者 と福祉 ・厚生の充実 とは密接 な関

係 が ある 。 つ ま り、 福祉 ・厚生の充実は、生命保険 の加入者の減少に つ

なが る と同 時 に 、 そ の 逆 も云え るか らで ある。 この事実 をもっと局所 的

に 見 てみ る と、 次 の よ うな関係が 明白になって くる。生命保険 会社 にお
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いては、保険期間の最後まで生存する顧客において最大 の利益 を生む こ と

にな り、逆 に生命保 険加入後、短期間に事 故お よび病気 などで死亡する顧

客は最大の損失 となる。っ ま り生命保険会社 においては厚生省の施策 と動

向に十分に注意 しなければ な らない立場にある。生命保険会社が最近 にな

って医療機関 と同調 した 戦略 を展 開しよ うとした背景には、会社 として最

大 の利益 を生む健康 な入 を選択す る必要 が生 じたか らで ある。

　 医療 ビジネスの台頭は、生活面 ・経済面での充実を背景に、健康 を維 持

し長生 きをす る とい う方向に焦点 をしぼった ものである。 つま りミン トン

・フ リー ドマ ンらの云 うマ ネ タリズムの社会の到来で ある
。 「健康 を金で

買 う時代」 になって きたのである。 会員制の病 院 を始め とし、医療保 険 ・

健康産業 ・医療附加価値型 の リゾー トホテルや、健康維 持のための設備 をも

った施設な ど様 々の形態で表 面化 している。

　 国民の一入 と して体験 する事実 としては、 次の ように表現する ことが で

きる。

　 管理社会(例 えば会 社等の)で ス トレスに起因 した病気 にむしばまれ、

そ の病気 を医療機関で直 し、個人 負担 を余儀 な くさせ られ、 これ じゃい け

な いと健康維 持のための施設 を利用 し、 また管理社会に戻 ってい くとい っ

た悪循環 を繰 り返え している。 単にこれだけ でな く不慮の事故や病気 に も

注意 しなければ な らない。 このような事 にそ なえるには、国の施策に頼 る

訳にいかない。 自己お よび 自分の家族 を守るた めには、生命保険に加 入す

る ことも余儀 な くされ て しま う。 また老後の生活の不安 を解 消す るた め年

金 の加入 も必要 となって くる。　　　 　　　　 　　　　 　　　 　　　 、

　 ところで、国民健康保 険や社会保険制度には、次の ような意味が ある。

　 一国民(個 人)と して生活 してい く上 で、健康を害 し病気になるこ とは

常に考えておか なければ な らない。い ざ病気に なった場合、健康 な入の援

助 に よって病気 を直 し、お互いが助け合 うため の制度 と して存在 してい る。

　現実の問題 として、 この健康保 険制度には厚生省をは じめ、医 師会 ・医

薬 品関連企業、お よび会社 ・値入の利益分配 の方式 をめ ぐって揺れ動 い て

一123一



いる。受益者の一割負担の問題 も国民一人 当りの医療費の負担の増大か ら

検討 された もので、 その責任は個 々人の健康に対する意識の向上 として表

面上は片ずけ られ ている。た だこれ らの課題 を厚生省の施策の問題 とし簡

単に処理す る訳にはいか ない。

b.医 療 における周辺 多様化論

　　医療 における問題は、教育における問題 と良 く似ている と云われている。

医療お よび教育 は、直接身近 な国民的課題であ り、 日常生活の上で直接の

影響 を受け るか らである。

　 数学者 であり、教育 に多大 な関心 を持っている広中平祐氏は、 日本の教

　育のあ り方について、諸外国の生活体験 をもとに国際的視野に立 つ多 くの

意見 を述べ ている。文 部省 に対 して も少なか らず影響のある氏は、教育に

　お ける周辺 多様論 を具体的に展開 している。文 部省に対 して意見を云 うだ

　け でな く、 現実に 自分 の手で、それに替る施策 を教育の場に多様に展開 し、

　それ を良い ものに向上 させ、 いずれ は文部省も無視で きな くなる ような も

　のへ展開 しようとする試みである。

　　医療における周辺 多様化論 とい うのは、 この広中平祐氏の考え方を、 医

　療行政の中心 である厚生省に対 して展開 し ようとする もので、既 にい くつ

　か の試みが行われ ている。

　　医療行政 の中で国民健康保険お よび社会保険 制度 は重要 な施策である。

　国 民が相互に助 け合 う制度 としての意 味は、 現在 二っの見解 を与えて いる。

　一つは、 「国民の健康の維持のため国が行 う施策は、本来 無料 でなければな

　 らない」という考え方と、 もう一つは、国の施策 として行 うものは、　 「あ く

　 まで も国民一人 ひ とりの健康に対す る自覚か ら形成 されるべ きもので、 国

　 はそれ を支え るだけ で良い」 とする もので、基本的に医療費は個人負担 す

　 べ きもので あ り、それ を相互に助け合 っている とい う見解 である。現在厚

　 生省が とって いる施策は後者 に属す るものであ り、個 々人の責任が健 康の

　 中 で 論 じ られ る形 とな ってい る 。
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　 しか しなが らここで重要 なこ とは、国民一人ひ とりが、 不健康 に よって

病気 にな っているのではな く、数多 くの個 々人 を取 り巻 く環境の影響 を受

けて病気 にな っている とい うことで ある。不慮の事故 に して も、その危険

性 は以前 よりも増加 している ことも事実 である。先天 性の病気や必然的 な

病気 も少 な くないのである。別の側面 として病気に より収入が減少す るこ

とも事実であ り、家庭 が崩壊 してい る例 も少 な くない。

　 ここに施策の平等論 が ある。 この平等論は国 が行 う施策 は国民一 入ひ と

りに平等に行 われ なければな らない とす るもので、平等 に施策が実施 され

る ことに重点がおかれている。生 まれなが らに何かの障害 を持って いる子

供 は、障害の程度に合 った処遇 は受け るものの、普通 の子供 と同等ではな

い。つ ま り与え られ る ものが平等 とい う施策は、極細か な行 政 を失 うもの

となって いる。

　 統計学的に も、生 まれ なが らに障害 を持 っている子供達の割合は計算 さ

れ てい る。またこれ らの障害 を持 つ子供をさずか った家庭 は偶 然にそ の機

会 を与え られた と考えるべ きであ り、 国民全体 と して受容すべ き情況 であ

るに もかかわ らず、機 会 を与え られた家庭のみがその悪運 を しょいこま ざ

る をえないものとな っている。 この ような事例 は他に も数多 くみ られる。

諸 外国における障害者に対す る処遇 と、 日本における障害者 に対す る処遇

の差は明 らか に多 くの問題を残 している。 これ らは競争 社会 の現実 を必要

で もない人 々に適用 しようとす る悪い 習慣か ら生 まれた もので、 国民一人

ひ とりの課題 で もある。

　 この ように医療行政に対す る不安 や不満は数 多 くある ものの、 これを一

気に解 消する案 は誰 も持 ち合わせ ていない。厚生省を中心 とす る行政施策

は、 国の決議機 関を経て決定された もので、その意味では国民的総意なの

で ある。選挙 に よってその意志 は表 明で きる ものの、個 々の具体的課題 に

ついては、その当事者の施策に任 さざるをえない。

　 医療における周辺多様化は、 この ような行政上 の施策 の穴 を埋め る形で

登上 して きている。 もちろん良い面 だけでな く悪 い面 も表面化 して きてい
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る。 医療 ビジネスはあ くまで もビジネスで あって社会施策 では ない。 つま

り医療 をお金 で解決する方法や手段 を提供 して くれる もの と考えるべ きで

ある。 しか しその提供された方法 とい うのは、 単に ビジネス としての内容

だけで な く顧 客を十分に説得 しえる もの も含まれている。 健康維持のた め

の具体的 な提案 は、厚生省の施 策に対 して も少 なか らず影響 を与え る もの

となって きているので ある。

　 もう一つの側面 として、共済制度 の増 加 とい うものがある。 これは単 に

医療だけ でな く、 あ らゆる生活面での事 象を対 象に形成 されて きてい る も

ので、関連す る企業(例 えば生命保 険会社 な ど)に は大きなインパク トを

与 えている。 共済制度は民間の機 関だけで な く、国 ・都道府県 の施策 の中

にも含 まれ、今後 もその活動は増大 してい くもの と予想 され ている。

　 この共 済制度 に対抗する手段 とし民間企業が提案 した ものには、 突発的

な事故 にそなえ るた めの高額保証保険 や、貯蓄 との併用を意 図 した生 命保

険 などが ある。 これ らはいずれ も将来の保険 よりも利用者 に とって有利な

条件 となって きている。 これには宝 くじ的発想か らの提案 であって、突発

的 な事 象に対す る保 障の強 化 とも受け とるこ とがで きる。

　 医療機関について同様なこ とが云える。従来、医療機 関は地域社 会 との

密 接な関係 で維持され てきた。 ところが近 くに同様 の医療機関が 乱立 する

ことに よって、 こん どは一般住民が病院等 を選択す る機 会を与 え られ る立

場 にな り、病 院は病院経営お よび マーケ ッテ ィングの戦略 を展開 しなけれ

ば な らない立場 となっている。 良い病 院には多 くの患者が集 まる とともに

逆 に良 くない病院には患者が 少な くなる とい う現象が 出て くるので ある。

当然患者に対す るサービス も向上 しなけ れば な らない。病院経営 の失敗は

死活問題 とな って きていて、現実 に倒産件数 も増 加して きている。

c.医 療 の原 点 に 立 った 周辺 多様 化論

　 フランシス ・ベイコン は、 人 命 をのば す こ とが 医 師 の新 しい 仕事 で あ る と

い った 最 初 の 入 で あ る。 彼 に よる と、 医 学 の職 務 は 「① 健 康 の 保 持、 ② 疾
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病 の治 癒、③ 生命 の延 長 で ある と し、 特 に生 命 の延長 には最 大 の関 心 を示

した といわ れ て い る。

　 現 代 の 医 療 に お い ては、 医 師 の仕事(職 務)が 「術 」か ら 「業 」 に な っ

て きた と表 現 され て いる。 っ ま り 「医 術」 か ら 「医 師業 」へ と転 換 して き

て い る こ とに 留 意 しなけ れ ば な らない。 これ は教 育 の分 野 で 、教 師が 「聖 一

職 」 か ら 「教 育職 」 へ と推移 して きて い る こ とと よ く似 てい る。

　 三 つ の 「聖職 」 と云 わ れ て い る 「医 師」　「教 師」　「僧 侶」 は、 明 らか に

時 代 の 推 移 と共 に 自 らの職 務 の 「聖 職性 」 を放 棄 して きた と云 わ ざる を得

な い。 これ らの 背 景 に は 、 先 に も述 べ た 通 り、 ミル トン らの マ ネ タ リ

ズ ム の 影 響 も受 げ て い る と云 え る が 、 職 務 の 行 為 に よる 代 償 が 金 銭

的 に 換 算 さ れ る と い う、 現 代 の 資 本 主 義 社 会 の影 響 も無 視 で きな い。

また 医 療 にお け る 「社 会 保険 の診 療報 酬 点 数制 度 」 は、 如実 に 「医 療 行 為」

と 「お 金 」 の 関係 を露 呈 させ る もの とな って いる。 「医(医 師 ・医 業)の

モ ラル」 もまた 、 金 銭的 換 算 に よって保 証 され て いる とい う憂 うべ き状 況

に ある と云え る ので ある。

　 看 護 婦 の行 為 につ いて も同様 の問題 が 出 て きて いる。 看護 婦 の献 身 的行

為 が 、 患 者 の側 へ は金 銭 的 行為 と して経 営 者か ら提 示 され 、 逆 に 看護 婦 に

対 して は 、献 身的 行 為 を ナ イ チ ン ゲー ル の名 の も とに要 求 してい る と云 う

現 実 もあ る。 これ らの 矛 盾 の 中で 看護 婦 は 医療 の あ り方 を真 剣 に 模 索 して

い る の で あ る。

　 「医 療そ の ものが 健康 に対 す る 主要 な脅 威 に な りつ つ ある 」 と云 う書 き

出 しで 始 ま る 「脱 病 院 化社 会(医 療 の 限界)」 にお い て、 イ ヴ ァ ン ・イ リ

ッチ は 「三 つの 医原 病(臨 床 的 ・社会 的 ・文 化 的)と 健 康 の政 治学」 を位

置 づ け、 病 気 そ の もの で な く、 医療が 原 因で 発生 す る 病 気 こそ 、今 日の健

康 に と って もっ と も重要 な 問題 で ある と述 べ て い る。

　 医 師 の誤 診 や、大 量 の 医薬 品 の投 与 に よる 疾患 には じま り、 生 命 の誕 生

や 死 に おけ る 入 間 の尊 厳 を失わ させ る 医療 の 技術 的処 理 を 痛 烈 に批 判 して

い る。 ま た診 断 ・検 査 ・痛 み ・投 薬 ・治療 ・技術 な ど とい った 医 療 を取 り
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巻 く行為 に対する医師の無感覚 ・怠慢 を、 医療環境の変化か らもと らえ て

いる。

　複雑に技術化 された現代の総合病院にお いては、怠慢は 「偶然の入間的

誤 り」 または、　 「システ ムの失敗」にな り、無感覚は 「科学的 な冷静 さ」

とな り、 無能 は 「医療装置の不在」 となって いるのである。つま り診断 と

治療の非入間化 は、誤 った医療 の責任を 「倫理的問題」 か ら 「技術的問題」

にす り替え られ て しまった と批判 しているので ある。

　最近話題 となっている脳死の判定 の問題 に注 目してみ よう。脳死 の判定

が問題 となる背景 には心臓病や腎臓病 の重症 の患者に対 して行 われる臓器

移殖の場合 に、臓 器が生 きて いる状態で脳 死の患者か ら取 り出さなければ

な らない とい うことが 必要だか らである。 日本 の場合は、 肉体 と霊 魂 とが

一体化 した宗教観に よって、死者の肉体か ら臓器 を取 り出す ことについて

も問題がある。

　 この よ うな社会環境の中で臓器移殖 の問題は、世代の交代 に よる宗教 観

の変化 を待 つまでの時間的余裕はないと考えるべきであろう。 しかし臓器移殖が

金 銭的問題 として片ずけ られ る危険性 がない訳 ではないことに注 目してお

かねば な らな い。

　 献血 をは じめ臓器移殖その ものが ボランテ ィア活動 として実 を結ん でい

る米国においては、 キ リス ト教等 の宗教 観 と関係 は無い とはいえ ない もの

が ある。

d.医 療 問題 にお け る個 々人 の意 識

　 一 般 に 入 は健 康 の 時 は病 気 を意 識 せ ず、 病 気 の 時 に健 康 を意 識す る と云

わ れ てい る。 入 は病 気 の 時、 健 康 な 入 に頼 らな け れば な らな い とい う現 実

が あ る。 病気 に な る機 会 は 誰 し もが 大 な り小 な り持 って い る こ とか ら、 お

互 い に助 け合 うこ とが 必要 と な って くる。 そ のた め に 国家 的 施 策 を行 うの

が厚 生省 で あ り関連 す る機 関 で もあ る。 しか しなが ら、 これ らの施 策 の 根

幹 は 国 に よって 形 成 で きる も の の、 そ の具 体 的運 用 とい うこ とに なる と、
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個 々人の医療 に対す る意識が大 変重要な ものとなって くる。先ほ どの献血

や臓器移 殖の問題は最 も身近 な もの と云 える。 国民の意 識が国 の医療 を支

える とい って も過言 では ない。 また医療その ものを金 銭的に解決す る手段

だけに終 らせ ないのも、医療に関係 した個 々人の意識 に支え られ ている と

云える。

(6)救 急医療

　 a.日 経産業研究所に よる 「ビジネスマンの高齢化対策」 に関する ア ンケー

　　 ト調査の結果によると、表2.　3.　3の ように緊急医療 システムに強い関心のある

　　こ とが分 った。

　　　　　　　　　　　　　　 表2.3.3　 老後の医療面で どん な治療や　　　高齢化 と同時に核

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 サービスを期待す るか
家 族 化 が 進む 中 で、

老 入世 帯が 安 心 して

暮 して 行 くた めに は、

救 急 医療体 制 の 整備

が 何 よ りも望 まれ る。

　 一 方 、 ニ ュー メデ

ィア を導入 した救 急

医 療 シス テ ム も着 々

緊急 医療 システ ム

寝 た き り老 人 用
ベ　　　ッ　　　 ド

ボ ケ老 入 用 の有 料

ナー シ ング ホ ーム

会 員 制 の 入 浴

介 護 サ ー ビ ス

寝 た き り老人用 の

介 護 ロ ボ ッ ト

(回 答無制限)

(633人)

と整備 され つ つ あ る。例 え ば 厚 生 省 が 昭和59年12月4日 ま で に ま とめ

た と ころに よる と、地 方 自治 体 の救 急 医 療情報 シス テ ム(コ ン ピ ュー タに

診 療科 目、 空床 状 況 な ど医 療 機 関の 情報 を入 力、 患者 を迅 速 に 搬 送 す る)

は全 国28都 府県(東 京 ・大 阪 ・愛 知 な ど)に 普 及 して い る。

　 こ こ で、 救急 医療 とは 何か にっ いて記 してお きた い。

　 救 急 医 療 と一 般 の 医療 との 明確 な区分 は、 救急 医療 に おい て は 患者 の 病

態 を い ち早 く把 握 して迅 速 適 切 な処置 を施 さ なけ れば な らない こ とで ある 。

　 緊急度 の判 定 こそ第 一 で 、 傷 病 の原 因 を取 り除 くこ と よ り、 まず 生 理

学 的 変化 の正 常 化 を心 が け なけ れ ば な らな い。
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　救 急 医 療 を以下 の4つ に分 け る。

a-1　 一般 人 の 行 う救 急 処置 、 救 急 蘇 生法 。

　 　 日赤 で は市 民の た め の フ ァー ス トエ イ ドの教 育 を行 な って いる。3日

　間 の教 育(計20時 間)と テ ス トで 救急 員 の資 格 を与 え てい る 。(人 工

　呼 吸法 、 体 外心 マ ッサ ー ジ、 応急 処 置 法 な ど)

a-2　 救 急 隊員 の 行 な う救 急 処置 、 搬 送 。

　 　厳 密 に 言 え ば、 救 急 車 は 救急 医 療 施設 ま で の搬 送 が 主 な仕 事 で あ り、

　緊急 の場 合 の み 救 命 処 置(心 臓 マ ッサ ー ジ)を 施 す こ とが で きる。

a-3　 医 師の 行 な う診 療

　 　救急 指定 病 院 にお いて 救急 専 門医 の手 に 在る 治 療 。

a-4　 救 急 医療情 報 シス テ ム

　 　救 急 指定病 院 は救急 医療 情 報 セ ン ター とオ ン ライ ンで結 ば れ 、 い っ で

　 も最適 の 医療行 為 が 出来 る よ うに な って いる。

b.救 急医療の対象 となる疾 患と、 ブレホス ピタル ・ケアの重要性

　 救急医療 とい う言葉か ら受ける 印象で は、災害や交通事 故受傷者に対す

る 医療 と思いが ちで あるが、緊急 を要す る疾患の順位は、脳血管疾患、心

疾 患、肺炎及び気管支炎であ り、 次に不慮の事故 となっている。

　　緊急 疾患の当事者 の うち、 どこまでが 救急で、 どこか らが非救急 である

のか、 にわか には判定で きない。ま して当事者に とっては、一刻 も早 く適

切な治療を受けたい と思 うのが人情 である。

　　医 師が診察 し非救急患者 と判断 した患者が約27%あ った とい うデー タ

　もある。(大 阪市の統計)

　　ともか く、 診断 を下す までは救急患者 として取扱わなければな らない の

が 現 状 で ある 。

　　す べての急患に対して対応で きるシステ ム作 りを しておかなければ な ら

　ない。 病院経営の面か ら言えば、 満床に近い状態 で黒字 であ り、 いっ利用

　されるか 分 らない緊急 時の ために予備 のベ ッドや、人員の確保、緊急 医療
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器 具 な ど を常 備 してお くこ とは非 常 に難 しい。

　 軽 症 患 者が 気 軽 る に利 用 しす ぎる き らいが あ り、本 来 の 緊急 時 に支 障 を

来 す 恐れ が あ る。

　 極 端 な例 と して、 夜間 救 急 車 を呼 び 救 急 病 院 で診察 を受 け る。 単 な る風

邪 の症 状 だ った ので よ くきい てみ た ら、昼 間 の 混雑 した 病 院 で長 時 間 待 た

され る の が嫌 だ った とい う。

　 一 般 市民 も 救急 医療 にっ い て基 本 的 な知 識 を持 つ必 要 が あ る。 そ れ が プ

レ ホス ピ タル ・ケ アの 思想 で ある 。

　 交 通 事故 を例 に とって み る と、 そ の 死亡例 で は、 受傷 後30分 以 内 に全

死 亡例 の40.8%に も達 してい る。 今 日の よ うに大都 市 の交通 渋滞 の時 間

帯 に発生 した と仮 定 す る と30分 で しか るべ き医 療機 関 へ 到着 す る こ と は

困 難iに な って くる。

　 そ こ で、 と りあえ ず応 急 処 置 で きる こ とが 望 ま しい。 そ の た め に、 前 述

した よ うに フ ァー ス トエ イ ド教 育 を受 け、 蘇 生 技術(人 工 呼 吸、 体 外 心 マ

ッサ ー ジ)や 、 応 急手 当 を マス ターす る こ とに よって死 に い た る 受傷 者 を、

あ る い は救 う こ とが で きるか も しれ な い。

c.機 能分 化

　 夜 間や 休 日 の災害 、 事 故 、発 病 等 に よる 疾患 者 の タラ イ回 しは よ く耳 に

す る話 で ある。

　 医 療 機 関 の機 能 を明 確 に し、 最 も早 く最 適 な 治療 を 受 け られ る よ うに す

べ きで ある。

　 一 次 医 療(PRAIMARY　 CARE)は 一般 の家 庭 医が これ に 当 る。

　 家 庭 医 は 自分 の受 持 ちの家 族 の一 入 一 入 の 出生か ら病 歴 まで 、 詳 しい デ

ー タの蓄 積が あ り、 最 も適 切 な処 置 を施せ る 立 場 にあ る。

　 そ こで手 に負 え ない場 合 は、 よ り高 次 の 医 療 機 関へ 転 送 す る 。 そ の 場合 、

ど うい う症 状 な らど こへ 送 る とい うシス テ ム と情報 管理 が完 備 さ れ て い な

け れ ば な らな い。 転 送す る 場合 、 とか く自分 の 出 身校 との縁 で 転送 先 の 病

一131一



院 を選ぶ こ とに な る が、 患 者 に と っては適 切 な治 療 を して くれ る 所 な らど

こ で もい いわ け で、 で きる だ け早 く正 確 な治 療 を受 け た い。

三 次 医療(Tertiatry　 care)大 病院 、 専 門医 療機 関

二 次 医 療(Secondary　 care)総 合 病 院

一 次 医療(Pramaly　 care)　 一 般 家 庭 医
、 開業 医

　二 次 医 療(Secondary　 care)は 原 則 と して一 次 医療 機 関か ら送 られ て

くる患 者だ け を受 け つ け る。

　又 は、 救急 車 で搬 送 され て くる 緊急 の 患 者 のみ を収容 す る。

　三 次 医 療機 関(Tertiatry　 care)は 言 うま で もな く最 新 の機械 を備 え

た高 度 医療 を行 なえ る 施設 を意 味 す る。

　 そ こで は 現在 考 え うる最 も進 ん だ 技術 とス タ ッフが 、 い つ いか なる事 態

に も対応 で きる よ うに な って いる 。

　 この よ うに 明確 に区 分 さ れた 場 合、 緊急 の患 者 を どの時 点 で ど こへ搬 送

す れば よい のか 。

　各 レベ ル の 機能 を最 大 限 に発 揮す るた め、 相 互 の情 報 ネ ッ トワー ク化 を

構 築 して おか なけれ ば な らな い。

d.東 京 消 防 庁の 救 急 医 療体 制

　 ・119番 通 報 は 、 ま ず 災 害救 急情 報 セ ン ター に入 る 。 災 害、 火事 か 又 は

　 事 故 、 疾病 か に よって 消 防車 や 救 急 車な どの 出場 を 指令 、 コ ン トロー ル

　 　す る。 東京 の場 合 は3つ に 分け る。

　 　 　① 　 局番03の 地 域 … … 消 防方 面本 部(消 防 庁 内)

　 　 　② 多 摩 分 室 … … 多 摩 分 室(立 川 市)
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　 　③ 奥 多摩 分 室 　 　 　 　 (新 設)

・救 急 医 療 シス テ ムは 搬 送 シス テ ムで あるか ら治 療行 為 は で きない。 しか

　 し緊急 の場 合 は心臓 マ ッサ ー ジ、 酸素 吸入 な ど の救 命 処 置 は 可能 。

・救 急 隊 員 の 資格 は法 定 の研 修(2ケ 月間)を 受 け る。

・マ ニ ュア ル に従 って状 況 を チ ェ ック し、 チ ェ ソクポ イ ン トの 合計 点数 が

一定 を越 え た ら医師 の 指示 を仰 ぐシステ ム に な ってい る
。 搬 送 不 可能 な

場 合 は、 逆 に 医 師 に来 て も ら うこ と もある。(ド ク ター カー の例 は 欧 米

にす で に存 在 し ている が 我 国 の場 合 ま だ一般 化 して い な い。 日本 医科 大

学 と聖 マ リア ン ヌ医科 大 学 に わず か な例 が あ るが 活動 は 限 られ て いる)

・救急 指定 病 院 と情報 セ ン ター とはオ ン ライ ンで結 ばれ て い る の で当 直 医、

看 護 婦、 そ の他 の情 報 が 的確 に 把 握 で きる。

・救急 車(管 内975台)は 患 者 を どの病 院へ 搬 送す べ きか 、 情 報 セ ン タ

ー と交 信 しなが ら最 適 の 医療機 関へ 搬 送す る。

e.問 題 点

① 気 が る に 救急 車 を よぶ。

軽　症

中等症

重　症

重　焦

死　亡

固程度別搬送人員

5a4%

■事故別出場状況(件)

図2.3,3
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■ 日常生活 の事故

急　　　　病 、 撒-・ 鵬
切　　り　 傷

転 落 ・墜 落 ＼ 概
異 物 ・窒 息 ]。、%

火　　　　傷 i鵬

中　　　　毒 i。 、%

そ　 の　 他 0.4%

　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 (以 上　東京消防庁昭和58年 度)

　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 図2.3.4

② 医療 情 報 はTEL　 ・.　03-212-2323で 聞 くこ とが で きる。　PR不 足 で、

　 一 般 の人 はほ とん ど知 らな い。 家 庭 内で のち ょっと した ケ ガや事 故 な ど

　 で 救 急車 を よぶ 前 に 電話 で 状 況 を 説 明す れ ば 適 切 な指 示 を 出 して くれ る。

　 家 庭 で の 医療 セ キ ュ リテ ィの 一環 と して考 え てみ る価 値 は あ る。

f.参 考 資料 ① 　 (東 京 警 察病 院 の記録)

　・三 菱 重 工爆 弾事 件(昭 和49年8月30日)午 後0時45分 に丸 の 内の

　 三 菱重 工 本社 正 面玄 関 前 で爆 弾 に よる爆 発事 故 発 生。 死者8名 、 負 傷者

　　393名 。

　・東京 警 察 病 院 に収 容 され た 患者 は 合 計80名 。 時間 は午 後1時 か ら約20

　 分 間。事 故 発 生か ら約15分 か ら35分 の 間。 搬 送 は救 急 車 と警 視 庁 の

　 輸 送 車(特 に搬 送 能 力の 太 き左輸 送 車)に よ った 。

　・重 症11名 が 入 院。 残 りの69名 は処 置 した 後帰 宅 させ た。

　・入 院 患者11名 の内訳 。 外 科7名 。 脳 外科4名 。

　・動 員職 員数 は合 計189名 。 内訳 は 医 師43名 、 看 護婦48名 、 薬 剤 師

　 そ の他18名 。 事 務 職 員80名 。

　・事 務 職 員 一 入 が患 者 一 入 に つ き救 急 用 カル テ に 必要事 項 を記 入。
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・緊 急 手 術後 は 定 期 の 手術 に組 み入 れ た 。

・事 故 発 生時 は 外 来 患者 の 診察終 了時 だ った た め 多数 の職 員 を動 員 で きた 。

・事 故 一報 か ら約15分 間 の 時 間 が あ った の で受 入 れ 態勢 が 十 分 で きた 。

・50名 分の 救 急 医療機 器 セ ッ トが 常 備 して あ った の で大 い に役 立 った 。

　血 液 も常 備 の 保 存血 で間 に あ った 。

・69名 は 救 急 セ ン ターで 処 置。11名 の手 術 は救急 セ ン ター の手 術室 で

　行 い 午後11時 半 に終 了 。(以 上 は 『救急 医 学読 本 』日本 評論 社 を 引用

　 した 。)

　参 考 資料② 　交 通 事 故 の現 場 に て

　偶 然に も交 通 事 故 の現 場 に遭 遇 した。 そ の記 録 であ る。

・事 故 発生(午 後1時)

　　 1分 後 … …119番 通 報(近 くの商 店 主が)

　　 2　 〃

　　 　 　 　 　　 ど う処 置 して いいか 分 らず た だ 救急 車 を待 つ の み。 ヤ ジ馬
　　 3　 〃　　 …

　　 　 　 　 　　 と り囲 む。
　　 4　 〃

　　 5　 〃　… …パ トロー ル カー 到着 。

　　 6　 〃

　　 　 　 　 　… 警 察 官 は交 通 整理 は す る が被害 者 につ い て は何 もで きず 。
　　 7　 〃

　　 8　 〃 … … 救 急 車到着 。救 急隊 員3名 。

　　 9　 〃

　 10　 〃　 　 受 傷状 況 を 関係者(加 害 者)か ら聞 く。

　 11〃 　 … チ ェ ック(シ ー トに記 入)し な が ら被 害 者 の状 態 を調 べ る。

　 12　 〃　 　 とて もテ キパ キ とい う風 には 見 え ない。

　 13　 〃

　 14　 〃 … …担 架 に て収容 。

　 15　 〃 … …搬 送 。

・道 路 を横 断 し よ う と した 若い 男 性が ライ トバ ンには ね られ た。

・交差 点 の 直前 で車 は さほ どス ピー ドは な か った 。
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・運 転手 は営業 マ ン風 。20歳 台 。

・セ ン ター ラ イ ン上 に倒 れ た ま ま動 か ない被 害 者 につ きっ き りで あ るが ど

　うす る こ と もで きず 。

・頭部 を打 っ て いる か も しれ ない の で周 囲 の人 もた だ見 て い るだ け で ある 。

g.こ の 項 の ま と め

　 救急医療の重要 性 一 一 刻 も早 く疾病者 を医療機関へ搬入する ことを第

一 とする。

　 災害や事 故はいつ起 るか分 らないので、正確な情報管理 システムを構築

す ることが、重要で ある。更にその システムが有効に機能す る よう管理運

営することは勿論であるが、一般の人に対して も大いにP.Rす る必要がある。

　 万一 自分が災害や事故、急病 な どに直面 した時は、 あわ てず的確 な判断

　を下せ る よう日頃か ら心がけ てお くことが大切 である。
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2.4　 21世 紀の ヘル シー ライ フ

　 　前 項 ま でに 医 療 を中心 に情報 化社 会 、 高 齢化 社会 に お け る生 活 環 境 を述 べ て

　きた が、 我 々の 住む 社 会 の あ らゆ る断 面 で、 状況 は年 々厳 し くな っ て き ている 。

我 々はそ れ らの現 象 の 一 つ一 つ に対 応 する 方 法 を創 造 し なけれ ば な らな いが 、

保 険 医療 な ど公 的 機 関に よる制 度 も財 政的 破綻 が 言 われ 、 手 当 てが 困 難 に な っ

て きて いる。 とす れ ば、 値 入 レベル で そ して地 域 レベ ル で 自衛 手 段 を 自ら講 じ

　なけ れ ば な らない 。

　 そ こで、 こ の章 の ま とめ と して、21世 紀 を迎 え る にあ た って い くつ か の 提

案 を試み てみ た。 それ はヘ ル シー ライ フ を創造 す る こ とに よっ て個 々の 精 神生

活 と肉体 と を健 全 に保 ち、 合 わせ て医 療費 の軽 減 、 豊 か な社 会 生 活 、 そ して幸

せ な老 後 の生 活 を確 保 す る とい う 目的 で ある。

(1)ヘ ル シ ー ・サ ー ビス ・セ ン ター

　　 この セ ン ター で は値 入 と契 約 し、 ニ ュー メデ ィア を存 分 に駆 使 してヘ ル シ

　 ー ラ イ フを創 りだす た め に 様 々 なサ ー ビス を提 供 して いる。

　　 医 師 に看 て も ら うほ どで は ないが 、 なん とな くだ るい、 肩 が こる、 胃 が重

　 い、 食 欲 が ない な ど とい う半 健康 状 態 は 誰 で も経 験 す る こ とで ある。 生体 は

　 自 ら治癒 しよ う とす る 力 をそ な え てい る か ら、 チ ョッと した何 らか の 処置 を

　施 す こ とで健 康 を と り戻 す こ とがで きる 。

　　 半 健 康状 態 を健康 状態 に 戻す には い ろい ろ な手 段が 考 え ちれ るが 、 まず 体

　の どこか に 自覚 症 状 が 出た ら医師 に 看 て貰 うの が一 番だ ろ う。

　　 次 にス ポー ツで汗 を 流 し心 身 と もに爽 快 に なる。 ただ し無 理 をす る と逆 効

　果 に なる。

　　心 が病 ん だ 時 は精 神 を鍛 え 直す 。 病 は気 か ら とい う。 気 にす る、 気 を使 う、

気 がめ い る、 元 気 、 勇気 、 活 気 、 や る気 、 気 力、 気 迫 、 浮 気、 気 分、 気 は心

　の ま まに 変 化す る。 気 を鍛 え直 してス トレス に強 くな らな け れば こ の複 雑 な

情 報 化社 会 を生 き抜 くこ とは で きない。 入 生80年 時 代 に対 応 す る術 は、 自

　分 の 内 な る 「気」 と じっ く りつ きあ うこ とで ある 。 禅 な ど もい い。
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、そ れ で も持 病 が あ って ど う して も半 健 康 状 態か ら抜 け だせ ない とい う場 合

は、 病 気 を治す こ と よ りい っその こ と病 気 を と り込 ん で しま った 方 が気 が楽

に な る。

　 さ て、 この ヘ ル シー ・サ ー ビス ・セ ン ター には どん な サ ー ビスが ある の か

見 てみ よ う。

　① 契 約 者 の 定 期 健康 診 断 。

　② 日常 の健 康 度 をチ ェ ック しデ ー タを蓄 積 。

　 ③ 病 気 に な った ら設 備の と との った 病 院 、信 頼 で きる 医 師 を紹介 、 そ の

　 　 手 続 き一切 を代 行 す る。　 　 ,

　 ④ ヘル ス ヒス トリー 作成 サ ー ビス。

　 ⑤ 代 金 は ヘ ル シー カー ドで銀 行決 済 。

　 ⑥ 医学 情 報 サ ー ビス。

(2)実 際 の 活 動(ヘ ル シ ー ・ ラ イ フ ・サ ポ ー ト ・ シ ス テ ム)

　 PART　 1

　 　 　 「ル ル ル ー」 電 話 の 呼 び だ し音 が軽 ろや か に鳴 った 。 音量 は利 用者 の 体

　 　質 に あ った 周 波数 に セ ッ トされ てい る。 手 が離 せ な いの で 、 ス ピー カー に

　 　切 りか え る。

　 　 　 「ハ イ、 ○ ○ で す。」

　 　 　 「こち らヘ ル シー ・サー ビス ・セ ン ター で ご ざい ます 。毎 度 ご利 用 あ り

　 　 　 　が と うござい ます 。 今 月は 定期 検 診 が ご ざい ます の で ご用 意下 さ い。」

　 　 　 「OK。 来 週 中に は 必ず 受 け よ う。」

　 　 　 「で は お待 ち して い ます 。」

　 　 　 セ ン ター か らの 声の 主 は 人工 知 能 を蓄 え た コン ピュー タなの で あ る。 入

　 　 間 と 自由に 会 話が で きる。

PART　 2

　 　定期検診が終 って数 日後 、 久 し振 りに ゴル フ を楽 しん で いた 。
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　 突 然 ペ ン ダ ン トベ ル が 鳴 る。 プ レ イ を一 時 中断 して腕 時計 に ビル トイ ン

され た 通 信 機 を使 っ てハ ウス の電 話交 換 台 を 中継 に用 件 を聞 く。

　 例 の サ ー ビス セ ン ターか らで ある。 ど こへ 行 こ うが 転送 電 話 で追 い か け

て くる 。 腕 時計 とペ ンダ ン トは セ ン ター との契約 時 に 支 給 され た もの で あ

る。 腕 時計 に は いろ い ろ な機 能 が あ って、 定 時 に脈 拍 、血 圧 、 体 温 な ど 自

動 的 に検 出 しセ ン ターへ 通 報 す る よ うにな っ ている。 ペ ンダ ン トベ ル は セ

ン ターか らの呼 び 出 しの時 鳴 る仕 組 み に な って いる。 そ のほ か、 ヘ ル シー

カー ドが ある 。受 診 カー ドで もあ り、 電 子 カル テで もあ り、 代 金決 済 もで

きる。 勿論 食事 も電 車 にの るに も映 画 を観る の もこの カー ド一枚 でOKで

ある。

　 「よ くこ こが 分 った ね」

　 「商 売 で すか ら。 そ れ よ り至 急 お し らせ しなけ れ ば な らな い こ とが あ り

　 　ます 。」

　 「早 くして くれ ない か な あ。 い ま調 子 が 出て きた と ころ なん だ。」

　 「そ の こ となん です 。 今 日は ゴル フ をや め て下 さい。 今 す ぐにです 。」
　 　 　 　 　 　 　 　 　 わ　け

　 「なん だ って?　 理 由 を き こ うじゃ な いか。」

　 「理 由 は、 この 間 の定 期 検 診 の結 果 と、 この ところ の あ なた の食 生 活 と、

　 　仕 事 のス ケ ジ ュー ル と、 今 日の気 象条 件 と、 コ レス テ ロー ル値 、 血 圧

　 　な どの デ ー タを解 析 します と、 今 日の よ うに気圧 配 置 が 不安 定 な状 態

　 　での ゴル フは懐 しん だ方が よい と判断 します。」

　 「だ っ て良 い 天気 だ よ。 太 陽 も出て る し、 第 一体 の調 子 は い い よ。 何 か

　 　の 間違 い じゃ ない の?」

　 「いえ、 これ は 確 か な結論 です。 警 告 と受 け とって 下 さい。 あ なた との

　 　契 約 に従 っ て警 告 マ ー クが 出た 時 点で お知 らせす る こ とに な っ てお り

　 　ます の で、 あな たが この警告 を忠 実 に守 って下 さる こ と を祈 ります 。

　 　今 日の 天 候 は 午後 か ら一 変 します 。 そ の 時が 危 い の です 。」

　 「信 じ難 い が、 ま、 忠 告 あ りが と う。」

通 信 を切 っ て、 プ レー再 開 したが 調 子 が くずれ て しま っ てス コア は メ タ
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メ タで あ った 。

　昼 食時 に ハ ウス で気 象情 報 サ ー ビス を呼 び だ して局 地 的 な気 象 につ い て

ア ク セスす る と確か に午 後 か ら急変 す る とい うこ とで ある 。

PART　 3　 -1ケ 月後 一

　 　 「ルル ル ー 」

　 　 「は い」

　 　 「こち らヘ ル シー ・サ ー ビス ・セ ン ター で ご ざい ます 。」

　 　 「しば ら くで す な。」

　 　 「ハ イ、 エ ジプ トの大 統 領 です 。」

　 　 「何 だ い?」

　 　 「ムバ ラク です。」

　 　 「下 手 な シ ャ レだ ね。」

　 　 「とこ ろで その後 体 調 は いか が で す か。」

　 　 「ま あ ま あだ ね。 いつ か の ゴル フ場 で の忠 告 あ りが と う。 で も何 と もな

　 　　 か った よ。」

　 　 「それ は私 ど もの 忠 告 を受け 入れ て下 さ った か らです。」

　 　 「そ うか な あ?」

　 　 「あ なた が健 康で い る 限 り私 ど もとの契 約料 は 年 々0.5%つ つ安 くな りま

　 　　 す 。 で す か ら私 ど もが 事 前 に あな た の健 康維 持 のた めに 忠 告 して さ し

　 　　 あげ る の は私 ど もの収 入減 に なる の です が 、 しか しあ なた のヘ ル シ ー

　 　　 ライ フ の為 に お手 伝 い で きる こと を大変 嬉 し く思 って お ります 。 です

　 　　 か ら気 に入 らない 情報 で もお 伝え す る よ うに してい る の です。」

　 　 「フ ム。 とこ ろで今 日の用 件 は?」

　 　 「この と ころ ス トレスが 溜 っ てい ませ ん か?」

　 　 「そ う言 われ てみ れ ば 少 し疲れ 気 味 だ な あ、 何か 原 因 が あ る のか な?」

　 　 「仕 事 は うま くい っ て ます か?」

　 　 「バ リバ リや って い る」
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「そ れ じゃ も うす ぐ部 長 で す ね」

「まだ そ の 一歩 手 前 だ よ」

「部 長 心 待 ちで すか?」

「い や、 部 長 心 得 だ 。 そ れ は皮 肉か ね?」

「あ なた は あ と2㎏ ス リムに な らな けれ ば な りません 。 ヘ ル シー ボデ ィ

は エ グゼ ク テ ィブ の条 件 です 。 しか し、 あ なた はや れ ば で きる。 昔 の

ア ラブの大 統 領 です 。」

「又何 か言 うつ も りだ な」

「為せ ば 成 る 為 さね ば 成 らぬ何 事 も、 ナ セル は ア ラブ の大統 領 」

「また また 。 つ ま らん シ ャ レは言 わ な いで くれ」

「あ なた は 今 ス トレス が 溜 ってい ます 。 も う少 し リラ ックス しなけ れ ば

い け ませ ん。 私 ど もの 調 査 に よる とス トレス度 は60を 越 え てい ます 。

下 手 な ジ ョー クの 一 つ も言 わ ない と もっ とた ま ります よ。 で もそ ん な

に悪 い ジ ョー ク では なか った で し ょう?」

「さ あ?　 ナ セ ルは 古 い ね」

「す み ま せん 、 も う少 しス マー トなの を用意 します 。 デ ー タが 古 か った

か も しれ ませ ん 。 こ の次 に期 待 して下 さい 。」

「期 待 な ど して ない。」

「とこ ろで 、 この とこ ろ タバ コの量 が増 え て い ます 。 タバ コは で きる だ

げ や めた 方 が い いで し ょ う。 酒は あ なた の場 合2日 お きに休 肝 日を も

うけ て下 さ い。 今 の ま ま のペー ス を続 け ます と5年 後 に肝 硬変 で入 院

す る こ とに な ります 。 これ は確 実 です 。 そ れ か ら週 に3日 は ヘ ル シー

ク ラブで 汗 を流 さ なけ れ ば いけ ま せん 。 こ の とこ ろ仕 事 にか まけ て さ

ぼ ってい ま す ね。 デ ー タが送 られ て きてい ません 。」

「人間 だ ものサ ボ リた くなる 時 もある さ、 しか し君 は血 も涙 もない ヤ ツ

だ な あ。」

「私 ど もは 役 目を果 して い るだ け です 。 あ なた との契 約 に従 ってヘ ル ス

サ ポ ー トす る の が私 の役 目な ので す か ら。」
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「ああ言 えば こ う言 う。 少 し ぐ らい 妥協 して くれ て もいい だ ろ う。」

「妥 協 す る の は簡 単 です 。 しか しあ なた の健 康 を守 る とい うの が私 ど も

の 義務 です か ら。

　 血 も涙 もな い と言 わ れ て も言 い つづ け ます 。

　 こ こ で妥 協 して あ なた の健康 を そ こ ね て しま った ら、 なぜ あ の蒔 き

つ く言 っ て くれ なか った、 血 も涙 もな い ヤ ッだ と言 わ れ ます 。 ど っ ち

み ち言 わ れ る な ら今 の うちに言 うべ きこ と を言 う方 が あなた に とって

も私 ど もに とって も納 得 が ゆ くで し ょう。」

「君 の 言 うこ と も正 しい。」

「ところ で今 日のヘ ル シー情報 をお伝 え します 。 プ リン トア ウ トの用 意

を して下 さ い。」

「OK」

「今 日は、 古 来 か ら伝 わ る東洋 医学 と民間 伝 承 の 療法 につ い てで す 。」

「面 白そ うだ ね。」

PART　 4

　 　外 出か ら帰 った ら ミニ フ ァク シ ミ リに メ ッセ ー ジが 残 ってい た。

　 　 「こん に ち は、 き ょ うは 耳 よ りの 情報 を お知 らせ します 。 ヘル シー ・サ

　 　 　ー ビス ・セ ン ター の会 員 だけ 特 別 招待 い た し ます。2～3日 休 暇 を と

　 　 　 って 『健 康 の郷 』で のん び り して きて下 さい 。」

(2)　 「健 康 の郷(さ と)」

　 a.私 は現 在、 東京 か ら車 で1時 間半 の 距離 に あ る"健 康 の 郷(さ と)"に

　 　 い ます 。 忙 しい 東京 で の ビジ ネス生 活 か ら離 れ 、 森 と林 に囲 ま れた この

　 　 「健 康 の郷 」 に 来 る と、 気 持 が ホ ッと します 。 昔 か ら東 京 に住 み、 東京 で

　 　 働 きつ づ け てい る うちに、 緑 や 自然 に 対す る欲 求 は つ の る ば か りで した

　 　 が 、 「健 康 の 郷 」 が 出来 てか らは、 年2回 、各 々7日 間 滞在 して、 自然 の

　 　 息 吹に 触れ られ る様 に な りま した。
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　 数 年 前 か ら、 森 林 に囲 ま れ た大 都 市 圏 の郊 外 で、　 「健 康 の 郷 」 の様 な健

康 ・スポーソ ・ラン ドが続 々出て きま した。当初 は 事業 採算 性 、 健 康管 理 施 設

の機 能 性 が 不確 実 で あ った た め、 企業 が 出資 し、 企業 が 会 員 と して施 設 を

利 用 す る 方 式が 多か った。 しか し、 最 近 は個 人 を会 員 とす る ア メ リカ型 の

健 康増 進 型 医 療 ク ラブが増 大 して きま した。

　 私 が 現在 滞 在 して いる 「健 康 の 郷」 も個 人会 員 方式 で運 営 され て お り、

自 らの健康 管 理 ・維 持 ・増 進 を積極 的に 考 え て いる人 が 参 加 して いる 。 健

康 保 険 制度 に対 す る 不満 と 自 らの生 活 、 生 き方 は 自 らで築 き あげる と い う

意 識 の結 果 と も云 え ます 。

　 こ こで は、 まず人 間 ドック を主 体 と した健 康 管 理 セ ン ター の業務 が 中心

とな っています。基本的 には3日 間 の人 間 ドック に よる健 康 チ ェ ック を行 い 、

検査 の結 果 、 悪 い病 気 が あれ ば、 専 門 医 を紹介 して も らい治 療 に 専 念 出来

る シ ス テ ム で す 。 ス トレス の高 い都会 生 活 か ら離れ 、 精 神 的 ・肉体 的 バ

ラ ンス を回 復 す る機 能 を も つ場所 で ある。 検 査 の間、 ゆ っ くり 自分 の時 間

が 持 て、 日頃読 め な い本 も じっ くり読 め るの が 良 い。 東京 都 内 で入 間 ドッ

クに入 った 場合 は精 神 的 ケ アには な って い なか った。

　 全 体 の機 能 を見 てみ る と、 入 間 ドック に よる健 康管 理 業 務 、精 神 的 ケ ア

業 務(会 社 内 医療 シス テ ムで は充 分機 能 してい な い)、 ス ポ ー ツ施 設 利 用

業 務、 レ ク リェー シ ョン業 務 が 主 体 で ある 。 こ こは会 員 の 企 業が 直 接参 加

してい な い た め、 会 員値 入 の デ ー タが 直 接 企業 に もれ る こ とが 防止 さ れ て

お り、 安心 して健 康 管 理 シス テ ム を利 用 で きる 。 さ らに 健 康 を増 進 させ る

た め に種 々 の サ ー ビスが 準 備 され ている 。 アス レチ ック設 備 ・プー ル ・テ

ニス コー ト等 が あ り、 自由に使 え る。

　 ア ス レチ ック ・ク ラブに は専 属 の トレー ナー が常駐 して い る。 トレー ナ

ー の ア ドバ イス の範 囲 は単 な る運 動 コー チの立 場以 上 の もの が要 求 され る
。

ス トレス 社会 の 中 に お い て、 ア ス レチ ック トレーナ ーが 果 た す役 割 りは大

きい。 この様 な社 会 的 ニ ーズ に 合 わせ 当然 法的 拘 束 を強 く含む 法 制 度 の 網

が この 分野 に も値 入 の 秘 密 情 報 とい う意 味 にお い て 出て来 る。
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　 急激 な運 動 を欲 しな い人 は 、 森林 浴 を充 分楽 しめる遊 歩 道 が ある。 都 会

で は味 え ない、 四季折 々の樹 々の香 りや花 を堪 能 出来 、新 鮮 な気 分 に な り

うる。 この 「健 康 の 郷 」 の モ ッ トーが 、"自 然 との一 体 感 を取 り戻 そ う。

自然 界 の呼 吸 に 触れ、 新 しい リズ ム を創 ろ う♂ で ある。 都 会生 活 が な が く

続 くと、 触 れ る 、味 わ う、 聞 く、 とい った 感覚 が 鈍 り、 驚 くこ との少 ない

生 活 となる。 身体 と心 の バ ラ ンス が あ って こそ、 真 の健 康 を取 り戻せ る こ

とが 出来 、 自然 界 にお け る人 間 を基 本 と して この 「健 康 の郷 」 の 業 務が 運

営 され て い る。

　 自然界 との調和、 自然界の リズムを肌 で感 じる ことの理念 を実 践するた

め に 必 要 な こ と が 用 意 され て い る。 まず 食事 につ い て は、 体 力 ・年 齢 ・

職 業 に 応 じて 、 バ ラ ン ス の と れ た 食 事 法 を 、 映像 で みせ て くれ る。 こ

の 映 像 ソ フ トは 東京 に あ る ソフ ト提 供 会 社 との ネ ッ トワー クに よ り写 し出

され て いる。 さ らに 、 自然 との 一 体 感 を修 得 す るた め に、 呼 吸法 を学 ぶ こ

とが 出来 る 。 テ レ ビ画 面 に 出て くる順 序 にそ っ て、 呼 吸 の仕 方 を学 べ 、 不

明な 点 は、 呼 吸訓練 室 の そば で待 機 してい る イ ンス トラク ターに 問 い合 わ

せ れ ばす ぐ回 答が 出て くる。 自宅 に帰 っ て練 習 をつ づ け たい 人 は 、 パ ソコ

ン利 用 に よる ソ フ トが 別 途 売 り出さ れ て いる 。

　 全 身運 動 に 良 い ス ポ ー ソ として、 水 泳が 積 極 的に取 り上 げ られ 、 コーチ

付 フ'一ル が常 設 され て い る。

　 会 社 と家庭 か ら離 れ、 一 週 間 も 自 らの リズ ム をつ くりあげ る べ く努 力 し

て いる と、 東 京 に帰 っ て も充 分 働 け そ う な気 に な る。 東京 に い る と、 四季

折 々の季 節 感 を どの様 に し て感 じるか 苦 労 した が、 こ こに来 る と、 四季 そ

れ ぞ れ に 味わ い深 い 。

　 会 員 は、1人 で のん び りした い人、 気 の合 った 人 同士 、人 間 ドック を利

用 した 後 近 くの ゴ ル フ コース に行 く人 と様 々 の タイ プに分 け られ る。 値

入会 員が 多 い が 、 企業 の健 康保 険組 合 が 参加 して い る とこ ろ もあ る。 会 員

の デ ー タは、 東京 に ある本 部 の コ ン ピュー タセ ン ター に集 中 され 、 契 約 し

て いる 専 門医 が 見 て くれ る シス テ ム とな って いる。 企 業 の 医者 に 不満 を も
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っ てい る入 に は、 自 らの ホ ー ム ドク ター シス テ ム と ドッキ ング 出来、 好 評

で ある。

　 た だ し、 会 費 が 高 い こ とが世 間 の非 難 を あび て いる 。 ゴル フの会 員権 よ

りは 安 い が、利 用 回数 が、 年2～3回 と少ない割に、高齢者が 多 くな り、明る

い イ メー ジを ど うつ く りだ すか 今 后 の課 題 とな っ てい る。

b.都 市 圏

　 　東京 は 、 高度 情 報 化 社 会 の 進展 に よ り、 ます ます ス トレス の高 い社会 と

　な って いる。40歳 代 の人 達 は、 社 会 の 中枢 と して頑 張 ってい るが 、 組 織

の 高度 化 、情 報 メデ ィア の 多様 化 、 高 齢 化社 会 の圧迫 、 若 者 文 化 に よる価

値 観 の ズ レ、 女 性 の社 会 参 加 等 に よ り、 自らの 社 会生 活 の座 標 軸 を 失 いか

け てい る入 が 多 くな って いる。 た くさん の物 が あふ れ、 お金 を 出せ ば何 で

　も 買え るが、 自 らの存 在 を問 われ た時 、 居場 所 が きま らな い人 が 多 い。 自

　宅 には 、INSを 利 用 す るた め、 パ ソコ ンをは じめ様 々の情 報 メデ ィア を

導 入 し ている が、 会 社 で も使 っ てい るた め、 使 用 す る毎 に 出 て くる特 殊 な

音 に はほ とほ と困 って い る、 イ ラ イ ラ した心 身 には 、 自然 のや す らぎが ほ

　 しい と思 うが 、 家庭 で は、 社 会 に 出 て働 く様 に な っ てか ら元 気 に な った 妻

　と、様 々な情報 メデ ィア を 自由に使 い こなす 子 供 連 に 囲 ま れ、 息 抜 きが 出

来 ない状 態 で ある。 我 々40代 は、 職 場 で も情 報 メデ ィア を使 い こ なす ス

　ペ シ ャ リス トと、 ス ペ シ ャ リス トを使 い こなす ゼ ネ ラ リス トに分 け られ は

　 じめた が、 大 半 は 中途 半 端 な まま、 どっ ちつか ず の社 会 生活 を送 ってい る 。

知 識 を吸収 し て、 さ らに 勉強 しなけれ ば と思 う し、 肉体 的 に は、 積 極 的 に

運 動 し、 汗 を流 さ ね ば と思 うが、 遅 々 とし て実行 が 伴 わ ない。 自 らの体 力、

　財 力、 知 力に あ った バ ラ ンスの とれた 生 活 が必 要 な ので あ ろ う。

　 　そ こで、 出合 った の が 、　 「健 康 の郷(さ と)」 の会 員 制 ク ラ ブで あ った 。

　 日頃 は都 内 のテ ニス ク ラ ブで テ ニス を し、 月1～2回 ゴ ル フをす る だけ で、

健 康 に つ い て は特 に 注 意 を してい なか ったが 、 人 生80年 が 叫 ば れ て か ら、

　老 後 の 人 生 を考 え は じめ、 積極 的 な健 康増 進 策 を模 索 しは じめた 。企 業 の
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健 康管 理 シス テ ムは充 分 満足 出来 る体 制 に は な いが、 ここ で は年2回 の 健

康 診断が 行 われ 、 自 らの 体 力 に合 った健 康増 進 運 動 シス テ ムを教 え て も ら

え る。 東京 に い る と他 人 や 家族 と離れ 、 自 らの 人生 設 計 、 健康 診断 を ゆ っ

く り考 え る時 間 が な い。 こ こは 、 信頼 の おけ る ドク ターが 親 身に な っ て、

心 身両 面の チ ェ ック を して くれ る 。

　 心 の ケ ア を求 め て、 この郷 に来 る 入 も多い 。 東京 の情 報過 多の 社 会 で は、

企 業1社 に つ き約5%の 従 業 員が 精 神 的 バ ラ ンス に支 障 をきた しは じめ て

い る と云 わ れ る 。 生活 の規 模 を小 さ くす れ ば解 決 す る が、 欲 望 の ふ くらん

だ 都 会生 活 で は、 生 活 水準 を下 げ る のは む つか しい。 さ らに、 個 人の 独 立

意 識 が強 いた め、 組 織 に お い て疎 外感 を味 って い る入 が意 外 に多 い。 ニ ュ

ー メデ ィア の発 達 に よ り、 ホー ム ドク ター制度 、健 康 に 良い食 事 照介 シ ス

テ ム、 こ ころ の相 談 制 度等 が あるが 、 個 々の事 情 に そ った 回 答 は仲 々得 ら

れ ない。

　 バ ランス の とれ た 心 身 を鍛 え る こ とを考 え てい た ところ、 この 「健 康 の

郷 」 の シス テ ム が興 味 深 く感 じられ た。 森林 浴 も楽 しめ、 四季 の季 節 感 を

味 え る の も うれ しい。 年齢 層 も40歳 台 以 上 で あ り、 入 間 ドック の合 い 間

に ゆ っ く り雑 談 が 出来 る の も又 うれ しい。会 社 で も、 人 間 ド ック に よる 健

康 管 理 ・増 進 に行 きます と言 え る の で気 楽 に 休 み が とれ る。

　 企 業 か ら直 接 派遣 され て くる入 の 中 には 、20～30代 の 人達 も多い 。

企 業 と し ては、 精 神的 ス トレスの高い将来有望 な若者 を、人間 ドックを名 目に

こ の 「健康 の 郷」 に送 って くる。 コン ピ ュー ターに 従事 す る 入 に は、 か け

が え のな い息 抜 きの場 の様 子 で ある。

　 予 防医 療 と積 極 的 なヘ ル シー ・ライ フを推 進 す るた めに は、 発 達 した 情

報 メデ ィア だ け では、 本来 の人 間 の リズ ム を取 り戻せ な くな る 公 算 は高 い。

入 間 と入 間 の ふ れ あ い の中 、 ある いは、 自然 の リズ ムの 一体 感、 コ ミュニ

テ ィーの なか の 連 帯感 を どの様 につ く り出す か が 、 現代 入 の課題 とな っ て

い る。
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C.積 極 的 なヘ ル シー'ラ イ フ

　 情 報 ネ ッ トワー ク の進 展 に よ り、 予 防 医療 の情 報 と緊急 時 の 医療 シス テ

　ム は、 有 効 に利 用 出来 る 様 に な った が 、積極 的 な健康 管理 ・増 進 の た め に

は、 個 々人 が 「あた り前 の こ とを あた り前 にや る」 と言 われ なが ら、 なか

　なか 実行 出来 な い。 や は り、 何 人 か集 っ て、 健 康 増進 の グル ー プをつ くる

　こ とが 手 取 り早 い とい え る。 そ の 意 味 で、入 口が集 中 して いる 東 京 で、 小

　さ な健 康維 持 集 団 が 出来 れ ば 良 いが 、 出来 ない 入 には 森 林 浴 を利 用 した 健

康 維 持 ク ラブ に入会 す る ことは大 きな ステ ソプ と云え る。 自分 に合 った ヘ

ル シ ー ・ライ フ を見 つけ 、 日常化 させ てい くに は、 相 当 の努 力 と根 気 が い

る 。 仲 間 を増 や し て、 新 しい健 康 文 化 を築 きあ げれれ ば と思 う。

　 　さ らに、 地 元 との タイ ア ップに よ り、 周辺 の レク リ ェー シ ョン施 設 の 利

用 も、 会 員 とそ の家 族 に 開放 され てい る。 サ バ イバル ・ブ ー ムに 乗 って、

生 き残 りの道 具 を使 い、 森林 の 中 を探 険す る ス リル を味 わえ る 。都 会 の入

に は 自然 の動 植物 に触 れ る 機会 が 増 え、 理念 に ふ りまわ され る こ とへ の警

告 を知 るチ ャン スが得 られ て好 評 であ る。

　 情 報 メデ ィアに よる予 防 医療 の 発達 も、個 々人 の生 活 ス タイル に いか に

フ ィ ッ トさせ るか が大 きな テ ー マ とな ってい る。 健康 の郷 は 費 用 がか か る

が 、 自 らの生 活 ス タイル の なか での位 置 づ け を大 き く感 じる入 に は反 響 が

あ る。

(3)　 ラ イ フス タイル とヘ ル シーデ ー タバ ン ク

　 a.今 何 故 予防 医 療 か

　　 　病 気 に な った ら医者 へ 行 く とい うこ とに 比べ る と、 予 防 医 療 は 非常 に プ

　　 ログ レ ッシ ブ な もので あ る。 今 何故 予 防医療 か と言 うと、 背 景 は二 つ あ る。

　　高 齢 化 社会 の 一 層 の 進展 と医 療 費 問題 で ある。 即 ち、 国 民経 済 的観 点 か ら

　　は 国 民 全体 の 財産 の乱 用 に 自 ら歯止 め をかけ る 必 要が あ り、 国 民一 入 一 入

　　の 立 場か らは 、 自分 自身の老 後 の安 全 は 自分 で投 資せ ね ば な らな い か らで

　　あ る。
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　 健 康 と病 気 に 関す る国 民 の ライ フ ス タイ ル をめ ぐる3つ の環 境 、 即 ち、

国 民 の価 値観 、 医療 産 業 、健 康 産業 の それ ぞ れ の 視点 か ら予 防 医療 の 必要

性 を なが め て み よ う。

　 第 一 に、 国 民 の ライ フス タイルは 変 貌 し てい る 。 生活 の基 本 条 件 と して

の 健 康 の大 切 さ を強 く認 識 し始 めた 。 健 康 で ある こ とへ の 価 値観 が 向上 し

て いる。 経 済 的 側 面か ら言 え ば、 健 康 の維 持 に今 まで以 上 の 投 資 を して も

よい とい うこ とを意 味 す る。 こ こで、 病 気 に な って 治療 を受 け る こ とに つ

い て の コス ト意 識が 強 まれ ば、 そ の こ とは一 層 加速 され よう。 ただ 、健 康

に は 万全 の 体 制 を と りた い と願 い行 動 す る国民 もま た、 や は り病 気 に なる。

そ の際 は早 期 発 見 、早 期 治 療 や高 度 な医 療技 術等 安 心 で きる 医 療体 制 を強

く願 うもの で ある 。
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　 第 二 に、 健 康産 業 と呼 べ る一 群 の産 業 が 伸長 してい る。 原 理 的 に は国 民

の健 康 生活 ニ ー ズ をい ち早 くキ ャ ッチ した ニ ュー ビ ジネ ス で ある。 健 康 へ

の 投 資額 が 伸び る程 成 長 す る事 業 で あ る。 それ は 医療 産 業 側 での ニー ズへ

の 適 切 な対 応 へ の遅 れ に よ って、 よ り増 長 され て いる。 この 産 業 には 、 飲

食 品 関係 の産 業、 ス ポー ツ ・レ ジ ャー産 業 が 中心 にな って いる が、 これ か

らは精 神 的 健 康 の重 要性 が 大 きな ウ ェイ トを 占め る の で、 宗 教 分野 が 健 康

産 業 の一 つ とな る こ とが 予 想 され る。 健康 投 資 の 実体 は多 様化 してい る の

で、 こ の産業 は新 しい ア イデ アを どん どん 生 み 出 して い くで あ ろ う。

　 最 後 に、 医療 産 業 で ある 。 医療 サ ー ビスの 高 度 化が 常 に 求 め られ る 一 方

で、 医 療 費 の適 正 化、 国 民 の 間 での 医 療 コス ト意 識の芽 ば え、 健 康 ニー ズ

の増大 、 また 医 師の 供 給過 剰状 況等 の 多 くの課 題 が ある。 医療 産 業 で は、

病 気 に なった 国民=患 者 を 治療 す る こ とを中心 に して経 済 的基盤 が 成 立 し

て きた。 上 の よ うな課 題 を 考慮 すれ ば、 これ まで の医療 サ ー ビス体制 の 内

容 を向上 させ る とと もに、 予 防 医療 体 制 を整備 しな くては な らない。 病 人

で は ない国 民 に予 防 的 医療 を施 し て収 入 を得 られ る経 済 メ カ ニズ ム を創 出

す べ きだ。 昨 今 の 医 療 ビ ジ ネス と呼 ば れ る もの は これ に 相 当す る。 た だ、

そ れ は 本来 の 医療 産業 で は な く、他 産 業 か らの 進 出 で ある。

　 この 予 防医 療 サー ビス と先 の健康 サ ー ビスが 知 恵 を絞 って、 国民 の 健康

投 資 の 対 象 となる の で あ る。

b.ヘ ル シー ・ライ フの す す め

　　 一 ヘ ル シー ・デ ー タ ・バ ンク ー

　 b-1　 健康 を情 報 化 す る

　　 　か って健 康 は 無 意 識 の世 界 に 取 り残 され てい た。 病 気 に な って は じめ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 さが

　　て健康 を知 り、病気が治 って健康の有 難さを味わ う。一種の人間の性か

　　とさえ思われ る。健康 は 目に見える形 で実感 しづ らい、対立概 念である。

　　な らば、健康 を情 報化 してみた らど うか。

　　　 「健康の情報化」 とい うのは言葉の あやで あるが、要す るに体 に関す
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　る で きる だ け 多 くのデ ー タを長 期 に わ た って収 集 管 理 分 析 しよ う とい う

　こ とで ある。 も ちろん 精 神 的側 面 か らの デ ー タも必 要 で ある。 今 、 こ う

　い うデ ー タの 貯 え を 「ヘ ル シー ・デ ー タ ・バ ン ク」 と呼 ぶ 。

　 　で は、 この デ ー タバ ン クが ど う して健 康 を担保 す る こ とが で きる の か。

一 つ は、 病 気 の早 期 発 見 で あ るσ 時系列 的にデ ータが観察で きる こ と、様

様 な属 性、 生 活 特性 、 習慣 な どそ の 人毎 の 特性 と健 康 デ ー タの突 き合せ

が で きる こ と、健 康 デー タが 分 散 し ている 複 数 の医 師 か ら共有 し うる こ

　と等 が そ の理 由で ある 。早 期 に発 見 で きれ ば 治療 は容 易 な ことが 多 い。

　ま た病 気 の原 因 を早期 に摘 み とる た め の コ ンサ ル テ ィン グ を受 け や す い。

　第二 に は、 自分 自身 の健 康 管 理 が や りや す くな る こ とで ある。 図 や グ ラ

　フで 自分 の デ ー タを見せ られ 、 自分 の職 業 、 年 令等 を勘 案 した標 準値 を

見せ られ れ ば、 普通 の 入 は ど う しな くて はな らな いか を気 が つ く筈 だ。

　しか も、定 期 的に 見 せ られれ ば 否 が応 で も健 康 が 目に見 え て こ よ う。第

三 には 、 緊急 時へ の対 応 が と りや す くなる こ とで ある 。 次 に 述べ るIC

　カー ドや デ ー タバ ン ク ネ ッ トワー ク等が それ で ある。

b-2　 健 康 を フ ァ ッ シ ョン感覚 で着 る

　 　健 康 を情 報 化 す る と、 自分 の体 の 状態 をグ ラ フや 絵 で見 る こ とが で き

　る 。 しか もヘ ル シー ク ラブに 加盟 して、 そ この 健 康ICカ ー ドを持 っ て

　い る と街 角 で それ を見る こ とす らで きる。 これ か らの 時代 、 健康 を害 す

　る ほ どの働 きバ チは 減 る だ ろ う。 自分 の体 調 に 合せ た 行 動 パ ター ンが 重

要 視 され る。 ス ポー ソ もレ ジャー も食 べる こ と も眠 る こ と も、 自分 の体

　や 精 神 との 関 わ りで と らえ や す くな り、 それ らを フ ァ ッシ ョン感 覚で 自

在 に着 こなす よ うに なる 。 健康 を ど う維 持す るか を個 性 的 に捉 え る か ら

　で ある。

c.ヘ ル シー デ ー タバ ンク を取 り巻 くサ ー ビス

　 健 康 の情 報 化 、 健 康 の フ ァ ッ シ ョン化 とい った 様 相が 見 え て くるた めの

仕 組 み につ い て述 べ る。
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c-1　 ヘ ル シ ー ・ デ ー タ ベ ー ス

　 　会 員制 で健康 に関 す る検 査 を定 時、 随時行 い、 そ れ らの デー タを適切

　 に貯 え る(数 値 、 文 章 の み な らず、 写 真 、 イメ ー ジ も貯 え る)。 これ ら

　 を時 系 列 処理 、検 索 した り統 計 分 析 で きる。 また、 通 信 ネ ッ トワー クを

　介 して 契約 してい る複 数 の 医 師 か ら利 用 され る。

c-一一2　 健 康ICカ ーー一・ド

　 　 カー ドにICを 内蔵 させ 、 本 人 の 属性 や健 康 属性(血 液型 、 血 圧 、 病

　歴 、 ア レ ル ギー、 投薬 デ ー タ等)を 記 憶 させ てお くもの で ある 。 この カ

　ー ドは 病 院等 の読 み取 り機 でデ ー タが 呼 び 出 され る。 医 師は この シス テ

　ム を使 う こ とに よ って、急 患 の基 礎 的 な診断 や ア レル ギ ー体 質 の検 査 の

　手 間 が大 幅 に省 け 、 よ り早 く適 切 な 診断 が で きる。

c-3　 人 工知 能

　 　人 工 知 能 の実 用 化 は 治療 診 断 等 の 分野 でま だ端 緒 に つ いた ばか りで あ

る が 、 研 究 は どん どん 進 ん でお り、 治療 面 だけ で な く、 予 防 医 療 の 分野

　で も期 待 で き よ う。

　 ・昔 の人 の 知恵 知 識ベ ー ス

　 　 古い 時代 の人 々は、 中 に は誤 った ものや 迷 信 もある が、 多 くの 生 き

　 る 知恵 を言 い伝 え て きた。 中 で も予 防医 療 に 関す る もの が驚 くほ ど多

　 い 。 医 師 も少 な く、 健 保 制 度 もな い時 代 では当然 で あ ろ う。 現 代 入 は 、

　 こ の昔 の入 の 知 恵 を忘 れ 去 って しま った。 これ を知 識 ベ ース として ど

　 ん どん 貯 え 、現 代 医学 の 面 か ら解 説 を加 えた もの を作 っ て サ ー ビス す

　 る。

　・健 康 コ ンサ ル タン ト

　 　 自分 の現 在の体 調 、 生 活 状 況、 気 分 等 をイ ン プ ッ トす る と、 過 去 か

　 らの デ ー タベー ス と突 き合せ て健 康 上 注 意す べ き点 を維 持 す る た め に 、

　 こん な ス ポー ツを してみ た らど うか とい った ア ドバ イス をす る。 これ

　 は、 一 方 的 メ ッセー ジで は な く、 会 話 型 で あ り、 相 談 を す る と親 切 に

　 答 え て くれ る人工 医 師 で あ る。
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c-4　 ヘ ル シ ー ク ラブ

　 　以 上 の よ うなサ ー ビス をす る仕 組 み と して、各 種 の ヘ ル シー ク ラブが

　多 数 生 まれ る で あ ろ う。 ハ イテ ク技 術 を駆 使 した サ ー ビス 以外 に も、 ふ

れ あ い要 素 の 強い もの が多 く提供 され よ う。 現 在 の健 康 保 険 は病 気 に な

　った 時 の 為 の もの で ある。 ヘル シー ク ラブで は通 常 ヘ ル シー保 険 を始 め

　る で あ ろ う。 ヘ ル シー保 険 は、 ヘ ル シー ク ラ ブの各 サ ー ビス と病 気 に な

　 った 時 の健 康保 険 を補助 す る保 険 が つ いた もの で あ り、 健 康 を買 うた め

　の 支 出 に対 して援 助 し、 健 康 で ある 程保 険 料 が安 くな って い く仕組 み の

　 もの で ある。

(4)高 齢者のヘル シーライ フ

　　 「さか さまに行か ぬ年 月 よ。老はえのがれ ぬわ ざな りd

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 紫式部　　「源氏物語」若菜

「私は、十五歳で学 問の道 に入る決心 を し、三十歳で 自信 を得、 四十歳で

こわ いものがな くな り、 五十歳で入間の 力の限界 を知 った。

　 六十歳になる と何 を聞い ても本 気で腹 をたてることが な くなり、 七十

歳 になる と、何 をや って も、 努めず して度 を過 ごす ことがな くなった。」

　　　　　　　　　　　　　　　　 「論語　為政第二」　 宮崎一定訳

　 人 の 一生 は 天 に向 か っ て放 たれ た 矢 の如 く、 終い に は地 上 に 戻 って くる。

老 い れ ば 誰 で も心 細 くな り、 人 の ぬ くも りを求 め る。 つ い 二、・三 世 代 前 の人

入 が持 っ てい た知 恵(あ き らめ)を 、 今の 世 間 は忘 れ て しま って いる の では

な い か。 い まの世 の 中で 、 日々の暮 しに追 わ れ てい る私 達 の 耳元 に毎 日、「ミ

サ イル は、 大 気 圏 外 を突 破 し、 永 遠 の宇 宙 に 向か って い ます 』 とい う言 葉 が

さ さや か れ て い る。本 当 に私 達 は、 大 気 圏 外 に 出た の で し ょうか。

　 各 々の 人 に、 そ れ ぞれ の人 生 の 終 点 が 定め られ てい る。 しか も、 それ す ら

予 定通 りにゆ か な いの が 人 の 一生 で ある 。
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　 大 き な波 が あ り、 暗 闇 の 先は 崖 が ある か も しれ ない 。 そ して波 に飲 まれ 、

崖 か ら落 ちる 人 は、 数 え切 れ なか った 。

　 幸 い に も、 現 在 の 医 療 は、 波 を小 さ く し、 崖 に囲 い を施 した 。 そ うして、

私 達 に、 新 しい 欲 が 出て来 て いる 。 も しか した ら、 寿命 も伸 びる の で は な い

か と。 確 か に平 均 寿命 は 伸 びた 。 しか し、 最年 長 者 の寿命 が、150才 に な

った とか、200年 に な りそ うだ とい う話 は、 い まだ 聞 か な い。 し ょせ ん 、

医 療 は、 荒 波 を なだ めた り、 崖 の 囲 い を高 くす る もの で しか ない の だ ろ うか 。

古 え の人 々 は、 女 性 、 子 供 、 老 入、 病 人 な どは、 か 弱 き存 在 で あ り、 彼 らに

は 、 ス キ ンシ ップが必 要 で 、 自分達 も肌 の ぬ くも りで 育 ち、 い つれ 肌 の 暖 か

さ を必 要 とす る とい う 自覚 が あ り、 しか も、 他 人 に 不快 感 を与 え ず、 甘 え ら

れ る よ うに す る に は ど うした らよいか を探 し求 め て きた 。

　 今 日、 世 間 で は、 女 性 と子 供 は、 充 分過 ぎる程 保 護 され てい る一 方 で、 老

い た人 と、 病 い の 床 にあ る 人 は、 病 院 で の看 護 の 充 実 とい う名 で、 ス キ ン シ

ップを拒 否 され ている 。 い や 、看 護 こそ、 スキ ン シ ップだ と、 世 の 中は言 う

か も しれ ないが 、 私 達が 求 め る肌 の ぬ くも りを ち ょっ と、 考 え て みれ ば 、 看

護 とい う名 の 拒否 宣言 の本 音 が分 か る。 私 達 が 心 細 くな った と き、 初め に求

め るの は、 家族 の ぬ くも り、 近 所 の励 ま し、 友 達 の 共 感 で ある。 それ を、 赤

の他 人 であ る 医者 や、 看 護 婦 に、 一 方 的 に求 め る の は、 おか ど違 い では な い

だ ろ うか。

　 私 達 は、 核家 族 や、 閉 され た 個 室 を何気 な く求 め て、 実 現 させ て きた 。 そ

し て同 時 に大 切 な何 か を失 った こ とに気 が付 いた。 都 会 の気 さ くな暮 しを得

た 代 りに、 近 所 付 き合 いは 希 薄 に な り、 わ ず らわ しさの 中 に 隠れ ていた 何 か

を失 な って い る。 現 在、 マス コ ミで医 療問 題 と して取 り上 げ られ て いる 事 柄

は 、 経 済 ・教 育 ・住宅等、生活のあ らゆる側 面 で生 じる 問題 の結 果 と して 出 て

来 た もの を、 生 活 全般 の 問 題 と して考え る の では な く、 医療 制度 ・医療 サ ー

ビス の問題 と して いる 傾 向 が 強 い。 私達 も、 厳 し くさ み しい 現 実 を医療 制 度

とい う狭 い場 所 に 押 し込 め て 、 出来 る こ とな ら、 見 て見 ぬ振 りを した い と思

っ て いる 。見 て見 ぬ振 りを止 め て、 現 実 を見 つ め 直 してみ よ う。
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　 ところで、健康 な状態 とは どの ような状態で あるか考えてみる と、各 々の

個人 によって異 なる のではないか。

　大 ざっぱ な言い方 をすれば、各 々の値入が 社会か ら要請 され ている役割 な

い しは、各個入が社会に参画す るに際 し果そ うとす る役割に必要な心身の状

態 と考え られ るの ではないか。

　す なわ ち、 魚屋 さん な ら朝早 く起 きて仕入れ を し魚をさば く技術 を駆使 し、

長 時間立 っているこ とが で きる体 力があるこ と。

　 流行作家な ら長時 間の資料収 集や、執筆活動が可能な体力及び精神状 態。

　店員 な らば、 お客に不快感 を与え ない接 客の出来る気持で あり、商品 を運

べる体 力か もしれ ない。す なわ ち必ず しも、10代 や20代 のスポー ツ選手

の もっている体力 ・気力や、壮年の棋士が持 っている知力や勝負感 といった

ものではないのではないか。

　 そ して、 これか らの社会 の情 報化や、科 学技術 の進歩 を考 える と、現在 の

健康 で文化 的な生活 を送 る為 に健康 を求める とい う考え方 とは、違 った考 え

方が 出て来 てもよいのではないか。

　 次に、健 康の価 値 とは、何 であ ろ うか。

　 健康それ 自身が最 も追 求されるべ き価値 としてあるのであろうか。健康で

あることが 生 き甲斐 であろ うか。 ど うもそ うでない よ うである。 多 くの人 々

の考 え方 も、健 康を第一 と考えていないのではないか。 どちらか といえば、

自分 自身が生 き甲斐ない し、 や らなければな らない と思 う役割 を果すため に、

健 康を維 持 している し、健康を望んでいるの ではないか。

　 逆説的 な言 い方 をすれ ば 、 私達 は健 康 で あ る こ と を必ず し も求 め て い

ないのか も しれ ない。例えば、会社の仕事 の為に健康 でないに もかかわ らず

無理に健康 を装 って仕 事を続けて、死 に到 る ことや、 ひとたび、世間か ら、

健康 でないと見倣 される と社会的地位 や仕事 を失 な うとい う恐れか ら必死に

健康 を装 って、かえ って健 康を害する ことも稀で はない。

　 そ して、健康 より価値がある と思われ る もの を持つ こと自体は、決 してお

か しい ことではないのでは ないか。
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　 しか し、 健 康 以 外 の価 値 を実現 す る為 に は、10代 や20代 の健 康体 で な

けれ ば な ら ない とい う、 必 ず しも健 全 とは いえ な い面 を含 ん で い る美 意識 が

あ る ので は な いか 。

　 例 え ば、 警 備 保 障会 社 の コ ン ピュー タール ー ムで、 お 客 の家 や 会 社 の警 報

装 置 が、 作動 してい るか ど うか の監 視業 務 な どは、 屈 強 な男性 が や らな くて

も、手 足 の不 自由な入 で も充 分 勤ま る し、 長 い療 養 生活 で精 神 的 に 弱 って い

る 入 に対 す る助言 は、 ハ ンデ ィキ ャ、ッブ を負 ってい る人 の方 が経 験 不足 の 医

師 や看 護 婦 よ り適 切か も しれ な い。

　 この よ うに考 え る と、 現 在 問 題 と なって い る医 療 の問 題 、 高齢 化 の課題 に

対 す る答 も、か な り違 った もの とな って くるの で は ない だ ろ うか 。

　 よ く、 老 い る と幼 児 に帰 る とい い、 ま た、 育 児 は大 変 面倒 な仕 事 であ る。

　 しか し、 多 くの 人 は 、 将来 幼 児が 健 全 に育 ち、 自分 では で きな か った 夢 を

実 現 す る よ うに なる と い う期 待が あ るた め、 育児 の大 変 さ を厭 わ ない 面が あ

り、 社 会 も幼 児に 期 待 し てい る。

　 一 方 、 ひ と度 回 復 不 可 能 な 障 害 を負 う と、 大 らか に受 け 入れ よ うと しない 。

　 老 人 問 題 に は、 育 児 に 対す る と ち ょ うど逆 の意識 が 働 い て い るの では ない

か 。

　 報 わ れ るこ との ない、 夢 を 見 る ことの 出来 ない老 人 の世話 に心身 とも疲れた

り、 世 間 に対す る 体面 を失 な った り、 自分 のや りた い こ とが 、 出来 な くなる

とい った、 世 話 をす る 側 の生 き甲斐 を中心 として、 老 人 問題 は語 られ 、 ま た 、

老 入 に な った と き、 周囲 にあま り世話をかけさせた くない とい う美意識 一 老醜

を さ ら した くない とい う意 識 一 を前提 と して、 い か に解 決 して ゆ くか とい

う形 で、 答 が 求 め られ ている 。

　 こ の こ とは 、 障 害者 の社 会 復 帰 の困難 さ、雑 誌 等 の 若 さ を保 つ 健 康 法 な ど

一 貫 してい る。 しか も、 こ の美 意 識 は現 在、 若 さ=健 康 とい う定 式 で、 若 さ

と強 く結 び つ い て い る よ うに思 え る。

　 今 後 、 我 々が 必 要 とす る ものは、 ライ フサ イク ルの様 々の 局面 での美 を求

め る こ とで あ り、 しか も、 各 世代 で共 有 す る こ とで は ない だ ろ うか。

一155一



　 以上 の よ うな考 え方 を 前提 と し て、情 報 化 社会 の下 で、 高 齢者 が 社 会 的 役

割 を負 い、 社 会 か ら認 め て も らえ る 糸 口を常 に 見 い 出せ る 社会 の具 体的 イ メ

ー ジを考 え た。 まず 、

　 今 後 の高 齢化 が 進 む下 で は、 最 善 の方法 は ない とい うと ころか ら出発 して

い く しか 仕 方が な いの で は な いか 。

　 そ れ よ りも人 生 の価 値 を1つ に固 定 せず 、 様 々 な価 値 を同等 の もの と して、

互 い に認 め合 いか つ 妥 協 点 を見 い 出 して行 くこ と を、 日々続 け てい か なけ れ

ば な らない の で は。

　 現代 は、 価 値 観 の 多様 化 の 時 代 だ と言 わ れ て い る。

　 確か に、 社 会 の中 に 多様 な価 値 観 を持 った 人 々が 生活 してい るが 、 個 々人、

ひ と りひ と りで は、か え って価 値 観 が 一元 化 して い るの で は ない か。

　 価 値 観 の多 様 化 は、 個 人 レベル に お い て、 多 様 な価 値 観 を持 ち、 しか も、

個 人 の 内面 に お い て統合 され 、 生 き生 き した 表情 とな って表 わ れ て、 初 め て、

達 成 され る もの で ある。

　 そ して、 今 後 の社 会 で 求 め られ て いる価 値観 の 多様 化 とは、 個 人 レベ ル で

の 多様 化 で あ り、 そ れ を反 映 した、 社 会 レベ ルで の 多様 化 で は ないか 。

　 こ の よ うに、 個 人、 社 会 の 両 方 の レベ ル で 多様 な価値 観 を含 む社 会 とは、

具 体 的 には、 寝 た き り老 入 や 、精 神 病 者 に と って も、病 院 や 家 の 中 に完 全 に

隔離 され る こ と な く、 社 会 と の接 触 を常 に 保持 で きる社 会で ある。

　 最 近 は、 旧来 の メデ ィア で も、 多様 な 内 容 を伝 え、 人 々は 自分 の判 断 に よ

って、 社 会 との接 触 を保 つ こ とが 容 易 に な っ て き ている 一 例 え ば、 就職 ・

住 宅情 報 誌 な ど。

　 しか し、 現 在 の対 象 は、 年令 的 に は 限 られ てい る。 今 後 は、 対 象 が 徐 々に

拡 が り、 老 人 や 病 人 も、 自分か ら進 ん で 、 社 会 との 接 触 ・自分 の能 力 を活 か

せ る場 を見 い 出 す こ とが 、 出来 る よ うに してい くべ きで ある 。

　 社 会 との 接 触 を保 つ具 体 的 な こ とと して、 まず 一 番 に あげ られ る のは 、 仕

事 で あ る。

　 仕 事 な い し勤め を続 け る効 用 と しては、
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　 ① お 金 を稼 げる 。

　 ② 暇 が つぶ せ る。

　 ③ 楽 しい こ と もある 。

　 ④ 自己実現 が で きる こ と もあ る。

以上 の4つ が 主 な もの で あ ろ う。 そ して、 高 齢 化 社 会 で は、 ニ ュー メデ ィア

を利用 して、 現 在 の よ うな、長 時 間満 員 電車 に揺 られ通 勤 を しな くと も、 老

人 で も十 二 分 に仕 事 が 続 け られ る。例 え ば、 近 所 の 気の 合 った 人 々 と共 同で 、

仕 事 部屋 を借 りて、 そ こ に、 ニ ュー メデ ィア機 器 を設置 し、 会 社 よりの 指示

に基 づ い て、 事 務 的 仕 事 を行 な う。

　 そ れ に よ って、 煩 わ しい会 社 内 で の入 間関係 か らは隠 居 した 形 に な り、 ま

た 直 接 利 害 関係 の な い人 々 と同 じ場 所 で仕 事 をす る ことに よ り孤 独 にな らず

にす み、 生活 の リズ ム も崩れ ない 。 も ちろん 、 在 宅 の ま ま仕 事 を続 け る こ と'

もで きる し、 会 社 に も必 要 に応 じ出勤す る とい う よ うに、 様 々 な形 で 仕事 に

従 事 で きる。

　 以 上 の よ うに、 就 業 形 態 は様 々に考 え られ るが 、 今後 必要 となる のは、 こ

れ らの就 業形 態 を支 え る仕事 の需 要 で あ り、 制 度 上 の バ ック ア ッ プで ある。

　 例 え ば 、現 在 の就 職 情 報、 人 材 銀 行 と、 何 ん で も屋の 制 度 を結 びつ け て、

しか も、 対 象 を高 齢 者 に拡 げ る こ とで ある 。

　 現 在の就 職情 報 誌 や 、 人材 銀 行 が提 供す る仕 事 は高齢 者 に も充 分 で きる も

の で ある に もか か わ らず 、 求 人の 対象 は 若 い人 中 心 に な っ てい る。 また、 世

の 中 で人 々が 必要 と して いる ニ ー ズは、 何 で も屋 の例 で もわか る よ うに 、 非

常 に 多 岐に わ た ってい る。

　 この多様 なニ ー ズ を、 就 職情 報 誌 な どの シス テ ムで結 び つけ 、 しか も対 象

を高齢 者 に拡 げ る こ とが 出来 る の では。

　 具 体 的 に は、 小 金 を持 って い る入 が 、 資産 の管 理 、確 定 申告 、税 金 対 策 を

し て も らい た い と考 え てお り、 しか もなるべ く安 く入 に 頼み た い と き、 求 人

依 頼 を シス テ ム に登 録 して赴 く、 一 方 、長 年 会 社 で経理 の仕事 を してお り、

資産 管 理 の 知識 を持 つ 入 が 求 職 をシ ステ ムに登 録 してお く。 そ して シ ス テ ム
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は高 齢者 に 優先 的 に 職 を紹 介 す る とい うこ とが で きる の で は。

　対 象 とす る職 種 ・仕事 は、 社 会通 念 上 お か しな もの で なけ れば、 特 に制 限

を設 け る必 要 は な く、 い く らで もある。

　 求 人側

・庭 の手 入

。家 の増 ・改 築

。資 産 管理

。家 庭料 理

。寝 た き り老 人 の 世話

。茶 飲 み話

　 求職側

庭い じりの趣味

住宅関係の経験

金融関係の経験

料 理 を作る ことが趣味

寝た きり老入 を看護 したこ との経験

接客業 の経験

　 以 上 の よ うに、 必 ず しも公 的 な資格 を持 つ こ とを前 提 とせ ず に、 経 験 と熟

練 度 を基 準 に考 え れ ば 、世 の 中の ニ ー ズ と、 求職 とは結 び付 くので は。

　 さ らに、 この よ うに職 を求 め る入 に、 正 式 な教 育 ・訓 練 の機 会 と公 的 資格

取 得 へ の道 を 開い てお くこ とが 、励 み に もなる の で は な いか。 逆 に 、 求人 す

る 側で も、何 とな く人 恋 しい とき、何 らか の名 目をつ け て、入 を呼 ぶ こ とが

で きる の で は な いか 。

　 又 、 仕 事 をす る必要 は ないが 、 社 会 との 関わ りを保 ちたい 人 に と っ て も、

様 々な コ ミュニ ケ ー シ ョンの方 法 も考 え られ る。

　 俳 句 や 、短 歌 の同 人 雑 誌 を作 る こ とな ど、 従来 、 編 集 や、 出版 費用 面 で大

きな 制約 が あった が 、 今 後 、仲 間 内だ け の 出版 で ある な ら、 ニ ュー メデ ィア

で 、素 人 とで もで きる ので は。 又 、 全 国各 地 で 、 そ れ ぞ れ の風 土 に合 った ハ

イ キ ン グや オ リエ ン テー リング を行 な い、 各 々交 流 を深 めた りで きる 。 さ ら

に競 争 心 の強 い人 達 の 為 に は、 それ ぞ れ の ス ポ ー ツの 記録 を集 め、 世 界記録 、

日本 記録 、 そ の地 方 の記録 、 値 入の 記録 を編集 し、 各 個人 の はげ み にす る こ

と もで きる。

　 以 上 の よ うな シス テ ム を作 る に 当 っ て、 商業 ベ ース の もの、 ボ ラ ンテ ィア

の もの何 で も よいの で は な いか。

　 又 、一 方 的 な道 徳 観 で考 え る こ とな く、 あ くま で 高齢 者 が 社会 との 接 触 を
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保 てる よ うにす る こ とでは な いか。

　 例 え ば、 一年 中全 国各 地 で行 なわ れ ている 競 馬 や競 輪 の 馬券 や車 券 が少額

な らば、 自由 に、 い つで も どこで も、 買え る よ うに する こ とで ある。

　 「腹 い っぱ い 食 べ て、 一 日中頭 を働 か せ る こと の ない入 は、 問題 に もな ら

　 　 ぬ人 間 だ。 博突 な どい う勝負 ご との遊 戯が ある だ ろ う。

　 　　 あれ を してで も遊 ぶ ほ うが、 まだ 何 も しな い よ りは ま しだ ろ うな。」

　 　　 　　 　　 　 　　 　　 　　 　　 　 「論 語 　陽 貨 第 十七 」　 宮 崎一 定 訳

　最後に現在の、高齢化対策、 ニュー メデ ィア論議の多 くは、外向的に 社 会 に適 応

す る こ とが 前提 とな ってい るが、内気 な生 き方 も大 手 を振 って歩 け る よ うにす

る こ とが必 要 な ので は 。

「知者 は水 を楽 しみ、仁者 は山 を楽 しむ とあ り。知者 は動 き、仁者 は静か

な り。知者は楽 しみ、仁者は寿なが し。」

(知 者は運動 が好 きで、仁者は安静が好 きなのだ。知者 は 目前 を楽 しく暮

　らす方法 を知 り、仁者は長 寿の秘訣 を知 っている。)

　　　　　　　　　　　　　　　　 「論語　雍也第六」　 宮崎一定訳

㈲ 　 ライ フサ イ ク ル とヘ ル シ ー ラ イ フ

　 　西 暦2010年 、 陽 春 の候 、A氏 は休 日の 午後 、 何 か健 康 管理 に 関 する 教

　養 講 座 を受 け た い と思 い 自宅 の ホ ー ム コン ピュー タ を操作 してい た。 この ホ

　ー ム コ ン ピ ュL・一・タは、VTRと 連動 してお り、 色 々 な シ ミュ レー シ ョンをす

　る こ と も可 能 とな っ て い る。

　 　さ て、A氏 は、 こ の ホ ー ム コ ン ピ ュー タを操作 して、 数 々の健 康 管 理 講座

　の 中か ら 「ラ イ フサ イ ク ル とヘ ル シー ラ イ フ」 とい う講 座 を選択 した。 この

　講 座 で は 次 の こ とを伝 え て いた。

　 　今 か ら約 四半 世 紀 前(1985年 頃)の 社 会 を振 り返 って み る と、 結核 を

　は じめ とす る感 染症 が 克 服 され 、 ガ ン、 脳 血 管 疾 患、 心 疾 患 とい った い わ ゆ

　る 成人 病 が そ れ にか わ っ て、死 因の 上位 を 占め る様 に な って きて いた。 総 死
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亡 に 占める 成 人病(ガ ン、 脳 血 管 疾 患、 心 疾患)に よる 死 亡数 の割 合 は、

1953年 に は31.6%で あ った が 、1983年 に は61.4%と30年 間 に

倍 増 している 。欧 米 先 進 国 で も、 これ ら三 疾 患 が 三大 死因 と な ってい る が、

我 が国 の特 徴 は、 死 因 の トソブは ガンで ある が 、脳 血 管 疾患 に よる死 亡 の割

合 が 高 く、 心 疾 患 の割 合 が 低 い こ とで ある。 脳 血 管 疾 患 に よる死 亡 は、 急激

に 減 少 してい る が、 心 疾 患 に よる死亡 は 増加 傾 向 に ある 。 この心 疾 患の 中 で

も、 急性 心 筋 梗 塞 の増 加 が1975年 頃 か らきわ だ っ て きて お り、1983

年 の そ の死 亡 者 数 は3万 入(1965年 頃152万 人程 度)を 超え ていた 。

我 が 国の死 亡 構 造 は この 当 時 欧米 先 進 国 に近 づ きつ つ あ った と言 え よ う。

　 さ て、2010年 の 現在 は ど うか とい うと、 完 全 に、 約 四半 世 紀前 の欧 米

先 進 国 の死 亡構 造 と同 じ形 に な って いる こ とはす で に ご存知 の こ とと思 う。

つ ま り、 死 因 の上 位 を成 人 病 が 占め、 心 疾 患 に よる 死亡 率 が25年 前 の ア メ

リカ と同水 準 に な っ てい る。 これ は、 こ の25年 間 に ほ とん ど欧 米風 の食 生

活 に な り、 カ ロ リー や 脂肪 の摂 取 量 が極 端 に多 くな って いる 。

　 さ らに、 従来成人病 と呼ばれ ていた疾患は、現在 では、年齢に 関係 な くみ

られ る様 に なっ て し まった。 これ は、 子 供 も大 入 も同 一 の 食 生活 を送 って き

た 結 果 にほ か な らな い。

　 さ て、そ れ では 現 在 の 日本 人 の ライ フサ イク ル を見、 次 に各 年代 に応 じた

ヘ ル シ ー ラ イフ をお す す め した い と思 う。

　 図1を 見 て の通 り、 現 在2010年 で は、 人生90年 代 と なっ て いる。 今

か ら約25年 前 には 、 入 生80年 代 と言 われ 、 この25年 間 に10年 延 び て

入 生90年 代 とな った の で あ る。 この人 生90年 間 を健 康 で ハ ツ ラッ と した

人 生 を 送 る に は どの 様 に 日 々の生 活 を してい った ら よい のか 、 そ の ヘル シー

ラ イ フを提案 した い と思 う。

　 現 在の医療の重点は、 以前重視 されていた治療 医学か ら予防医学へ と移 っ

てい る。 つ ま り どの様 に した ら健 康 な生 活 を送 る こ とが で きるか の方 に重 点

が 置 か れ て い る の で ある 。

　 この考え方に よ り、数年前に政府 は、医療 関係法、健康保 険制度の大 幅な
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改 正 を行 な った。 そ の結 果 、 民 間主 導 型 の様 々な健 康 ・医療 ビ ジネ ス が 活発

に お こ り、 国 民 もそ の恩 恵 を適 正 な価額 で、 充 分 に受 け 大歓 迎 を してい る。

この大 幅 な改 正 まで あ っ た 医 療 に 関 す る様 々 な 問 題 も随 分少 な くな った 。

この こ とは、 皆 さん もそ の恩 恵 を受 け て い る こ とで し ょう し、 また 、 医療 ビ

ジ ネス につ いて は マス コ ミ等 で紹 介 され て いる の で ご存 知 の こ とで あ ろ う。

こ の こ とに つ い て の詳 細 は 別 の機 会 に譲 りた い と思 う。
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ト剰

　 さ て、 そ れ では これ か らヘル シー ライ フの提 案 をす る に当 り、 入 生90年

を適 当 な年 齢 層 に 区 分 し、 そ れぞ れ の年 齢 層 にお け る特 徴 を述べ 提 言 して ゆ

きた い。 まず 、便 宜上 次 の様 な年 齢区 分 に した。

　 ・幼 児 期(　 0歳 か ら　 5歳 未 満)

　 ・児 童 期(　 5歳 か ら15歳 未 満)

　 ・青 年 期(15歳 か ら30歳 未 満)

　 ●中 年 前 期(30歳 か ら45歳 未 満)
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　 ・中 年後 期(45歳 か ら65歳 未満)

　 ・老 年 期(65歳 以 上)

　こ の年 齢 区分 に 従 ってそ れ ぞ れ の特 徴 及 びヘ ル シー ラ イ フ を提 言 してい こ

う。

〈幼児期 一 〇歳か ら5歳 未満 〉

　特　　徴

　　　親の手が一番掛か る時期で あ り、 また将来の人格 形成 に一番重要 な時

　　期 で もある。

　 ヘル シー ライフ

　 　 　 この時 期 は、 親 の心 掛 が一 番重 要 で、 身体 、精 神、 食 生活 等 に充 分 バ

　 　 ランス が とれ た育 児 が 必要 で あ る。

　 　 　 出生 時 に作 成 され るヘ ル シー ・カー ド(本 人 の血 液 型 、 身 長 、体 重 、

　 　 病 歴、 検 査 結 果等 健 康 管 理 に 関 す る事 項 が 登録 され てい る コ ン ピュー タ

　 　 カー ドで在 宅検 診 が可 能 で ある)に よって 定期 的 に健 康 管理 チ ェ ック を

　 　 行 う。

〈 児 童期 一5歳 か ら15歳 未 満 〉

　 特 　　 徴

　 　 　心 身 の発 達 の著 しい時 期 で あ り、 精 神 的 に も不 安 定 な時期 。

　 ヘ ル シー ライ フ

　 　 ・バ ラ ンス の とれた 食 生 活

　 　 ・体 力づ くり(テ ニス 、 水 泳、 フ ィー ル ドア ス レチ ック等 ス ポー ツ)

　 　 ・自然 ・文 学 ・芸 能 に触 れ る。

　 　 ・定期 健 康 管 理 チ ェ ック(ヘ ル シー ・カー ド)

〈 青年 期 一15歳 か30歳 未 満 〉

　 特 　 　 徴

　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　 一162一



　 　 15歳 か ら20歳 未 満 の 層 につ い て は、 多 くが 在学 者 で あ る こ とか ら

　 親 が か りで ある。 ま た、 そ の若 さか ら健 康 面 で 不安 の な い人 が 多 い。

　 　 20歳 代 に つ い ては 、 学 業 を終 え た人 々が 増 加 し、 仕 事 中心 的 な考 え

　方 に傾 い て くる。 健 康 面 では、 不 安 の ない 入が 多い が仕 事 で 無理 をす る

　 こ と もある の で十 分 健 康 に 気 をつ け る必要 が あ る。

ヘ ル シー ラ イ フ

　 ・バ ランス の とれ た食 生 活

　 ・体 力づ くり(テ ニ ス、 水 泳、 フ ィール ドア ス レチ ック等 ス ポー ツ)

　 ・ヘル シー ・シ ミュ レー タ(シ ミュ レー タの 中 に入 る と海 や、 森林 等 あ

　 　 らゆ る 心 の安 らぎ を与 え る環 境 が 作 り出 され 精 神 的安 ら ぎが得 られ る。

　 ・旅 行

　 ・定 期 健康 管 理 チ ェ ック(ヘ ル シー ・カ ー ド)

〈 中年 前期 一30歳 か ら45歳 未満 〉

　特 　 　徴

　 　 　仕 事 に 家 庭 に ある い は経 済 的 に も、 余 暇 に も、 総 じて ゆ と りの 少 な い

　 　時期 で ある 。 そ の た め精 神 的 に不 安 定 な入 が 多 く、 精 神 障害 受 療 率が 高

　 　 くな っ て いる 。

　 　 　 40歳 代 で は そ の 伸 び が大 きい。

　ヘ ル シー ライ フ

　 　 ・バ ラン スの とれた 食生 活

　 　 ・体 力づ くり(テ ニ ス、 ジ ョギ ング等)

　 　 ・ヘ ル シー ・シ ミュ レー タの活 用

　 　 ・定 期 健 康 管 理(ヘ ル シー ・カー ド)の 強 化

〈 中 年後 期 一45歳 か ら65歳 未 満 〉

　特 　　 徴

　 　 　 40、50歳 代 で は、 肥満 の割 合 が特 に女 性 で 高 く、 ま た50歳 代 の
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　 男性 で は体 力 の 伸び 悩 み傾 向 がみ られ る。 同時 に 精 神 障害 受 療 率が 高 く、

　そ の伸 び も小 さ い。

ヘ ル シー ラ イ フ

　 ・バ ランス の とれ た 食 生 活

　 ・体 力づ く り(テ ニ ス、 ジ ョギ ング等)

　 ・ヘ ル シー ・シ ミュ レー タの活 用

　 ・定期 健 康 管理(ヘ ル シー ・カー ド)の 強 化、 特 に精 神 面。

〈 老 年期 一65歳 以上 〉 』

　 特 　 　徴

　 　　 加齢 と と もに 当 然 の こ とな が ら衰 えが 目立 ち、 有病 率 、受 療率 と も急

　 　激 に高 ま って い る。 特 に近 年 の特 徴 と して、80歳 以上 で の痴 呆 疾 患 を

　 　中 心 とす る精 神 障 害 受療 率 の上 昇が あげ られ る。

　 ヘ ル シー ライ フ

　 　 ・バ ラ ンス の とれ た 食 生 活

　 　 ・簡 単 な体 力づ くり(体 操 、 ゲー トボ ール 等)

　 　 ・ヘル シー ・シ ミュ レ ー タの活 用

　 　 ・定 期健 康 管 理(ヘ ル シー ・カー ド)の 強 化 、特 に精 神 面。

　 以 上 が、 各年 齢 層 に於 け る ヘ ル シー ラ イ フの提 案 で ある。 さ て、 皆 さん は

今 まで のお 話 しを お 聴 き に な っ て どの様 に お 考 え で し ょ うか。 健康 と医療 は

皆 様 一入 一 人 の 問 題 です 。 この講 座 を参 考 に ぜ ひ 皆 さん も よ り一 層 のヘ ル シ

ー ライ フをす ご して くだ さ い。

　 A氏 は、 講座 を受講 し終え る とさ っそ く家族 と自分 の今 ま で の健康 に 対す

る 考 え行 動 をチ ェ ック しヘ ル シー プラ ンを立 て始 め た。

(6)予 防医療 と積極 的なヘル シーライフのすす め

　　国民の健康を維 持す るため計画 された ものには義務教育段階における体育
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・保 健 を始 め と し
、 幼 児教 育 ・成 人教 育 ・老 人教 育 の中 に取 り込 まれ て い る。

ラジオ体 操な どは多 くの 人 々が経験 してい る もので、国 民 の基 礎 体 力作 りに 一躍

を に な うもの に な って い る。

　 ニ ュー メデ ィア時代 の社 会環 境 の 中 で、健 康 維 持 の た め に利 用 で きる メデ

ィア が 出 て きて いる。 医療 と ニ ュー メデ ィア との 関 連 か ら考 え られ る 予 防医

療 とヘ ル シー ライ フにか か わ る もの に次の よ うな もの が考 え られ る。

　 ① 予 防 医 療 の啓 蒙 の た め に二 ぞ一 メデ ィア を利 用す る 。

　 ② 予 防 医療 そ の もの の た め に ニ ュー メデ ィア を利 用 す る。

　 ③ ヘ ル シー ライ フの 啓 蒙 のた め に ニ ュー メデ ィア を利 用す る。

　 ④ ヘ ル シー ライ フそ の ものの た め に ニ ュー メデ ィア を 利用 す る。

　 啓 蒙 の ため に ニ ュー メデ ィア を利 用 す る とい う方 向 は ニ ュー メデ ィア の持

つ 情報 の共 有 性 を利用 した もので、 マ ス メデ ィアの 延長 線上 に ニ ュー メデ ィ

ア を位 置 づ け た もの で あ る。 これ に対 して ニ ュー メデ ィアそ の もの を予 防 医

療 や ヘル シー ラ イ フのた め に利用 す る とい う方 向 は、 ニ ュー メデ ィア の付 加

価 値 を利 用 しよ うとす る もの で あ る。 次 にそ の 一例 を あげ る。

a.公 衆回線 を利用 した予防医療

　 現在、ほ とん どの家庭 に電話が あ り、 これ らは言葉に よる通話が大部 分

を 占め ている。 この電話 回線を利用 して個人の健康管理を実施 しようとい

　うのが この計画 である。

　　この電話機 には体 温計 ・血圧計 ・脈拍計 ・呼 吸数計 お よび検尿装置が取

　り付け られ ていて、必要 に応 じて電話機 の前 で計測 し、そ の検査 の結果 を

即座 に言葉で通話 して くれ るものである。 また必要 であれば値入番号 に よ

って登録 し、 時系列的 な診断結果 も返 して くれる診断機能 もそなえている。

さ らに、診断の結果、①病 院に行 く必要が ある(専 門 医の指定 を含む)、

②薬剤師 に相談す る必要 が ある、③ 民間の医薬 品で対処 しても良い、④健

康 である、 な どの情報 を伝 えて くれる。 必要に応 じて システムは、利用者

に対 して医学 的情報 を要求する。 身体計測の値、既往症、食事 のあ り方等
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につ い て、必 要 な タイ ミング で 聞 いて くれ る。 これ らの情 報 を基 に シス テ

ムは判 断 し、 利 用 者 の 健康 管理 を予 防 も含 め て行 な うもの で ある。

　将 来 の電話 は テ レ ビな どの 映 像 メデ ィア と ドッキ ン グす る とい われ てい

る。 その よ うに な る と、 シス テ ムか ら回 答 され る情 報 も音 声 だけ で な く、

映 像 に よって メ ッセ ー ジに 図 や 表が 利 用者 に提 示 され る こ とに なる。 ま た

カ ゼの季 節 に な る と、 カ ゼに 対 す る注 意 な どが 具体 的 に 表現 され る。 また

日常 の食 生 活 の メニ ュー を必 要 に応 じて入 力す る こ とに よ って、 食 生活 で

の ア ドバ イス も受 け る こ とが 出来 る。 一 般 的 な解 説 書 と 同 じ様 にめん ど う

な計算 は不 要 で、 必要 な だけ の情 報 を入 力す る だ け で済 む。 めん ど うで な

い こ とか ら気 軽 に ア ドバ イ ス を受 け る こ とが 出来 る。

　 同 様 に積 極 的 なヘ ル シ ー ライ フ も、 ニ ュー メデ ィア 時代 の 電話 機 を利 用

して形 成 で きる 。 運動 不足 や ス トレス の有 無に つ い て 本人 だ け で な く、 第

三 者 と して の家 族 の意 見 を入 力す る こ とも可 能 で あ り、 家族 間で の思 い や

り もニ ュー メデ ィア を通 し て伝 える こ とが で きる 。 これ は、 健 康そ の もの

の確 認 が 自訴 だ け で な く、 他 人か ら見 た健 康度 の チ ェ ックが 診断 の正 確 性

に 寄与 す る か らで あ る。

　 こ こに はお互 の健 康度 を相互 に チ ェ ック しあ うとい う精 神 が ニ ュー メデ

ィア を通 し て形 成 され る こ とに意 味 が ある 。

(7)ヘ ル シー保 険

　 　ヘ ル シー ラ イフ を送 る為 の 社 会 制 度 と して、 ヘ ル シ ー保 険 を考 え て みた 。

　 　保 険 とは、 一 般 的 に、 偶 然 な事 故 ・事 件 が 発 生 した 場合 、一 定金 額 を受 げ

　取 る約 束 で ふ だん か ら、 関係 機 関 に決 め られ た 金 を支 払 う制度 で ある。 従 っ

　 て、 多 くの場 合 、 不 幸 な こ とが 起 こ った と き、 対 応 で きる様 に、 各人 の 判 断

　 で加 入 す る し、 制 度 自体 も不幸 な 出来事 を対 象 と してい る 。

　 　 次 に、保 険 制度 が 成 り立 つ 前 提 と して、以 下 の条 件 を満 足 しなけ れ ば な ら

　 な い。

　 　① 各 個 人 に 関 して、 偶 然 な 出来 事 で あ っ て も、 ある一 定 数 以上 の 個人 の
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　 　 集 ま り、 集 団 に とっ ては、 偶 然 な 出 来事 で は な く、 一定 の 頻度 で ご く当

　 　 りまえ に発 生 す る 出来事 で あ る こ と。

　 ② 出来 事 の発 生 頻 度 は、 統 計 的 ない し、経 験 的 に 自明 で あ る こ と。

　 また 、保 険 制度 とバ ク チ とは、 お金 を掛 ける 人 と受け とる人 との間 の 配 分

方法 に よって表 と裏 の 関 係 に あ る。

　 例 え ば 、競 馬 や競 輪 は、 賭 け をす る人 々か らみ れ ばバ クチ で ある が、 胴 元

か ら見 れ ば、 常 に一 定 の収 入 を得 られ る保 険 と同 一・に なる。 最 近 、 様 々な方

式の 値 入年 金が 発 売 され てい る が、 そ の 中 に、 一 定年 齢 ま で配 当金 を受 け と

らず 、 一 定年 齢 を 超え る と、 か な りの額 を毎 月、 一 生の 間受 け取 れ る年 金 が
'
ある。

　 これ な どは、 こ の年 金 に加 入す る入 に とっては、 一種 の賭 け で ある 。 長 生

きす れ ば、 よ り多 くの配 当 を受 け 取れ る が、 早 くな くなれ ば 、 積 立 て た元 金

も回 収 で きな い。　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 '

　 以 上 の よ うな こ とを考 え た上 で、今 後 の ヘ ル シー ライ フ と保 険 との 関 係 を

見 る と、 保 険 は従 来 の最 悪 の ケ ース を回 避す る こ とか ら、 値 入 の 夢 の 部 分

(な い しは、 バ ク チ性)を 取 り込ん で い くの では。 そ して、 保 険 を掛 け る入

と、 保 険 金 を受 け とる入 が異 なる 色 々な 組み 合 せ が 考え られ る 。

a.ヘ ル シー報 奨 ・援 助型 保 険

　 　ガ ンに 対す る新 薬 の 開 発、 老 い の メ カ ニズ ムの 解 明、 障害 者 の 社 会 復 帰

に 対 す る リハ ビ リテ ー シ ョン の新 手法 等 の成 功 音 叉は、 これ か ら研 究 し よ

　うとい う研 究者 や 機 関 に 対 し、 ヘ ル シー保 険 か ら資金が 与 え られ る。 ヘル

　シー保 険 の 加 入者 は、 加 入 口数 に応 じ、優 先 的 に 治療、 リハ ビ リテ ー シ ョ

　ン を受 け られ る と同 時 に、 成 功 した と きは、 これ らの 開発 に 対す る援 助 者

　と し て名 前が 記 され 、 栄誉 の一 翼 を担 う こ とが で きる。

b.』 ヘ ル シー ・バ ク チ型保 険

　 　自動 車 の損 害 賠 償保 険 と同様 、年 齢 や、 過 去 の 保険 適 用 頻度 か ら、 保 険
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料 率を個人毎 に変え、 しか も、 ある一定期 間における保険適用額が一定額

以下の人 に対 し、報償金 を出す。但 し、必ず一定期間毎 に健康診断を受け

る ことを義務付ける。

c.ヘ ルシー ・互助会型保険

　 高齢化社会 にな り、 寝た きり老入な どが増加するにつれ 介護 や世話が大

切 である。

　　これに対 し、将来老入の世話 をする可能性が高いと思われ る入は、一定

の訓練 を受けたの ち、 ヘル シー保険に、実際の介護 で もって掛け金の代 り

　とす る。将来 自分 ない し、家族が介護を必要 とする とき、積み立 てた実績

に応 じ、介護 が支給され る。介護 は、 三度 の食事、一一日中の世話等色 々な

組 み合わせが可能 である。 もちろん、 お金 で掛け金を積み立てる ことも可

能である し、介護 で積み立 てた掛金 を途中で、現金で取 り崩す ことも可能

　である。

d.ヘ ル シ ー ・子供 型 保 険

　 　誰 で も加 入す る こ とが 出来 る が、 保 険 の 恩恵 を実 際 面 で受 け る のは、 子

　供 に限 る。

　 　子供 は、 保 護者 の 申請 に よ り、 病 気 ・リハ ビ リテー シ ョンな どに関 す る

　保 険 金 な い し、 現 物 の 支給 を、 ヘ ル シー保 険 会社 よ り、 審 査 後 受 け られ る。

　但 し、 恩 恵 を受 け た、 子 供 は 成人 に 達 したの ち、 集 団 な い し値 入 で、掛 け

　金 を掛 け て くれ た 入 と一定 期 間 暮 らさ なけ れ ば な らな い。 掛 け 金 を 掛け た

　人 は、 一 定年 齢 以 上 に なれ ば 、大 入 にな っ た子 供 連 と一 定 期 間 生 活す る権

　利 を有 す る。

e.ヘ ル シー ・宗教 型 保 険

　 宗 教型 保 険 の掛 け金 は、 特 に使 途 は限 定 され な い。 但 し、 次 の2つ の条

件 を満 足 しなけ れ ば な らな い。
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① 　掛け金は、保険金納入者及びその家族 の為に使 ってはな らない。

② 掛け金 の使途は、ヘル シー保険会社が薦 めるが、 最終決定は、掛 け

　金 を掛け た入が行な う。 尚、保険金 を掛けた入が死亡 したのち、残 っ

　た保険料 は、保険会社 の内部留保 とす る。

　 以上 は、 人 々の夢 や、 保 険 金 の納 入 者 と、 受 給 者 の組 み 合 せ を変 え た場 合

の想 定 で ある。 した が って、 保 険 の起 源 である 、 不 幸 な 出来 事 の衝撃 を最 小

限 にす る とい う意 味 で の役 割 は、 あ くまで、 従 来 の 健康 保 険 制 度 が担 っ て い

くと思 われ る。 しか し、 従 来 の 保 険制 度 は、 あ くま で、 統 計 的 ・経 験 的 に 頻

度 の 自明 な もの を中心 とす べ きで あ り、 個 人 の夢 や、 バ ク チ 性 の高 い もの は、

様 々な保 険 と して加 入 者 の 責任 に委 ねる べ きで は な いか 。 入は 常 に、 安 心 を

求 め る と同 時 に、 夢 とバ ク チ を求 め て いる の だか ら。
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第3章 セ キ ュ リ テ ィ

3.1　 背 景 と 視 点

3.2　 ホ ー ム ・セ キ ュ リテ ィ

　 (1)今 何 故 ホ ー ム ・セ キ ュ リ テ ィ な の か

　 (2)現 状 の ホ ー ム ・セ キ ュ リ テ ィ と 課 題

　 (3)　 ホ ー ム ・ セ キ ュ リ テ ィ の 今 後 の 在 り 方

3.3　 ソ ー シ ャ ル ・ セ キ ュ リ テ ィ

　 (1)通 信 の セ キ ュ リ テ ィ

　 (2)　 コ ン ピ コ.一 夕 シ ス テ ム の セ キ ュ リ テ ィ

3.4　 イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン ・ セ キ ュ リ テ ィ

　 (1)個 人 に と っ て の 情 報 セ キ ュ リテ ィ の 展 望

　 (2)個 人 情 報 の セ キ ュ リ テ ィ

　 (3)社 会 情 報 の セ キ ュ リ テ ィ
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第5章 セ キ ュ リ テ ィ

5.1　 背景 と視 点

　 　高度 情 報 化社 会 が 現 実 の もの とな る と、種 々の サ ー ビス が 提供 され 便 利 に な

　る反 面 、 そ の社 会 に 大 き な問題 も潜 ん で い る。 ニ ュ ー メデ ィ アの 「光 の部 分 」

　の み にス ポ ッ トが あて られ 、そ の 「影 の部 分 」に つ い ては、 隅 に追 い や った 感

　 じを持 って い る のは我 々だ け で は なビ。 そ こで 、高 度 情報 化 社 会 を健 全 に 発 展

させ 、 そ の恩 恵 を有 効 に利 用 す るた め には 、 セ キ ュ リテ ィ(安 全 性 〆信 頼性)

につ い て検 討 す る こ とは、 必 要 不可 決 で ある。

　 一 方 、 日本 の現 状 に 目を向 け て み る と、高 度 経済 成長 か ら低 成 長 へ移 行 して 、

限 りあ る資 源 を有 効 に利 用 す る 気運 が 高 ま り、 又 「水 」「安 全 」に対 す る意 識

の変 化 が 、 日本 人 の 間 に 起 こ り始 め てい る。 日常生 活 が あ る程 度便 利 に な り、

社会 活 動 も活 発 に な って くる と、 も う一 度 、 我 々に とって の セ キ ュ リテ ィ とは

何 か を見 直す 時 期 に きて い る。

■　 「守 るべ き もの は何 か 」

　 　 個 人 的 には 、生 命 、財 産 、 名 誉等 また社 会 的 には 、情 報 化社 会 を根 底 か ら

　 支 え て い る イ ン フ ラス トラクチ ャ

■　 「何 か ら守 るか 」

　 　 火災 、 地震 な どの 自然 災 害 とオ ペ レー タの 運 用 ミス 〆錯 覚 、 コン ピュー タ

　 犯 罪 、 シ ステ ム ・ダ ウン な どの 人 的 災害

■　 「どの よ うに守 るか 」

　 　 システ ムの 信 頼 性 の 向 上 、 オ ペ レー タの運 用 技 術 の向 上 、情 報化 社 会 の 倫

　 理 の 確立 と リス ク ・マ ネー ジ メン トの取 得

セ キ ュ リテ ィの検 討 グル ー プ を次 の3つ に 分 け て作 業 を行 な った。

① ホ ー ム ・セ キ ュ リテ ィ

　　 ホ ー ム ・セ キ ュ リテ ィを検 討す るに 当 り、 商 用 化 され てい るホ ー ム ・セ

　 キ ュ リテ ィを題 材 と して取 り上 げ、 製 品 開発 担 当者 と意 見 交換 を行 ない 、
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　 ホ ー ム ・セ キ ュ リテ ィの課 題 と今後 の在 り方 に つ い て検 討 を行 な った。

② ソー シ ャル ・セキ ュ リテ ィ

　 　 ソー シ ャル ・セ キ ュ リテ ィの題材 と して 、通 信 ケ ー ブル 火災 か らみ た情

　 報 化 社 会 の イ ン フ ラス トラクチ ャ と コ ン ピュー タ犯罪(不 正使 用)か らみ

　 た コ ン ピュー タ ・システ ムの セキ ュリテ ィの在 り方 について検 討 を行 な った。

③ イ ン フォ メー シ ョン ・セ キ ュ リテ ィ

　 　 個 人 情 報 の コ ン ピ ュー タ化 に伴 って重 要 とな る プ ラ イバ シー保 護 と情 報

　 の 整理 ・加 工(フ ィル タ リング)方 法についての問題点 について検討 を行 なった。
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3.2　 ホ ー ム ・セキ ュ リテ ィ

　(1)今 、 何故 ホ ー ム ・セ キ ュ リテ ィか

　 　 　最 近 、 書物 や 住 宅情 報 誌 等 で 「ホ ー ム ・セ キ ュ リテ ィ 」な る文字 を よ く目

　 　にす る こ とが ある。 この言 葉 は 、 高度 情 報 化社会 の 中 で、新 しい 家庭 の危 機

　 　管 理 の 手段 と して特 に注 目され 始 め て きた よ うで あ るが,我 々一般 庶 民 に と

　 　って は期 待 感 より も、 む しろ不透 明感 の 方 が強 い。 そ こで、 この意 味 を深 く

　 　考 え て み る こ とにす る。 現 代用 語 辞 典 で は 、 「家 庭 で発生 す る と予想 され る

　 　事故 、 す なわ ち ガス漏 れ,火 災 、施 錠 忘 れ 、惑 い は風 呂の水 位 オ ー バ ー等 を

　 　セ ンサ ー とマ イク ロコ ン ピュー タを組 み合 せ るこ とに よっ て チ ェ ック し、 大

　 事 に至 るの を未 然 に 防 ご うとす る シス テ ム 」とな っ てい る。 しか し、 これ だ

　 　け で 、 「ホ ー ム ・セ キ ュ リテ ィ 」の 意 味 をすべ て 語 りつ くして い る とは 思 え
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 り　　　　　　　ロ　　　　

　 　な い。 本来 、 日本 人 の生 活 を長 い 間 支 え て きた考 え 方 の 中 には 、 「 して も ら
　 　 　

　 　う 」のが 当然 と い う常 識 が あ った。 自分 の 身 の安 全 も「誰 か 」に頼 りす ぎて

　 　きた のが 日本 の 社会 で あ っ た。 とこ ろが近 頃 、次 に述 べ る社 会 構 造 と環 境 の

　 変 化 に よ り、 我 々 自身の 個 人 ・家庭 とい うもの の"生 命 ・財 産"の 安 全 を 自

　 分 達 で確保 しなけ れ ば な らな くな って きた。 この 安 全の 確 保 とい う事 が らを

　 単 に 高度 情 報 化社 会 の技 術 を利 用 す る際 の手 段 、 方法 論 だ け に と どま らず 、

　 我 々 自身 の内 面 的 、精 神 的 な もの の意 味 を含 め て 「ホ ー ム ・セ キ ュ リテ ィ 」

　 　を考 え てみ なけ れ ば な らな い。

　 　 a.社 会 構造 と環 境 の変 化

　 　 　 　日本 の 昔の 庶 民 の生 活 で は、 い ざとい う時 、誰 よ りも力 に な っ て くれ る

　 　 の は、 向 こ う三 軒 両 隣 の人 達 で あ った。 出かけ る時 に声 をか けれ ば 、 留 守

　 　 宅 を見 守 って くれ た り、何 か コ トが あれ ば す ぐか け つけ て くれ た。 とこ ろ

　 　 が 第二 次世 界 大 戦後 、 物 質 中心 の 個人 主 義が 鉄 筋 コンク リー トの 住 宅 の 建

　 　 設 や 高度 経 済 成長 に よ り確 立 され 、 お金 と物 さえ あれ ば 他 人 の 力 にた の ま

　 　 ず と も幸 せ な一 生 を送 れ る と考 え る人 々が増 え て い っ た。 しか し、 昭 和

　 　 　 40年 代 後半 か ら、 世 田谷 区 や 目黒 区内 の マ ン シ ョン建 設 に 対 す る 日照 権

　 　 問 題等 で、"連 帯"の 重 要 性 が見 直 され始 め、 オ イル シ ョ ソク以 後 に は 、
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人 々は物 か ら心への価値観の転換 を迫 られる よ うに なった。 この ような社

会環境 の変化 をもっと具体的 な事例で捉えてみるこ とにす る。

6)社 会不安の増大

　　住 宅環境の変化に より、都心 において は周囲に住宅がびっ しり建 ち並

　んでいるため、火事 の火元にな りた くない とい う不安や、郊外 に引 っ越

　 して も、派出所が遠い上に、周囲に知 り合 い もない とい う不安がつ きま

　 とう。 又、 自分 の身分や 目的 を明かさな くて も誰で も自由に出入 りで き
　 　 　　　　　　　　　　

　 る匿名空間が増 えてい るのに隣人 関係が稀薄 になって きているた め、犯

　罪 の抑止 力が低下 しているなどの様 々な不安が増大 して きてい る。

(ii)災 害発生源の多様化

　　高度情報化社会 になるにつれ、我 々自身の生活 も多様化 して きて、災

　害 の原因 も、天災 や広域的な もの とは別 に、身近 なところにある ものが

　 多 くなって きた。外 出時のアイ ロンの消 し忘 れ、窓の カギのかけ忘れ と

　 か、一人 で留守番 をしていた子供 や老人の不注意 での災害等がそれで あ

　 る。又 、老人 を家に一人 に した場合、急病 で倒れた り、階段か ら転が り

　 落 ちて動 けな くなるなど、防犯的 な意味 あい以外の ことや、ボケ老人 ・

　 俳徊 老入に よる災害の心配 を しな くてはな らな くなってきた。

(iii)隣i人 との コ ミュニ テ ィの減 少

　 　 戦 後 の鉄 筋 コン ク リー トの住 宅 や 、高 度経 済 成長 に よる個 人 主 義 は、

　 「隣は 何 をす る人 ぞ 」を好 ま しい とす る個 人 生 活 を確立 し,地 域 の 持 つ

　 助 け合 い の 力は 失 な われ て い った 。 又 、 プ ライバ シーの尊 重 や,子 供 や

　 大 人 の遊 び が 情 報機 器 の 発 達 に よ り、個 人 的 か つ 閉鎖 的 に なって きた こ

　 と な ど も近 所 付 き合 い を稀 薄化 して きた要 因 と思 われ る。 この ま ま社 会

　 が 全 て 、先 端 技 術 や 情報 機 器 に頼 って いけ ば 益 々隣人 との コ ミュニ テ ィ

　 は 減 少 して い って しま うで あ ろ う。 そ して隣 人 同志 が互 い に助 け合 う、
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互 助 の精 神 は段 々 と失 な われ て しま うで あ ろ う。

Gv)主 婦の 「家 」離れの進行

　　最近の女性の人生80年 と言われ るが、そ の家庭 におけ る生活環境が

　大 きく変 わって きた。一世帯の子供 の数が平均2人 を割 り、子 育て年数

　が昔のお よそ半分に なった。又、家庭電化製品をは じめ とす る、家事の

　省時間、省 力化機 器の普及や既成服,レ トル ト食品等 は主婦の 日常に余

　暇時間を生み 出す可能性 を もた らした。 さ らに女性 の意識の変革 、高学

　歴化等 といった ことが相乗的に働 いて、何 らかの社会参加 を希 望する女

　性が増 えて きた。 おまけに社会の高齢化に よる生産人 口の割合 の少 なさ

　 など社会側 の要請 に相まって、女性 を家庭 に閉 じ込 めておけない状況 を

　つ くりだ してい る。 よって、以前 の ように主婦が一 日中家にいて、家事

　全般 と子供や老入 の面倒 をみ るといった ことが できない状況 にな り、幼

　 ない子供連だけ とか老入だけ を家に残 して外 出す るこ とが多 くなって き

　た。

(V)核 家 族 化 の進 行

　 　 21世 紀 の 日本 は 、 い ま だか って経 験 した こ との ない高 齢 化 社会 の到

　 来 と、 家族 の 形 の 変 化 とい う特 徴 を示 す と言 われ て い る。 特 に 戦 後 の核

　 家 族 化 は 、住 環 境 や 産業 構 造 な どの社 会 的 背 景 の もとに定 着 し、 そ の戦

　 後 の 第 一世 代 の 高 齢化 と共 に家 族 の人 数 も減 って きて い る。 一 世 帯 当 り

　 の人数 は 、1950年 に は5人 だ った の が 、 現在 で は3.25人 ま で減 り、

　 一 方 、世 帯数 の4.7%だ っ た一 人暮 らしが 、15.8%と な り、 さ らに

　 2000年 に は、23.4%に な る と予 測 さ れ て い る。 この一 人 暮 しの 中

　 には未 婚 の男 女 も含 まれ るが 、 配 偶者 を失 った 高齢 者 の一 人 暮 しとい う

　 の は、 周辺 の住 民 に 与 え る不 安 感 も含 め て 今 後 、大 きな社 会 問 題 と な る

　 で あろ う。
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⑭ 　人命 ・財産へ の意識の高揚
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　　　　　　　　　　　ロ　　　　

　 　 日本 人 の今 ま で の考 え 方 の 中 に 「 して も ら う 」の が当 然 とい う常 識が

　 あ った 。 例 えば 、電 車 に乗 っ て も車 内 ア ナ ウンス が 「忘 れ物 の注 意 」を

　 促 した り、 テ レ ビ放 送 も一 日の終 りに は 、 「火 の 用心 、 ガス の元 栓 、表

　 の 戸締 ま り 」ま で注 意 す る とい った よ うに、 自分 の 身 の安全 を"誰 か"

　 に頼 りす ぎて い た。 しか し、 オ イ ル ショ ック以 後 、福 祉 行 政 の後 退 と共
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　　　　　　　　　　　　　　　

　 に 、 公 的助 成 の 後 退 は 、 自助 と互 助 の見 直 しを必 要 とす る よ うに な った。

　 物 か ら心 へ と価 値 観 が移 って きた よ うに 、 これ か らは心 の 充 足 が求 め ら

　 れ,生 活基 盤 と して の 人命 ・財産 へ の 「安心 」の欲 求 が高 ま って くる。

　 さ らに 今 の生 活 の ゆた か さ を失 なわ な い よ う、 自己 防衛 す る意 識 か ら、

　 何 か コ トが起 こる前 の 工夫 ・配 慮 こそ 大 切 と考 え る よ うに なった 。

伽 　 メデ ィアの 発達

　 　 最近 、高 度情 報 化社 会 の 中で 今 ま で とは違 う新 しい形 態 の メデ ィアが

　 提 唱 され て い る。 そ の理 由 は、 エ レク トロニ クス の各 分 野 の進 歩 もさる

　 こ となが ら、人 々の 多 様化 してい く価 値 観 に 対応 す るに は 、今 ま での一

　 律化 した マス メデ ィアで は もはや 不 十分 だか らで あ る。 特 に、 ニ ュー メ

　 デ ィア の幹 とい われ るINS(イ ン フォ メー シ ョ ンネ ッ トワー ク シス テ

　 ム ー 高度 情 報 通信 シス テ ム)が 実 現 し、大 容 量 回線網 が一 般 家庭 に ま

　 で広 く張 りめ ぐ らされ る と、 電話 や フ ァク シ ミ リだけ で は な く、 コ ン ビ

　 ュ一 夕 を使 っ た情 報検 索 や双 方 向 テ レ ビ電 話 な ど高度 の サ ー ビスが 得 ら

　 れ る よ うに な る。 現 在 、 武蔵 野 ・三 鷹 両地 域 をINSモ デル都 市 と して

　 実 験 中 で ある が 、 これ を使 った家 庭 に おけ る サ ー ビス と して 可能 に な る

　 の は以 下 の もの で あ る。

O

O

O

O

テ レ ビ 電 話

CATV(双 方 向)

ホ ー ム ・ シ ョ ッ ピ ン グ

ホ ー ム ・バ ン キ ン グ(キ ャ ッ シ ュ レ ス 化)
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　 。　 ホー ム ・ リザ ベ ー シ ョン(切 符 等の 予 約)

　 o　 高 度電 話 サ ー ビス(ス ケ ッチ ホ ン)

　 。　 情 報機 器(パ ソ コ ン ・ワー プ ロ)

　 この 中で、 地 域 に 密着 した メデ ィア と して 重 宝 に な りつつ あ るCATV

は別 名,コ ミュ ニテ ィ ・ア ク セ ス ・テ レビと もい わ れ て い る。 特 に、 双

方 向CATVと 情 報 機 器 とを組 み合 せ た もの が 、 ホ ー ム ・セ キ ュ リテ ィ・

サ ー ビス と して使 われ る よ うに な り、 さ らには 様 々な コ ミュ ニ テ ィや社

会 的 に イ ンフ ラス トラク チ ャ ー と結 び つ く可能 性 を秘 め て い る。

電話

ケ ー ブ ル
テレビ会 社

　 　 他のヒデオ

　 　 サ ー ビス

コンセントレーター

　 同軸 ケーフル

　 ネ ットワーク

増 幅器

分 配 制御 センター

ミニコン
ピュータ　　　　　 情

報提供者
　　　　　　 水道会社

　　　　　　　 電力会社

火災警報センター

警備保障会社

警察署

図3.2.1　 CATVに よ る セ キ ュ リテ ィ ・ シ ス テ ム の 基 本 構 成
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b.現 状 の問 題 点

(i)企 業 が提 供 す る情 報 を一 方 的 に受 け 入 れ るのみ であ る。

　 　 　高度 情 報 化 社 会 で は、 先 端技 術 を駆 使 し、 あ らゆ る情 報 を 自分 の生 き

　 　方 や 暮 らしの手 段 と して活 用す る こ とで我 々 自身 の生活 を よ り良 い もの

　 　にす る こ とが で きる。 しか し、 この先 端 技 術 を シス テ ム化 して情 報 を流

　 　す 場 合 に、 企業 側 の一 方 的 な判断 、 考 え方 で作 られ てい るケ ー スが 多 く、

　 　 と りわ け ハ ー ド先 行 型 とな って い る。 これ に は受 け入 れ 側 で あ る我 々 自

　 　身 に情 報 を受 け 入れ る哲学 が ない た め 、 企業 が 提供 す る情報 を安 易 に取

　 　 り入 れ 、商 品 や サ ー ビスを何 とな く消 費 して しま うこ と も大 きな要 因 と

　 　 な って い る。 ホ ー ム ・セ キ ュ リテ ィに 関 す る シス テ ムにつ い て も、企 業

　 　側 の 宣 伝文 句 に踊 らされ 、 機器 に頼 る こ との 幣害 や 、 もっ と我 々の生 活

　 　志 向に 密着 した システ ムの 在 り方 等 とい う もの を深 く考 えず に受 け入 れ

　 　 て い る。 企業 側 に イ ニ シア テ ィ ブ を と られ るば か りで な く、 こ と ホ ー ム・

　 　 セキ ュ リテ ィ ・シス テ ムにつ いて は 、我 々 自身が 提供 され る情 報 を的 確

　 　 に判 断 し、情 報機 器 に対 して も受 け入 れ 側 の考 え 方 を企 業 側 に押 しつ け

　 　 る ぐ らい の気 構 え で対 処 して いか なけ れ ば な らない。

(ii)ホ ー ム ・セ キ ュ リテ ィに対 す る保 証体 制 の 不備

　　 最近,一 般 家 庭 を対 象 に した 、情 報機 器 を使 って、 オ ン ライ ンに よる

　 24時 間 の安 全 管理 と対 処 サ ー ビス を シス テ ム化 した 家 庭用 安 全 シ ステ

　 ムが 商 品 化 され た。 これ は、 火 災 、 ガス漏 れ,侵 入 、 急 病 な どの ア ク シ

　 デ ン トを単 に警 報 器 の よ うに建 物 内 だ け に知 らせ るの では な く、離 れ た

　 場 所 に い る第 三者 に知 らせ て 、現 場 にす ぐか けつ け て災 害 を未 然 に 防 い

　 だ り、損 害 を最 少 限 に くい止 め る こ とまで や って くれ る。 しか し、 この

　 シス テ ムで さえ も、機 器 を取 り付 け ただ け で 、 管理 ・運 用 の面 で は 、何

　 か コ トが あ っ た場 合 で も何 ら責任 を とっ て くれ るわ けで もな く、 ま して

　 や 受 け た損 害 を償 って くれ る こ と も ない。 現 に つ い最 近 、 新 聞紙 上 を賑

　 わ した 大 手 の警 備 会 社 の例 をみ て も、 シス テ ムの 運用 面 に大 きな問 題 が
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あ った。 機 械 警備 業 者 には 、警 備 業 法 で,「 異 常警 報 の受 信 か ら25分

以 内の 現場 到 着 」が義 務 づ け られ てい るに もか かわ らず 、違 反 が か な り

多 い との こ とで あ る。 これ をみ て も、 情 報機 器 は いつ も正 常 に作 動 した

と して 、必 要 な警 備 員 の確 保 や 待 機所 な どの 適正 配 置が で きなけ れ ば,

この ホー ム ・セキ ュ リテ ィ ・シス テ ムは何 の役 に もた た ない もの となる。

叉 、 この よ うな企 業 側 の 運営 体 制 の 欠 陥 に よ り、何 か コ トが あ って 、 そ

れ を未 然 に防 い だ り、 損 害 を最 少 限 に くい止 め られ なか った 場 合 で も、

せ いぜ いが警 備 会 社 の営 業 停 止 処 分 程度 で、 被害 者 に は何 の 補 償 もさ れ

ない わ け で ある。

㈹ 　 コ ミュニテ ィの 減 少 に よる"入 間 らしい暮 し"の 欠 如

　 　 科 学 技 術 は、 時 には 人 間以 上 に精 緻 に暮 しを守 り、便 利 で 快適 な暮 し

　 を支 え るか も しれ ない。 しか し、 そ の機 器 の 周辺 に あ る人 々 との コ ミュ

　 ニ テ ィが 崩壊 して いた の では真 底 か ら心 安 らか な人生 を送 れ る とは い え

　 な い。 社 会環 境 の 変 化 に よ り、 隣 人 との 付 き合い の稀 薄 化 、 家 庭 内 で の

　 家 族 間 の コ ミュ ニ テ ィの減 少 等 、情 報 機器 を利 用 して安 全 で 快 適 な生 活

　 を お くるの に 、そ の 機器 をサ ポ ー トして くれ る人達 との つ なが りや 、機

　 器 が 及 ぼ す 幣害 を取 り除 いて くれ る人 達 との つ なが りが な くな って きて

　 い る。

lV)閉 鎖的志向の増加 と家庭 崩壊

　　情報機器の発達 は、我 々自身や家族に利便 性 と楽 しさ を一与え て くれた

　が、同時 に閉鎖的 な人間、家庭 を もつ くり出 してきた。 この現象 は子供

　達 ばか りでな く、最近 では、大人が職場 でOAやFAの 発達普及 に より

　機械 と向 きあう時間が増え、人 との関わ りが稀薄にな り、孤独感が深め

　 られ たことな どにみ られ る。 これか ら益 々、機器の発達 に より,あ えて

　人 とのつ なが りを持た な くて も楽 しみ を得 ることがで き、閉鎖的志向は

　強 まるであろ う。 この ことは家族関係に も影響 を与 え、家族各 々の 目指

一181一



す 方 向 が バ ラバ ラに な って しま った ら、 そ れ こそ 家庭 崩壊 の ケー ス に発

展 して しま う。 我 々は単 に情 報機 器 の 利便 性 だけ を追 求 して い くと、 我

々 自身 や家 族 に も大 きな弊害 を与 え る こ とを充 分 認識 しなけれ ばな らない。

(〉)バ ル ネ ラ ビ リテ ィ(脆 弱性)の 顕 在 化

　 　 人 間が科 学 技 術 に よ り容 易 に欲 望 を充 足 で きる よ うに な るに つ れ て、

　 人 間 自体 の能 力 は衰 え る とい う問 題が 生 じて きて い る。 ホ ー ム ・セキ ュ

　 リテ ィにお い て も、 た だ単 に機 器 だ け に頼 り、利 便 性 の み を追 求 した の

　 では 、我 々 自身 の危 機 に関 す る予 知能 力 や対 応能 力が 低下 して い って し

　 ま う。 人 間は 、 この危 機 に 対 す る行 動 を本 来 、 今 ま での経 験 に よ り、 と

　 っ さに判 断 して 本能 的 に体 が 動 くもの で あ る。 この経 験 とい うものが 、

　 機 器 に 頼 りす ぎる とな か なか 得 られず 、 我 々 自身 が脆 弱化 して い って し

　 ま う。 又 、 コ ン ピュ ー タ社 会 で は 、 コ ン ピュー タが 使 え なか った り、機

　 器 の取 扱 か いが で きなけ れば 、 様 々な利 便 性 の恩 恵 に あず か れ なか った 。

　 と ころが 最近 は情 報 機器 の操 作 そ の もの が 簡 易化 され 、誰 で も利 用 で き

　 る よ うに な った。 この 誰 で も操 作 で きる とい うこ とは 、機 器 を利 用 す る

　 ホ ー ム ・セ キ ュ リテ ィに とっ て も重要 な こ とで あるが 、 同時 に,コ ン ビ

　 ュ一 夕やそ の 他 の 機器 の プ ログ ラ ムや シス テ ム を知 らない で 操作 してい

　 るので 、 これ らの機 器 が故 障 した場 合 の 対応 の脆 さが問 題 と なっ て くる。

(vi)セ キ ュ リテ ィにお け る貧 富の 格 差 を誘 引 す る。

　 　 ニ ュー メデ ィアが もた らす 利 便 性 が大 きけ れ ば大 きいほ ど、す べ て の

　 入 が 平等 にそ の 受益 に浴 す る こ とが 可能 とな る よ うに しなけ れ ば な らな

　 い。特 に 、 ホ ー ム ・セ キ ュ リテ ィの場 合 に は 、一 体 い くらで設備 が で き、

　 ラ ンニ ング コス トに どの位 か か る のか が 問題 で あ る。 こ の コス トと普 及

　 の 関係 は微 妙 で、 ある程 度 コス トが安 くなれ ば普 及 は爆 発 的 に伸 び 、普

　 及率 が 上 が れば 、 さ らに コス トが安 くな って い く。 この 分 岐点 が どの辺

　 に あ るの か は 、個 人 個人 の価 値 観 が異 な るの で はか りが た い とこ ろで あ
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る。 しか し、何 とい って も、 自由経 済 の 社会 で は、 富 め る もの が よ り早

く、 ホ ー ム ・セキ ュ リテ ィの恩 恵 に浴 し、益 々安 全 で快 適 な生 活 を手 に

入 れ 、 さ らに よ り豊 か に な ってい く。 これ が 貧 富 の格 差 を益 々拡 げ るの

で は ない だ ろ うか。
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(2)現 状 の ホ ー ム ・セ キ ュ リテ ィと課題

　　 社 会 構 造 の質 的変 化 、環 境 の 変 化 に伴 い、 ホー ム ・セ キ ュ リテ ィ シス テ ム

　 (以 下HSと 略 す)が 今 後 もます ます我 々の 家 庭 に浸 透 してい くこ とは間 違

　 い ない よ うで あ る。 しか しな が ら、HSの 普 及 に伴 い 影 の 部分 も顕在 化 して

　 い くこ とが顕念 され出 して い るこ と もま た否 定 で きな い こ とで あ る。 影 の 部 分

　 につ いて は、 す で に前 節 に て可 能 性 の 高い 問 題 点 をい くつ か整 理 して お り、

　 現 状 のHSに 対 す る課 題 及 びHSの 今後 の在 り方 を提 案 す る前 段 階 と しての

　 問題 提 起 と して説 明 して い るら

　　 こ こでは 、 さ らに影 の部 分の 中 で重要 な要 因 とな り得 る課 題 を抽 出す る と

　 と もに,後 述 す る 「HSの 今 後 の 在 り方 」で提 案 す る事 項 へ の伏 線 と した い。

　 なお 、 こ こ での基 本 とな る考 え方 は、 現状 のHSがHSを 導 入す る側(シ ス

　 テ ムの ユ ーザ ー)に 受 け 入 れ準 備(哲 学)が 未 だ整 わ な い状 況下 での 普 及 で

　 あ り、 ユー ザ ー 自 らのHSへ の在 り方 に対 す る声 が一 番 必 要 な時期 に来 て い

　 る とい うこ とに基 づ いて い る。

a.ホ ー ム ・オ ー トメー シ ョン とホ ー ム ・セ キ ュ リテ ィ

　 現 在,一 般 的 にHAとHSの 関係 を考 え た場 合 、　HSはHAの 一 要 素 と

　い うか た ち で認 識 され てい る傾 向が 強 い。(下 図参 照)

　 　一 方 、最 近 では 家庭 へ の普 及 はHAよ りむ しろHSの 方 が先 に 実 現 す る

　 とい う声 も よ く耳 にす る。 特 にHS・HAを 提 供 す る側 の 戦略 につ い て は 、

　 HSを 核 と した か た ち でHAを 家 庭 に 普 及 さ せ て い こ う'と い う動 き

　が 見 られ る よ うに な って きて い る。 そ こで、 受 け入 れ側 に とってHSと

　 HAの 関係 は ど うい うか た ちが 望 ま しいの か 。 あ るい は,ど うい うか た ち

　で導入 す る べ きか 、 十 分論 議 す るだ け の必 要 が あ りそ うで ある。

　 　 HAとHSの 求極 の 目的 を比 較 した 場 合 、　 HAは 利 便 性 の追 求 で あ り、

　 HSは 安 全 性 の 追求 で あ る。 投 資効 果 に つ い て 比較 した場 合 は、　 HAが 家

庭 生活 に おけ る時 間 ・エ ネル ギ ーの合 理 化 な る ものが 挙 げ られ る一 方 、HS

　は 端的 に人 命 ・財 産 の保 護 と言 うこ とが で きる。 さ らに各 々の シス テ ムが
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実際 に効果 を発揮する状 態を考えた場合 、HAは 主に人間が家庭 内に居 る

ときであ り、HSは 家を留守 に している ときである。 これ だけの ことで

HAとHSを 別 に取 り扱 うこ とは危険 であるか もしれないが、斯 くの ごと

き思想に基 づいて考え ると我 々の家庭 に必要な ものはHSだ けであ り、H

Aが 蛇足である ような気が して な らない。HSは 、社会環境の変化、例 え

ば外 出時間の増加、核家族化の進行 、災害発生源の多様化 に よって生 みだ

された 『落 とし子 』として捉え ることが で きるが、HAに ついては高度経

済成長時代 のr副 産物 』とい う観 が してな らない。 「ものの時代 か ら心 の

時代へ 」と言 われ るようになって久 しい今 日であるが、相変 らず 「利便性

を追求 した商品 」とい うイメー ジがHAか ら抜け切 らないためである。我

々が家庭生活 において、今以 上の利便性 を追求す ると した な らば、家族機
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能 の低 下 は ます ます 進ん で い き、 家庭 内 の コ ミュニ テ ィー の減 少 、 家族 間

の信頼関係 の欠如 とい った 深 刻 な 問題 を拡 大 す る こ とに な りは しな いだ ろ う

か。

　 HAとHSと は、 ハ ー ドの シ ステ ム と して は大 して変 わ らない シス テ ム

で は あ るが、 上 記 の よ うな観 点 か ら捉 え た な らば、 別 の概 念 で あ る とい う

認 識 を再 度 確 認 す る必 要 が あ る。

b.シ ス テ ム と し て の ホ ー ム ・ セ キ ュ リ テ ィ

　　最近、火災や ガス もれ、泥棒 ・空 き巣の侵入 とい った異 常事態 と)発生を

　自動 的に検知する と、その情報が警備会社 の集中 コン トロールセ ンターに

　送信され 、直 ちに緊急発信基地 か ら警備 員が現場にか けつけ る総合安全管

　理 システ ムの普 及が注 目を集 めている。隣人 との コ ミュニティーが希薄化

　 しつつある現在では、外 出時に隣 りの家に声 をかけて出掛 ける姿はほ とん

　 ど見 られない。留守中の安全管理について、隣人への助け を期待す る より

　む しろ自分の家庭に被害 を及ぼ され ない ことを期待 している人の方が多い

　のではないだろ うか。 この ように隣人 との コ ミュニティの希薄化が強 まる

　 ことの予想 され る将来においては、 この よ うな総合安全管理 システムが今

　後 さ らに普及 してい くことは間違 いない よ うである。

　　 しか し、 この システ ムに関 して も我 々が手離 しで受けいれ ることので き

　 ない問題 を内包 している。

　　 この システ ムを導入す ることに より安心 感を得 るとい う点では大 きな メ

　 リッ トはある。安心感の経済評価 とい う話 になるとあいまい な部分 も多 く

　 残 らざるを得 ないが、長期間家 を空け る場合、あるいは老 人が一人で生 活

　 してい る場合、幼い子供連 だけで家 の留守番 を してい る場合等、 この シス

　 テムに加入 していることで加入者が想 像以 上の効果(安 心感)が 得 られ る

　 ことは間違 いないであろ う。 しか しなが ら、一方で一般家庭に この システ

　 ムが普及 してい くことに より、家庭 におけ る 『危険に対す る予知能力 ・防

　 衛能 力 』の脆弱化を招 くことにな りかね ない。危険に対す る対応能 力は我
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々が 生 まれ なが らに して 身 につ け て い る防衛 本 能 であ る。 さ らに 、家 庭 と

警 備 会社 との回 線 に よる シス テ ムを普 及 させ る こ とは、 ます ます隣 人 との

コ ミュニ テ ィ を減 少 させ る こ とが予 想 され るた め 、 シス テ ム ダ ウ ン時 や 災

害 発生 時 の 対応 能 力 を低 下 させ るこ とに な りか ね ない。 これ らの課 題 を克

服 す る手 段 が見 い だ され て こそ 、総 合 安全 管 理 シス テ ム と して の価 値 が 生

まれ よ う。

コ ン トロール

　 セ ンタ ー

日

晒 顯

〈 伝 達 情 報 〉

・住 宅 の異 常 → コ ン トロール セ ンタ ー(電 話 回 線)

　 　コ ン トロ ール セ ンタ ー→住 宅(確 認)

　 コ ン トロール セン タ ー→ デ ポ車(無 線)

　 コ ン トロ ール セ ン タ ー→ 警 察 、 消防署 へ 連 絡

　 　 　 図3.2.3　 総 合 安 全 管 理 シ ス テ ム

　 よ り充 実 した総 合 安 全 管理 シス テ ムの構 築 を 図 るた めの 手 段 と して は 、

ま ず第 一 に シス テ ム加 入 者 間 の地 区 毎 の ネ ッ トワ ーク を形 成 し、 災害 発 生
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の情報が他の家庭 に伝達 され るシステムを築 くことである。 ネ ットワーク

で結ばれた家庭同士は 日頃か らコ ミュニケー ションを密に してお くことが

前提条件 となるが、料金 の割 り引 き等何 らかの恩典 を付加す ることで可能

なことであると思 う。警備員が現場 にかけつける とい うだけでな く,近 隣

同士の安全管理 を日頃か ら設けていることで、安心感 もさることなが ら災

害発生時 に何か と強い身方 にな り得 る。 ネッ トワークの形成は、地 区 とい

う単位 に限 らず、子供 の学校関係 のお付 き合 い、あるいは同 じ趣味 を持 ち

合 わせ る人 同士の間で築 くこ とも可能性 と して大 いにあり得 ると思 われ る。

　 次に,総 合安全管理 システムの保証範囲 を明確 にす ることであ る。 『危

険 に対す る予知能 力 ・防衛能 力 』の低下は、安全 に対す る関心の低 下 を生

み、災害に対す る無 防備 な思 想を加 入者 に植え付け る。従 って、 シス テム

が カバーで きる範 囲を明確に打 ち出 し、加入者の責任範 囲を十分理解 させ

日頃の安全管理 を怠 らない よう指導 してい くとともに、保証 し得 る範囲 を

補償する姿勢 を確保 するこ とに より、加入者 との間 で発生す ることの予想

され る災害発生後の トラブル を引 き起 こさない よう工夫 してい くことが必

要 な対応 では ないであろ うか。

c.マ ン ・マ シン ・シス テ ム と人 間行 動

　　我 々が災 害 に 遭 遇 した場 合 、 そ れ は誰 し もが初 め ての経 験 で あ ろ う。 人

　間は 突作 の状 況 下 の もとで は、 平 常時 よ り習慣 的 に行 って い る行 動 を選 択

　す る可能 性 が 強 い。 一般 的 に い うと、 緊急 時 に とる人 間 の行 動 は 、 そ の 時

点 にお け る情 報 と、 そ れ ま で の慣 習的 な行 動 に より決 定 され る。 マ ン ・マ

　シ ン ・シス テ ム に よ り構 築 され た シス テ ムは,シ ス テ ムの 機 能特 性 を発揮

す る要因 としてハー ド(マ シンの ソフ トも含む)部 分の性能の 向上 に起 因 す る こ

　とより、む しろ入間の操作 情報判断等人 間行動 の特性に左右 され る こ との 方 が

　強い。従 って、ホーム ・セキュ リテ ィシス テ ムの 構 築 に 当 た って は、 十 分 に人

　間行 動 パ ター ンを読 み 込ん で 、生 じる こ との可 能 だ と予想 され る事 態 に対

　 して 自動 的 に対 処 す るた め の仕 組 み を備 え てお くこ とが前 提 条件 とな る。
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突 作 の場 合 の人 間 の行 動 パ タ ー ン をいか に現 実 に近 い姿 まで浮 きぼ りに で

きるか で シス テ ムの 良 し悪 しが決 定 され る。 あ る シグナ ルが 発 せ られ た と

きの 入 間 の行 動 パ タ ー ン、 さ らにそ の 行 動 に よって ひ き起 こされ る事故 と

そ の後 の行 動 パ タ ー ン、次 々 と場 面 を想定 し、 実現 に起 こ り得 る可 能性 の

あ る場 面 を作 りあ げ て い くの で あ る。 この場 合 、単 に 行動 パ タ ー ンを ア ン

ド・オ アで結 び つ け て い くの で は な く、 リス ク マネ ジ メ ン トか らの ア プ ロ

ーチ を試 る こ とが重 要 で ある
。 事 故 に遭遇 した 時点 での家 庭 内 の状 況 、例

え ば 誰 が何 を し よ うと して い る時 か 、 ある いは近 隣iの様 子 に関 して 、 す ぐ

近 くに交 番 が あ るか 、隣 人 との コ ミュニ ケ ー シ ョンは普 段 か ら うま くい っ

て い るか とい った 、 緊急 時の 入 間 行動 パ タ ー ン を決定 させ るす べ て の情 報

を見 い 出す こ とか らシス テ ムの 構 築 を開始 しなけ れ ば な らない。 効率 的 な

シス テ ム とは 、必 ず し も人手 を介 さ ない もの で は な く、入 間 の あい まい な

行 動 心 理 を追 求 した 上 で、 シス テ ムの カバ ー で きる範 囲 を明 確 に線 引 きで

き、そ の境 界 部 分 を普 段 か らユ ー ザ ーに知 ら しめ てお くこ とが で きる もの

で あ る。 通 常 、 マン ・マシン ・システム のた め の要領 と して、 マ シ ンの表 示 、

操 作 性 に主 眼 が お かれ 味 で あ るが 、HSシ ス テ ムに関 して は緊 急 時 の入 間

行 動 パ ター ンが シス テ ム構成 の 基 本 と なるべ きこ とを再 認 識 す る こ とが 肝

要 で あ る。
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(3)ホ ー ム ・セ キ ュ リテ ィの 今後 の 在 り方

　 ■真 の"入 間 ら しい暮 し"を す る には

　 　 高度 情 報 化 社会 の 中で の"人 間 ら しい暮 し"と は、 ホ ー ム ・セ キ ュ リテ ィ

　 やニュー メデ ィアを有効 に利用 して、"安 全 で快適"な 生活 をす るこ とで あ る。 こ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　　　

　 の"安 全 で快 適"と い うこ とに は、"安 心 感"と"利 便 性"が 同時 に得 られ

　 る とい う意 味 が ある。 よって 、 高度 情 報 化社 会 が成 熟 し、 あ らゆ る情 報機 器

　 や 先 端技 術 を駆使 して、 我 々の安 全 で快 適 な生 活 が定 着 した とい うだけ で は

　 "人 間 ら しい暮 し"が で きる とは 限 らない。 具 体 的 に いえ ば 、安 全 に対 す る

　 安 心 感 を得 る には 、情 報 機 器 を使 った 安 全 管理 シス テ ムを利 用 す る だ け でな

　 く、 この 情 報機 器 の 周辺 に あ る人 々の 暖か い つ なが りが な くて は な らな い。

　 こ の機 器 の 周辺 の人 々 とは 、昔 の ホ ー ム ・セキ ュ リテ ィで あ る"向 こ う三 軒

　 両 隣"か も しれ な い、 あ るい は双 方 向CATVを 使 って実 現 され る,離 れた

　 所 に 住ん でい る人 達 でい わ ゆ る地 域 コ ミュニ テ ィ とは 異 なっ た新 しい コ ミュ

　 ニ テ ィの人 々か も しれ ない 。 又、 当 然 この ホ ー ム ・セ キ ュ リテ ィ シス テ ムを

　 管 理 ・運 用す る 人 々 も含 まれ て い る。 いず れ に して も、 これ か らの ホ ー ム ・

　 セ キ ュ リテ ィを考 え る 上 で、 単 に情 報 機 器 に頼 るだ け で な く、そ れ を運 用 す

　 る人 や 様 々 な面 でサ ポー トして くれ る家 族 を も含 め た 人 々の 暖 か い人 間 関係

　 が 今 以 上 に 重要 に な って くる。 又 、利 便 性 を追 求 す る情 報 機 器 につ い て 、特

　 に ホ ー ム ・セ キ ュ リテ ィに有 効 な双 方 向OATVに っ い て 、そ の 機 能 、 シス

　 テ ム 、そ して受 益 性 を熟知 す る と共 に,我 々 自身 に与 え る幣害 に対 す る対 処

　 の 仕 方 も考 えた 上で利 用 す る こ とが大 切 で ある。

■ホ ー ム ・セ キ ュ リテ ィシ ス テ ムにつ い て

　 双 方 向CATVと 情 報 機 器 で あ るパ ソコンを組 み合わせ れば 、 ホ ー ム ・セキ

ュ リテ ィ と共 に ホ ー ム ・オ ー トメ ー シ ョンの サ ー ビス も一 緒 に受 け られ る よ

うに な る。 しか し、 こ こで これ らの機 器 を取 り付 け る費 用 や ラ ンニ ング コス

トが 現 在 の ま まで は 、誰 で も利 用 で き る システ ム には な り得 な い。 今 後 、先

端 技 術 の 発達 につ れ て,情 報 機 器 の イニ シ ャル コス トは安 くな っ て い くだ ろ
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うが 、 ホ ー ム ・セ キ ュ リテ ィの シス テ ムを利 用 す る際 の ランニ ング コス トが

どれ だ け我 々の納 得 す る価 格 に な るの かが 問 題 で あ る。機 器 自身 の 開 発 だ け

で な く、 システ ムの管 理 ・運 用の 面 で の ソ フ トが も っ と もっ と充 実 しなけれ

ば な らない。 この点 での 我 々 自身 の 積極 的 な問 題 点 の指 適 と、 日常生 活 の 中

か らの新 しい ホ ー ム ・セ キ ュ リテ ィ シス テ ム を求 め続 け る意識 が 必 要 に な っ

て くるの では な い だ ろ うか 。 又、 現 在 の ホ ー ム セ キ ュ リテ ィ システ ムで は 、

保 証 範 囲が 明確 に な ってお らず,補 償 す る こ と も確 立 され て い ない。 この点

につ い て、 例 え ば ホーム ・セキュ リティシ ス テムの サ ー ビスを 提供 す る会社 と

損 害保 険 会社 とが タ イア ップ して、 この シス テ ム に加入 した 家の 火 災 保 険 や 、

家 財 保 険 の料 率 は低 くして も らえ る とか 、 シス テ ム を供給 す る企業 側 の管 理・

運 用 の ミス 等 の た め に被 った損 害 に対 して の補 償 シス テ ムを確立 す る こ とな

どが考 え られ る の で は な いだ ろ うか。

,災 害 に対 す る我 々個人 の対 応 につ い て

　 これ ま で は、 ホー ム ・セ キ ュ リテ ィ を提供 す る側 へ の要 望 事項 を 中心 に 語

って いる が、 こ こで は 、 シス テ ムを受 け入 れ る ユ ー ザー サ イ ドの あ るべ き姿

を述 べ る こ とと し、 多方 の よ り一 層 の 歩 み寄 りが あ って初 め て完 成 され た ホ

ー ム ・セ キ ュ リテ ィ シス テ ム が 構 築 さ れ る と い う基本 的 考 え に則 って ま と

め て い る。

　 通 信機 器 の 発 達 に伴 い 、我 々の家 庭 内 の安 全 管 理 をサ ポ ー トす る手 段 と し

て ホ ー ム ・セ キ ュ リテ ィが 今 後 もさ らに普 及 して い くこ とは 否 め ない が 、 個

人 あ る い は家 族 、 地 域 が 自 らの手 で 自 らの身 を守 る とい う基 本 的姿 勢 は 覆 す

こ との で きない もの で あ る。 そ もそ も、 セ キ ュ リテ ィとは 、 ㈲災 害 を未 然 に

防 ぐ、(ロ)発生後 の被 害 を最 小 に くい 止 め る、 内 復 旧 を早 め る こ とを意 味 し、

これ らの一 連 の行 動 は 、言 うま で もな く人 間 の手 を介 さず には成 立 しな い。

ホ ー ム ・セ キ ュ リテ ィ シス テ ムは、 こ れ らの 一 連 の 行 動 を ス ピー デ ィーに

連 結 す るた め の情 報 シス テ ムに他 な らない の で あ っ て、我 々の 日頃 か らの 危

機 管 理 が 最 も重 要 で か っ基 本 的 な姿勢 で ある こと にか わ りない。 我 々の 安 全
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に対す る意識の高揚、 あるいは 日頃か らの災害対策 ・訓練 を怠って、真 の安

全は確保 できないの である。

　 「安全 と水はただ 」とい う日本固有の特性は、今 や崩れ去 ったのであろ う

か。 日本国民 が世 界 に誇 れ る 唯 一の宝ではなか ったか。 自 らが 自 らの手 で

安 全管理 を施す ことの重要性 を再認識す ることが今 こそ問 われ る時である。
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5.5　 ソーシャル ・セキ ュ リテ ィ

　人間の創造す る文 明あるいは技術 には、 プラスに作用する 「光 」と、マ イナス

に作用す る 「影 」の両面が ある。それが我 々、人間社会に普及、定着す るために

は,少 くとも「光 」が 「影 」を凌駕す る とい う条件が満たされ なければ な らない。

この新 たに創造 された文 明あるいは技術の 「光 」にのみ関心 が集 ま り、普及す る

期間が短 い場合 には、 「影 」が人間の視覚に よって認識 され る確率が低下する。

その場合 、 「影 」が現 象 として視覚的 に認識された ときに、入 間は初めて 「影 」

の存在 に気付 くので ある。そ して、そ の 「影 」が 「光 」を越えると判明すれ ば、

その文明 あるい は技術は入 間社会に適合 しない として排除されるの であ る。 しか

し、 「光 」と「影 」の大小 が不明確 な場合には、人間はその英知 を以 って 「影 」

を相対的に抑制 し、 「光 」を人間の利益 に導 こうとす る。

　現在、我 々が数 々の利便性 を享受 しているこの文明の多 くは,後 者の過程 を歩

ん できた と言 え よう。 「影 」の部分 を抑制す る過程は様 々な態様 を とる。 その一

つが安全保 障(セ キュ リテ ィ)あ るいは危機管理(ク ライシス ・マネジメ ン ト)

とよばれ るものである。一 般に 「影 」の部分が顕在化 して、人間に とって何 らか

の 「望 ま しい状 態 」が失 なわれる危険性 が高 まった事態 を危機 とよぶ こ とが でき

る。広義の安全保障は、一般 的に三つ の段階に分け て考えるこ とがで きる。第一

は危機 の発生 を未然 に防止 す る段階であ り、第二 は第一段階での努力に もかかわ

らず、危機が発 生 して しまった際に、その拡大 を防 ぎ被害を極小化す る段階 であ

る。第三は被害 か らの回復 をはか り、新 しい安定 した秩序を実現す る段 階である。

狭義の安全保 障は主 として第一段階に着 目し,狭 義 の危機管理は主 と して第二段

階 と第三段階に着 目す る概念 である。

　新 しい文明あるいは技術は、数十年前に夢物語にす ぎなか った空想の世界 を現

実の ものにす るほ ど、我 々に多大な恩恵 を与えて きたのである。 しか し、一方で

はその進展の期 間が短縮 され て、人間が十分に制御す る前に更 に前進す るために、

人間は消化 しきれず様 々な問題がおき始めてい ることも事実 である。 その卑近 な

例が高度情報化社会 であるといえ よう。図3.3.1に 考え うる情報化社会に対す る

脅威 とセキュ リテ ィ対 策を掲げた。
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情

報

化

社

会

脅 　 　威 自　然　災　害

シ ス ァ ム ・エ フ ー ソ フ ト〆 ハ ー ドウ エ ア ・エ ラ ー

運 用 上 の エ ラー

コ ン ピュー タ 犯 罪 不　法 　行 　為

プ ラ イ バ シ ー

セキュリティ対策 物理的保護対策 寸 建物 〆電算室　 1

ヨ 通信回線〆端末装置1

セ ー繰 管撮 　 　1

」 電源 ・空調施設　 1

技術的保護対策 ア ク セ ス ・コ ン トロー ル

暗 　 　号 　 　化

ログ ・ジャ ー ナル

二重化 〆分散化

管理〆運用的統制 組 　織〆職 　員

内　部 　基 　準

社 会 的 保 護

リ ス ク 分 折

法 令 〆 行 政

保 険

シ ス テ ム 監 査

図3.3.1　 情 報 化 社会 の脅 威 とセキ ュ リテ ィ対 策
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(1)通 信 の セ キ=リ テ ィ

　 　 以下 で は、 昭和59年11月16日 に 東 京 の世 田谷 電話 局 で 発 生 した火 災

　 に よる通 信 途 絶 事 故 を例 に と り、 高度 情 報 化 社会 の 「影 」とそ の安 全 保 障 に

　 つい て考 察 す る こ ととす る。

a.通 信 の 途 絶

　 今 日、 わが 国 に お いて 、電 話 は 国民 生 活 に とって 欠 くべ か らざる もの と な

って い る。 昭和46年 度 に2,　669万 台 、1,782万 加入 だ った 電 話機 台数

と電 話加 入 数 は,昭 和59年 度 中 に6,467万 台 、4,330万 加入 と、 こ こ

十数 年 で驚 異 的 な伸 び を示 してい る(図3.　 3.　2)。 永年 、寛 々公 社 の 目標 で あ

●単位=万 加入、万信

6.000

5,000

4,000

3.OOO

2000

1,000

一

　　　　　　　　　●電電公社:図 説電信電話サー ビス電話機数　　 　　　　　 　　　　　 　　　　6
,467

午 一般加入臨 　 　 　 　・1ザ/

　　　　 5,628　 　 5β66

　　5β63
5,107

　　4,631　　 4,865

4β23　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4β30　　　　　　　　　　　　　　　　　　
4000鑑0一ag41　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3β4g　ag83 一

一 一 一 一
35493・705 一

3β27
一

a395 一

a106
　　 3243靱034 一

a744
一 一 一 『 一 一 一 一 一

2417
一

2669
　　　 2099

一

一一1
,782一

一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一
一

『 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

　 　 　 　 昭 和 一一年度46474849　 505152　 53　 54555657　 5859

　 　 　 　 注 一昭58、59年 度 は予 定

　　　　　　　　図3.3.2　 電話加入数 と電話機数

った積滞解消及び全国ダイヤル即時通話 もほぼ達成 され,電 気通信体制は次

の 目標 であるデ ィジタル統合網 サー ビス、即 ちINSの 構築 に遭逢 してい る。

　昭和59年11月16日 、東京の世 田谷 電話 局で火災が発生 した。 火災の

発生場所は、世 田谷電話局 と他 の電話局及 び一般加 入者を結ぶ ケー ブルが全
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て集 中 して い る地 下 の と う道 内 で あった(図3.　 3.3)。 この火 災 に よって収納

　　　　　　　　　 世田谷通り　　　　　　　　　　 渋谷へ →一 ー 一==「 一 ーー7/一

図3.3.3　 ケー ブ ル火 災 地域

　　 　 (出 所:電 経新聞)

され て い る ケー ブルが 被 害 を受 け 、加 入電 話 回 線89,000回 線 及 び専 用 回

線4,000回 線 が不 通 と な った。 と う道 内 には この他 に、 弦 巻 、砧 、成 城 、

狛 江 の各 電 話 局 か らの 中継 ケー ブル も含 まれ て いた た め に、 これ らの地 域 か

らの市外 通 話 もかか りに くくな った。 ケ ー ブル 自体 は 直径70セ ンチ 、長 さ

184メ ー トル が延 焼 した にす ぎず 、火 災 の規 模 は決 して 大 きい もの とはい

え な い。

　 世 田谷電 話 局 は 階 層化 され て い る局 の うち,最 末 端 に 位 置 す る端 局 で あ っ

た た め,電 話 加 入者 か らの 回線 一 本 一 本が 全 て集 中 してい た。 そ の集 中 して

い る箇 所 が火 災 に よって 被 害 を受 け た た め、 世 田谷 局 管 内の 加 入 電話 は 火 災

の規 模 が小 さ か った に もか か わ らず,そ の機 能 を失 な っ て しま った。 これ に

よっ て電 話が 如 何 に我 々の 日 々の生 活 に浸 透 して お り、電 力や 水 道 と同 じ く

社 会 の基 盤 と して定着 して い るかが 改 め て証 明 され た と言 え よ う。

　 それ は事故 後 、読 売 新 聞 が 実 施 した全 国世 論 調 査 に よって も、今 日の国 民

生 活 と電 話通 信 の 関係 が 密 接 で ある こ とが明 らかである。 図3.3.・4に 示 す よ う
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に 、 「仮 に電 話 が4、5日 間 不 通 に な った場 合,あ なた の生 活 は どの程 度 影

響 を受 け る と思 い ます か?」 との 問 い に対 して 、最 も多 か った 答 え は 「電 話

仮に電話が4,5日 間不通になった場合

　 あなたの生活への影響度は?

　　 　　 　　 　　 　 　 (数 字は%)

　　 　郵便など他の手段を利用

　　 　 　　 　　 すれば何 とか

　　 　 　　 　　 　 しのげる

　　 ほ とん ど　　　 33.7
　　 　 　 影響ない答えな

い 　 21 .9、
　 1.2

電話 は生 活必需 品,

非 常 に困 る

　 43.2

　 図3.3.4　 全 国 世 論 調 査

(読 売 新 聞昭 和59年12月15日 付)

は生 活必 需 品 に な って い るの だ か ら、 非 常 に困 る 」で 、43.2%を 占めた。

以 下 「他 の手 段 で凌 げ る 」が33.7%、 「ほ とん ど影 響 は ない 」が21.9

%と な って い る。

　 一橋 大 学 の今 井 賢一 教 授 は、 情報 ネ ッ トワー ク社会 を定 義 す る際 、経 済 社

会 を三 つ の層 に分けている(図3.　 3.　5)。 底 辺 の層 が社 会 基 盤(イ ン フ ラス ト

生　　　 活

産　業　 ・　 企　業

イ ン フ ラ ス ト ラク チ ャ ー

　　 　　 　 　　 　　 　図3.3.5　 経 済 社会 の 三 層

　　 　　 　 　　 (出 所:今 井賢一 『情報ネットワーク社会』)

ラクチ ャー)で あ り、そ の上 に産 業 ・企業 の活 動 が 乗 り、 さ らにそ の 上 で我

々の 生活 が 営 まれ る とい う構 造 で あ る。 そ うだ とす れば 、 イ ンフ ラス トラク

チ ャ ーが そ の機 能 を果 せ な くな った と き、我 々 の生 活以 上に 影 響 を受 け るの

は 産業 ・企 業 活 動 で あ る と言 え よ う。世 田谷 の事 故 で は 、加 入 電 話 の他 に、

主 と して産 業 ・企業 活 動 の用 に供 され る専 用 回線 も全 て不 通 とな った。 この
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ためオンライ ンに よってサー ビスを行 なっていた金融機 関、分けて も世 田谷

局管内に情報処理の 中枢である事務 センターを構 えていた、三菱銀行 と大和

銀行は各 々全 支店 、首都圏の支店でのオ ンライン業務が停止 して しまった。

両行の支店 では昔なが らの人海戦術 で事務処理 を行 なったが、 コンピュー タ

に よる情報処理が産業 ・企業活動 に欠かせ ない ものである ことが ここで も立

証 され、情報 ・通信 システムへの依存度の高さが再認識 され たのである。

　今 回の ケーブル火災事故 は、その原因が ガソ リンバーナーの不始末 である

ところか ら、人災に分類 す ることがで きよう。 そ して関係 者に最 も衝撃を与

えたのは通常使用されてい るケー ブルが燃 えやすい物質で あった ことで あろ

う。事故後、寛 々公社 の北原副総裁、福富総務理事は共 に記者会 見でそれ に

言 及 し、驚 きを隠 さなかった のぞ ある。

　 この ように予期 しない原 因で事故が発生 して しま ったが、情報 ・通信 シス

テムを管理す る寛 々公社及び民間企業は突然発生 した危機 に対 して、 どの よ

うに して被害 を最小限に抑制 し、回復させたのか、安全保障 あるいは危機管

理 の立場か らそれ らを整理す ることは教訓的であろ う。

　 電 々公社が今回復 旧段階 に至 るまでに行 なった主 な対策は次 の通 りである。

　 ●　特設公衆電話の設置

　　　 この処置 の 目的は、無 電話地域に火災、急病 、事件 の発生 を警察、消

　　 防に通報で きるようにす ることにあった。 このために、寛 々公社 では世

　　 田谷局に隣接す る弦巻、 目黒 など8電 話 局か ら電話線 を引 き延ば した。

　　 また既に警察、消防用 の優先度の高い回線 の仮復 旧に動員 されていた、

　　 衛星通信用準 ミリ波車載局3台 もこの特 設公衆電話 に使用された。

　 ●　 伝言取 次サー ビス

　　　 事故発生翌 日の午前中までに寄せ られた苦情は2,300件 に及んだ。

　　 そのために寛 々公社 は、世田谷 区民を対 象 と して伝言取 次サ ービスを始

　　 めた。電話40台 を用意 して受付 にあた り、人員400名,自 転 車13

　　 台、乗用車23台 を費や して伝言の処理 を実施 した。 この 日(11月9

　　 日)一 日だけで、受付けた伝言 は4,090件 に も及ぶ繁盛ぶ りだった。
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●　重要回線の仮復 旧

　　寛 々公社 は回線復 旧に優先順位 をっけている。第一 は警察、消防、病

　院、第二 は官公庁、学校 、第三は重要加入者 となっている。既に述べ た

　 ように、通信衛星CSと 全 国に9台 配備 して ある車載 局の うち3台 を利

　用 して、札幌 、広島、中野(東 京)の 各電話局 との間に回線 を設定 した。

　また全国243支 店の事務 を管内にあ る事務 センターで処理 させていた

　三菱銀行 は、支店の事務 処理がで きな くな り、現金支払 い、預け入れ 、

　送金、振替 、手形決 済な ど全てが手作業 となった。寛 々公社は同行事務

　センターに、マイク ロ波中継車 を派遣 して、全銀システ ムセンター及 び

　 BANCSシ ステムセンター との接続 を試みて、この仮復 旧に成功 した

　ので ある。

●　回線接続復 旧作業

　　火災が発生 してか ら30時 間以 上経過 して、煙が侵入 してその機能 が

　危ぶ まれた局内の交換機 が無事である ことが判明 した。その と きには①

　周辺各局か ら電話線 を延長 して、不通 になった電話 を収容す る。②可搬

　型交換機19台 を無電話地域に展開 して、付近の電話を収容する。③世 田

　谷局の施設 を活用 して本格 的に復旧す るとい う三方式 を並行 して進 めて

　い くことに なった。

　　 しか し、電話番号の変更 と、それ を復元す る煩雑さ を考慮 して、焼け

　落 ちた ケー ブルを接続 し直 して、本格 的な復 旧を目指す方針 に変更 され

　たの である。 当初1ケ 月以 上かか るとみ られ ていた作業 は、 とう道の再

　利用や ケー ブル供給 などの点 で事 態は好転 し、結局11月25日 には真

　藤総 裁 より完全復 旧宣言 がなされたのであった。

b.高 度情報化社会 の脆弱性

　冒頭 で述 べ た よ うに、 人 間の創造す る文 明あるいは技術 には 「光 」のみ

な らず、 「影 」が存在 する。高度情報化社会は人間社会 を革命的 に変化 させ

るほ ど大 きな うね りを もって、更に人間 にはか り知 れない便益 を与え ると考
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え られ る。それは トフラーが 「第三の波 」とよぶほ ど、歴史的観点か らみて

画期的 な動 きなので ある。

　 しか し、そ こにはやは り「影 」があ り、今回の世 田谷の事故は、はか らず

もその 「影 」が露呈 した結果 である といえる。本来、 これほ ど大 きな被害 を

伴 な う「影 」が存在 したので あれば、その文 明あるいは技術が浸透す る前 に、

「影 」を抑制する行為が成 されていなけれ ばな らなかった と思われる。

　 昭和58年 に郵政大 臣の私的懇談会 として設立 された 「総合デー タ通信 ネ

ッ トワーク化構想懇談会 」では、 この 「影 」を顕在化させ る要因 を次の よう

に分析 してい る。

　 ①　情報 ・通信 システムへの極 度の依存化傾向に よる弊害

　 ②　誰 で もが容易にそ の利用者になる可能性が増大す る ことに よる弊害

　 更に進展 が予見 され る高度情報化社会において、その 「光 」を社会 の財 と

成すためには、以 上の要因に より表面化す る危機 を水準以下 に抑制 していか

なければ な らない。

c.高 度 情 報 化社 会 の セ キ ュ リテ ィ

　 世 田谷 事 故 の結 果 、 情 報 ・通 信 シス テ ムの問 題 点 が検 討 され 、改 めて セ キ

ュ リテ ィの 重 要 性 が見 直 され た わ け で あ る。 そ こ で共通 して議論 され る こ と

は 「二 元化 」と 「二重 帰 属 」で あ った。 「二 元化 」 とは三 菱銀 行 と大 和銀 行

の事 務 セ ン タ を中心 とす る情 報 ・通 信 シス テ ムの差 異 に 象 徴 され る問 題 で あ

る。 即 ち、 三 菱銀 行 は全 国 に展 開 され た243支 店 、全 て の 事務 処 理 を世 田

谷 池 尻 に あ る事務 セ ンタ 一一 ケ所 で行 な って いた 。 一方 、大 和銀 行 で は西 日

本 に あ る支 店 の 処理 は大 阪 セ ンタ ーで 、東 日本 に あ る支店 の 処理 は 東京 ・世

田谷 の事務 セ ンタ ーで行 な っ て いた。 した が って 、今 回 の事 故 では 三 菱銀 行

に 、 よ り大 きな影 響 が 出た の で あ る。 つ ま り「二 元化 」は 集 中 処理 を分 散 処

理 に す る こ とで あ る とい え よ う。 「二 重 帰 属 」とは 今 回 の よ うに通 信 系 に 事

故 が発 生 した 場 合 の 問題 で あ る。 事 務 セ ン ターか ら電話 局へ の 回 線 は 、そ れ

が 伺 本 に な ろ うと も最 寄 の定 め られ た電 話 局 に しか 接続 され ない。 したが っ
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て通信系に事故が あると、事務 センターは情報 ・通信 システムか ら遮断 され

て しま うのである。定 め られた電話局以外の他 の電話局 とも接続 できれば、

この種の事故で全ての機 能が停止す ることを防げ るのである。 「二重帰属 」

とは電話局への帰属 を二重化する ことである
。

　 世 田谷 の事故のみを対象 として、今後の考え うる対策 を検討す る。狭義の

安 全保障の視点 に立脚す ると、 「二元化 」,「 二重帰属 」は と もに機能の過

度の集中を回避 して、今回の ような事故が発生 して も、事故に よる影響の拡

大 を未然 に防止 することにその 目的が ある。 つま り、万一 危機 が発生 して も

その危機 に よる被害 を、危険水準以下に抑制す ると言い換 え ることがで きる。

　 一般 に危機 の発生 を未 然に防止す る方法は、次の三種類 に分けて考 え るこ

とがで きる。第一 は危機発生源 を除去す ることである。第 二は危機発生 に よ

る撹乱作用を、予め危 険水準以下に抑制す るこ とであり、第三は危機発生源

に よる撹乱作用か ら避難 す ることである。 この 中では第一 の方法が最 も根本

的な防止方法 であ り、第二 の方法はそれに次 ぎ、第三の方法は第 一段階 であ

る未然防止 と、第二段階 の狭義の危機管理 との中間形態 と も言 うべ きもので

ある。

　 これ を世 田谷事故 に照 らし、未然 防止対策 を検討する。今 回の危機発生源

は火災であった。情報 ・通信 シス テムに固有の火災対策 は特 に存在 しないが 、

ハー ドウェア(例 えば ケーブル)及 びその位置す る場所(例 えば建築構造物)

の耐火性 、不燃性 を強化す ることが 、火災発生の可能性 を低 くしよう。 また

火災は人災 である場合が 多いので、ハー ドウェアの位置す る場所 での火気取

扱 いの規制や、立入 る入 間のモ ラル向上な どが考え られ る。いず れに して も、

第一の方法 である危機発生源の除去 では、火災 を予め除去す ることはで きず

有効 とはいえ ない。第二及び第三 の方法は既 に挙げた 「二元性 」、 「二重帰

属 」がその典型的な対応策 であろ う。既に述べた ように、機能の過度 の集 中

を回避 することが、火災 に よる撹乱作用を危険水準以下に抑制す ることであ

る し、避難す ることで もある。 この考え方 は危機発生源が火災に限定 され る

ことな しに、かな り広い範囲に及ぶ 多様 な危機発生 源に適用す ることが で き
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る。

　た とえば、情報処理機能が集 中す るコンピューター ・センターに適用す る

と、その満足すべ き要件 と して次の ような事項が考え られる。

　①　遠 隔地:セ ンター を空港の近 く、交通量 の多い地 域、犯罪 多発地域、

　　　　　　　危険物取扱所 な どに設置 してはな らない。

　② 別の建物:セ ンターは独立 した建物に設置す ることが望 ま しい。電 力

　　　　　　　通信設備 には特別の配慮が必要 となる。

　③　標　識:看 板 などに よってセン ターであるこ とがわか るような標識 を

　　　　　　　 出 しては な らない。

　④　 ユーテ ィ リテ ィに対 する配慮

　　　　　　 :電 力、通信設備 は地下に埋設 して防護す る。その他に、空調

　　　　　　　 設備 などはアクセスが困難 な ように設置す る。

　⑤ バ ックア ップ施設

　　　　　　　 バ ックア ップ施設は①～④の要件 を満足 し、本施設が危険状

　　　　　　　 態に陥い った場合、同 じ危険にさ らされ ない ように配慮 しな

　　　　　　　 ければな らない。

d　 社会基盤の フェール ソフ ト化

　機能 の過度の集中 を回避す る方法 には、機能分散あるいは二重化 な どが考

え られ る。信頼度の高い システ ムを実現す るためには、第一にその構成要素

の信頼性 を高 める必要が ある。第二には構成要 素の故障 を予想 して冗長性 を

取入れ ることに より、その故障の外部 に対す る効果 を軽減す るとい う二 つの

方法が ある。 高度情報化社会 の 「光 」を有効に利用す るためには、 「影 」を

極力す る必要が ある ことは既に述べた。その実現には情報 ・通信 システ ムが

その機能 を十分 に果 た し、インフラス トラクチ ャーと して定着 しなければ な

らない。 この インフラス トラクチ ャーが基本 的に備えていなければ な らない

条件は、 システムの一部に障害が発生 して も、 システム全体 の機能が失 なわ

れるこ とは な く、全体 としての性能は低下す るが正 しく機能 を遂行す ること
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で あ ろ う。 以 上 の条 件 を満 足 す れば 、 万 一 障害 が 発 生 して も、そ の 影 響 は か

な り軽 減 され て シス テ ム全 体 の信 頼 性 は 向 上す る と考え て よい。 この よ うな

シス テ ムは フェー ル ソ フ ト ・シス テ ム と よばれ て い る。

　 「二 元 化 」、 「二 重帰 属 」はいず れ も冗 長性 を積 極的 に 利 用 した 方 法 で あ

リフ ェ ール ソ フ トな シス テ ム で ある。 情 報 ・通 信 システ ムの 構成 要 素 で あ る

コン ピ ュー タや 通 信 回線 個 々の 信頼 性 を 高 め る必 要 があ るの は 当然 で あ る。

しか し,そ れ らが 有 機 的 に結 合 して シス テ ム とな る場合 には 、 そ の シス テ ム

を フ ェール ソ フ ト化 して シス テ ム と して の信頼 性 を高 め る こ とが重 要 で あ る。

e.今 後 の課 題

　 　 c.で は 狭 義 の 安 全 保 障 の み を考 察 した が、 危機発 生 後 の対 処 も きわめ

て重 要 で あ る し、そ れ ぞ れ の対 策 は全 く異 質 な もの では ない。 危 機 対 処 では 、

発 生 が 予想 され る危機 につ いて 、そ れぞ れ の シナ リオを作 成す る こ とが 望 ま

れ る。 情 報 ・通 信 システ ムの フ ェー ル ソ フ ト化 は 、 多様 な危 機 に対 して 相 当

広 範 囲 に適 用 で き よ う。

　 但 し、 フ ェー ル ソ フ ト化 は冗 長 性 を積 極 的 に利 用 して い く もの だ け に 、 シ

ス テ ム の構 築 に は莫 大 な経 費が か か る。 考 え うる脅 威全 て につ い て 対策 を立

て、 実 施 す る こ とは経 済 的 に バ ランス が とれ ない。 した が っ て、 発生 の 可能

性 が 高 く、 発生 した 場 合 の 被害 や影 響 の 大 きい 危機 を優先 して検 討 すべ きで

あろ う。 二 重 化 の 経 費 負 担 に つ い て は 、a.で 紹 介 した 全 国 世 論 調査 で 、

次 の質 問 を実施 してい る。 「事 故 の 被 害 を防 ぐた め には 、電 話 ケ ー ブル を燃

え な い よ うにす る こ とや 、 予備 回線 を設 け る二 重 回 線方式 が あ ります が 、 そ

れ に は莫 大 な経 費 がか か り、 利用 者 の 負担 も増 え る とい われ てい ます 。 これ

につ い て あ なた の意 見 に 近 い もの を挙 げ て 下 さ いb」 とい う問 い に対 して 、

そ の結 果 は図3.36に 示す通 りだが、利用者 の負担が増加 して も対 策 を実 施 す べ

きだ とす る意 見 が34.4%と 意 外 に多 い 点 が注 目され る。

　 ま た一 度 危機 が発 生 して 被害 が 出 る と、 そ の損 害 を補 償 す る手 段 は ない 。

保 険 制 度 の確 立 をは じめ とす る高 度 情 報 化社 会 に即 した 損 害 補償 制 度 を設 け

る必 要 が あ ろ う。
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そ の他

　 　 4.3

答 え な い

　 14.4

「そこまでやる　　
必要はない」

「利 用者 の

負 担 が ふえ て

も対策 を進

るべ きだ 」
　 　 34.4

質問:ケ ーブルの難燃化や二重化には莫大な

　　　経費がかかり,利 用者の負担 もふえる

　　　 と考え られるが,ど うすべきか?

図3.3.6　 全 国 世 論 調 査(読 売 新 聞昭 和59年12月15日 付)

一204一



(2)　 コ ン ピュ ー タ ・シス テ ムの セ キ ュ リテ ィ

　 　 コ ンピ ュー タやCATV(有 線 テ レ ビ)な どの ニ ュー メ デ ィアの 普 及 で 社

　会 の 情 報化 が、 急速 に進 ん で い るが 、 このほ ど東 京 都 が20歳 以 上の 男 女

　 1,500人 の都 民 を対 象 に行 な った 「情 報 化社 会 と くら し 」の調 査 に よ る と、

　都 民 の過 半 数 は 「情 報 化 社 会 に対応 して いけ る 自信 が な い 」と して お り.、4

　割 近 くの都 民 が 「コ ン ピ ュー タ犯 罪 が増 え る 」との不安 を持 って い る こ とが

　わ か った 。

a.米 国の コン ピ ュー タ犯 罪 の特 徴

　 デ ー タ通 信 網 の発 展 、 コ ン ピュ ー タの普 及 に伴 っ て、 コ ン ピュ ー タ犯罪 の

発 生件 数 の増 加 、被 害 額 の 巨大 化 が予 想 され るが 、 そ の反 面 、 コ ン ピュー タ

犯 罪 に つ い て、 まだ ま だ大 した 問題 で ない と信 じてい る入 が い るの も事 実 で

あ る。

　 そ こで、 米 国 の コン ピ ュー タ犯罪 の 特 徴 を あげ る と、

■　 専 門 家 の 推定 に よれ ば 、米 国 の コ ン ピュー タ犯 罪 に よる年 間 被 害総 額 は ,

　約800億 円(3億 ドル)に のぼ る。

■　 FBIに よれ ば 、 コ ン ピ ュー タ犯 罪 の平 均被 害額 は 、1件 に つ き約1億

　 2,　000万 円(45万 ドル),こ れ に対 して横 領 事 件 の 平 均 は 約500万

　円(1万9,000ド ル)、 銀 行 強 盗 は 約240万 円(9,000ド ル)に 過

　 ぎない。

■　 専 門家 に よ る と発 覚 した コ ン ピ ュー タ犯罪 で公 表 され た のは15%に 過

　 ぎず,た とえ逮 捕 され て もコ ン ピ ュー タ犯罪 者 が 投獄 さ れ る確 率 は3%し

　 か ない と推定 してい る。 又 、 コ ン ピュー タ犯 罪 の 実 に90%が 内 部 の 犯行

　 だ と して い る。

■　 コン ピ ュー タ犯 罪者 の イ メー ジは 、 白人 男性 で年 齢が19～30歳 で犯

　罪 歴 は な く、 仕 事熱 心 で あ る。 この イ メー ジは 、 ソフ トウエア業 界の ほ ぼ

　 90%の 人 間 に あ て は まb犯 罪 者 を割 り出す決 め手 には とぼ しい。

■　 最 も始 末 に 悪 い の は 、 コ ン ピュ ー タ犯 罪者 が 罪 を犯 した とい う自覚 を持

一205一



た ず に 「ち よっ との 間 コ ン ピュ ー タを拝 借 して い る 」 と感 じて い る こ とで 、

この 拝 借 感覚 、 気 軽 る さが 事 態 を ます ます 悪 化 させ てい る。

　 一 方 、日本の コンピュータ犯 罪 は 、 米 国 に比 べ て 発生 件 数 、被 害 額 につ い て

もま だ少 な い。 昭和59年 の警 察 庁 の 調査 に よる と本 格 的 な コ ン ピュ ー タ犯

罪 は11件 で 昨年 の2倍 にな った 。

　 内訳 は、 不正 デ ー タの入 力 が7件 で最 も多 く、次 で プ ログ ラムの 不正 入手

2件 、 不正 使 用1件 で 、 この ほ か に プ ログ ラ ムの改 ざん 、 消去 事件 が大 阪 の

大 学 中央研 究所 で初 め て 発生 し、 学術 用 プ ログ ラ ム約1,500件 の デ ー タが

消去 され た。

　 不正 デ ー タの入 力 では 、 秋 田県 警 で職 員が 運 転 免許 証 を偽造 した事 件 や広

島 の農 協 では 端 末機 を操 作 して支 払 い見 込み の ほ とん どない 小切 手 や 手形 を

決 済 して、120億 円(実 損1億900万 円)の 損 害 を与 え た な ど、 コ ン ピ

ュー タ社会 の進 展 は 、 犯罪 を巧 妙化 しさ らに被 害額 を大型 化 して い る。

　 現 在 、 日本 は米 国 に 次 で世 界 第2位 の コン ピュー タ利 用 国 に な り、今 後 通

信 システ ムの発 展 に よ り種 々の コン ピュー タ をオ ン ライ ンで接 続 して 利 用す

る様 に な り、利 用 形 態 が 多様 化 す る と、 コ ン ピュ ー タ犯 罪 が ます ます 増 加 す

る可 能 性 が あ る。 今 の段 階 か らコ ン ピュ ー タ犯 罪 とそ の事 例 を研 究 す る こ と

は 、 将来 の情 報 化 社 会 の セ キ ュ リテ ィを確 保 す るた め のひ とつ の有 効 な手 段

と な り うる。

b.シ ス テ ムへ の ア クセ ス ・コ ン トロール

　 コ ン ピ ュー タ犯 罪 は、 パ ッチ ・シス テ ム(一 括 処理)が 主 役 の 頃は 、 発生

件 数 も少 な く、 難 問 をかか えた 事 件 も少 なか った 。 しか し、 通 信機 器 と コ ン

ピ ュー タが 接 続 した シス テ ムが普 及 して くる と発 生件 数 も増 え 、難 しい 問 題

をか か えた事 件 も発 生 す る様 に な り、 今後 ネ ッ トワー クが 拡 大 す る と、 さ ら

に新 しい 手 口が 出現 す る可 能性 もあ る。

　 した が って 、我 々の 共 通財 産 で あ るデ ー タや プ ログ ラ ムを不 正取 得 〆使 月

一206一



変更 〆改 ざん 、 消 去 〆破 壊 か ら守 るた め に まず シス テ ムへ の ア ク セス を コ ン

トロー ルす る必 要 が あ る。

　 利 用 者 が コ ン ピュー タ ・シス テ ムに ア ク セスす るため に は、 シス テ ムに よ

って正 当 な使 用 者 で あ る こ と を識 別 され なけれ ば な らない。

　 識 別 方 法 には 、利 用 者 の所 有 物 に よ る方法 、利 用者個 人 の 知 識 に よ る方 法 、

利 用 者 の 個 人 的 特徴 に基 づ く方 法 が あ る。 これ らの方法 は先 に挙 げ た もの ほ

ど保 証 され る セ キ ュ リテ ィの程 度 は低 く、 これ らは また費 用 の 少 ない順 番 に

もな っ てい る。

① 　 利 用 者 の所 有 物 に基 づ く方 法 は、 鍵 や カ ー ドを利用 す る。 シス テ ム は 、

　 そ れ らが そ の人 の所有 物 で あ る こ と しか 確 認 で きず に交 付 を受 け た正 当 な

　 使 用 者 と同一 人 物 で あ る とい う完 全 な保 証 は得 られ ない。

　 　 鍵 や カー ドを複製 した り、 窃盗 に よって 容易 に入手 す る こ とは可 能 で あ

　 る の で 、 これ らの物 品 の 交付 につ い て十 分 管理 す るこ と,必 要 が あれ ば 、

　 定 期 的 に取 り替 る こ と もセキ ュ リテ ィ を保 つた め に必要 で あ る。

　 　 この識 別 方 法 は 、 セ キ ュ リテ ィの程 度 が 比較 的低 くて も良 い シス テ ム以

　 外 で は、 使 用 を避 け なけ れ ば な らない 。

② 　 利 用 者 の個 人 的知 識 に基 づ く方 法 には 、 パ ス ワー ドを使 用 す る場 合 が 最

　 も多 い。 少 な くと も該 当 使用 者 が 、 パ ス ワー ドを知 って い る とい う保 証 は

　 得 られ る。 しか し、 パ ス ワー ドは,盗 聴 や書 か れ てい る場 合 に は 写 し取 ら

　 れ る可 能 性 が 高 いの で 、 パ ス ワー ドの交 付 状 況 の 確認 及 び パ ス ワ ー ドを頻

　 繁 に 変 更 をす る こ とに よ って、 セキ ュ リテ ィを高 める必 要 が あ る。 又 、 パ

　 ス ワー ドを格 納 してい る フ ァイル を暗号 化 す る こ とも考 え られ る。

③ 利 用者 の個 人 的特 徴 に よ り、 利 用者 が 、本 人 で あ る こ とを明 確 に 確 認 で

　 きる。 これ は 、体 型(た とえ ば手 形)、 指紋 、 声紋 、署 名 及 びそ の 他 の 遺

　 伝 的特 徴 を利用 した もの が あ る。 これ らの方 法 は、 相 当 費用 が 必 要 で あ る

　 が 、 高度 の セ キ ュ リテ ィを確 保 す る こ とが 可 能 で ある。

　 　そ の他 の 方 法 と して は、 情 報 フ ロー制 御 、 推 論制御(図3.3.7参 照 の こ

　 と)や 、 セ キ ュ リテ ィの 高 い作 業 の時 間 的 〆空 間 的分 離、 デ ー タの 暗号 化
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す る こ とに よ り、 セキ ュ リテ ィを高 め るこ とが で きる。 ま た各 使 用 者 ご と

に 不正 ア クセ ス の履 歴 を記 録 して 不 正 使 用 回数 が、 あ る回数 行 な われ た場

合 に は該 当利 用者 の禁 止 や使 用 ター ミナ ル の ロ ックを行 な うな どの 対 処 も

考 え なけ れ ば な らない 。

　　　　　　READ

　　　　　　　X

〒「
SMITH

JONES

FILE

　 X

COPY　 Y

TOX

　 　 　 　 F皿E

　 　 　 　 　 Y

　 　 　 　 　 　 　 　 (a)

(a)アク セス:JONESは フ ァイルYを 読

　 み出 し,フ ァイルXを 書 き込 む こ とが許

　 さ れ てい るが,フ ァイルZへ は ア ク セ

　 ス で きな い。

　 　 　 　 　 　 　 (b)

(b)フロー:SMITHは フ ァイルYの

　 アク セス が許 さ れ て い な い の で

　 JONESに コ ピー を作 る よ う頼 む,

　 フ ロ ー制御 が これ を防 ぐ。

JANEは 目がブラウンで、ブ ロ
ンドの髪℃ 身長5フ ィートだった

著
O
#

:

す ると/JANEに は
ホクロが あ るん だ

目が ブラウン℃ 身長5

フ ィー トのブロン ドで

ホク ロのある人 は何人?

　 　 ICAL

IN]FOR-

　 TION

FILE

、

、
●

廿㌃
寸言団

　　　　　　　　 (c)

(c推論:質 問者は,統 計的計数情報から

　機密情報を導出するために,既 知の知

　識を利用する。推論制御がこれを防ぐ。

　 　 　 　 　 　 　 (d)

(d〕暗号:JONESは 不正 ↓(よリフ ァ

　 イルXの コ ピー を とるが,暗 号化

　 され てい るの で,内 容がわか らない。

図3.3.7　 シ ス テ ム の ア ク セ ス ・ コ ン ト ロ ー ル
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c.暗 号 化 対 策

　 シス テ ムの ア ク セス ・コン トロー ル のす き間 をつ い て,デ ー タ を不 正 取 得

す る こ とが考 え られ るの で、 機 密保 持 の た め に デ ー タの 暗号 化 対 策が 必 要 と

な る。

A氏 B氏

平　　文 〉
鍵 に よって平

文 を暗号化
⇒ 鍵 に よって暗

号文 を復 号化
ヲ 平　　文

暗号 化 の 効果 につ い て

　 ① デ ー タを暗号 化 す る こ とに よって 、不 正 な アク セ スが 、 現 実 に発 生

　 　 して もデ ー タを保護 が で きる。

　 ② 鍵 とい う極 め て少 ない情 報 を管 理す る こ とに よ り一 度 に大 量 の デ ー

　 　 タ を管 理 す る こ とが で き る。

　 ③ 　 デ ー タが 改 ざん され た場 合 に も、そ の事 実 を発 見 しや す くな る。

　 ④ 暗 号 化 に よリセ キ ュ リテ ィ対 策 は 、 コン ピ ュー タに 関係 す る ス タ ッ

　 　 フ全 員 に 指導 す る必 要 は な く、 少人 数 で 実 現可 能 とな る。

一 方 暗号 化 す る こ とに よ
って、 次 の よ うな新 しい脅威 も発 生 す る可 能性 が

あ る。

　 ① 暗号 鍵 の紛 失 は 、 デ ー タが 紛失 した の と全 く同 じ結 果 と な る。

　 ② 暗号 鍵 が 盗 難 に あ うと、 デー タの暗 号化 複号 化 が で きな くなる。

　 ③ 　 暗号 装 置 が異 常 動 作 す る とデ ー タの 暗号 化 とそ の復 号 が 、 通 常 の ア

　 　 ル ゴ リズ ムで行なわれな くな り、特 に通 信が 検 証 な しで行 なわ れ て い る

　 　時 は 、 デ ー タの損 失 とな る。

　④ 暗 号装 置 の故 障 〆停止 は 、盗 聴 な どの脅 威 にデ ー タを さ らす こ とに

　 　 な る。

　⑤ 暗 号が 利 用 され る と、 暗号 化 が す べ ての 問 題 を解 決 した よ うな錯 覚

　 　 をお こ して、 か え て 全体 的 に シス テ ムを監 視 す る こ と をゆ るめ て しま

　 　 う。

暗 号 化 は 、 シス テ ムの セ キ ュ リテ ィを 高め る こ とに な るが、 同時 に暗 号 化
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に よって また新 しい脅 威 が発 生 す る こ とが あ る こ とを忘れ て は な らな い。 し

か し、新 しい 脅 威が 、 前 の 脅威 よ り もひ ど くない こ とが 期 待 され て い る。

　 機密 保 持 の た め に 暗号 化 を行 な えば 、 ハ ー ドウェア 〆 ソ フ トウ ェアの コス

トも増 加 し、 さ らに 暗 号 処理 を行 な うた め処 理 時 間 も増 加 す るの で、 暗号 対

策 を どの デー タに対 して どの 程度 行 な うか の リス ク分析 を して効果 的 な対 策

を考 え る こ とが 重 要 とな る。

d.情 報 化 社会 の 倫理

　 シス テ ムの セキ ュ リテ ィ を高 め るた め に、 ハ ー ドウ ェア〆 ソ フ トウェアの

信 頼性 の向 上 を図 って もコ ンピ ュー タの 不正 使 用 〆 犯罪 を完 全 に 防 ぐこ とは

不 可 能 で ある。

　 コ ン ピュー タ犯 罪者 は 、そ の大 半(ほ とん ど全 て とい って いい ほ ど)が コ

ン ピ ュー タ関 連 の 内部 犯 と言 われ て い る。

そ こで 、 まず 職 場 で の倫 理 の 向 上 を図 る必要 が あ る。 企 業 では 、定 期 的 に研

修 や 訓 練 を行 い 、 職場 倫 理 向 上 を職 員 に さ らに徹 底 させ る と共 に、職 場 全 体

で この よ うな雰 囲気 を作 る こ とが 職 員 自身の み な らず 管理 職 経 営 者 に も望

まれ る こ とで あ る。

　 また 、社 会 に参 加 す る前 に も学校(大 学 、専 門学 校等)で 、 単 に コ ン ピュ

ー タの使い方だけ を教え るの では な く情報化社会 に対応 してい くための倫理

教 育、人間教 育を積極 的 に行 な う必要があるのに、 現在 ではほ とん ど行 なわ

れてい ないに等 しい。

　 次 に コ ン ピュ ー タ ・ネ ソ トワー クが 発 達 す る と企 業 や学 校 で研 修 や教 育 を

受 け て い な い入 もコ ン ピ ュー タ に ア クセス す る こ とが で きる様 に な り、今 ま

で職 場 だ け で発 生 した 問題 が、 広 く社 会全 般 に波 及 す る こ とに な る。 従 って

各 個人 や 社 会 が 一体 とな って情 報化 社 会 を支 えて い くた め に倫理 の 向上 に 努

め る こ とが 必要 とな って くる。

　 コ ン ピュー タ犯 罪 を単 な る社 会 現 象 と考 え るの で は な く、 自分 自身の 問題 、

人 間問 題 、 心 の 問題 と して と らえ る こ とが大 切 で あ る こ とを忘 れ て は な らな
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い 。

　 コ ン ピュー タの発 生 の確 率 につ い て 、 小 林 埼玉 工 業大 学 助教 授 は、'次の よ

うな 関係 式 を 示 してい る。

　 　 　 C=D×M×O

　 　 　 　　 C:被 害発 生 率

　 　 　 　　 D:従 業 員 の不 誠 実 度

　 　 　 　　 M:従 業 員 の動 機

　 　 　 　　 O:犯 罪 の機 会

D・M・0の いず れ か ひ とつ で も0で あれ ばC=iOと な り犯 罪 は成 立 しな い

と して い る。

e.セ キ ュ リテ ィ監査

　 情 報 化 の進 展 に伴 い、 コ ン ピ ュー タ ・シス テ ムの故 障 、機 能 障 害 が 発 生 し

た場 合 、経 済 社 会 の み な らず 国民 生 活 に与え る影 響が 大 き くな って くるの で、

コ ン ピ ュー タ ・シス テ ムか ら独立 した シ ステ ム監査 入 が 、総 合 的 〆客 観 的 な

立 場 か ら点 検 、 評 価す る シス テ ム監 査 の 必 要 性 が さ げ ば れ て い る。 セ キ ュ

リテ ィ監 査 は 、 そ の シス テ ム監査 の一 部 を構 成 す る もの で ある。

　 セキ ュ リテ ィ監査 の 目的 と して は 、次 の ものが あ る。

　 ① 損 害 や 災 害 の原 因 とな り うる脅 威 を予 防す る。

　 ② セキ ュ リテ ィの維 持 に支 障 を きた す 恐 れ の あ る問 題 を発見 す る。

　 ③ 万一 、 問 題 が生 じた 場 合 、損 害 ま たは 災害 の 影響 を最 少 限 度 に と どめ

　 　 る。

　 ④ 問題 が 発 生 した場 合 、 そ れ を調査 し今 後 の セ キ ュ リテ ィ計 画 の立 案 の

　 　 た め に生 か す 。

　 ⑤ セ キ ュ リテ ィに 問題 が 発 生 した場 合 、通常 の オペ レー シ ョ ンを迅速 に

　 　 再 開 で きる よ うに システ ム を回 復 す る。

　 シス テ ム監 査 の現状 は 、 シス テ ム監査 を実 施 して い る企 業 は 、全 体 の15

%に す ぎず 、 シス テ ム監査 を予 定 して い る企 業 を含 めて も40%程 度 で あ る。
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シス テ ム監 査 を実 施 して い る企 業 で も内部 監 査 人 に よる もの で、 独 立 した シ

ス テ ム監 査 人 に よっ て監査 を受 け て い る企業 は2社 にす ぎな い。

　 シス テ ム監 査 を阻む 大 きな障壁 と して、 日本 的経 営 風 土 が あ る。

■　 日本 に は米 国 に な い独 特 の りん議 制 度 が あ り、 日常 業 務 活動 にお いて相

　互 にチ ュ ツク してい るた め、 わ ざわ ざ シス テ ム監査 す る必 要が な い と考 え

　 て い る経 営者 が多 い。

■　 システ ム監査 の"監 査"と い う言葉 に 日本人は無 意 識 に 「人 のや った こ とを

　 ほ じ くる 」 「ケチ をつ け る 」とい った マ イナ ス面 の誤解 が あ る。

　 従 って 、 シス テ ム監 査 を 日本 の企 業 体 質 や風 土 に合 った 方法 で実 施 す る必

要 が あ る。

f.コ ン ピ ュー タ ・リス ク ・マ ネー ジ メン ト

　 コ ン ピュー タの セキ ュ リテ ィの対 策 は、物 理 的 セキ ュ リテ ィ、 コ ン ピュー

タ環 境 の セキ ュ リテ ィ、 シス テ ムへ の ア ク セス ・コ ン トロー ル 、 プ ログ ラム

や デ ー タの セキ ュ リテ ィな どにつ い て 費用 対 効果 を考 え て効 率 的 に実 施 す る

と共 に コンピュー タ ・システムか ら独 立 した システ ム監査 人 に よって 客観 的に

評 価 判 断 さ れ 、 万 一 シ ス テ ム ・ダ ウン等 の障 害が 発 生 した場 合 に は 、 どの

程度 ま で保 険 な どで補 て ん す るか を事 前 に リス ク分析 す る必 要 が あ る。

　 リス ク分析 の基 本的 な事 項 は 、

　 ① 潜在 的 な リス ク とは 、 どの よ うな事 が あるか

　 ② そ の よ うな リス クが 、 顕 在 化 した場 合 に どの程 度 の ダ メー ジ を蒙 るか

　 ③ 費 用対 効 果 との 関連 で どの 対 策 を どの程度 行 うか

　 ④ セ キ ュ リテ ィ対策 で カバ ー で ない 部 分 につ い て ど うす るか 等

で ある。

　 又 、 コ ン ピュー タ ・セ キ ュ リテ ィの 費用 について、専 門家に よる と全 コンピ

ュ ー タ関連 費用 の5%以 内に 抑 え るべ きだ と述 べ て い る。
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g.人 間 との か か わ りあい

　 多 くの産 業 で コ ン ピ ュー タ化,自 動 化 が進 む の と並行 して、 マ ニュ アル 主

義 が 徹底 して きて い る。 マ ニ ュア ルは 、 複雑 で 巨大 な システ ムを正 確迅 速 に

操作 す る ため に 必要 な手 段 で ある。 しか し、 マ ニ ュアル だ け に頼 って シス テ

ムを操 作 して い るオ ペ レー タは、 マ ニ ュ アル に ない 様 な異 常 な事 態 が 発 生 す

る と、 ど う した らい い のか わ か らな くな り、事 態 を ます ます 悪 くして 、大 事

故 を起 こ して しま う。 マ ニ ュ アルだ け に偏 重 しす ぎる と、 シス テ ムの全 体 像

を生 きた姿 でと らえ ることができな くなり、オペ レータは、創 造性や作業 意 欲 を失

な う原因 になる。その ことは、モ ラルの低下、職場の規律のみだれ に もつ な が る。

　 人 間 は 、 もと も と ミス を犯 した り、 錯 覚 を起 こ した りす る弱 い動 物 で あ る

と同 時 に 、入 間 の もって生 まれ た強 さ、 す なわ ち、 ミス を発 見 して修 正 して

い く力 や予 知 能 力(本 能)を もって い るの も事 実 で ある。

　 従 っ て、人 間 の持 っ てい るい い面 ぺ強 い面 を ど うや って補 強 〆 発 揮 す るか

が 大 切 と な る。 そ のた めに は、 シス テ ムを隅 々ま で理解 し愛 着 を持 ち、労 働

す る こ との喜 び を感 じる こ とが 重要 に な る。

　 次 に 、機 器 や装 置 の安 全性 や信 頼 性 が 高 くな っ て、事 故 が 少 な くな っ て く

る と、人 間 の側 に安 心 感 が でて きて 、事 故 防止 の た めの警 戒 心 が稀 薄 に な る

傾 向 が あ る。 小 さい事 故 や トラ ブルが 、時 々起 きて いる場 合 に は 、 シス テ ム

に対 す る不 信 感 か らまん べ ん な く監 視す る様 に な る。 しか し、大 した 事 故 や

トラ ブルが 全 くない状 態 が 長期 間続 いて い る時 に、 一掴 事 故 が 発生 す る とま

った く対 処 す る こ とが で きな くな る。

　 信頼 性 が 高 くな った 時 ほ ど、 万 一 事故 が発 生 す る と今 ま で に経験 した こ と

の ない様 な大 きな被害 を引 きお こす こ とに もな るの で、今 ほ ど本 当 の意 味 で

の セ キ ュ リテ ィ対 策 が 、 何 で あるか を考 え る時 期 に来 て い る。

　 事故 が発 生 す る とそ の 原 因 を調 査 して対 策 を立 て実 施 す るが、 事 故 は 今 度

は、 別 の 弱い 部 分 に 発生 す る。事 故 は、 シス テ ムの 弱 い 部分 に 、 人 間 がそ の

事 故 を忘 れ た 頃 に 発生 す る。 事故 の発 生 とそ の対 策 の繰 り返 しの 連続 で あ る。

この よ うな時 こそ 、 人 間 の真 価 が とわれ て い る と ころで ある。
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3.4　 イ ンフ ォメ ーシ ョン　 セ キ ュ リテ ィ

　(1)個 人 に と っての 情 報 セ キ ュ リテ ィの 展望

　 　 〔コン ピ ュー タの個 人 化 〕

　 　　現 代 社会 へ の コ ン ピ ュー タの 浸透 速 度 は 目覚 ま しい。 か っ ては組 識 に とっ

　 　て 宝 物 の 存在 で あ った コ ン ピュ ー タは 、高機 能 化 と低価 格 化 が 併 行 的 に進 展

　 　す る一 方 で 、 マ イ ク ロ ・コ ン ピュ ー タやパ ー ソナ ル ・コ ン ピ ュー タの登 場 に

　 　伴 い 、事務 所 ・工 場 ・家 庭 と社 会 の あ らゆ る場 面 に組 込 ま れ 、現 代 社 会 に と

　 　 って 必要 不 可 欠 な もの とな って い る。

　 　　 事 務 所 で はOA(オ フィ ス ・オ ー トメー シ ョン)の 進 展 に よ り、大 型 コ ン

　 　 ピ ュ一 夕 とLAN(ロ ー カル ・エ リア ・ネ ソ トワ ー ク)に 支 援 され た ビ ジネ

　 　 ス ・パ ソ コンを前 提 と した事 務 処 理 が 一般 化 しつ つ あ る。 商 店 に おけ るPO

　 　 S(ポ イ ン ト ・オ ブ ・セー ル ス)、 工場 に おけ るFA(フ ァ ク トリー ・オ ー

　 　 トメーシ ョン)も めず らしい もの で は な くなって きた。 家 庭 にお け るHA(ホ

　 　 ー ム ・オ ー トメー シ ョン)は 未 だ概 念 が 明確 化 され て い な いが 、 マ イ コンに

　 　 支 援 され た家 電 製 品 は徐 々 に浸 透 しは じめてお り、 今後 は情 報 入 出力 及び 操

　 　 作 の機 能 が充 実 す る と考 え られ る。

　 　　 この様 に 、個 人 と コ ン ピ ュー タの関係 は、貴 重 な一 台 の コ ン ピ ュー タ を集

　 　 団 の人 間が 使 うとい うか って の 時代 か ら、 どこへ 行 っ て も個 人 の 操作 し うる

　 　 コン ピュ ー タが存 在 す る とい う時代 に変 化 しつ つ ある。 つ ま り、 コ ン ビュー

　 　 タの一 般 化 とい う時 代 に我 々は 面 して お り、今 後 もこの傾 向は 一 層 進展 す る

　 　 と考 え られ る。

　 　　 一 方 、通 信 網 の 付 加価 値 化 が 進 展 して い る。 これ は 、 通 信 を制 御 す る コ ン

　 　 ピ ュ一 夕に通 信 網 に 接続 され る装 置 間 の信 号 を変 換 す る機 能 を組 み込 む 事 に

　 　 よ り、装 置 間 の通 信 に 関 す る互 換 性 を確 保 す る もの で あ る。 この機 能 は、 サ

　 　 ー ビス を売 る公益 事 業 、 多数 の 家庭 と接 触 したい 商店 、 多数 の コン ピュー タ

　 　 と周辺 装 置 間 で情 報 伝 達 を行 って い る企 業 に とっ て非 常 に好 都 合 な事 で ある。

　 　　 付 加価 値 通 信網 は 、そ れ に接 続 す る装 置 や コ ン ピ ュー タ に、他 の全 ての装

　 　 置 や コ ンピ ュー タ と接 触 す る機 会 を与 え る事 に な るば か りで な く、 相互 の情
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報移 動 を容 易 か つ高 速 に行 う事 を可 能 とす る。

　 以 上の 事 は 、 コ ン ピュ ー タの一 般 化 と通 信 網 の 発展 に よ り、 事 務 所 か らと

同様 に家 庭 か らで も、 多様 な デ ー タ フ ァイルへ の ア クセス が個 人 レベ ル で可

能 とな る事 を意味 してい る。 この 「コンピュー タの個人 」化 は、 個 人 レベ ル で'

取 扱 い可 能 な情 報 の範 囲の拡 大 を もた ら し、様 々な望 ま しい可 能 性 を有 す る

と共 に新 た な セ キュ リテ ィ上の 問 題 を顕在 化 させ る と予 想 され る。

〔個 人 情 報 の記 録 〕

　 OAの 進 展 は個 人 に関 す る情 報 記 録 の可 能 性 を増 大 させ る。 例 え ば 、 ホ テ

ル を利 用 す る事 を考 え る。 ホ テ ルに は様 々な業務 処 理 に コ ン ピュ ー タが 導入

され て お り、金 銭 支 払 い を伴 う客 の行動 に つい て は情 報が コン ピュー タに入

力 され 最終 的 に は勘 定 に集 約 され る仕 組 み となっ て いる。 この業 務 処理 の結

果 と して値 入 の行 動 に 関す る情 報 は コ ン ピ ュー タに記録 され 、 この デ ー タが

外 へ 持 出 され る可 能 性 が 出 て くる。 さ らに 、 この コ ンピ ュー タが通 信 網 と接

続 され て いれ ば、 よ り容 易 に行 う事 が で きる。 客 に とって 、 ホテ ル のOA化

は 正 確 ・迅 速 な計 算 サ ー ビス を受 け る こ とが 出来 るが 、反 面 では 、 サ ー ビス

を受 け るに 必要 な 自己の情 報 の 提供 に よ り情 報 が 自動 的 に記 録 され悪 用 され

るか も しれ ない とい う リス クを負 う事 に な る。

　 医 療 に 関 して も、 個 人の情 報 が 蓄 積 され る事 に よ り、遠 隔地 に 行 った 時 で

もこの 情報 に ア ク セス して適 切 な医療 を受 け られ る とい うメ リッ トと、企 業

に お け る人 事 部 評 価 に 利用 され るか も しれ ない とい う リス クが あ る。

　個 人 情 報 が 自動 的 に 記録 され る機会 は今 後増 大 し、通 信 網 を通 じて 容 易 に

利 用 し うる範 囲の 拡 大 は ま ちが いな い で あ ろ う。 我 々は 、 この様 な システ ム

を利 用 す る事 の メ リ ッ トとデ メ リ ッ トが双 方 あ る とい う事 を認 識 して行 動す

る必 要 が ある。

〔 コ ン ピ ュ ー タ の セ キ ュ リ テ ィ 〕

　 コ ン ピ ュ ー タ は ハ ー ド と ソ フ トか ら構 成 さ れ る が 、 ソ フ トは 目 に 見 え な い
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もの で あ るた め、 なか な か発 見 で きな い エ ラーが 内在 して い る のが ノ ー マル

な状 態 で あ る。

　 コ ン ピュ ー タを扱 う人 間 も、従 来 は専 門家 が 担 当 してい た が 、 コ ン ピュ ー

タの一 般 化 に伴 い 不特 定 多数 の一 般 の 人 々が大 部 分 を 占め る事 とな る。 さ ら

に一 般 の人 が 操 作 しうるた め に は 誰 で もが簡単 に使 え る様 にす る必 要 が あ る

が 、 この事 は 同 時 に正 当 な使 用者 以 外 の 入 に とっ て も使 い やす い とい う事 と

な リセキ ュ リテ ィの問 題 に な る。

　 個 別 の シス テ ムが通 信 網 に よ りi接続 され て い く機 会 は増 大 す る と考 え られ

るが、 この システムの継 目は弱点が顕 在 化 しやすい点で もある。 システムの 設 計思

想 の事 前 に不 明 で あ った 相異 点 や 、 時 間 と共 に発 展 ・変 化 して い く個 別 シス

テ ムが 他 の シス テ ムへ 与 え る影 響 等 の 課 題が 予 想 され る。 接続 範 囲が 拡 大 し

て い くと、 災 害 時 の電 話 パ ニ ック の様 に社会 心 理 的 要 素 に よ リシス テ ムが 乱

され る可 能 性 も出 て くる。

　 以 上の様 に、 コ ン ピ ュー タの 一般 化 に伴 い コ ン ピ ュー タを 囲む課 題 が 分 散

化 し対 策 の困 難 さが増 す もの と考 え られ る。

〔情 報 保 護 の手 段 〕.

　 従 来 の 情 報蓄 積 は、 プア イ ル、 リス ト、書 類 の形 で ロ ッカー に格 納 す る事

で行 な われ て きた 。 従 って 、情 報 を盗 む に は、 文 書 ない しは そ の情 報 を知 っ

て い る人 と接触 す る必要 が あ った 。 この物 理 的接 触 の必 要 性 は情 報 保 護 の手

段 を簡 単 に して い た。 重 要 情 報 に つ いて は見 る資 格 を持 つ人 の 範 囲 を限定 し

た り、格 納 す るキ ャ ビネ ッ トに鍵 をか けて済 ん で い た。

　 コ ン ピ ュー タが個 人 化 し、通 信網 に よ り情 報 の移 動 が容 易に 迅 速 に 可能 と

な る と、従 来 の手 段 で は十 分 に 対応 で きな くなる。 オ ン ライ ンフ ァイル に格

納 され た 重要 情 報 を、 個人 の コ ン ピュー タ操 作 に よ り、 資格 の な い者 が これ

を見 た り、変 更 した り、 消 去 した り,し か も証拠 を 残 さ ない とい う事 が 可 能

と な る。新 た な情 報保 護手 段 が 必 要 とな るの で あ る。
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〔情報 の多 様 化 と氾 濫 〕

　 コ ン ピ ュー タの個 人 化 に よ り、個 人 が利 用 可 能 なデ ー タ フ ァイル は 、 巨大

な組 織 と同 等 な まで に拡 大 され る。 個人 に とっ て、情 報 の ア クセ ス可能 な範

囲 が拡 大 す る こ とは、 情 報 入手 につ い て考 えれ ば 現在 の 限定 され た 入手 ル ー

トの拡 大 、 多 様 化が 可 能 と なる こ とで あ り、 知 りた い事 を知 る機 会 が増 大 し

望 ま しい 事 で あ る。 しか し、一 方 で は情 報 の 氾 濫 を招 く可能 性 も あ る。 様 々

な情 報 が各 種 のル ー トか ら入 っ て きて、 どれ を信 じた ら良 いか わ か らな くな

っ て しま う。

　 情 報 の氾 濫 を防 ぐに は,情 報 を整 理 加 工 し、必 要 な時 に必 要 な 内容 の みが

提 示 され る状 態 が望 ま しい。情 報 の整理 ・加 工 方法 が情 報 に対 す る付 加 価 値

と な る。 社 会 に お い て 日 々発生 す る事 実 を フ ロー情 報 と して 評価 ・整 理 して

い るの が マス コ ミ等 の報 道機 関 の付 加価 値 で あ り、情 報 を体 系 的 に 整 理 して

ス トック した の が デ ー タ ベ ース の付 加 価値 で あ る。

　 しか し、 情 報 の整 理 ・加 工 は事 実 の あ る面 を抽 出 し他 の 面 は捨 て さ る事 で

もある。 事 実 の正 しい認 識 とい う点 で は 、情 報 の整理 ・加工 内容 を評 価 す る

と共 に、場合 に よっては複数の情報 を比較す る とい う態度が必要 である。つ

ま り、情 報が悪 いか らと言 って単 にそれ を拒絶す るのではな く、通常は信頼

で きるチ ャネルの情報 を採用 しなが らも、必要 な時は他の比較可能 なチ ャネ

ルをいつで も使 える様 に用意 してお くことが望 ま しいのであ る。 従来 より一

層積極的な情報活動が値入 に必要 となろ う。
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(2)個 人 情報 の セ キ ュ リテ ィ

　 〔プ ライバ シーの 権利 〕

　 　 プ ライ バ シー とは 人 目を避 け る とい う意味 で あ り、 そ の権 利 とは私 事 、 私

　 生 活 を他 人 に知 らせ た くない権 利 を言 う。 値入 の権 利 の1つ と して 、 マス コ

　 ミの発 達 した近 代 社会 に お いそ そ の重 要 性 が特 に注 目され て きた もの で あ る。

　 日本 で は、三 島 由紀夫 の 小説 「宴 の あ と 」に関 しモ デル と な った有 田八郎 元

　 外 相 をめ ぐる裁 判 にお い て プ ライ バ シーの 権利 が基 本 的 には じめ て認 め られ

　 た。 今 日にお い て も芸 能 人 の報 道 に つ いて は度 々話 題 とな っ てい る。

　 　 この様 に、 「プ ライ バ シー 」とは 「個 人 が他 人の 目に触 れ ず に、 ひ と りで

　 そ っ と して置 か れ る 自由 」で あ り、本 人 が好 ま ない の に私 事 を公 開 され る事

　 か ら個 人 を ま もる根 拠 で あ った。 しか し、 コ ン ピ ュー タ化 の進 展 に対 応 す る

　 た め には 「ひ と りに してお か れ る権利 」とい う受 身的 な もの では な く、 積極

　 的 に 「自分 に関 す る情 報 とい う もの は 自分 の もの であ るか ら、 そ れ を各 人 が

　 コ ン トロー ルす る権 利 を持 つ 」とい う様 に発 想 を転換 す る必 要 性 が認 識 され

　 て きた。 単 に 自分 の事 を のぞ か れ るだけ で は な く、 コ ン ピ ュー タ社会 にお い

　 て は、情 報 が 限 りな く一 入 歩 き して不 利益 を こ うむ る危 険 性 が ある こ とが認

　 識 され た の であ る。

　 　 プ ライ バ シーが、 マ ス コ ミとの 関係 で認 識 され て い た時 は一 方 的 に侵 害 さ

　 れ るの を 防 ぐこ とが 重 要 で あ った。 しか し、 コン ピュー タ社 会 にお い ては、

　 プ ライバ シー保 護 は便 益 と相 反 す る面 が あ る。 コ ン ピ ュー タの 便 益 を享 受す

　 るた め に は 自己の情 報 を提供 す る 必要 が あ るか らで あ る。 つ ま り、提 供 す る

　 事 に よ り不 利益 を こ うむ るか も しれ ない とい う犠 牲 との トレー ドオ フを各人

　 が 判断 して い か な くては な らな い。 これ で は大 変 で あ り、全 て の 人 に対 応 さ

　 せ るのは 無 理 で あ る。 だ か らとい って 不便 で も よい とい う事 には な らない。

　 従 って、 法 律 で サ ポ ー トす るべ き とい う動 きが 出て きて い る。

〔OECDの プ ライ バ シー保 護8原 則 〕

　プ ライ バ シ ー保 護 の 法 律 は ア メ リカ を始 め先進 各国 で制 定 され て い る。 我
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が国において も具体化 が進め られているが、その内容に最 も大 きなイ ンパ ク

トを与えて いるのはOECDの 「国際的個人流通 に関す るガイ ドライ ン」

(1980年9月)で ある。 このOECDに よる プライバ シー保護8原 則は

次の通 りで ある。

　① 値入デー タの収集には制限 を設 け、場合に より本人 の同意 を必要 とす

　　る。(収 集制限の原則)

　② 収 集を利用 目的に必要 な範囲に限定す る。(デ ー タ内容の原則)

　③ 収集に あたってはその 目的を明 らか にす る。(目 的明確化の原則)

　④ 目的外利用は本人の同意 な どのない限 り認 めない。(利 用制限の原 則)

　⑤ 不法 な使用 または開示 を防止す る。(安 全保護の原則)

　⑥ デ ータシステムの存在、利用 目的 は公開す る。(公 開の原則)

　⑦ 自己に関す る情報の確認 訂正権 を認める。(個 人参加の原則)

　⑧ デー タ管理者の責任 を明 らかにする。(責 任の原則)

　以 上を通読すれば、我 が国におけ るプライバ シー保護の あいまい さが明瞭

であ り早急な具体化が望 まれ る。

〔公共の利益 との関係 〕

　 プ ライバ シー保 護に関 し考え る必要 のある事 は、公共の利益 との関係であ

る。統計 につh ,て考えれば、収 集 した1つ のデータをいろい ろ使 えれば便利

だ し、情報 を提供 する方 も手 間が少 な くな り、経済的には有利 な点 が多い。

しか し、情報の連結に よリプ ライバ シーが侵害される危険性 も多 くなる。我

が国の統計法では、集 めた情 報は他の 目的には使用 しない事 を明記 してある。

しか し、 これは プライバシー保 護 を目的 と したと言 うよりも、正 確 なデー タ

を収集す るための ものである。 民間の調査 において も、同様 な事 が表記 され

てい るが、法律には基づいていないので、その取扱 いの保証 は ない。 医療情

報 については、医師 と患者の間の秘密は一般的には刑法 に基 づ き「医師 は職

務上知 り得た秘密 は漏 らしてはいけ ない 」と保護されてい る。 しか し、例外

と して麻薬取締法や性病予 防に基づいた届 出義務 が医師にはある。以 上の専
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か ら、値入に とって公共の利益 として個人情報 の流用が許容 しうるのは、市

民 としての生活 に必要 な最小 限の情報 まで と言え よう。

〔今 後 の 望 ま しい方 向 〕

　 コン ピュ ー タ と通 信網 が社 会 の イ ン フ ラス トラクチ ュア と して一 般 化 し、

個 人 が これ らを道 具 と して 自己 空 間 の よ り一 層 の 充実 化 をは か るた め に は 、

そ の マ イ ナス 面 を カバー す るル ール が 必要 で あ る。我 国 の公 害問 題 の様 に取

り返 しのつ か ない被 害 が 起 きて か ら、感 情 的 な反 論 が 巻 き起 こる様 な事 は 避

け なけれ ば な らない。 個 人 に とっ て、 コ ン ピュー タは便 利 な もの で あ り、 社

会 が 利便 性 ・経 済性 を求 めて コ ン ピュ ー タ化 して い くの は 押 しと どめ られ な

い。　 道 具 は使 い 様 で プ ラスに もマ イ ナ ス に もな る。 プ ラス で使 うた め に は、

そ の価 値 を正 し く理解 し、個 人生 活 の 中 で位 置付 を確 立 し混 乱 しな い事 が 重

要 で あ る。 この た め に は 、 プ ライバ シー保 護 の法 制化 、 コ ン ピュー タ と社会

の 関係 の教 育 充 実 が必 要 で あ る。
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(3)社 会情報のセキ ュ リティ

　 〔情報の地域較差 〕

　　我が国においては、情報が東京 を経 て環流す る構造 となっている。 これ は

　政治、経済の権 力が東京 に集 中 してい る事に よる ものである。 この結果 とし

　て、東京に情 報の集積が行 なわれる事 となるばか りでな く、東京以外の地域

　へ届 く情報は東京 とい うフィル ターを通 した もの となっている。地方には東

　京の 目で見た他 の地方の情報が流れてゆ き、た とえ地方が独 自の評価 を しよ

　 うと思 って も手 間がかか るとい う不利に対面す ることとなる。 もっとも、東

　京の フィルターを通す事 に より、地域への説得力が高まるとい う付加価値 が

　つ くのは事実である。 しか し、東京 とい う単一の評価基準の存在のため、東

　京に評価 され やす い情報が流れ やすい とい う面 もある。 東京 において,地 方

　のキ メ細か な情報 、地域経済 の伝統文化や地域団体の出来事等の情報 を得 る

　のは困難で あり、地方 において他の地方の生の情報 を得 る事 も又、困難 であ

　 る うとい う状況 を生み出 している。

〔情 報 の フ ィル タ リン グ 〕

　 情 報 が 日常生 活 と密接 な関係 に ない 時 は、 特 に 海 外の様 に言 語 が 異 なる 時 、

我 々は マス コ ミの 報 道 を利 用 し、 信 用 し、そ れ で よ しとす る。 た とえ 誤 っ て

い て も事 実 の確 認 の仕 様 もな い し、外 国 の現地 の 報道 を フォ ローす るに は言

語 上 の 障害 ば か りで な く入 手 チ ャネル の確 保 が大 変 だか らで あ る。 しか し、

隣 の人 も同 じ情 報 を認 識 して い るか らとい う安 心 感 に浸 って い る面 もあ る と

言 え る。

　 我 が 国 の マス コ ミの場 合 、海 外 にっ い て情 報 の フィル ター、 評価 が 単 一 的

な傾 向 が あ るのは 否 め ない。 か っ て、 中 国の 文 化 大 革命 につ い て海 外 では 賛

否 様 々 な評価 が あ った が,我 国 では 大 賛 辞 のみ で あ った。 マス コ ミが 各 々独

自の評価 基 準 に よ り海外 情 勢 に フィル ター をか け て 国 内に 報道 す る のは 当 然

で あ り、そ れ こそ が 存在 価 値 で あ る。 しか し、 問 題 は、 そ の他 の評 価 基 準 に

よる情 報 を得 た い と思 って も現 在 の 我 が 国 で は手 間 や コス トの点 で困 難 な場
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合が多いこ とで ある。

　現在の我 々は、個人 レベルでの国際化 を求 め られている。第2次 大戦後の

我が国の経済発展は著 る しく、治安や文化の面 で も世界 中に誇 りうる状況を

築 いてきた。 しか し、その繁栄 は我が国が世 界各国 と貿易が可能 であった事

に よる、つ まり国際化社会 の中において こそ成 し遂げ得た もの と言 ってよい。

極 東の小国でい る うちは よいが 、経済大国 と言われ る現在 では 日本 の論理の

みで世界に適応 しない。今後 も国際社会において安定 した地位 を確保 するに

は、世 界の情 勢につ いて、我が国のマス コ ミに よる フィル ターを通 した情報

ばか りではな く、世 界 と個人の視野 に立った情報評価が必要であ り、そ のた

めの情報 チャネルの確保 と評価能力養成が課題であ る。

〔デ ー タベ ー スの役 割 〕

　 以 上で述 べ た課 題 を解 決 す る1つ の方 法 が デ ー タ ーベ ー スで あ る。

　 デ ー タ ーベ ー スが地 域 の各 レベル に構 築 され るこ とに よ り、地 方か ら中央

の情 報 に ア クセ スす る(そ の逆 も)事 が容 易 とな り情 報 の 地 域 較 差 が か な ・

り解 消 され うる。 これ は 商 用 デ ー タ ーベ ー スの展 開 に よ り、 デ ー タベ ースに

収 録 され て い る情 報 とい う限定 は あ るが,そ の範 囲 で情 報 較差 が 解 消 す る と

い うこ とか らも明 らか で ある。 もち ろん 、 これ で全 て解 消 しうる訳 で は な く、

デ ー ター ペ ース に収 録 され ない様 な非 定型 情 報 こそ情 報 較差 を生 み だ して い

る原 因 の大 きな部 分 を 占め る とい う事 も否定 で きない。

　 デ ー タベ ース講 築 も これ ま で は膨 大 な資 金 と専 門 的労 力 を必 要 と し、 開発 、

維 持 は 困難 で あ った 。 しか し、 コ ン ピュー タの 浸透 はOA化 を促 進 し、 そ の

結 果 と して 情報 が デ ー タベ ー ス に容 易 に 蓄積 され うる様 に な って きた。

　 また、 個 人 レベルにおける、地方 と中央 、 地方 同 士 の コ ミュニ ケ ー シ ョンに

も道 が 開か れ て きた 。 一 足 先 に情 報 化 社 会 に突 入 した とい わ れ て い る ア メ リ

カに お い ては 、 ザ ・ソー ス、 コ ン ピ ューサ ー ブ等 の 新 しい タ イ プの 通信 サ ー

ビス業 が で き、経 済 的 に も成 功 しつつ あ る。 彼 等 の サ ー ビスは 、 各種 の デ ー

タベ ー ス(経 済 情 報 、天 気 予 報 、 キ ップの 予 約等)の ア クセ ス を加入 者 に対

一222一



して提 供 す るだ け で な く,加 入 者 に情 報交 換 の場 を提供 して い る こ とで あ る。

す なわ ち、 加入 者 が 、 自分 の興 味 の あ る分 野(自 分 の仕 事 、 趣 味等 の特 定 分

野)で 、 全米 に散 らば る他 の加入 者 と、 自分 の端末 ない しは パ ソコ ン を使 用

して、 直 接情 報 交 換 の で きる システ ムで あ る。 この ようなサ ー ビス が 、 日本

で も広 く普 及す れ ば 、地 方 、 中央 の情 報 ギャ ップは 、個 人 レベ ル に お い て も

解 消 され て こ よ う。 ま た,個 人 の属 す る 団体(企 業 、業 種 等)間 に存 在 す る

情 報 ギ ャ ップ もまた解 消 して こ よ う。

〔メデ ィ アの役 割 〕

　 来 るべ き情 報 化社 会 は、 便 利 で あ る と同時 に一 面非 常 に恐 しい社 会 で あ ろ

う。 何 も しな くて も、一 方 通 行 の お び た だ しい情 報 が入 り込 み 、 や や もす れ

ば 情 報 に 押 し流 されそ うに な る反 面 、 自分 が望 め ば 、 日本 全 国 、世 界全 体 の

生 の 情 報 を、そ の 場 に 居 な が ら集 め 、 自分独 自の判 断 を下 す こ と も可 能 と

な ろ う。 両極 端 の未来 社 会 を描 くこ とが可能 で あ る。 す なわ ち、 今以 上 に低

俗 化 の進 ん だ社 会 、 均質 化 され た独 自の情 報 に コ ン トロール され た世 界 が 、

切 り離 され た 日本 を描 くこ と も可能 で あ る し、 また逆 に、 個々人が メデ ィア

を十 分 に使 い こな し、便 利 で個 性的 な社 会 、諸 外 国 と も個 人 レベ ル で直 接 コ

コ ミニ ケー シ ョンの で きる真 の 国 際社 会 を描 くこ と も可 能 で ある。 結 論 と し

て 言 え る こ とは 、 メデ ィア 自体 は何 も解 決 しない とい うこ とで あ る。 メデ ィ

アは む しろ個 々人 の方 向性 を増 巾させ る。 自分 自身 の主体 性 、 目的 を明確 に

持 っ て は じめ て、 ニ ュー メデ ィア社 会 は、便 利 で快 適 な もの に な る の では ない

だ ろ うか 。
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